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				 『教会』へ、そして……

				

				『成人の儀』として奴隷を得るために魔界から人界へやってきた魔族、リューシュ。

				　彼は力の弱い低級魔族だったが故に、人里から遠く離れた場所へ送り込まれてしまう。

				　そのまま力尽きるかと思われたリューシュだったが、幸運にも魔界から逃走している途中であった神族のルシアと遭遇。彼女を奴隷とすることに成功する。

				　人界における対魔族機関『神殿』はこの状況を把握。最も近くを魔族の活動源となる瘴気を浄化する『巡礼』をしていたリティアたちへルシアの救出を命令した。

				　リティアたち全員で戦えば、低級魔族程度であればまず負けることはない。でも、ルシアの救出を焦ったリティアの仲間、天翼族のフィーニスは一人で先行してしまう。

				　フィーニスの親友は、魔族に嬲(なぶ)りものにされ心を壊されていた。だからルシアも心を壊されてしまうのではないかと危惧していたのだ。

				　リティアがフィーニス一人で先行することを許したのは、彼女が中級……もしかしたら上級魔族相手にも正面から戦える実力を持っていたから。

				　だけど、搦手(からめて)を駆使するリューシュと戦うには、フィーニスの実戦経験はあまりにも不足していた。翻弄され、消耗させられたフィーニスもまた、リューシュに捕らわれてしまう。

				

				　リティアたちがリューシュのところへとたどり着いた時には……もう手遅れだった。

				　ルシアもフィーニスも、リューシュの奴隷へと堕ちてしまっていた。

				　そんなフィーニスを見捨ててでも、リティアはリューシュを倒すつもりだった。けれど、感知能力に長けたエルフのベルカナですら隠れたリューシュの本体を見つけ出せない。リューシュの本体はフィーニスの胎内に潜り込んでいたからだ。

				　そしてリューシュは、リティア達が調教を受けるのならフィーニスを解放すると提案する。苦渋の決断だったけれど、リティア達はその提案を受け入れた。特にドワーフのキューフはフィーニスを犠牲にできないような優しい子だったから。

				　でも、リティアはまだ諦めていなかった。キューフには恨まれてしまうだろうけれど、リティアの命を犠牲にしてでも、リューシュを殺すつもりだった。

				

				　──けれど、失敗した。

				　殺せなかったばかりか、リティアはリューシュに命まで助けられてしまう。

				　そして、リューシュはリティアを陵辱するどころか、人肌の心地良さと甘い快感を教えてくれた。

				　……リティアを好きになった、という言葉と共に。

				　背も胸も小さくて無愛想なリティアには、異性から好きだと言われた経験なんてない。

				　心臓がドキドキして混乱して……気がつけばリューシュの姿を目で追い、彼と仲良くするキューフに冷たく当たるようになってしまう。

				　リティアは……リューシュを好きに、なってしまっていた。

				　そしてリティアは、毎日の調教でリューシュから与えられる快楽に溺れ、絡め取られていく。

				　それでも、リューシュがリティアの調教に集中してくれることで他の皆に手を出されないのであればよかった。でも、リューシュは普通の魔族ができないような、分身の同時操作ができる。

				　リティアが知らないうちに、ベルカナとキューフも調教されて……先に堕ちてしまっていた。

				

				　次の村へと到着する直前のこの場所でその事実を知った時、とても悲しかった。

				　やはり、リティアはリューシュにとって特別な存在ではない。そう考えてしまうときゅぅっと胸が締め付けられて苦しくなる。そのくらい、リティアはリューシュに惹かれていた。

				　そんなリティアの考えを否定してくれたのは、フィーニスやベルカナ、キューフ。

				　リューシュはリティアを特別大切にしてくれているという。

				　だから、リティアは試すことにした。

				　リティアの持つ、人間でありながら神力を生成し操る『聖女』としての力。これは、通常破瓜と共に失われてしまう。だが、互いに愛し合っているのなら……消えることはない。

				　これに賭けたのだ。

				　そしてリティアは、自らリューシュに純潔を捧げ……『聖女』としての力は……失われなかった。

				　リューシュが本心からリティアを好いてくれている事実を確認できた喜びは……とても言葉では表現できそうにない。

				　こうしてリティアは、身も心もリューシュに捧げ……結局、明け方までリューシュの分身が姿を変えたテントの中で皆と共にリューシュに抱かれていた。

				　一眠りをして目を覚ましたのは、つい先程。随分と日は高くなっている。

				　慌てて身支度を整えるリティアの姿を、先に起きて着替えていたリューシュはじっと見つめていた。正直恥ずかしいけれど、愛する人の視線だと思うとなんだか嬉しい。

				「リューシュ。リティアに……おかしなところ、ない？」

				　程なくしていつもよりスカートの長い法衣を身に着け髪を梳(と)かしたリティアは、リューシュの前でくるりと一回転してみせた。今まで、こんな風に外見に気を使ったことはない。

				　でも、好きな人には綺麗な自分を見てほしい、と思えるようになった。

				　香り袋なども用意して、気を使った方が良いのだろうか？

				「ああ、どこから見ても綺麗だぞ、リティア。さすがは俺の愛する女だ」

				「……ありがと」

				　そう言って頭を撫でてくれる手が優しくて、気持ち良い。

				　素直な称賛の言葉が嬉しくて、どきどきする。

				　エッチなことをされているわけではないのに、頬が熱い。

				「……リューシュ様。わたしも見てください。どうですか？」

				　そんなリティアの隣に立ったのは、リューシュの最初の奴隷である堕竜のルシア。

				　緩くウェーブした銀髪を背中まで伸ばした彼女が身に着けているのは、胸や股間だけを隠した露出度の高いレオタード。それは顔立ちが幼くスレンダーなルシアにどこか妖艶な魅力を与えていた。

				　女のリティアから見ても綺麗だと思ってしまうほどに。

				　それなのに、赤い皮膜の翼と黒いウロコの尾は不安げに揺れているようだった。

				「心配するな、ルシア。相変わらず可愛いぞ」

				「もう、リューシュ様ったらいつもそれですよね。なら、リティアとわたしどちらの方が好きなのですか？」

				「……っ！」

				　リティアより先にリューシュの隣にいるルシアもまた、彼へ好意を抱いているらしい。後から現れたリティアに対抗心を燃やしてしまう気持ちは、わかる。

				　だけど……リティアもリューシュが、好き。負けたくない。

				　思わず縋(すが)るような想いでリューシュの黒い瞳を見つめてしまう。

				　視線を重ねたリューシュは笑みを浮かべ、リティアとルシアの頭へと手を置いて撫でてくれた。

				「そういう聞き方はズルイな、ルシア。俺はふたりとも愛してる。優劣をつけるとすれば髪の毛はルシアの方が好きだし、肌はリティアの方が好きだぞ」

				「予想はしていましたけれど、やっぱり、リューシュ様はそう言うのですか。……女たらし」

				「……リューシュ、気が、多い？」

				　リティアとルシアを撫でるリューシュの手には確かに愛情が込められている。ただ、それがリティアだけに向けられているものではないと思うと、ちょっと悔しくてきゅぅっと胸が苦しくなる。

				　……リティアだけを見てほしい、と考えてしまう。

				「リティア。思い直すなら、今のうちなのですよ？　リューシュ様は、外道で鬼畜な最低魔族なのですから」

				　ルシアは頬を膨らませながら、しゅるりと尻尾をリューシュの足に絡めて身体を摺(す)り寄せる。

				　リューシュを見つめるその綺麗な金色の瞳は、濡れていた。

				　もしかしたら、ルシアもまた、リティアと同じ苦しさを感じているのかもしれない。

				「散々な言われようだが……否定はできないな」

				　穏やかな笑みを消したリューシュは、ルシアの瞳をまっすぐに見つめ返していく。

				　その顔は、ちょっとかっこよく見えた。

				「敵意を持っている相手の感情を動かそうと思ったら、俺も本気で向き合わないと。その過程で愛情を抱いてしまっても不思議じゃない」

				「ほら、やっぱり……そうなのです。それを……わたしがどんな想いで見ているのか……んっ……」

				　リューシュの服を掴むルシアの手に、力が込められていく……。リティアにも、ルシアが感情を爆発させてしまう寸前なのだとわかった。

				　それを止めたのは……リューシュのキス。

				　目を閉じて接吻を受け入れたルシアは、びくびくっと身体を震わせている。

				「それが俺の戦い方だからな。辛い思いをさせているのは、すまないと思う。ただ、ルシアに向ける愛情がなくなるわけじゃないからな。ちゃんと、ずっと、可愛がってやるよ」

				「……ふ、ぁ……ん。わかって、くれているなら、いいのですけれど……」

				　顔を真っ赤に染めてすっかり大人しくなったルシアは、リューシュの言葉にこくん、と頷いた。

				　正直、羨ましくて……胸がきゅぅっと切なくなる。

				「本当に性質(たち)の悪いことに、リューシュ様が向けてくれる愛情は本物、なのですよね。それが、心地よくて幸せで……最低な性格をしているってわかっているのに……離れたいと思えません」

				　ルシアは、どこか蕩(とろ)けている金色の瞳をリティアへと向けた。

				　こうやってリューシュはいつも誤魔化すのだ、と教えてくれているのだと思う。

				

				　──でも、リティアはもう覚悟を決めた。

				　そもそも、リティアの中でこんなに大きく膨らんだリューシュを追い出すなんて、不可能。

				「……ルシア、ずるい。リティアも、リューシュに、可愛がって、ほしい。これからも、ずっと」

				「やっぱり、リティアも……なのですね」

				「……うん。リティアだけに愛情を向けてくれないのは、苦しい。でも、それ以上に……リューシュがリティアを愛してくれるのが……嬉しい」

				　ルシアへこくん、と頷いて返事をする。そして、リティアも負けじとリューシュに身体をすり寄せていく。もしかしたら、ルシアはリティアの覚悟を試したのかもしれない。

				　単にライバルが減ればいいと思っただけかもしれないけれど。

				「リティア、ルシア。安心しろよ。二人とも離れたいなんて考えられないように愛してやるからな」

				　リューシュのその言葉に、リティアの鼓動が高鳴ってしまう。

				　どんなに最低な人でも、リューシュは間違いなくリティアに必要としてもらえる喜びを教えてくれたのだから。だから、リューシュに抱きついて、甘えるのだ。

				「いいのですね？　リティア」

				「後悔、しない。ルシアとは……ライバル……？」

				「そうですね、ライバルであり、同じ悩みを共有する間柄になりそうですね」

				　リューシュの匂いを感じながら、ルシアと視線を重ねた。

				　ルシアは、もう笑顔だった。

				　リティアもなんだか嬉しい。

				　ルシアがちょっと驚いた顔をしているけれど、どうしたんだろ。

				「……あっ！　ズルイ！　ルシア、リティア！　ボクもお兄ちゃんに甘えたいのにっ！」

				「リティアも、アタシみたいにもう、ご主人様から離れられなくなったみたいね。でも、構わないわ。人間のリティアにはアタシたちみたいに誓約を交わすことができないもの！」

				「フィーニス、ご主人様のような最低最悪の魔族相手に誓約させられたことは自慢になりませんよ。私も、快楽に負けてしまいましたから、その、人のことは言えないんですが……」

				「今は我慢しろ。後でたっぷりと可愛がってやるからな。俺も準備するか」

				「打ち合わせ通り、ですね」

				　フィーニスたちも準備ができたみたい。

				　今日の勝負はここからが本番。

				　リューシュの分身体であるテントを撤収すると、リティアたちは村の中へ向かうのだった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　リティアたちは各地に自然と溜まった瘴気を浄化しながら旅をする『巡礼者』。村の中に入れば、自然と人の視線を集めてしまう。

				　注目されるのは苦手なのであまり目立ちたくないのだが、今はそうも言っていられない。

				　少女のようでありながら露出度が高く、妖しい色気を振りまいているルシア。それともう一人、銀髪碧眼で、少年とも少女とも思える中性的な容姿のダークエルフを連れているのだから。

				　人目を引かないほうが無理。

				　ダークエルフの正体は、リューシュ。ルシアから神気の制御方法を学んだからこそ、リューシュはリティアたちから奪った神気で仮(かり)初(そ)めの肉体を作れるようになったらしい。

				　その出来栄えは、リティアだけでなく感覚の鋭いエルフのベルカナでも魔族だとわからないほど。

				　元々力の弱いリューシュは、瘴気や魔力の流出を抑えるのが得意と聞いていた。でも、ベルカナの目すら誤魔化すなんて正直驚きだ。

				　ルシアと姉弟(きょうだい)同然に育ったルージュというダークエルフ、という『設定』で普段は過ごすつもりだと説明してくれた。

				　不安そうにきょろきょろと周囲を彷徨(さまよ)わせているルージュの姿は、可愛い。母性を刺激されて抱きしめたくなる人は多いのではなかろうか。

				　この姿のほうが相手は油断するから、と言って笑っていた真っ黒な中身を知らなければ。

				　でも……リティアとしては普段のリューシュが、いい。逞しいあの身体に抱きしめてもらえると安心できるから。

				「遠路はるばるご苦労様です。その様子なら、無事に魔族を退治できたようですね。その子たちが保護された方々ですか？」

				「そう。ルシアと、ルージュ」

				「そうですか。こんなに幼いのにさぞ辛い目に遭われたのでしょうね。さあ、まずはこちらへ。報告が済んだら旅の疲れを癒やしてくださいな。すぐに湯船も準備しましょう」

				　心配していた『教会』の結界だけれど、リューシュはあっさりと通過してみせた。さらに出迎えてくれた人の良さそうなエルフの男性も、ルージュの正体が魔族だと気付く様子はない。

				　それは喜ばしいことだ。

				　ただ、こんなにも簡単に侵入されてしまうと、実は他の『教会』にも魔族が入り込んでいるのではないだろうか……と不安を感じてしまう。

				「ありがとうございます」

				「ありがとう、おじちゃん！」

				　頭を下げるルシアと、無邪気におじちゃん、というルージュ。中身を知っているリティアからすれば、胡散臭いことこの上ない。

				　おじちゃん、と言われて若干顔をひきつらせた男性のエルフは、そのままリティアたちを通信用の水晶のある部屋へと案内してくれる。

				　歩きながらさりげなくベルカナが聞いていたけれど、ここに常駐しているのは目の前のエルフの男性を含めた四人。一人は人間で、もう一人は竜族。最後の一人は亜人である獣人。全員が男性で、村の中に奥さんが住んでいるということだった。

				

				　リティアはリューシュ以外の男性はまだ怖い。その不安が顔にでてしまったのだろう。

				　風呂場の掃除やタオルの準備などは、ちゃんと村の女性が協力してくれるのだと説明してくれた。

				　ちょっと安心。

				

				　程なくして、『神殿』との通信を行う水晶のある部屋へと到着した。

				　部屋の中へ入ると術式が起動して、水晶の上に神官長である天翼族の女性の姿が現れていく。この瞬間はいつも緊張してしまう。今回はルージュも同行しているのでなおさらだ。

				　結局、リティアの心配は杞憂で神官長もルージュの正体に気付いた様子はない。ただ、ルシアの姿を見た時、一瞬、目を見開いて驚いていたのが気になる。

				　そこからの報告は、特に問題なく済ませられた。

				　ルシアとリューシュことルージュはこのままリティア達が保護、監視し、『サンライティア』の中心都市まで送り届けることを正式に『神殿』からの依頼として受けることになった。

				　ただ、リティアたちはまだ実戦経験が浅い。万全を期すために次の村には支援者を派遣してくれるらしい。これも慣例に則ったことであり、特別な措置ではない。

				　次の村は主要都市から沿岸部に向かうための東西を結ぶ道の上にあり、徒歩で一日ほど歩けば到着する距離にある。

				　そこで、数日待機して支援者と合流したリティア達は、『巡礼者』として本来歩く予定だった南北を繋いでいる空白地帯の道へと戻る。そして、瘴気を浄化しながらルシアたちと一緒に『サンライティア』の『神殿』へ帰還する予定となった。

				　それらの事柄を確認して通信を終える。

				　出迎えをしてくれたエルフの男性も一緒に確認してくれたので間違いはない……はず。

				　そして、報告を無事に終えたリティアたちは『巡礼者』用に準備された部屋に案内してもらう。

				　ようやく気を抜くことができたのは、エルフの男性の姿が見えなくなってからだった。

				「なんとか、なった……」

				「そうですね。いつバレてしまうのかとドキドキしていましたが、案外とわからないものなのですね」

				「この外見なら、一見無害そうに見えるしな。外見で判断してはいけないと頭でわかっていても、子供にはどうしても甘くなってしまうものだろ？」

				　リューシュは子供の姿のまま、ルシアの腕の中でものすごく悪い笑みを浮かべている。

				　リティアたち以外にはとても見せられそうにない。

				「……悪い人」

				「魔族だからな。フィーニスたちはこれから風呂、だろ？」

				「そうよ。せっかく準備してくれるって話だもの」

				「楽しみだね！　久しぶりのお風呂！　ここ数日はずっと汗でベタベタしちゃってたし……」

				　フィーニスやベルカナはお風呂が好きなので嬉しそう。

				　でも、リティアは入浴が苦手だ。普段は、いつも水浴びで済ませている。肌が弱いリティアは、熱いお湯だとすぐに皮膚が痛くなってしまうから。

				「この姿なら俺も一緒に入れそうだな」

				「……えっち。でも……それならリティアも、入る」　

				　気が変わった。リューシュが入るなら、リティアも頑張って一緒に入ろう。

				　そう思って言い出したら、ベルカナも、フィーニスも、キューフも目を見開いて驚いていた。

				　そんなにおかしなこと、言った？

				「リ、リティアが……あのお風呂嫌いなリティアが!?」

				「し、信じられません。絶対にお風呂場に行かず、寒い冬だろうが水浴びで済ませているリティアが……？」

				「リティアがこんなに変わるなんて思ってもなかったよ。めったに笑わなかったのに、笑うようになったしね。お兄ちゃん、すごい！」

				「……みんな、ひどい」

				　確かにお風呂は嫌い。でも、リューシュならなんとかしてくれるのでは……という淡い期待を抱いていた。甘え過ぎ……なのだろうか？

				「リティア、無理はするなよ？」

				「大丈夫、リューシュを悲しませたり、しない」

				　リューシュが心配してくれて、嬉しい。

				「でも、まだしばらく時間はかかるのですよね。その間、どうしましょうか」

				　四人が一緒に入っても平気な大きさの浴槽を満たす水を沸かすには、それなりに時間がかかる。天然の湯が湧き出している温泉ではないのだから、仕方がないだろう。

				　少し考えて、リティアは口を開く。

				「……その、ベルカナとキューフが、リューシュにどんなことされたのか、知りたい。できれば、ルシアとフィーニス、も」

				　リティアががこんなことを言い出したことに皆、驚いている。でも、気になってしまうのだ。

				　リティアにはあまり見せてくれない、鬼畜なリューシュの姿を。

				「……リティアが気になるなら、仕方がありませんね。話してあげますよ、リティア」

				「そう、だね。ボクたちは、リューシュがリティアにどんなことをしたのか知ってるけど、リティアはしらないんだもんね」

				　ベルカナとキューフは頷き、了承してくれた。こうして、ベルカナとキューフがリューシュにどんな調教をされたのか聞く時間ができたのだった。


                			

	
			
				 エルフ娘、ア◯ル陵辱の始まり　

				

				　昼間、フィーニスを人質にした卑怯な魔族、リューシュ。

				　先ほどは、私の実力不足で本体を捉(とら)えることができませんでした。

				　リティアがあれほどの攻撃術式を隠し持っていたのは驚きましたが、私が彼の本体を捉えていればこんなことにはなっていません。

				　その悔しさから、ずっと神経を研ぎ澄ませて本体を探り続けていました。その成果なのか、彼の気配がどう動いているのか手に取るようにわかります。

				　彼の動き次第では、フィーニスとルシアを見捨てる選択をする必要があると考えていました。魔族を信用するわけにはいきません。疑いすぎるくらいでちょうど良いくらいですから。

				　ただ、リューシュは今のところは約束を守る気があるのか、フィーニスとルシアに何もせずにまっすぐこちらへと向かって来ます。

				　緊張からかごくりとつばを飲み込みつつ、彼が現れるのを待っていました。

				「……やはり、最初に私のところへ来ましたか」

				「ああ、約束通り相手をしてもらおうか、ベルカナ」

				　私は、寝所へ現れた魔族の男、リューシュを睨みつけました。

				　彼に逆らえないため、これくらいしかできないのです。

				　……今は、まだ。

				「約束ですから、仕方がありません。でも、必ずあなたの本体を探しだしますから。その時、私たちを弄んだこと、後悔させてあげます」

				　まっすぐにリューシュの黒い瞳を見つめて宣言します。それに対して、リューシュはニヤニヤとしたイヤラシイ視線で私を見つめるだけでした。

				　非常に不愉快ですが、この程度で動揺するわけにはいきません。

				　弱みを見せるわけには……。

				「幻術で服を身に着けているように見せかけているだけの露出狂エルフに、それができるかな？」

				「……っ！　どうして、それを……」

				　リューシュの言う通りでした。

				　普段、私は神力で服を身につけず、幻術で服を着ているように見せかけています。肌に触れる服の感触で集中が乱されてしまうからです。流石に草原地帯などを歩くときや戦闘時はきちんと肌を守りますが……。

				　今も、リューシュの動きを監視するために意識を集中していたので、裸になっていました。

				　しかし、この事実は他の皆には伝えていません。それにちゃんと幻術は発動しているので、直接手で触れなければリューシュにはわからないはずなんです。

				　どうして彼に見破られたのか理解できない私は、動揺を隠せませんでした。

				「さて、な。手の内をそう簡単に明かすわけはないだろ？　さて、抵抗するなよ？　フィーニスがどうなるかわからないぞ」

				「うぁっ……!?　ひ、卑怯者っ！」

				　気配を感じていた私には、リューシュが天井に触手を生成したのがすぐにわかりました。

				　それが私の両手首に巻き付いて、身体を引き上げてしまいます。あっという間に、爪先立ちになる高さまで持ち上げられてしまいました。

				「ああ、俺は弱いからな。こういう卑怯な手を使わないと、まともにベルカナたちとは戦えない。だから、ベルカナが堕ちる前に本体を見つけることができれば、俺は負ける。そういうことだ。幻術も解除してもらおうか？」

				「……仕方がありません」

				　私は、リューシュに言われた通り幻術を解除しました。

				　リューシュが改めてじろじろと私の裸を見つめていますが、なんとも思いません。虫に裸を見られているようなものだと思うようにしていますから。

				「バランスの良い綺麗な身体だ。おっぱいの形も良い。この綺麗な身体を俺のものにできると思うと興奮するな」

				　リューシュはそう言いながら、私の背後へと回りこむと目隠しをして視界を塞いでしまいます。

				　それでも、気配だけでリューシュの動きが手に取るようにわかる私には関係ない、と考えてしまっていました。

				「……私が、そう簡単に堕ちるとは思わないでください。は、ぁっ……！」

				　最初にリューシュが触れたのは、私の長い耳。そこは、周囲の気配を感じ取るための重要な感覚器官でとても敏感です。

				　本来は愛する人以外には触れさせたくない場所ですが、リューシュは遠慮なく触れてきました。

				　身体に伝わってくる甘い痺れ。私は、それに抗わず声を漏らします。

				「ああ。じっくり楽しませて貰おうか。ベルカナは声を我慢したりしないんだな？」

				「戯言を……我慢しようとすればするほど、あなたは、喜ぶでしょう？　んっ。は、ぁっ……」

				　魔族が与える拷問に少しでも長く耐えられるようにと、私は訓練を受けています。普段、裸でいるのも羞恥心を鈍らせる訓練の一貫でした。

				　索敵能力に優れ、遠距離から先制攻撃を行う私たちエルフは恨まれやすく、捕まった時に激しく陵辱されてしまう傾向があるからです。プライドが高い者が多いことも影響しているんでしょう。

				「なるほどな」

				　リューシュの指先が私の身体のラインを確かめるように滑り落ちていきます。

				　耳から首筋へ、それから、肩を伝って乳房へ。乳首の近くを一周してから、今度はお腹、そして……ふともも。

				　触れるか触れないかという絶妙な感触で触れてくる指に、ぞくぞくと身体が震えてしまいます。

				　丁寧で優しい愛撫は、確かに気持ちの良いものです。

				　でも、それは女として生まれた以上、仕方がないことなのだと受け入れます。

				「ん。はぁ……。んっ。はぅ……んっ」

				「いい反応だな。案外慣れてるのか？　ベルカナ」

				「言う必要は、ありません、よね……？　あっ！」

				　右足に触手が絡みつき、そのまま持ち上げられてしまいます。

				　否応なしに露わになってしまう私の恥部。さらに指で、秘裂を開かれてしまうのがわかりました。

				　流石に膣内を覗きこまれてしまうのは恥ずかしい。

				　微かに伝わってきた快感と恥辱に、身体をふるりと震わせてしまいます。

				「ピッタリと閉じた綺麗なマ◯コだな。処女膜もちゃんとある。経験はなさそうなのに慣れてるってことはオナニーしまくりなのか？　淫乱エルフ」

				「……っ！　言う必要はありません、ね。でも確かに、私は淫乱かもしれません。低俗な魔族の手で快感を得てしまっています、から」

				　私はいつも、陵辱する相手の思惑に乗らないようにするのが大事なのだと教えられてきました。

				　おそらくリューシュは、私の感情を揺さぶって心の隙を作るつもりなのでしょう。ですが、私は、むしろリューシュを挑発するくらいのつもりでいました。

				　感情に任せた乱暴な陵辱で屈服させようと夢中になってくれるのなら、キューフやリティアに被害が及ぶことはありません。

				　精気(マナ)の吸収も、落ち着いていればその被害を最小限に留めることもできるはずです。

				「自分で淫乱、というのか。ベルカナ」

				「否定しても、認めさせるんでしょう？　なら、抵抗しても……あぁ……」

				　リューシュが苦笑したのがわかります。

				　彼の指は狙いを変えたのか、菊穴をもマッサージしてきました。私はあまり不快には感じられないその感覚を抵抗せずに受け入れます。

				　そして、少し腸内に侵入してきた指をきゅっと締め付けてあげました。

				「どうやら、ベルカナは調教に対する心構えはできてるみたいだな。それじゃ、これはどうだ……？」

				「……好きにすれば……っ!?　んっ……んぅっ!?」

				　私は、背後から抱きしめてくるリューシュに唇を塞がれてしまいました。おそらく精気(マナ)を吸収して隷属化させようという考えなのでしょう。

				　初めてのキスが彼のような最低魔族なのは悔しいですが、素直に受け入れます。キスを拒むより、隷属させられないように吸精への抵抗へ意識を集中させるつもりでした。

				「んふ……ん……んん……んっ……」

				　身体の内側から愛撫されてしまうような快感に身体が……下腹部が熱い。爪先立ちになっている左足が震えてしまいます。気を抜けば快感に流されて、一気に体内の精気を奪われてしまったでしょう。

				　それでも私は、どうにか吸精に耐えきりました。多少の精気(マナ)は持って行かれてしまったものの、これなら隷属させられることはありません。安堵に気を緩めてしまったんです。

				　──それが、油断でした。

				「ふぁぁぁっ！　あぁぁぁっ！　な、なぁっ!?　ふぁっ！　あぁぁっ！」

				　彼の手で尻肉を撫でられた瞬間、強烈な快感に襲われてしまったんです。先程とは比べ物になりません。背中が反り返り、身体が勝手にびくびくっと震えて声が漏れてしまいます。

				　更に、乳房を持ち上げるように撫でられてしまいました。些細な刺激のはずなのに指先までびりびりとしびれるような快楽が伝わってきてしまいます。

				「な、なんっ！　やぁっ！　や……ぁぁっ！　はぅぅっ！　そこは……だ……ぁぁっ！」

				　全身が快楽を感じやすくなってしまったようです。ただでさえ敏感な耳を舐められてしまうと頭の奥が焼けそうなほど気持ち良くなってしまいます。

				　ぶるぶるっと首を横に振りますが触手に動きを封じられた私では逃げられるわけもありません。

				「なにをっ……なにをっ……あぁぁぁっ！　ふぁっ！　あぁぁっ！」

				「言うわけ、ないだろ？　淫乱エルフ」

				「んんっ!?　んっ……んじゅっ……んっ！　んんんんっ！」

				　どうにか快感を逃がそうとする私でしたが、リューシュに再び口を塞がれて舌を絡めとられてしまいます。舌が、まるで陰核に変わってしまったようでした。

				　舐られ、吸い上げられるたびに今まで味わった経験のない、強烈な快感が全身を駆け抜けてしまうのです。胸を揉まれながら口内を弄ばれるだけで震えるフトモモをつぅっと雫が流れ落ちていきました。

				「んっ！　ふぅっ！　んっ！　んんっ!!　ちゅ……ちゅるっ！　はっ！　あっ！　ふぅっ！」

				　私を貪り食らうような激しい口淫に思考が蕩(とろ)け……ぼーっとしてきてしまいます。気づけば全身の力が抜け触手に支えられなければもう立っていられなくなっていました。

				　だから、菊穴に何かが当てられても、すぐに反応できなかったんです。

				「淫乱エルフのベルカナにはじっくり愛撫してやるより、ちょっと乱暴にしてやるくらいがちょうど良さそうだな」

				「あ……ぇ……？　ん、ふぁっ!?　んぉぉぉぉぉぉっ!!」

				　いきなり、ぬるぬるとした感触の何かが腸の奥へと侵入してきました。こじ開けられる尻穴からはみちみちっと音が聞こえてきてしまいそうです。ぎゅぅっと力いっぱいに締め付けても侵入を防げないばかりか……ぞくぞくっと背筋を快感が駆け上がってきてしまいます。

				「なんだ、愛撫もせずにケツ穴に入れてやったのに感じてるのか？　ベルカナ。普通の女はこんなところじゃ感じないぞ」

				「んあっ……！　そん、んぁぁぁっ！　ん、ふっ。んぉっ……！」

				　私の腸内に侵入してきたのが、男性器だと認識できたのはリューシュの動きが止まってから。ドクンドクンっと脈打つその男性器の硬さや大きさ、形までそのすべてを感じ取れてしまいます。

				　さらに耳元でリューシュに囁かれてしまうだけでもぞくぞくっと快感が駆け抜け、尻穴をきゅぅきゅぅっと締め上げてしまいます。まるで、彼の男性器を歓迎しているかのように。

				「動くぞ、ベルカナ。俺のチ◯ポの味を忘れられないようにしてやる」

				「や……やぁ……ぁぁっ！　おっ！　ぉぁっ！　はっ、ぉっ！　ぉぉっ！」

				　男性器が、私の腸壁を大きく開いたカサで擦り上げながら一気に引き抜かれ、再び侵入してきました。そして、子宮の後ろ側がゴリゴリっと抉(えぐ)られてしまいます。

				　それは、目の前がぱちぱちっとはじけ飛びそうなほどの快感となって私に襲いかかってきました。

				　あまりの快感に背中を仰け反らせながら、きゅぅぅっとキツく尻穴を締め上げてしまいます。でも、彼の動きを止められません。

				　全身から汗が吹き出し、地面に着いている左足が小刻みに震えてしまいます。

				「遠慮することはないぞ、淫乱エルフのベルカナ。この様子だと、尻穴を使った訓練をかなりしていたんじゃないか？　魔族の陵辱に耐えるためにな」

				「そんな、こと。あひぃっ！　うごか、な、ぁぁっ！　んふぉぉぉっ、ぉぉぉぉっ!!」

				　本来なら苦痛を感じても不思議ではないほど、強引な陵辱でした。それなのに、私は全く痛みを感じられなかったんです。残されたのは子宮の裏側を擦られて伝わってくる快楽と、大きく開いたカサで腸内を擦り上げられる快楽と、引き抜かれる時の開放感。

				　それらの快感を時間が引き延ばされているかのように何十秒も感じ続けていました。集中力を極限まで上昇させる神術を使っている時のよう。些細な動きすら、すべて感じ取れてしまいます。

				　今まで調教に対する耐性をつけようとして感じてきた快感とは、比べ物になりません。せっかく覚えた何もかもを吹き飛ばされた私は、頭を左右に振って快感を拒絶しようとしてしまいます。

				　でも、リューシュはそんな私を逃がすはずありませんでした。陵辱される悦びを刻み込むように容赦なく動くんです。

				「さわってもいないマ◯コからどんどん愛液が溢れてくるな。そんなに気持ちいいのか？　なぁ、淫乱エルフ。このまま、処女のケツ穴奴隷にしてやるのも良いな」

				「あぁぁぁっ！　そんな、のっ……、ふぉっ、んぉっ！　おっ、ほぉぉっ！」

				　内臓を突き上げられる快感に舌を突き出してしまい、喉奥から出したくもないマヌケな声が口から勝手に漏れてしまいます。止まない強烈な快感に頭の奥が痺れて……身体をなんども跳ねさせてしまいます。さらに、自分でもわかってしまうほど膣はひくひくっと蠢き、物欲しそうにヨダレを垂らしてしまっていました。

				「そら、そろそろイキそうなんじゃないのか？　淫乱エルフのベルカナ。　俺の精液をたっぷり注ぎ込んでやるから、俺のチ◯ポでケツ穴アクメしてみせろ！」

				「や、やぁっ……！　や、やめっ！　わたくし、イキたくありませんっ！　こんなので、こんなので、イッたらっ！　イってしまった、らぁっ……!! あぁっ！」

				　ぐぽっぐぽっと、リューシュの男性器が私の菊穴に出入りする音が、頭に響きます。視界を封じられている今、その音にすら私は興奮を煽られていました。

				　否定しても否定しても、私の身体から卑猥な音が出ているという事実は変えられません。それを認識してしまうたび、私はリューシュの男性器をぎゅっとと締め付けてしまうんです。

				　まるで、この陵辱を受け入れ、悦んでいるかのように……。

				「っくっ……、この淫乱なエルフのケツ穴は……精液が欲しいみたいだな。たっぷり注ぎ込んで……やるよっ！」

				「やっ！　やっ！　だっ、だめっ！　だめぇっ!!　だぁっ…………、あっ！　あぁぁっ!!　あぁぁぁぁっ!!」

				　私は子宮を圧迫しながら奥深くまで貫いたリューシュに、マグマのように熱を帯びた精液を注ぎ込まれてしまいます。腸内を満たされてしまうその快感に、私は耐えきれませんでした。

				　全身をびくびくと痙攣させながら限界まで背中を仰け反らせ、空へ向けて舌を突き出してアクメしてしまったんです。

				　目の前がぱちぱちと白く弾け、何も考えられなくなっていました。

				「～～～～～～～～～～～～～!!」

				　リューシュは私が無防備になったその瞬間を見逃しませんでした。一気に私の精気(マナ)を奪ってしまいます。でも……アクメしている最中の私では抵抗できません。

				　それどころか、精気(マナ)を奪われる快感に幸福感を感じていました。永遠にこの時間が続いて欲しい、とすら考えてしまうほど……。

				「あ……ぁぁ……」


                			

	








			
				　かしゃん、と首輪が締まる感触で理性を取り戻した時には、手遅れでした。

				　精気(マナ)を吸い付くされた私は、リューシュに隷属させられていたんです。目には見えない鎖が魂に絡み付いてくる感触に、もう逃げられないのだと認めるしかありません。

				「……隷属したな、ベルカナ。このまま……ケツ穴大好きなマゾ奴隷として、ずっと可愛がってやるよ。俺はベルカナの身体が気に入ったからな」

				「うぁ……そ、そんな……の……ぁっ……！」

				　敏感な耳元でリューシュにずっと可愛がってやると囁かれただけなのに、きゅんっと子宮が震えてしまいました。リューシュに抱き寄せられ体温を感じているだけで、どきんどきんっと心臓が高鳴ってしまいます。

				　隷属してしまったからでしょうか。すべての神経が彼へと向けられているかのようでした。

				「なあ、ベルカナ……どうしてほしい？」

				「ふぅっ……！　す、好きにすれば……いいじゃないですか……も、もう……私はあなたから逃げられないんですから……んっ……ふっ……」

				　こうなってしまっては、彼が私の調教に夢中になるよう仕向けるしかありません。

				　訓練をしている私なら多少は耐えられるはずです。リューシュが私を完全に陥落させようと躍起になっている間であれば、キューフやリティアに手を出されることはないのですから。

				　そう考えた私は、自分からリューシュの男性器を求め、奥へ導くように尻穴を締め上げます。さらに陵辱されてしまう私を想像すると、子宮が疼いてしまう事実から目を背けながら……。

				「そうだな。好きにさせて貰おうか。ケツ穴だけじゃ寂しいだろう？」

				「ん、は……ぁっ！　な、なにを……？　んぐっ……!?　んぶっ！　んっ！　んんっ！」

				　陵辱を望んでしまっている事実を受け入れられない私の口の中に、リューシュは太い触手をねじ込んできました。その強烈な雄の匂いに頭がクラクラしてしまいます。

				　さらにリューシュは衰えない肉棒で、私の身体の奥底へ快楽を刻み込むように再び動き始めました。すっかり蕩(とろ)けさせられた私に抗えるはずありません。

				　荒々しく腸壁を抉(えぐ)られても、子宮を突き上げられても襲ってくる甘美な快楽を歓迎するように私は尻穴を締め上げていました。あまりの快感に尻肉がぶるぶると震えてしまいます。

				　そのまま何もなければ、すぐにでも絶頂へと導かれた私は快楽に溺れてしまっていたでしょう。

				　でも、私は気が付いてしまったんです。リューシュの気配が他の部屋にもあることに。

				　それは、リティアとキューフの部屋だけではありません。

				　フィーニスとルシアの部屋にも現れていました。

				　神経が過敏になっているためなのか、それぞれの部屋で何が行われているのか、私にはわかってしまいます。そして……フィーニスとルシアが、現れたリューシュの分身に何を始めたのかも。

				　なんとなく、理解できてしまいます。フィーニスは……きっと、もう……。

				「やっぱり気付いたか？　フィーニスから聞いていた通りベルカナは優秀みたいだな。だが……残念だがフィーニスはもう手遅れだ。わかるだろう？　自分から望んで俺に従っているのが……」

				「……っ！　んっ……んじゅっ……んんっ……!!」

				　全ては私達全員を罠に嵌(は)め、調教するための茶番。

				　その事実に気付いた私は、どうにか抵抗しようと口の中の触手に噛みつきます。でも、ブヨブヨとした感触の触手に歯を立ててもほとんど効果はないようでした。

				　それどころか、触手は私の喉奥まで蹂躙するように入り込んで来ます。吐き気や苦しさを感じても不思議ではないほど奥深くまで入られてしまったのに、頭の奥が痺れてしまいます。

				　しかし、それだけでは終わりません。ここぞとばかりに腸内を灼熱の肉棒で激しく蹂躙されてしまいます。一層強く襲ってくる快感に私はおかしくなってしまいそうでした。

				　でも、どうすることもできません。念話の術で仲間にリューシュの裏切りを伝えることすら……。

				　悔しさからか……あるいは強すぎる快感にか、目から涙が零れ落ちてしまいます。

				「流石だよ、ベルカナ。俺の動きをほぼ完璧に把握できるその能力の前には、小細工なんてすぐバレてしまうからな。だからこそ(・・・・・)俺は最初にお前を隷属させるつもりだった。だが、これでリティアとキューフを同時に調教するための障害はなくなったわけだ」

				「ふぐっ！　んっ！　んぐぅっ!!　んぅっ！　んっ！　んんんんっ！　んんんっ！」

				　悔しい、悔しい、悔しいっ！　

				　私がリューシュの責めに耐えきってさえいれば、彼の好きにさせることはなかったのに……。

				　でも、どんなに悔しくとも私がリューシュに敗北して隷属してしまった事実は変えられません。

				　それどころか……。

				「でもな。ベルカナの身体を気に入ったのは本当だ。俺だけのケツ穴マゾ奴隷になるまでしっかり調教してやるから安心しろ、また、注ぎ込んでやるからな」

				「んっ！　んんっ！　ふぅぅぅっ！　ん！　んんっ！　んんんんんんんん!!」

				（やっ！　い、イクっ！　い、イッちゃうっ！　イクぅぅぅぅ！）

				　私の腸内を蹂躙する男性器の動きが、喉奥を陵辱する触手の動きが激しくなりました。そして、どくん、どくんっと脈打ちながら火傷しそうなほど熱い精液を注ぎ込まれてしまいます。

				　否応なしに思考を白く染め上げられた私は、ぶるぶると全身を痙攣させながら愛液を噴き出してしまいました。口の中いっぱいに広がる雄の匂いと味を感じながらアクメしてしまったんです。

				「またイッたな、ベルカナ。ケツ穴がビクビク痙攣してるぞ？　だが、まだ休ませないからな」

				「んんっ!?　んんんんっ!?　んんっ！　んっ！　んんんんっ！」

				（ええっ!?　い、いま、イッてるのにっ!?　やぁっ！　き、きもち、いいっ！　いいっ！）

				　でも、リューシュの陵辱は終わりません。絶頂の波が引いていないのに再び菊穴を犯されてしまいます。さらにリューシュは私の乳房を掴むと荒々しく揉み始めました。固くなった乳首も摘み上げられてしまうと、痺れるような快感が指先まで伝わってしまいます。

				　途切れることなく襲い来る悦楽の波に私は翻弄(ほんろう)されていました。

				「今夜は寝かせないぞ。ベルカナのケツ穴がチ◯ポ中毒になるまで一晩中可愛がってやるからな」

				「んっ！　ふっ、ぅっ！　んっ！　んんっ！　んんんんっ！」

				（そ、そんなの、いやですっ！　いや、なのにっ！　やっ！　ぁっ！　あ、あたま、また、まっしろにっ！　や、やぁっ！　こ、ないでくださ……ぁぁっ！）

				　頭の奥が痺れて、また、アクメの波に襲われてしまいます。身体を貫かれ、子宮が痺れるほどの快感に抗えません。間違いなく身体は悦んでしまっているんです。

				

				　それでも、明日の朝まで耐えれば。

				　どれほど絶頂させられてしまったとしても、心まで彼に明け渡さなければ。

				　リティアとキューフに、フィーニスはもう手遅れだったのだと伝えられます。

				　キューフとリティアの二人であれば、調教されて心まで堕ちる前の今ならまだ逃げられるはずです。私達神族とは違い、人間や亜人は魔族に隷属させられることはないのですから。

				　私とフィーニスを見捨ててでもどうにか神殿に逃げ込みリューシュの悪行を伝えられたのなら、討伐隊を組んでもらえるでしょう。そうすれば、もう、彼の思い通りにはなりません。

				　そう考えていました。

				　でも、結局私は……リティアたちにリューシュの裏切りを伝えることはできなかったんです。


                			

	
			
				 エルフ娘はあの時……　

				　

				　テントの隙間から差し込む光の眩しさが、夜明けを教えてくれます。

				　この時間まで私は休みなく陵辱され続けていました。触手に拘束されていた手足は解放され、目隠しも外してもらえたものの疲労と睡眠不足で身体に力が入りません。

				　リューシュのされるがままになっていました。

				　今は獣が交尾をする時のようにうつ伏せから腰を持ち上げられ、膝立ちされた姿で陵辱されていました。度重なる絶頂で思考は蕩けていましたが、私のア◯ルに入っているリューシュのチ◯ポの様子だけははっきりと感じます。すっかり陵辱に馴染まされてしまった私の身体が、どのようにリューシュを受け入れてしまっているのかも。

				　何度も注ぎ込まれた精液を潤滑油に、太くて長いリューシュのチ◯ポで私は身体の奥深くまで蹂躙されてしまいます。そして、大きく開いたカサで腸壁や子宮の裏側を抉(えぐ)られる悦びと幸福感が、私の心と魂を堕落させようと絡み付いてくるんです。

				　少しでも逃れようと地面を掴みますが、何の効果もありません。

				「や、やすまひぇて……くらひゃい。かりゃだ……ちかりゃ、はいらにゃ……あらまぁ、どうにかぁ……なっひゃい、まぁっ、あぁぁぁぁぁっ!!」

				　私にはもう、目から涙を溢れさせヨダレを垂れながらリューシュに許しを請うことしかできません。抵抗しようとする度に絶頂させられて、私の反抗心はすっかり折れていました。

				「安心しろよ、ベルカナ。とっくにベルカナはおかしくなってるよ。なにしろ、もうすっかりケツマ◯コを魔族チ◯ポに犯されて、中出しされてイキまくるマゾ奴隷になってるから、なっ！　ほら、また、精液注ぎ込んでやるぞっ！　ケツマ◯コ中出しアクメさせてやるぞ！　中出しされたら必ずイクようにさせてやるからな、ベルカナ！」

				「やらっぁぁぁっ！　やらぁぁぁぁぁぁっ!!　イクっ！　まらぁっ、まら、くりゅぅっ！　おぼえりゅぅっ、わらくひぃ、おぼえ、まひゅぅっ……！　りゃ、りゃからぁっ、こ、こりぇれぇ、ゆ、ゆるひっ……ああっ！　あぁぁぁぁぁっ!!」

				　リューシュの言葉を証明するように、射精の前兆を感じた私はア◯ルをきゅぅっと締め付けて、精液を飲み干す準備をしてしまいます。びくびくっと震えるリューシュのチ◯ポを感じて、その瞬間を待ち望んでしまっていたんです。

				「ああ、ちゃんと覚えろよっ、ベルカナっ……！」

				「～～～～～～～～～～～!!」

				　灼熱を注ぎ込まれてしまったような錯覚とともにリューシュのチ◯ポから放出される大量の精液が腸内を暴れ回ります。

				　このまま、子宮に流れ込んで妊娠させられてしまうのではないかという錯覚を覚えてしまうほどの量。それは私が白目を剥きながらアクメしてしまうほどの快感を伴っていました。

				　魂を灼かれるような快感にぶるぶると痙攣するフトモモと尻肉は、私が中出しアクメしている事実をリューシュに教えてしまいます。

				「よしよし、偉いぞベルカナ。ちゃんと中出しアクメできたな……っと、もう朝か」

				　私にとってはとても永く感じられたアクメが終わると、リューシュはようやく私のア◯ルからチ◯ポを引き抜いてくれました。もう、指一本動かせない私は崩れ落ちてしまいます。

				　野太いチ◯ポで延々と陵辱されていたア◯ルはすぐには閉じられないようで、すーすーっと体の奥まで冷気を感じていました。ひくん、ひくんっと身体を痙攣させながらたっぷりと注ぎ込まれた精液を排出してしまう感覚が心地良いです。

				　崩れ落ちた先では、度重なる射精で地面に溢れ落ちたのであろう精液が黄色く変色して異臭を放っていました。脳裏に口の中を満たした精液の味が蘇ってしまいます。気がつけば私は舌を伸ばして舐め取ろうとしていました。

				　……惨め、です。

				　でも、そんな私を労うようにリューシュは優しく頭を撫でてくれます。

				　……嫌悪感はありません。

				　それどころか、幸福感すら感じていました。隷属させられてしまった私は、身体だけではなく心までリューシュの望む姿に変えられようとしているのだと思います。

				「あ、へ……ぁ……っ、にゃ、ら、きょう、もう、おわり、でひゅよね……？」

				　でも、幸い心はまだ堕ちきってはいません。

				　移動をする必要がある以上、朝が来たのなら調教を終わらせなければならないはずです。

				　解放されたら……ちゃんとリティアとキューフに、フィーニスはもう手遅れであることとリューシュは約束を守る気なんて無いことを伝えて……。

				「ああ、そうだな。だが、ベルカナにはもう、俺が約束を守っていないと知られているしな。このままいろいろ暴露されるわけにはいかない。完全に堕ちたわけでもないしな。そこで……」

				「にゃ、にゃにをっ!?　んっ、んじゅっ……」

				　私の隣りにいるリューシュの身体が、触手へと変わっていきます。私は、手も、足も、乳房や股間も、指先の一本一本まで全身くまなくその触手に絡め取られてしまいました。

				　さらに、せっかく解放されたア◯ルには再びチ◯ポが挿入され、口の中には触手をねじ込まれてしまいます。

				　そして、リューシュは私の全身に絡み付いた触手を使い、私の肉体を操り人形のように動かし始めました。ゆっくりと立たされてしまいます。

				　体力を使い果たしている私には、抵抗できません。もし、抵抗しようとしてもア◯ルをかき回されてしまうと力が抜けてしまいます。

				『ベルカナには日中、マゾア◯ル人形になってもらおうか。素直に俺に協力するなら解放してやるけれどな。ああ、その触手を咥え込んで話せば俺には伝わるぞ』

				（げ、外道っ！　リューシュは外道ですっ！）

				　耳の中に入り込んだ触手から、リューシュの声が響いてきます。私は言われた通り触手に噛み付いて抗議しました。ぐにゅっとした感触と精液の味が口の中に広がります。

				『飲み込みが早いじゃないか。さ、行くぞ』

				（えっ、ちょ、ちょっと待ってくださ……あぁっ！　か、身体がまだ敏感なんです！　ふぁっ！　そ、そんな、いきなり動いたら……あぁぁっ！）

				　文字通りリューシュの操り人形にされてしまった私は、「汗やこびり付いた体液」も拭き取ることは許されず、テントの外へと足を運ばされてしまいます。

				　こんな格好で二人の前に顔を出したのならリューシュの悪行なんてすぐにバレてしまうと思うんですが……何を考えているのかわかりません。

				　ちょうど、リティアとキューフもテントから出てきたようでした。

				　顔が少し赤いのは、昨日リューシュにされたことが原因でしょう。

				　思わず、どきんっと鼓動が高まり……不安を感じてしまいます。

				「……おはよう」

				「う、うん。おはよ」

				「お、おはようございます」

				（…………!? !?）

				　私は、触手で口を塞がれて声を出せないはすです。それなのに普通に私の声でリティアたちに挨拶をしていました。しかも、二人は私の様子にまったく気がついた様子はありません。

				　考えられるとすれば、リューシュが何かしているんでしょう。可能性としては……。

				（……まさか、幻術!?　一体、どうやってっ……！）

				『それは秘密だ。あと、声は俺が出してる。触手の一本をそれらしい口にしてな』

				「あ、きょ、今日はいい天気、だね」

				「日差しが、強くなければ、いい」

				「そ、そうですね。穏やかな天気になるといいですね。歩きやすいですから」

				（気付いてくださいっ！　キューフっ！　リティアっ！　それ、私じゃ……。あぁぁぁぁぁっ！　こんな、時にっ、あぁぁっ！　動かないで、くださ……あぁっ！　こ、んな……き、きもち……いい……な、なんてぇ……あっ、いやぁぁ！）

				　幻術では匂いまで誤魔化せないはずです。しかし、昨夜はリティアもキューフもリューシュに調教されてしまっています。その時の匂いだと思っているのかもしれません。

				　さらに、いつもと違うぎこちない会話が、違和感を消してしまっているのでしょう。

				

				　気が付いてもらえず焦る私を、リューシュは容赦なく責め立てます。私のア◯ルにすっかり馴染んでしまったリューシュのチ◯ポが、ゆっくりと引きぬかれ……身体の奥を貫くように突き上げてしまうんです。

				　リティアとキューフが目の前にいるのに、私はア◯ルを陵辱される悦楽に抗えません。それどころか、この恥ずかしい状況にいつもより興奮してしまい、より強烈な快感を感じてすらいました。

				　このまま、すべてを捨てて快楽を貪りたい……。ですが、この先リューシュの支配が緩む可能性は十分にあります。その隙を逃すわけにはいきません。必死で残った理性をかき集めます。

				　身体を締め付けられる苦しさ、肌に食い込む触手の痛みも、理性を引き戻してくれます。そのため、今は心地良く感じていました。

				「……おはよう。リティア、ベル、キューフ。その迷惑、かけてるわよね。ごめん」

				（……フィーニス！　この、裏切りモノ……あ、あぁぁっ！　走らせないでくださいっ！　おチ◯ポ、響くっ、頭の奥に響いてしまいますからぁ！）

				　昨日、リューシュに喜んで虐められていた彼女が白々しく落ち込んだ様子を見せています。でも、フィーニスに怒りを抱く余裕はありませんでした。

				　キューフと一緒に駆け寄る振動で、リューシュのチ◯ポが私の子宮をずんずんっと突き上げてきます。それは私がおかしくなってしまいそうなほど、気持ち良いんです。

				　未だほとんど触れられていないのに、ぱっくりと花開きひくひくと震えてしまう秘裂。そこから溢れ出した蜜はフトモモを伝って流れ落ち、足の先まで濡らしていました。

				　

				　そんな状況で行われている私の声を模倣したリューシュとフィーニスの会話に、キューフは違和感を感じていないようでした。

				　おそらくは普段私たちがどんな会話をしているのか、フィーニスから聞き出していたのでしょう。もしかしたら、ある程度の打ち合わせをしていたのかもしれません。

				　少し距離を置いて私たちを見つめているリティアは、フィーニスを危険に晒したと思い込んでいるためかどこか不安げでした。あの時の行動は、間違いではなかったのに……。

				（ああ……リティア、フィーニスは、もう……だから、リティアが正しかったんです。間違っていなかったんです！　だから……そんな顔をしないでくださ……あぁっ！　伝え、られたらっ！　目の前に、目の前にいるのにっ！）

				　フィーニスと私たちの会話を見て表情を緩めたリティア。変わった様子の見えないフィーニスの姿に安心したのでしょう。でも、それが間違いなのだと伝えられず、罪悪感が募ります。

				　次の瞬間、リティアの表情が明らかに変わりました。頬が赤くなり落ち着きがなくなっています。

				　彼女の視線の先にいたのは、リューシュ。おそらくはあれも分身体なのでしょう。ルシアと一緒に歩いてきます。

				　私はすぐに、リティアがリューシュに対して恋慕を抱き始めているのだと気づいてしまいました。

				（リティア！　リューシュは最悪な男ですっ！　あなたがそんな顔をする必要、ありませんからっ！　あぁぁっ！　いやぁぁぁっ！　くるっ！　キちゃうっ！　また、イクっ！　こんな、こんな、時、にぃっ！）

				　目の前にリティアとキューフがいるのに何も伝えられません。私は此処にいるはずなのに、どこか遠い世界に隔離されてしまったようでとてもショックでした。

				　それなのに、ア◯ルを陵辱される快感だけは止まりません。それどころか、私がア◯ルを締め上げ内臓を蠢かせるほど、リューシュのチ◯ポはより私を悦ばせようと動いてくれています。

				　こんなにも残酷な状況を作り出した本人なのに……それが、嬉しく感じられてしまった瞬間でした。子宮から湧き上がる快感が私の許容できる範囲を超え、頭の芯が痺れてしまいます。

				『そうだ、ベルカナ、イケ。仲間たちに気付かれることなく、イッてしまえ』

				（いやっ、いやぁぁぁぁぁぁぁっ!!）

				　私は全身をビクビクと痙攣させながら、アクメしてしまいました。身体の奥から溢れ出した新しい蜜がフトモモを流れ落ちていきます。

				　それなのに、リティアもキューフも、私の痴態には気づいてくれません。

				　惨めで、悔しくて、悲しくて……涙が溢れてきてしまいます。

				（こん、な……こんなの……ひどすぎます。あぁぁぁぁっ！　あぁぁぁっ！）

				『全裸で過ごすのが大好きな淫乱エルフだという事実を幻術で誤魔化していたのが仇となったな、ベルカナ。ちゃんと仲間に打ち明けていれば、こうはならなかったかもしれないな』

				（だからといって……アクメさせる、なんて……こんなぁひど……あぁっ！　やぁっ。またぁっ！　しびれっ……おかしくなっちゃいまっ！　皆が……目の前にいるのにぃ……しないで……ア◯ル犯さないでくださ……）

				『イッたのはベルカナが淫乱なマゾなだけだろ？　普通ならこんな状況でア◯ルを犯されて感じるなんてありえないんだからな』

				（リュ、リューシュじゃ、ないですかぁ……私のア◯ルを……こんな……こんなに敏感したのはぁ……やっ、やぁっ！　ぁぁっ！　うごかなっ！　うごかなぁっ！）

				『ああ、ベルカナには良いア◯ル奴隷になりそうな資質を感じたからな。だが、処女のままこれほどア◯ルでアクメしまくるヘンタイになったのは、元々ベルカナが淫乱だったからじゃないか？　俺にも予想外なんだからな。ほら、そろそろ移動するぞ。俺が朝食を準備したからな』

				（わ、私は淫乱なんか、じゃ……ぁぁっ！　おくっ！　おくっ！　しびれぇ……ゆ、ゆるし……）

				　確かに私が普段から幻術で自分の姿を誤魔化していなければ、何かしらの違和感を感じてもらえたのかもしれません。せめて、触れてくれれば……。

				　そんな願いも虚しく、リティアとキューフの視線は幻術で形作られた私にしか向けられていないようです。本当の私は全裸にされて今もア◯ルを陵辱されているなんて想像もしていなかったのでしょう。

				　否応なしにアクメへ導かれ繰り返し思考を白く染め上げられる私は、この後どんな会話をしたのかほとんど覚えていません。

				　ただ、触手を通じて皆と一緒に食べさせられた朝食からは、リューシュの精液の味がして美味しかったと……記憶しています。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				（……リューシュ、リティアに、までっ、して、まひゅ……ね？　あぁぁぁっ！）

				『なんだ、嫉妬か？』

				（そんな、わけありま……はげ、しっ！　ま、またぁっ！　しきゅーのうらぁ、ごしごし、らめ、らめぇぇぇっ！）

				　感覚に優れた私は、移動中いつも最後尾で周囲の警戒をしています。今回も最後尾を歩くことになるのは自然な流れでした。私をマゾア◯ル奴隷として陥落させようとしているリューシュにとって、とても都合のいい状況です。

				　幾度もアクメさせられて蕩けてしまった思考では、まともに索敵などできません。ただ、リューシュはちゃんと私の代わりに周囲の警戒をしているようでした。

				　だからこそ、私はどこか安堵して触手に身を任せてしまっていたんです。

				　そんな私の視界に映るのは、時折ふらついたり、赤くなった顔でリューシュの顔を睨みつけたりしているリティアの姿でした。

				　小柄で童顔なリティアは、同年代の女性よりはるかに幼く見えます。でも今はそんな普段の姿からは想像できないほど、艶(つや)を帯びた表情を浮かべていました。女の私ですらどきりとしてしまうほどに。今まで見たことがありません。

				『確かにリティアにも調教はしているな。でも、ベルカナにしているような陵辱なんてしないから安心しろ。むしろたっぷりと愛情を注いでやるつもりだ。愛される幸せを知らないみたいだからな』

				　リューシュの言葉通り、リティアの表情に恥ずかしさはあるものの、苦しさはなさそうです。私のように、繰り返される強引な陵辱アクメで追い詰められているわけではないようでした。

				　私はこうして人形のように扱われているのに、リティアはどうして……？

				　こんなにも目の前で助けを求めているのに全く気づいてくれない現状に絶望し、弱りきっていた私の心は、湧き上がる黒い感情を抑えられませんでした。

				（にゃ、にゃんでぇっ!?　にゃんで……リティア、にはぁっ！　あぁっ！　わたくひ、みたいに、しにゃいんですかぁっ！）

				『まぁ、いろいろ理由はあるけどな。一番大きな理由は俺がリティアに惚れたからだよ。だから、じっくりと愛してやるつもりだ。俺なりのやり方で、だけどな』

				（あぁ……そん、な……リ、リティアァァ！）

				　私はリューシュに対して何の感情も抱いていないつもりでした。でも、リューシュがリティアを好きになったと聞いた私は、胸が掻(か)き毟(むし)られるような苦しさを抱いてしまいます。

				　あるいは、スタイルの良いフィーニスや、容姿が幼くとも愛嬌のあるキューフはともかく、いつも無表情で女性としての魅力に乏しいリティアにだけは負けないだろう、という傲慢な考えを無意識に抱いていたからかもしれません。

				　狂おしい嫉妬と同時に感じてしまう猛烈な寂しさから、きゅぅぅっと自分の身体の奥に感じるリューシュのチ◯ポを締め上げてしまいます。

				　もし、リューシュにとって私は、リティアを手に入れるために排除しなければならない障害に過ぎないのだったら？　邪魔だからこそ私を陵辱して……壊してしまうつもりなのでは？

				　一度不安を感じてしまうと、不吉な考えが止まりません。

				　どれほど嫌悪しても、拒絶しても手に入ると思っていたこの快感。それが得られなくなってしまう可能性が、頭に浮かび上がってしまいます。

				　それは、イヤでした。リューシュに飽きて捨てられてしまうかもしれないと思うと、恐怖すら感じてしまうんです。

				『そんなに拗ねるなよ、ベルカナ。勘違いしているかもしれないが、ベルカナを陵辱しているのは憎いからじゃないぞ。むしろ、ベルカナには好意を抱いているくらいだ』

				（え……？　ら、らったらぁ……な、なんれぇ……こんにゃにぃ、ひろい、ころぉ……）

				　そんな、不安を感じている私の心に、リューシュの言葉が染み込んできました。好意を抱いている、という言葉に明らかに安堵し喜んでしまったんです。

				　同時に、疑問を抱いてしまいます。

				　それならどうして、こんなにも私に酷いことをするのか、と。

				『気付いていないのか、ベルカナ。お前の身体は、俺に嬲(なぶ)られれば嬲られるほど嬉しそうに反応しているんだぞ。それどころか、もっとイジメて欲しい、もっと酷いことをして欲しい、とオネダリしてくるんだからな』

				（わ、わらくひ……そ、そんら、ころぉ……）

				　私は、リューシュの言葉を否定しようとしました。

				　陵辱されることを望んでいるなんて、ありえません。奴隷にされるなら、せめてリティアのように優しい性交をして欲しい、と……。

				『それを証明するためにベルカナ、お前にはリティアにはしないような陵辱をしてやるよ。俺専用ア◯ルマゾ奴隷のベルカナにしかやらないような酷い陵辱を、な。もちろん、フィーニスやルシアも経験していないようなことだ』

				（……リティアにはぁ、しにゃい、こと、れすか……？　ぁぁっ！　ふぁぁぁぁっ！）

				　絡みつく触手できゅぅきゅぅっと全身を締めあげられる痛み。

				　ごりゅごりゅと腸を抉(えぐ)り、子宮を突き上げるように蠢くリューシュのチ◯ポを感じながら歩き回されるこの異常な快感。

				　それよりも、もっとすごい、こと？　しかも、リティアにではなく私にだけ……？

				　ごくり、と唾を飲み込み期待……してしまいます。

				　熱を帯びた身体の芯から、とろりと蜜が溢れ出してしまうのがわかりました。

				『ああ、ア◯ルマゾ奴隷のベルカナにしか受け入れられないだろうな。やりたくないなら別に構わないぞ。もしかしたら……リティアもア◯ルをイジメて欲しいと言い出すかもしれないが……』

				（や、やりまひゅっ！　やって、くらひゃいっ！　わたくひに……わたくひらけに、おひえてくらひゃいっ！　りてぃあには、やらなひれ……やらないれ、くらひゃいっ!!）

				　すでに私には正常な判断などできなくなっていました。

				　リティアには今の私だけの立場を……リューシュのア◯ルマゾ奴隷の立場を奪われたくない。そのように湧き上がる衝動のまま、自ら陵辱を望んでしまったんです。

				『わかった、それじゃ。今夜たっぷりとしてやるよ。それまで、何回アクメできるのか数えておけ。ちゃんとできたら、その分だけ可愛がってやるからな』

				（ひゃいっ！　いっぱいっ！　いっぱい、イキまひゅっ！　イカひぇれ、くらひゃいっ！　あぁぁっ！　き、きらぁっ！　きれくれまひらぁっ！）

				　それきり、リューシュの声は聞こえなくなってしまいましたが、私には関係ありませんでした。

				　リティアには絶対しないような特別な陵辱をしてもらう。そのためにあれだけ嫌悪しようとしていた快楽受け入れ、貪り、アクメを繰り返そうとしてしまいます。

				　肉体だけでなく、心も、魂も快楽を受け入れ堕ちてしまうのも構わずに。

				　私はリティアとキューフに、リューシュの裏切りを伝えなければならないことなど完全に忘れ、夜が来る時を……リューシュに特別な陵辱してもらえる瞬間を、心待ちにしていたんです。


                			

	
			
				 エルフ娘、ア◯ル極太屈服強要陵辱。そして、奴隷への陥落

				

				「イクぅっ！　まらぁ、イキ、まひゅぅっ！　あぁぁっ！　あぉぉっ！　あにゃる、きもひいい、れすぅっ！　も、もっろぉっ！　もっろぉ、ひれくらしゃいぃっ！」

				　夜になり、私はようやく個別のテントへと移動させてもらえました。

				　全身、汗だくです。乾いた喉を潤してくれたのは、すべて触手から注ぎ込まれる精液。ひょっとしたら私が元々蓄えていた身体の水分はすべて絞り尽くされ、リューシュ由来の水分と入れ替えられてしまっているのかもしれません。

				　リューシュの触手拘束からも解放されましたが、手足が自由になったところでア◯ルに入り込んだままのおチ◯ポさまから快楽を貪っている私にはなんの関係もありません。

				　仰向けに寝かされた私は自由になった口から快楽の声を上げ、ブリッジをするように腰を跳ねさせながらアクメしてしまいます。

				「あ、はぁぁ。こりぇでぇ……よんひゅぅ……はひぃ……」

				　びくっ、びくっと手足を痙攣させながら、アクメしてしまった回数を数えます。

				　快楽にどろどろに蕩(とろ)けてしまった思考はもう、『リティアにア◯ルマゾ奴隷の立場を奪われないためにアクメの回数を数える』ことしか考えられなくなっていました。

				　意識はずっとリューシュの分身体がいる場所へと向けられています。今か、今かと鼓動を高めながら、彼が現れるのを心待ちにしていました。

				「はぁっ……はぁぁぁっ！　ひてぇ……はらくぅ……きてくりゃひゃいぃ……。あひっ！　しょこぉっ！　ひきゅうっ！　ひびりぇりゅのぉ!!　お、きゅぅっ！　ふ、ふかぁっ！　あぁぁ！　ふ、ふかしゅぎぃっ！」

				　そんな私を焦らすかのように、リューシュはなかなか移動してくれません。

				　おチ◯ポさまが私の腸壁を広げるようにかき回し容赦なくアクメに導いてくれるのが唯一の救いでした。ずっと責め立てられ、アクメで敏感になったところを更に激しくかき回される快楽を受け入れるようになると、今まで快感を感じられなかった場所ですら気持ち良くなれてしまいます。

				　痛みや苦しさも『これは快感なんだ』と脳が認識してしまうのかもしれません。

				　リューシュのおチ◯ポさまを受け入れアクメを繰り返した私の内臓は、奥の奥まで広げられ性感帯へと変えられていました。でも今の私には、それすら喜ばしく感じられてしまいます。

				　あ、ああ。また、奥深くまで抉(えぐ)られて……。

				「ひぁぁぁ！　イ、イクぅっ！　まらっ、まらぁっ！　イきゅぅぅぅっ!!」

				　再び快感で思考を白く染め上げられ、ブルブルとフトモモを痙攣させながら身体を仰け反らせてしまいました。淫らに腰が浮き上がり、ぱっくりと開ききった秘裂からは白濁した蜜がだらだらと溢れて止められません。

				「くくく……随分とひどい格好だな、ベルカナ」

				「すごくエッチな匂いね……はぁ。興奮しちゃうわ。ねぇ……ご主人様に何回アクメさせられたの？　教えて、ベル。すごい顔になっているわよ。ふふ……」

				　ようやく現れたリューシュは一人ではありませんでした。

				　首輪をして獣のように四足で歩いているフィーニスを連れていました。しかも彼女は、胸元と股間が丸出しになるように改造された、花嫁が身に着けるはずの純白の衣装姿。

				　一回り大きくなってしまったように思えるフィーニスの豊かな乳房の先からは、白い母乳が滲み出てしまっているようです。

				「ぁ……ふぃー、にすっ！　うらぎり、ものぉっ！　あぁぁっ！　いみゃぁっ！　まらぁっ！　はげひくしゃれるとぉっ！　らめぇっ！　わたくひぃっ！　らめになりまひゅぅっ！」

				「～～～～っ!!　はっ！　あぁぁぁっ！　そう、よ。アタシ、裏切り者、なのよ……は、ぁっ……さいっていの、神族に、なっちゃった、の。だから、はぁ、ベルに罵られて……それだけで、イッちゃった……」

				　私に罵られたフィーニスは、背中の赤い翼を広げながら身体を大きく仰け反らせ、地面に突っ伏してしまいました。びくびくと痙攣しながら誘うように突き出されたお尻が、とても卑猥です。

				　フトモモにつぅっと蜜が流れ落ちていくのがわかってしまいます。

				「ふぃーにしゅぅ……ゆりゅひましぇん、かりゃぁ……ふぃーにしゅのしぇいでぇ……わらくひぃ、こんにゃ……こんにゃ、からにゃに……されてひまったんれひゅからぁ！　……あっ！　ひぃっ！　あぁぁっ！　りゃ、りゃめぇぇぇっ！　しょこ、よわひのぉっ！」

				「ベルカナ、フィーニスに責任を押し付けるのは良くないな。ベルカナがこんなにもア◯ルで感じやすいのは単に淫乱でマゾで、ヘンタイだから、だろ？　違うか？」

				　フィーニスを睨みつけた私を咎めるように、リューシュが触手を腸内で暴れさせてしまいます。

				　もう、リューシュのおチ◯ポさまに支配されてしまっている私は与えられる快楽に逆らえません。びくんっ！　びくんっ！　っと腰を何度も跳ね上げてアクメさせられてしまいます。

				「あひぃぃぃっ！　いぐっ！　いっちぇるっ！　いっちぇるにょぉっ！　れんじょく、らめぇっ！　おかひくにゃるっ！　お、おかひく、らっひゃいましゅぅっ！」

				「ほら、ちゃんと認めろ、ベルカナ。ベルカナが低級魔族にア◯ルを陵辱されて喜んでいるのは、元々マゾでヘンタイだから、だろ？　違うか？」

				「ひ、ひがいましぇんっ！　そう、れひゅぅっ！　わたくひが、いんらん、にゃんれすぅっ！　まぞぉっ、なんれひゅぅっ！　へんたい、なんれひゅぅっ！　あひっ！　ひぁぁぁぁっ！」

				　自らア◯ル陵辱を望んでいるのだと認めるまで、この責めは止まらない。そう気付いた私は、素直にリューシュの言葉に頷いてしまいます。とっくに抵抗する気力は奪われていました。

				「はぁ……んっ。ベルカナもヘンタイマゾなのね。アタシと同じ……このまま、ご主人様の奴隷に堕ちちゃうのかしら……？　んふ。あぁ、想像するとぞくぞくして……すごく興奮、しちゃう……」

				「あ……あぁ……ふぃー、にすぅ……れ、れもぉ……な、なんれぇ……？」

				　身体を起こしたフィーニスは、そんな私の様子をうっとりと見つめています。そして、くちゅくちゅと音を立て、私に見せつけるように自らを慰め始めました。指を舐める動きは、おそらくリューシュのチ◯ポを思い出しているのでしょう。

				　誇り高く輝いていた碧眼は快楽に濁りきっているようです。完全に奴隷に堕ちて、戻れなくなった者と同じように……。

				　でも……リューシュは、どうしてフィーニスをここに……。

				「どうしてフィーニスがここに来たのか気になるか？　まあ、すぐに理由はわかるさ。それよりも今はベルカナに褒美をやらないとな。ずっと期待していたんだろう？　ア◯ル奴隷のベルカナにしかしない、特別なことを、な。何回アクメした？」

				　浮かんだ疑問はすぐに霧散してしまいました。

				　私だけの、特別なこと。意識はその言葉に向けられていたからです。

				　理性はもう限界だと悲鳴を上げています。これ以上を知ってしまったら、きっとフィーニスのように戻れなくなってしまう、と。

				「あ、ひゃ、ひゃいっ！　ごひゅう、に、かい、れひゅ……」

				　でも、私の本能は貪欲でした。快楽の味を知り、疼く下腹部の要求に抗えません。

				　どきん、どきんっと鼓動を高鳴らせながら、どうにか数えられたアクメの回数をリューシュへと告げてしまいます。　

				「ちゃんと数えていたか。なら。ちゃんとベルカナにご褒美をやらないとな」

				「……ひっ！」

				　リューシュが見せたのは、異様なほど大きくなっているチ◯ポでした。先端の傘は拳と同じくらいの大きさ。竿の部分は異様な数のイボイボがあり、長さも肘くらいまでありそうです。

				　普通なら、絶対に壊されてしまうでしょう。

				　ふるふると首を左右に振って、力の入らない身体で思わず後退してしまいます。

				　でも……もし、あんな凶悪なチ◯ポを無事に受け入れてしまったらどうなるのか。ごくり、とつばを飲み込んで期待してしまう私も、また存在していました。

				「そ、そんにゃのぉ……むり、むりぃ……あひっ！　んぁぁぁっ！　奥にぃっ！　入ってっ！　入って、くりゅぅっ！　はいら、にゃいれぇっ！　に、にげりゃれ……」

				　ずっと私のア◯ルを犯し続けていた、触手チ◯ポが私の腸の奥へと入ってきます。普通の人間では絶対に届かない領域をも陵辱されてしまう快感に抗えず、逃げられません。

				「そっちに夢中になっていて良いのか？　そら、ご褒美だ、ベルカナ……！　たっぷり、味わえ！」

				「くひっ！　くひぃぃぃっ！　あぉっ！　おごぉっ!?　んひぃぃぃぃっ！　や、やめ……おぉぉっ！　んほぉぉぉっ！」

				　怯える私の腰を掴んだリューシュは、正面から凶悪で野太いチ◯ポで容赦なくア◯ルを抉(こ)じ開け、ゆっくりと侵入してきました。

				　ですが、散々嬲(なぶ)られ拡張されていた私のア◯ルは、裂けることなく大きく迫(せ)り出したエラを飲み込んでしまいます。続けて、竿からデコボコと伸びる硬い突起に、私のア◯ルは幾度も抉(えぐ)られ擦られ、嬲られていきました。

				「ああああっ！　い、いぐっ！　いぐっ！　これ、りゃめぇっ！　りゃめぇっ！　りゃめれしゅぅっ！　おかひっ！　わたくひ、おかひくにゃりゅぅっ！　イグっ！　イグゥっ!!」

				　最初は苦しかった圧迫感もすぐに快感へと変換され、腸液が溢れだしてしまいます。

				　凶悪チ◯ポのイボイボは全身の神経すべてを向けてしまっている腸壁を、まるでブラシで擦るようにくまなく責めていきます。複数の弱点を同時に、しかも連続して抉られてしまうんです。

				　たった一度の挿入。それだけで、それまで味わっていたアクメの回数を上回るのではないかと思えるほど、私は連続して天国へと導かれていました。

				「りゃめぇっ！　いぐっ！　はいりゃないっ！　いっでる、にょにぃっ！　まちゃぁっ！　くりゅぅっ！　あにゃるぅっ！　ごりごりぃっ！　むりぃぃっ！　こんにゃの、たえられ、ましぇんっ！　いぐにょぉ！　とまらにゃいっ！　とまりゃないれすぅっ！」

				　もう、なにも考えられません。頭の中には、ただ凶悪おチ◯ポさまに貫かれ、絶頂に導かれる幸せだけが満ちていました。おそらくは、白目を剥いて舌を伸ばしてしまっているんでしょう。

				　イキっぱなしの身体はずっと痙攣し続けているようです。

				　私の心は、完全に折られてしまいました。

				　この快楽には……ご主人様には勝てない、と悟ってしまったんです。

				「ベルカナ、すごいわ。身体の痙攣止まらなくなっちゃってるみたいね。潮まで噴いちゃって。マ◯コ壊れた蛇口みたいに蜜があふれだしちゃってるわ」

				「ベルカナ、お前のア◯ルは流石だな。このチ◯ポでも裂けたりしないんだからな」

				「あ、はぁ……んっ、ひゃぁ……こりぇぇ……らめぇぇぇ……ひん、じゃい、まひゅぅ……わたくひぃ、きもひ、よひゅぎれぇ……ひんじゃい、まひゅぅ……ゆ、ゆるひて、くら、ひゃい……お、おかひく、にゃりゅぅ……」

				　連続して襲い来る快楽の波が通り過ぎるまで、どのくらいの時間がかかったのでしょうか。

				　一突きだけでこれほどの快楽を感じてしまったんです。これで、本格的に動かれてしまったら、どうなってしまうかわかりません。イキ殺されてしまう可能性すら頭をよぎっていました。

				「せっかくの特別調教だというのに……もう根を上げたのか？」

				「ひゅ、ひゅみまひぇん……れ、れも……れも……こ、こんにゃの、むり、むりれすぅ……ゆ、ゆるひれぇ、な、なんれも、ひまひゅかりゃぁ……」

				　顔を近づけてきたご主人様に私の長い耳を擦りつけます。敏感で大事な耳を自分から擦り付けるという行為はエルフにとっての求愛行動。必死の『お願い』でした。

				「仕方のない淫乱マゾエルフだな。そうだな。まずは、ベルカナの主は俺だと認めてもらおうか。俺をご主人様、と呼べるな？」

				「ひゃ、ひゃいっ！　ごひゅりん、ひゃまっ！　わたくひの、ごひゅりんひゃまは、りゅーひゅ、ひゃま、れすっ……。しゃ、しゃからいまひぇんっ！　ら、らからぁ……ゆ、ゆるひれ……」

				　彼を主人様と呼ぶなんて、以前の私なら誇りが許さなかったでしょう。でも、心折れ、敗北を受け入れた私は、魔族であるリューシュ様を主だと……ご主人様だと認めてしまいます。

				「本当かな？　ベルカナ。俺をご主人様と認め逆らわないと誓えるなら……誓約もできるよな？」

				「しょ、しょれは……、あぁぁっ！　んはぁぁぁぁぁっ！　あにゃるぅっ、けちゅあにゃぁっ！　うごかにゃいれぇっ！　うごかにゃいれぇぇっ!!」

				　誓約……魂を縛る契約までしてしまえば、逃げる機会は永遠に失われてしまうでしょう。流石に躊躇(ちゅうちょ)してしまいます。

				　その迷いを、ご主人様は見逃しませんでした。

				　ごりゅごりゅっと、私の奥深くまで一気にチ◯ポを挿入してしまったんです。

				　柔らかく鍛えられてしまった腸は、大きく広がってご主人様のチ◯ポを受け入れきってしまいます。私の内臓は、奥へ侵入してくるリューシュのおチ◯ポ様さまの形に従って、その位置を変えてしまっていたんです。

				　お腹には、リューシュ様のチ◯ポの形がはっきり浮かびあがっていました。

				　肺が圧迫され、呼吸が上手くできません。

				「ベルカナ、その場凌ぎの嘘はよくないな。嘘吐きにはお仕置きだ。誓約を結びたいと思うまで、俺のチ◯ポの気持ち良さを教えてやらないとな？」

				「ひっ！　しゅ、しゅみま……っ!!　～～～～～～～～～っ!!」

				　そして、私の身体を抱き上げたご主人様は、一気に腰を引き抜いてしまいました。

				　ご主人様の竿から浮き上がっている無数のイボイボは、釣り針のように返しの形状になっていたようです。腸壁のあちらこちらに突起が引っかかり、引きずられ、擦れてしまうんです。

				　地獄に引きずり込まれてしまうような快感でした。声すら出せずに連続アクメしてしまい、目の前にはばちばちと火花が飛び散ります。

				　でもご主人様の動きは止まってくれません。また奥深くまでチ◯ポを挿入し、そして引き抜いてしまうんです。ゴシゴシとブラシで腸内を清掃されるような抽送は、狂おしい絶頂の津波となって私の意識をもみくちゃにしていきます。

				「～～～～～っ!!　～～～～～～～～～～～～!!」

				　でも、もう許しを乞うことすら許されません。あまりに絶頂が続いているため、身体の痙攣が止まらずに呼吸すら難しいんです。必死で空気を吸い込んでいました。

				「許して欲しければ魂の奥にまで、俺をご主人様だと刻み込め、ベルカナ。誓約を受け入れられるようになるまで止める気は無いからな？」

				（たまひぃ、に、きざ、み、ますぅ。リューシュ、ご主人様。りゅーしゅごしゅじんさま、りゅーしゅごしゅじんさまぁ！　あぁ……ゆ、ゆるひれぇ……ごひゅりんひゃまぁ！）

				　耳元でご主人様の声が響きます。さらに耳を噛まれてしまうと、快楽に蕩(とろ)けきった私の心の中に愛しさが満ち溢れてきました。

				　そして絶え間なく襲い来る快楽と湧き上がる愛情がぐちゃぐちゃに混じり合い、溶けて一つになってしまいます。いつしか、私は湧き上がる衝動のまま、自らご主人様に抱きつき足を絡ませていました。

				　心の中で繰り返しご主人様を求めるほど気持ち良くなり、愛おしさが湧き上がるようになっていたんです。きゅぅ、きゅぅっと煽動する腸壁でご主人様のおチ◯ポさまへご奉仕していきます。

				（ごしゅじんさまっ！　ごしゅじんさまっ！　ああっ！　ごしゅじんさまぁっ！　あぁっ！　きもちいいっ！　ごしゅじんさまぁっ!!）

				「んぅっ！　ごしゅじん、さまぁっ！　そろそろなの……？　ベルカナ……堕ちちゃう……？　あぁぁぁっ！　あ、き、きちゃうの……？　ごしゅじ、さまぁ、アタシ、ごしゅじんさま、うんじゃうぅっ！　あぁぁぁぁぁっ！」

				　そして、私の意識が朦朧として視界がピンク色に染まりきってしまった頃でした。

				　フィーニスの腹部が急激に大きく膨らんだんです。足は大きく左右に開かれ、股間からは降りてきたらしい子宮口が見えてしまっています。

				　そして、子宮口がゆっくりと広がって……赤子、というのは大きすぎる黒髪の裸の子供が産み落とされました。子供はすぐに大きくなり……リューシュご主人様へと変わります。

				　その瞬間、リューシュご主人様の本体がどこに隠れていたのか、私は知ることができました。

				「そろそろ分身だけじゃ物足りないだろう？　お前は俺が直々に奴隷に変えてやるよ、ベルカナ」

				　背後に近づいてきたご主人様が、私の胸を揉みながら耳を噛みます。私はその言葉にぞくぞくっとした感触と、嬉しさを感じていました。辛うじて頷きを返します。

				　今なら……本体をさらけ出した今なら、ご主人様を殺せるのかもしれません。

				　でも、敗北を認め屈服した私はご主人様のさらなる追い打ちもあって、逆らおうなんて微塵も考えられませんでした。

				「約束通り、リティアには絶対できないような鬼畜な責めをしてやるよ。だがア◯ルマゾ奴隷のベルカナにはちょうどいいだろうな」

				　一瞬、ご主人様が何を言っているのかわかりませんでした。

				　だって、もう私は極太凶悪おチ◯ポさまだけで、完全に屈服してしまったんです。これ以上、なんて想像すらしていません。

				　でも……ご主人様本体のおチ◯ポ様が、私のア◯ルに添えられてしまいました。既に極太凶悪分身チ◯ポでいっぱいになっている、その場所に。

				　まさか、と思いました。恐怖が湧き上がり、ふるふると首を横に振ります。心も身体も……耐えられないのがわかっていましたから。

				「遠慮するな、ベルカナ。天国を見せてやるよ」

				　しかし……ご主人様は入ってきてしまいました。しかもすでに限界かと思われていた私のア◯ルは裂けることなく広がり、二本目のチ◯ポをも受け入れてしまったんです。

				「～～～～～～～！　～～～～～～～～～!!」

				（りゅーしゅ、ごしゅじんさまぁっ！　らめれしゅっ！　わらくひっ！　とんりゃうっ！　ぜんぶ、とんりゃぅっ！　ゆ、ゆる、ひぃぃぃっ！）

				　最初に入っていた腕ほどもありそうな凶悪おチ◯ポさまで与えられる、ブラッシング快感を超えるような快感なんてありえないだろうと考えていたのは間違いだったようです。

				　意識を失わないのが不思議なくらい……いえ、むしろ刺激が強すぎて意識を失えない状態でした。

				「…………っ!!」

				　流石のご主人様も強烈にア◯ルと腸壁におチ◯ポさまを締め上げられる状況では激しく動けないようです。それでも、私の背後から貫くご主人様の本体のチ◯ポが、私の腸壁を押し上げてゆっくりと子宮口に近づいてきました。どうやら、ちょうど子宮を突き上げる位置にあるようです。

				　さらなる快楽を予感した私は身構えてしまいます。でも、軽く子宮口に触れる位置まで挿入されたチ◯ポは焦らすようにすぐに引いてしまいました。

				「んっ……んんっ……？」

				（こ、こらいの、れすかぁ？）

				　幸い極太凶悪おチ◯ポさまの動きが止まっているため、私には少しだけ余裕がありました。無意識に寂しさを感じていると気付かないまま、私は呼吸を整えて力を抜いてしまいます。

				　でも、それは、私の油断を誘うご主人様の罠だったんです。

				「どうした？　ベルカナ、物欲しそうな奴隷の目をして……そうか、これが欲しいんだなっ!!」

				「……っ!?　んはぁぁぁぁっ！　んひぃぃぃっ！　らめぇっ！　それらめぇっ！　ひきゅ、しびりぇぇぇぇっ！　イクっ！　わらくひ、れんじょく、あくめ、とまりゃないぃぃっ！」

				　快楽への警戒心を緩めてしまった私の子宮を押し上げる、本体ご主人様のおチ◯ポさま。

				　凶悪極太おチ◯ポさまが腸壁全体を満遍なくお掃除するブラシとすれば、本体ご主人様は一点を集中して貫く槍。子宮が直接揺さぶられ、貫かれ、圧迫されてしまいます。

				　しかも、なぜか時間の流れがとても遅く感じられてしまいます。私の腸壁が押し上げられ、子宮口が潰れて擦れ合い、絶頂痙攣を起こしてしまうその過程が、はっきりとわかってしまったんです。

				　さらに、絶頂で感覚が消失する寸前の最も強烈で幸福な快感を、三〇分以上も体感できていました。私の魂が悦楽の槍で貫かれ、灼き尽くされていくかのようです。

				　でも、私の脳は、すでに快楽を与えられることこそが愛情を与え得られることだ、と認識してしまうようになっています。

				　受け止めきれない快感に口では嫌がっていても、心と身体は悦びに満ちていました。思わず分身ご主人様に回している両足に力を込め、ぎゅぅっとア◯ルを締め上げてしまいます。

				「やっぱりマゾだな、ベルカナ。普通はこんなことすれば苦しくて感じるどころじゃないんだぞ。なあ、ベルカナはマゾだろ？　ア◯ルで感じる変態マゾなんだろ？」

				「はひぃ、わらくひはぁっ、まぞ、れすぅっ！　あにゃる、まぞ、にゃのぉっ！　あひぃっ、ぐりぐりっ！　らめぇぇぇっっ！　あひぃっ！　ひぬぅっ！　ひんらぅっ！　きもひぃっ、よしゅぎましゅぅっ！　あぁぁぁぁっ！」

				　本体おチ◯ポさまが痙攣中の敏感子宮をぐりぐりと押し上げ、マッサージしています。

				　その快感だけでも愛しさと幸福感に包まれてしまうのに、凶悪極太おチ◯ポさまもゆっくりと動き出してしまいました。子宮を直接陵辱されるような快楽とブラッシング快楽を共に与えられてしまうなんて、耐えられるわけありません。

				　子宮痙攣連続アクメ天国の幸せから、私は戻って来られないんです。

				　身体は仰け反らされたまま、痙攣と硬直、そして脱力を繰り返してしまいます。力が入らなくなってしまったからか放尿感すら感じてしまっていました。失禁してしまったのかもしれません。

				　上を向いたまま開かれた口からは、泡となった唾液が零れ落ちていきます。　

				　でも、本来なら嫌悪感を感じるべき感覚すら、今はすべてが快感にすり替えられ、塗りつぶされてしまっていました。処女穴から、こぽこぽと白濁した愛液を溢れさせてしまうほど……。

				　本当にそのまま魂を天国へ連れて行かれてしまっても、不思議ではありませんでした。

				「ああ、今までのベルカナは死んでも構わないぞ。俺が欲しいのは、俺だけに絶対服従を誓う奴隷のベルカナだから、なっ！」

				「あぁぁぁっ！　んぉぉぉぉっ！　んぁぁぁっ！　むりぃっ！　こんにゃのぉっ！　しゅごしゅぎりゅにょぉっ！　ひきゅぅ、れぇ！　いってる、にょぉにぃ！　とまらにゃいのぉっ！　ゆるひてぇっ、ひかぅっ、ひかいまひゅから、ゆるひてぇっ！　しぇいやく、しゃせれ、くらしゃいぃ！」

				　まともな思考なんて、できるわけありません。自分が何を口走っているのかすら、把握できていないんです。

				　ただ、このお仕置きの終わりを願い、誓約をさせて欲しいとだけ考えつづけていました。

				「……ダメだな。まだ、ベルカナは心の底から俺の奴隷になりたいと思ってないだろ？　上辺だけ取り繕ろうとしたって、許してもらえると思うなよ」

				でも、それではリューシュは許してくれませんでした。ただ、お仕置きを止めてほしいから誓約するという考え方ではダメだと指摘されてしまったんです。

				「しょん、にゃっ……！　あひぃっ！　あくめ、ちゅうりょく、にゃりゅぅぅっ！　ばかににゃりゅっ！　しんらぅっ！　ゆるしれぇっ！　も、もう、ほんろうにぃ、らめなのぉ……げんかい、らのぉ……」　

				「良いぞ、アクメ中毒のア◯ルマゾ奴隷になってしまえ。とはいえ、そこまで言うなら仕方がないな。許してやってもいい」

				　ご主人様の動きが止まりました。身体の痙攣は止まりませんが、どうにか呼吸を整えていきます。

				　ようやく、解放してもらえるのだと、安堵して……。

				「ただし、今から誓約してもらう。フィーニスのように、仲間を裏切ってでも俺にすべてを捧げ従う、とな。心の底から俺の奴隷になると誓えなければ、ベルカナは捨ててしまうからな？　これが最後のチャンスだ」

				　冷水を浴びせられてしまったようでした。

				　だって、どれほど嫌がっても奴隷として調教され続けてしまうのだろうと考えていたのですから。

				　リューシュご主人様に捨てられてしまったら、禁断の快楽を知ってしまったこの身体が満たされる機会はもうないでしょう。

				　だってア◯ルにデカおチ◯ポさまを二本もねじこむような鬼畜なんて、ご主人様くらいなものだと思います。善良な人族や神族にこんなおねだりなんてしたら、ドン引きされるに決まっています。

				　他の魔族にも頼れないでしょう。一般的な魔族が行うのは暴力による支配と自分たちが快楽を得るための陵辱。リューシュご主人様のように相手の快楽を優先してはくれません。

				　それに思い出してみれば、ご主人様のお気に入りはリティアです。

				　神族のエルフである私より、ただの人間であるリティアが……。

				　その事実は、本当に私は捨てられてしまうかもしれないという危機感を抱かせるに十分でした。

				　そして、これからリューシュご主人様の愛情がたっぷりと込められた調教をされていくだろうリティアへの醜い感情を思い出してしまうにも。

				「やっ……やらぁっ！　すてっ！　やらぁっ！　ごしゅりん、しゃまぁっ！　すてらいれぇっ！　もう、ちゅうりょく、れひゅからぁっ！　きもひ、いいにょ。もっろぉっ、もっろ、くらひゃぃ！　ろひゅりん、ひゃまぁ」

				「なんだ？　これ以上、アクメしたくないんじゃなかったか？　気持ち良いのは嫌だったんじゃなかったか？　だから俺に『誓約』してでも、止めて欲しかったんじゃないのか？」

				「ち、ちがい、まひゅぅっ！　もっろぉっ！　もっろぉっ！　きもひぃぃにょ。くらひゃいっ！　わたくひを、おかひくひれ、くらひゃぃっ！　あくめ、ちゅうりょくに、ひてくらひゃぃっ！　わたくひ、ごしゅじんひゃまの、どれいに、にゃりたいれしゅぅっ！　ちかわひぇて、くらひゃぃぃっ！」

				　突き放すようなリューシュご主人様の言葉に、縋(すが)り付くように答えてしまいます。

				　両足をご主人様の腰に絡みつけ、苦しいながらも自分から卑猥に腰を振り始めました。捨てられたくない、そしてリティアになんて負けたくないという感情に突き動かされ、ア◯ルを締め上げてご主人様を悦ばせようとしていきます。

				「無理する必要はないぞ？　ベルカナ。お前が誓わなくてもア◯ルへの陵辱快楽は与えてやろう。今日みたいにな。だが、俺が魔族領に帰るときには置いていくだけだ」

				「や、れしゅぅっ！　いやれしゅぅっ！　　ごひゅりんひゃまの、ろれいにぃ、しれ、くらひゃぃっ！　みれぇっ！　みれぇっ！　ちかいまひゅから、みれぇっ！」

				　今、奴隷になる意志を見せなければ。本当に捨てられてしまう。そう直感した私は、力の入らない指をどうにか傷つけ、血を垂らしました。そして、腹部に『永遠にリューシュご主人様専用、ア◯ルマゾ奴隷となることを誓う』と刻み込んでしまいます。

				　それは、単にリティアへの対抗心からだけではありません。

				　私がリティアとキューフにフィーニスの裏切りを伝える手段を失ってしまった以上、二人はこれからもご主人様の調教を受けれてしまうでしょう。

				　そうなれば、二人が狡猾なご主人様の責め苦にいつまでも耐えられるとは思えません。きっと、身も心もご主人様の奴隷に堕ちてしまいます。

				　私だけが踏ん張ったところで……置いていかれるのも私だけ。だったら、堕ちた皆と一緒にいられるほうが、ずっといい。

				　すぅっと書いた文字が消えていく様子を見ながら、そんなことを考えていたんです。

				「あ、はぁ……これ、でぇ。ベルもアタシと、いっしょ、ね……んぅっ！　はぁっ、ひきゅぅっ！　がばがばぁっ！　なっちゃ、ぁぁぁぁっ！」

				　その様子を見ていたフィーニスも笑顔を浮かべてくれました。

				　本体ご主人様が出てきた子宮口を触手に虐められて、メスの顔になっていましたけれど。

				「よく誓ったな。ベルカナ。それじゃ、褒美にめったにできない体験をさせてやろうか。処女懐妊だ」

				「にゃ、にゃに……？　んぅぅっ！」

				　すでに内側から圧迫されておチ◯ポさまの形に膨れ上がってしまっている私のお腹。そのおヘソに、リューシュ様のチ◯ポの形をした触手が這いずってきました。そして、粘液をおヘソに擦り込んでいきます。

				　ぞくぞくとして、身体が震え、無意識に首を左右に振ってしまいます。

				　私はなにが行われるのかわかっていたのに、理解を拒否していました。

				「ベル安心して……？　アタシが傷を直してあげる、からぁ……」

				「ご、ごひゅりん、しゃま、しょ、しょれっ、はぁっ！　あがぁぁぁぁぁっ！」

				　形容しがたい感触とともに、ありえない場所から快感が駆け抜けていきました。おヘソを抉(こ)じ開けて子宮の中へ触手が入り込んで……しまったんです。

				「にゃんれぇっ！　きもひ、いいっ！　きもひ、いいっ！　いぐぅっ！　おへしょぉ。　にゃのにぃっ！　ぎもじぃぃぃっ!!」

				　子宮の壁が触手とおチ◯ポさまに挟まれ、擦られて……気持ちいい。常識では考えられない場所から挿入されたのに、甘い快感が頭を焦がしていきます。

				　我慢することなく、悦楽の声を上げながらびくびくっと身体を痙攣させてしまいます。

				　これが、ご主人様のモノとして生まれ変わった私。

				　ご主人様に虐められ、求められてるほど幸せを感じてしまうア◯ルマゾ奴隷、なんです。

				「このまま孕ませてやるよ。ベルカナの破瓜は子供を産む時だ。楽しみ、だろ」

				「ひ、ひろい、れしゅぅっ！　あぁぁっ！　きちく、れしゅぅっ！　れもぉっ！　れもぉっ！　きもひ、いいにょぉっ！　しあわしぇ、れしゅぅ！　はらましぇれぇっ！　イグっ！　あにゃるも、しきゅうも、いっぱいにしゃれてましゅぅっ！」

				　もう、感じるのは強烈な快感と喜びだけ。

				　自分から腰を振りア◯ル快楽を貪りながら、ご主人様を喜ばせてあげます。

				　きゅぅっ、きゅぅっとア◯ルでおチ◯ポ様を吸い上げながら腰を動かすと、アクメして身体も震えてしまうけれど、ご主人様も気持ちよさそう。それが、とても嬉しいんです。

				　ああ……なぁんだ。堕ちるって、こんなにも幸せなこと、だったんですね。

				　だったら……キューフやリティアが堕ちても、なんの問題もないじゃありませんか……。

				「ああ、俺は鬼畜でヘンタイで最低な魔族だからな。だが、そんな魔族に自分から奴隷になったのはベルカナ、お前だぞ？」

				「はいっ！　わたくひぃ！　マゾでぇ、へんたいでぇ、いんらん、なんれひゅぅっ！　らからぁっ！　しゃいてぇごしゅひんしゃまの、どれいに、にゃれてぇ、しあわしぇ、なんれひゅっ！　いぐぅっ、まらぁ、いき、まひゅぅっ！　きもひ、いいにょぉっ！　とまら、にゃい、れしゅぅっ！」

				　ごんごんごんっと苦しそうながらも、ご主人様のオチ◯ポが激しく動き始めます。

				　腸壁が引っ張りだされ、押し上げられかき混ぜられてアクメが止まりません。幸せです。

				　そして……子宮も、腸内も、体の中全部を注ぎ込まれた精液で満たされてしまいます。精液で溺れるような錯覚を感じながら、私は幸せの中で意識を手放していきました。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「……という感じですね。私の場合は。伝わりましたか？　どうやら、私が経験した時よりも伝わった快感は鈍くなっていたようですけれど」

				「安全を確保しているので当然なのです。あんなの普通なら、精神が焼ききれてもおかしくないのですよ。よくまあ、正気を保てましたね。伊達にエリート神族をしていないわけなのですか」

				「…………羨ましい」

				　リティアたちは、ルシアの神術でベルカナが経験した調教を追体験していた。

				　これは本来、強姦魔や殺人などを犯した罪人に被害者が受けた苦痛を味わってもらうための神罰術式。でも、こんな使い方もできるんだ、と感心する。

				　身体はまだ熱くて、お尻には違和感が残っていた。思わずベルカナに羨ましそうな視線を向け、　もじもじっとフトモモをこすりあわせてしまう。

				　確かにこんな激しい陵辱はリティアの脆弱な肉体では耐えられない。ほぼ確実に腸が引き裂かれ、死んでしまうだろう。なにより、リューシュの責めには普段の余裕が感じられなかった。

				　それほど、ベルカナの能力を脅威に感じていたのだと思う。

				　それと同時に、ベルカナは神族としての誇りがかなり強いのだな、と感じていた。本人に自覚はないのかもしれないけれど、人間を蔑んでいるようにも思えて、ちょっとショックを受けている。

				「た、たしかにボクにもこれは、無理、かも。でも、ベルカナはこんな風にされて嬉しいんだね」

				　引きつった笑みを浮かべているのはキューフ。

				　キューフも具体的にはどんなことをされたのか知らなかったみたい。

				　私だけ体験するのはズルイ、とキューフも一緒に追体験をしていたのだ。

				「……なんだか、秘密を知られてしまったみたいで恥ずかしいですね」

				　ベルカナ自身もその時のことを思い出したのか頬を染めている。

				「じゃ、じゃあ、今度はボクの番だね。ボクは……ベルカナほど、ひどく虐められてはいないんだけど……」

				「それじゃ、手を繋いでください。神罰術式を執行しますから」

				　そういってルシアが手を伸ばす。

				　私たちが手をつなぐと、今度はキューフがどんな調教をされたのか。伝わってきたのだった。


                			

	
			
				 ドワーフ娘の身体に仕組まれた罠　

				

				「……は、ぁっ。ん、ぅっ……」

				　リューシュと名乗った魔族に抱かれても良いと答えたその日の夜。

				　ボクはテントの中で息を荒げてしまってた。身体が熱くて、汗が滲み出てきちゃう。

				　服を脱いで裸になってしまいたくなるけれど、それは我慢する。

				「これ、亜人が瘴気に弱いって知っていてやってる、よね。絶対。は、んぅ。はぁ……からだ、あつい、よぉ……」

				　原因は、このテントの中に満ちている瘴気。普通の人間なら問題はないけれど、ボクみたいな半精霊である亜人が影響を受けるには十分な絶妙な濃度。

				　その影響の受け方には個人差があるけれど、今のボクみたいに発情してしまうケースが多い。

				　いつもなら、ボクの髪を結わえている『聖布(せいふ)』の効果で症状を抑えられるんだけど、今日はあえて放置していた。

				　リューシュがボクを調教しに来てくれれば、瘴気の侵食に対する耐性が最も低い亜人が同行している本当の理由……魔族の陵辱を引き受ける役目を果たせるのだから。

				　半精霊の亜人は、魔族にとって最も安全に長期間陵辱を楽しめる存在だ。

				　神族のように『堕天』することはないし、人間よりもずっと身体が頑丈で激しい陵辱にも耐えられる。加えて、神族や人間の『聖女』の扱う神術のような魔族に対する有効な攻撃手段を持っていない。ボク自身、魔族への対抗手段は髪を結っている聖布による捕縛が限界だし。

				　その代わり、精気(マナ)の吸収効率はよくないらしいけれど……肉欲を満たすには関係ない。

				　これは、リティアも、ベルカナも、そして、フィーニスも知らない秘密。だけど、『神殿』に所属している亜人は、全員いざという時には犠牲になる覚悟を持っている。

				　今回は、ボクの番が回ってきたというだけ。

				　ボクは性的な経験はまだ何もない。何をされるか考えると怖くて、震えだしてしまいそう。

				　だけど、リティアやベルカナがフィーニスのように陵辱されてしまうなんて、もっとイヤだった。

				「きて……くれるよね？　どんなこと……されちゃうんだろ。はぁ、んっ……」

				　高精度な感知能力を持っているベルカナなら外の様子まで把握できるのかもしれないけど、ボクにはそこまで細かく感知できない。いち早く瘴気の存在を感じ取るのは得意なのだけれど、周囲に瘴気が満ち溢れているこの状況では役立たずだった。

				　様々な不安を感じているボクは、ちらちらとテントの出入り口を見つめてしまう。

				「入るぞ、キューフ」

				「……っ！　う、うん。いい、よ」

				　そして……焦れったい時間が過ぎ、ようやくリューシュが姿を見せてくれた。

				　内心、ほっとする。この発情状態で朝まで放置されていたらどうしよう、と思っていたから。

				「なんだ、もう発情してるのか、キューフ。聖女様が、そんなに物欲しそうな顔して魔族を待っていて良いのか？」

				「は、恥ずかしいから、言わないでよ……でも、こんな瘴気まみれの場所に一人でいたらボクみたいな亜人が、我慢なんてできるわけないんだから。リューシュも、知ってるんじゃないの？」

				　リューシュは、息を荒げながら座っているボクにゆっくりと近づいてくると、熱く火照っている頬をひんやりとした右手で撫でてくれる。それだけで、発情して敏感になっているボクの身体はびくんっと反応しちゃう。ぞくぞくして、もっと撫でて欲しいと考えてしまう。

				　それでも、ボクはリューシュの黒瞳(くろめ)を正面から睨みつけた。ボクがこんな状態になっちゃってるのは、リューシュのせいだと咎めるように。

				「ああ、そういうことか。それは悪かったな、キューフ。だが、最初になんでもする、と言い出したのはキューフだったな？　フィーニスの身代わりになる、ともな。その言葉に嘘はないな？」

				「も、もちろんだよ！　覚悟はできてるから。ボクの身体……好きにして、いいよ」

				　強気な態度で誤魔化していたけれど、身体は小刻みに震えていた。

				　でもこれは、交渉の途中でリティアに攻撃されたにもかかわらず、寛大な対応をしてくれたリューシュへの償いでもある。一度目の裏切りは見逃してフィーニスの堕天を止めてくれたけれど、二度目はもうないと思うから。

				　だからボクは、身体の力を抜いて毛布の上に横になる。

				「なら、確かめさせてもらおうか。少し乱暴にするぞ」

				「いい、よ？　んぶっ!?　んっ！　ちゅ……」

				　小刻みに震えているボクの身体を押さえつけるように両手を掴んだリューシュが、唇を重ねてきた。でも、初めて触れ合う唇の柔らかさは不快じゃなくて。唾液も甘く感じてしまう。

				「んっ、はっ。ちゅ……」

				　どうすればいいのかわからなくて戸惑っていると、あっという間にボクの唇を抉(こ)じ開けてリューシュの舌が侵入してくる。そして、ボクの舌はリューシュに絡め取られてしまった。

				　そのまま、乱暴に強く吸い上げられてしまう。

				「んんっ!?　は、んっ。れろっ……。んっ！　んんっ！」

				　それは瘴気によって発情してしまったボクには、強すぎる刺激だった。

				　頭が痺れてしまうほどの快感に驚いたボクは、身を捩(よじ)らせてジタバタと足を暴れさせ、地面に敷かれた毛布をきゅっと握りしめてしまう。

				　でも、手首をしっかりと押さえつけられたボクは逃げられない。

				　それどころか、ますます乱暴に舌を絡め取られ口内を舐られてしまう。

				「んん、ちゅ。んちゅっ。ちゅるっ。ん、むぅっ！」

				　リューシュの舌に絡め取られてしまうと気持ちよくなり過ぎちゃう。

				　ボクはどうにか舌を逃がそうと首を振るけれど、その程度ではリューシュからは逃げられない。蛇が獲物を締め上げるかのように舌が絡み付いてくる。

				　そんなことをされると、身体の奥が熱くなっちゃうのに……。

				　不意に左手を掴んでいた手が離れた。

				「んっ……んはぁ……、はぁ……はぁ……。ふぁっ！　ふぁぁぁぁぁぁっ！」

				　戸惑うボクの状態を確かめるように、リューシュの指が軽く股間に触れた。

				　それだけのことなのに、舌を絡めとられたままのボクは頭が真っ白になってしまうような強烈な快感に襲われちゃう。

				　びくびくびくって連続して痙攣したあと、身体に力が入らなくなってしまった。

				　じわぁっと下着が湿っていく感覚があって、下腹部の奥が熱い。

				「んっ……ちゅる……は……んっ。んぅっ……」

				　ぼーっとする頭でボクは、リューシュを求めるように自分から舌を絡め合わせちゃう。

				　それに応えてくれたリューシュが、ちゅるぅっと強く舌を吸い上げてくれた。びくびくっと身体が跳ねてしまう。リューシュはそんなボクの反応をしばらく楽しんでくれたようだった。

				　しばらくして舌が離れていく感覚に名残惜しさを感じたボクは、ゆっくりと目を開く。

				「本当に敏感で淫乱なドワーフなんだな、キューフ。こんなに簡単にアクメするなんてな。マ◯コも、もうぐちょぐちょじゃないか」

				「は、ぁ……はぁ……リュ、リューシュは、ボクみたいな淫乱ドワーフは嫌い……？　な、なんでも、するから……どんなことだって……耐えて、見せるから……」

				　アクメとかよくわからなかったけど、気持ちが良かったのは間違いなかった。ボクは、これならもっとして欲しいとすら考えちゃっている。

				　でも、リューシュは呆れたようにボクを見下ろしている。その視線に、ボクの身体が快楽に弱すぎるせいで嫌われてしまったのではないかと不安になる。

				　自然とボクは、リューシュに縋(すが)るような視線を向けることになった。

				「いいや、淫乱なのは嫌いじゃないが……キューフは魔族が相手だってのに積極的過ぎる気がしてな。昼間のこともある。罠を警戒するのは当然だろ？」

				「……っ！」

				　確かにいくら発情してしまっているからとはいえ、ボクは全く抵抗していない。それどころか自分からリューシュを受け入れていた。言われてみれば、リューシュが不審を抱くのも当然だ。

				　きっとボクは、しまった、という表情を浮かべてしまったのだろう。

				　リューシュの気配が変わった。

				「やはり、何かあるようだな。キューフ。少しその身体に聞いたほうが良さそうだ。お、このリボンは……」

				「な、なんにもない、なにもないよ！　た、ただ、その……リューシュに悪いことしちゃったから、ボクが積極的に受け入れれば喜んでくれるかなって。そう思っただけだよっ！　あっ！　そ、それは……あぅっ！」

				　慌てて取り繕ったけれど、遅かった。

				　リューシュが見つけたのは、ボクの髪をツインテールに結わえている『聖布』のリボンの予備。

				　それを手にしたリューシュはボクの両手を掴むと頭の上で縛り上げてしまう。

				「悪いが、その話を素直に信じられるほどお人好しじゃなくてな。少し尋問させてもらうぞ？　それに、なにをしても構わないんだろ？」

				「い、いいよ。ボクにはやましいことなんて、ないんだから……ぁっ！　やっ」

				　リューシュはそう言って、ボクの着ている修道服を脱がせ、縛られた腕の所へ纏めていく。

				　下着姿になったボクをリューシュはじっと見つめてる。

				　さすがに裸を見られるのは恥ずかしい。

				「キューフは着痩せするタイプなのか。大きくて形の良いおっぱいじゃないか。流石にフィーニスよりは小さいようだがな……」

				「そう、なの？　ボクよくわから……あぅっ！　んぅっ！　やぁっ！　それ、びりびり、するっ！」

				　リューシュはボクの耳元でそう囁くと、下着まで剥ぎ取ってしまう。そして露わとなったボクの乳房を乱暴に揉んでいく。ボクの身体はかなりの淫乱だったのか、乱暴なその刺激すら快感として受け止めちゃっていた。びくんっ、びくんっと身体が震えちゃう。

				　息が荒くなる。お腹の奥はますます熱を帯びて、頭が痺れるくらい気持ちいい。

				「こんなに大きな胸を隠しているなんてキューフは悪い子だな。もっと他に隠しているものがないかしらべてやろう」

				「やっ！　あっ！　か、隠してないからっ、ボク、何も隠してないって！　あぁっ！　ちょっ！　まってっ！」

				　ボクの乳房を堪能したらしいリューシュは、今度はボクの足を掴んだ。そのまま両足を頭側へと持ってくると大きく左右に開いてしまう。

				　腰がリューシュの目の前まで持ち上げられて、トロトロに蕩(とろ)けてしまっているボクのワレメも、お尻の穴も、恥ずかしい場所が全部丸見えの状態。恥ずかしすぎて直視できない。顔も熱い。

				「そうか？　例えば……この中、とかな？」

				「リューシュ、ボク何も企んでなんか……ふぁぁぁぁぁっ！　んぅぅっ！　あぁぁぁぁっ」

				　ぐじゅっと音を立てて、リューシュの指がボクの膣内に侵入してくる。それは、感じやすくなってるボクの身体にとって強すぎる快感だった。

				　思わずぶんぶんと頭を左右に振って嫌がっちゃうほどの。

				　でも、ボクの身体は正直だ。ひっくり返されてしまったボクのワレメからはこぷっと愛液が溢れ、流れだしていくのがわかっちゃう。

				「処女膜はちゃんとあるようだな。だが、処女とは思えないほど柔らかくてトロトロじゃないか」

				「あぁっ！　や、ぁっ！　そんなにっ、かきまわされ、ちゃうとっ！　ボク、だめぇっ！　また、おかしく、なっちゃうっ！　ふやぁっ！　あぁっ！」

				　ボクの柔肉は、快楽を求めるかのようにきゅぅっとリューシュの指を締め付けてるのがわかっちゃう。瘴気でどんどんエッチで淫乱な身体になっていくボクは自分からイヤラシク腰をくねらせちゃっている。ビクビク震えて気持ちイイのが止められない。

				「……っと。そういうことか。なるほど。キューフがとびきり淫乱でエッチなのはこのためか」

				「……？　な、なに言って……ん、はぁぁぁぁぁぁっ!?」

				　リューシュの言葉の意味がわからず戸惑うボクの子宮の中で、バチンっと何かが弾けた。

				　その強烈に子宮を揺らす快感は、ボクの意識を再び白く染め上げてしまうのに十分だった。

				「なあキューフ。お前、この中に呪いを仕込んでいただろ。この感じだとお前の虜になる呪いか。俺がキューフを犯して夢中になった辺りで発動するように仕込んであったぞ？」

				「あ……あぁ……し、知らないっ、ボク、そんなの、知らないっ！」

				　身体の痙攣が治まってきたボクは、リューシュの言葉へ首を左右に振って否定する。

				　本当にそんな仕込みをした記憶はない。知っていたら正直に告白していた。フィーニスが人質にされているのにそんな危険を犯せるわけない。

				「じゃあ、今のはなんだ？　俺がちゃんと調べずにキューフを抱いていたら気づかなかったかもしれないな？　キューフだけは騙し討ちなんてしない、誠実な奴だと思っていたんだが……がっかりだよ」

				「ご、ごめんなさいっ！　知らなかったのっ！　本当なんだよ！　ボクの身体にそんな呪いが仕込まれていたなんて知らなかったんだよっ！　お願いっ！　信じてよっ！　リューシュを騙す気なんてこれっぽっちもなかったんだよっ！」

				　リューシュが冷たい目でボクを見下ろしている。その視線と失望の声にボクは慌てた。このままだとフィーニスたちが酷い目に合わされてしまうと感じたからだ。

				　でも、どうすれば信じてもらえるのかわからない。涙を溢れさせながら、必死で懇願した。

				「……本当に知らないのか？　お前の身体のことなんだぞ？　キューフが知らないのなら……他の誰かが仕込んだんだろうけどな」

				「し、信じてもらえないかもしれないけど、ボクは本当に知らないんだよ。今、初めて知って、ボクも混乱しちゃってるんだよ。その、リューシュに信じてもらえるなら、なんだってする！　なんだってするよ！　だから許して……どんなにエッチなことだって、酷いことだってボクになら、してもいいから！」

				　ボクの思いが通じたのか、リューシュの声が少しだけ柔らかくなった。

				　少しだけ安堵して、ボクはそのまま懇願を続ける。この時のボクは、リティアやベルカナ、フィーニスが助かるならリューシュに生涯を捧げてしまっても構わないとすら思っていた。

				　そんなことすれば、きっと皆は悲しむだろう。でもそれで皆が助かるなら、構わない。

				　リューシュを怒らせてしまった原因はボクにあるのだから。

				　それと同時に、ボクの身体に呪いを仕込んだであろう人への怒りと不信感が湧き上がっていた。

				「本当になんでもするのか？　例えば、『神殿』を裏切って俺のモノになれ、と言ってもか？　リティアやベルカナが、俺なしでは生きられないように依存させる手伝いをしろ、と言ってもか？」

				「そ、それは……」

				　リューシュにボクの身体を差し出してしまうのは、構わなかった。結果として『神殿』からも離反してしまうだろう。

				　でも、リティアやベルカナを陥れる手伝いをしろ、なんて言われるなんて想像していなかった。

				　そんなの本末転倒だ。できるわけない。

				　でも……そこまでしなければリューシュに信じてもらえないなら……？

				「……ふぅ。できないようなことを軽々しくできる、なんて言わないほうが良い。まあ、今のは意地悪だったな」

				「……いい、よ」

				「ん？」

				「それで……ボクを信じてもらえるなら。他の皆をフィーニスみたいにイジメないって約束してくれるなら……ボクはリューシュのモノになっても……リティアとベルカナを裏切ってしまっても……いいよ」

				　フィーニスにしていたような陵辱の手伝いはしないと宣言したのは、せめてもの抵抗。

				　ボクは心の中で皆に謝罪しながら、リューシュの条件を受け入れる覚悟を決めた。

				「そうか。そこまで言うならキューフを信じてもいい。その代わり、キューフはこれから俺のモノだぞ」

				「ホント!?　うん。ボク……リューシュにこの身体を捧げるよ」

				　リューシュの手が優しくボクの頭を撫でる。

				　一度ならず二度までもチャンスを与えてくれたリューシュに、ボクは心を許し始めていた。

				　裏で何が起きているのか知らないままで。

				「だが、言葉だけならなんとでも言えるからな。少しは態度で見せてもらおうか……そうだな。確かドワーフでは近親間での恋愛は禁忌とされているんだったか？　キューフ」

				「う……そう、だよね。あ、うん。そうだよ。お父さんやお兄ちゃんは絶対に好きになっちゃいけないって言われてる、けど。……まさか」

				　人間は、比較的兄弟姉妹で恋人関係になることに寛容的なんだけど、ドワーフではそれを固く禁じている。ボクには理由はよくわからないけど、ずっとそうやって教えられてきた。

				　嫌な予感に胸がざわつく。

				「なら、俺をお兄ちゃんとでも呼んでみてくれ。本当にキューフの兄だと思ってな」

				「う、うん……その……お兄ちゃん。これで、いい？」

				　実際に兄がいるボクには、リューシュを兄と呼ぶのは抵抗があった。

				　でも、命令に従わないとリューシュには信じてもらえない。

				　だから、渋々命令に従っただけのはずだった。リューシュが本当に血の繋がったお兄ちゃんだったら、と想像してしまったのは。

				「ああ、そうだ。お兄ちゃんはずっとキューフを襲いたくて仕方がなかった。妹が女らしく綺麗に変わっていくのに昔と変わらず無防備なのが我慢できなくてな。そんな風に考えるんだ」

				「……っ！　そんな、お兄ちゃ……あっ！　やっ……！」

				　リューシュお兄ちゃんはそう告げると、再びボクをひっくり返し腰を持ち上げてしまった。そして、ボクのワレメにリューシュお兄ちゃんが男性器を押し付けてしまう。

				　台詞通りの状況を想像してしまったボクの背中を、ぞくぞくとした背徳感が駆け抜けていく。

				「ほら、見ろ。このお兄ちゃんチ◯ポを。キューフの妹処女マ◯コをこじ開けてしまいたくてこんなに硬くなってるぞ」

				「こ、こんなの……ダメ……だめ、だよ」

				　ボクの入り口を焦らすように前後する、お兄ちゃんの様子をドキドキしながら見つめてしまう。

				　きゅんっとお腹の奥が震え、興奮しちゃっていた。新しい蜜が湧き出してお兄ちゃんに絡み付いていく。こんなの普通じゃない……きっと、瘴気の影響をうけておかしくなっちゃってるからだ。

				「キューフも期待してくれているみたいだな。これからお兄ちゃんに陵辱されてしまうってのに……おまえのマ◯コがひくひくって震えてるぞ？」

				「そ、そんなことない！　ダメだよ……お兄ちゃんとセックスなんて、絶対、ダメっ……！」

				　口では拒絶しているけれど、ボクの身体は完全に発情していた。

				　身体が熱くて、はぁっ、はぁっ、っと息が荒くなる。これ、入れられちゃったら……入れられちゃったら……ボク、どうなっちゃうんだろう？

				「そんなに物欲しそうな顔で見るなよ。キューフ。お兄ちゃん、我慢できなくなるじゃない、かっ！」

				　お兄ちゃんはそう言ってボクに覆いかぶさるように身を乗り出した。そして、ワレメを抉(こ)じ開けてお兄ちゃんの男性器がボクの中に侵入してきた。ぶちぶちぶちっという音と共に強烈な痛みが襲い掛かってくる。

				「や……あぁ～～～～～～～～っ!!」

				　でも、身体の内側から湧き上がる何かが、ボクが感じているすべてを快感に変えていた。痛みすら頭を痺れさせるような快感へと変換され、ボクの頭を真っ白に染め上げていく。

				　ビクビクと痙攣するトロけた柔肉は胎内に侵入してきた男性器を歓迎するように絡みつき、きゅっと締め上げてしまう。白いソックスにフトモモまで包まれた両足は、大きく広げられたままひくひくって痙攣を繰り返していた。

				　ボクは、処女を奪われてしまったのにアクメしてしまうほどの快感に身体を震わせていた。

				「淫乱だな、キューフは。今、お兄ちゃんのチ◯ポを咥え込んだだけでイっただろ……」

				「はぁ、はぁ、んぅぅっ！　おにぃ、ちゃ……ふぁぁぁっ！」

				　真っ白にトばされてしまった頭に響く『お兄ちゃん』の声。

				『お兄ちゃん』に処女を奪われてしまったんだとボクは理解した。兄妹でセックスするなんてとんでもない禁忌を犯してしまったはずなのに、ぞくぞくする背徳感がボクをさらに興奮させていく。

				　もっともっとセックスして欲しくなって、ボクお腹の中にいる『お兄ちゃん』に甘えるように締め上げていた。

				「こんなに淫乱に育った妹マ◯コには、しっかりお兄ちゃんがお仕置きしてやらないとな？」

				「は、ぁっ……お、おにいちゃ……ごめんな……ふやぁぁぁっ！　奥っ！　ずんずんって！　響くっ！　お兄ちゃんのが、響いちゃうっ！　ボク、はじめてっなの、にぃっ！」

				「チ◯ポだ、キューフ。お兄ちゃんのチ◯ポ気持ち良いって言え！　チ◯ポでまたイカせてやるよっ！」

				「おにいちゃっ！　き、気持ちいいっ！　お兄ちゃんのチ◯ポ、気持ちいいっ！　おかしいのっ！　ボク、おかしいのっ！　こんなの、ダメなのにっ！　気持ちいいよぉっ！　また、イクっ！　ボクっ！　イッちゃうっ！　だめぇっ！　イッちゃうっ！　お兄ちゃんチ◯ポでイッちゃうぅっ！」

				　内臓を引き裂かれたような痛みは残ってる。でも、それ以上に小柄なボクの身体を押さえ込むようにして、ずんずんと激しく出入りする『お兄ちゃん』チ◯ポがイイ。

				　肉壁をごりごりと抉(こ)られながら『お兄ちゃん』のチ◯ポの形を覚えさせられるのが、幸せ。子宮口を抉じ開けるようにぐりぐりされてしまうと、それだけでボクはイッちゃう。

				　半分白目を剥いてアクメを繰り返すボクは、明らかに異常なほど快感を感じてしまっていた。瘴気で発情していたとしても不自然なほど。でも、その原因なんて考えられないほど、ボクは『お兄ちゃん』とのセックスに……チ◯ポに夢中になっちゃってた。

				　ボクの目に、ハートが浮かんでしまっていたんじゃないかと思えるくらい。

				「本当に簡単にイクんだな。キューフ。こんなにエロい身体をしていたんじゃ、誰のチ◯ポをくわえ込んでも喜ぶ淫乱になりそうだ。悪い妹だ」

				「そんなこと、ないっ！　ボク、そんな誰でも、なんて、そんなことっ！　ふやぁっ！　はげしっ！　またっ！　いくっ！　あぁぁぁぁっ！　んんんぅぅぅぅっ!!」

				『お兄ちゃん』に言葉で虐められてしまっているのに、またイッちゃう。本当に気持ちいいのが止まんない。何回イッても、もっともっと、このチ◯ポがほしい。


                			

	








			
				『お兄ちゃん』のチ◯ポが欲しい。

				　ボクは、そんな意志を示そうとお兄ちゃんの腰にビクビク震える両足を絡めていく。小柄なボクだと完全に腰へ回せなかったけれど。

				「本当か？　実際にキューフは一番受け入れちゃダメなお兄ちゃんのチ◯ポで喜んでるじゃないかっ！」

				「あぅぅぅっ！　本当、だよぉっ！　ボク、このおにいちゃんの、チ◯ポが、いいっ！　このチ◯ポ、だけあれば、いいよぉっ！　あぁっ！　ダメ、なのにぃっ！　おにいちゃんのチ◯ポだけがほしい、よぉっ！」

				「好きか？　お兄ちゃんが好きなのか？　キューフ」

				　お兄ちゃんが腰を動かすほど、柔らかく膣が変形してチ◯ポを受け入れ子宮が圧迫されちゃう。

				　それがボクの頭に強烈な快感を刻みこんでいく。ミチミチと子宮の中に入ってきてしまいそうなほど突かれてしまうと、身体の痙攣が止まらなくなる。他のチ◯ポがほしい、なんて考えられない。

				　そんな状態で『お兄ちゃん』から問いかけられてしまった。

				　本当は、『お兄ちゃん』を好きになるなんて忌むべきこと。

				　でも、今のボクは強烈な快感とともに湧き上がってくる愛しさに、禁忌だとわかっているのにうなずいてしまう。そうするとますますボクの身体は敏感になってしまう気がした。

				「す、きっ……。お兄ちゃんっ、すきぃっ……！」

				「『お兄ちゃん』のことは好きになったら、ダメだろう？　もう、故郷に帰っても受け入れてもらえなくなるぞ？　それでも良いのか？　全部捨てて、お兄ちゃんと一緒に生きるか？　そうしないと、このチ◯ポはもう、二度と味わえないけど、なっ！」

				　あまりの快楽でぐずぐずに蕩(とろ)けていたボクは、大事なことを何一つ思い出せなくなっていた。

				　ボクの家族のことを思い浮かべようとするけれど、チ◯ポの気持ちよさに流されちゃう。

				　この気持ち良いのが感じられなくなっちゃったら……と思った途端、胸に苦しさを感じちゃう。

				「いい、よぉっ！　ボクっ！　これだけっ！　これだけが、ほしぃ、よぉっ！　他に、なんにも、いらないっ！　いらないよぉっ！　お兄ちゃんっ！　お兄ちゃんが、いてくれればっ、他に、なにもいらないからぁっ！」

				「ベルカナや、リティア、フィーニスも関係ないか？　俺といるためなら皆を奴隷にして堕天させても構わないな？　悪い妹のキューフは、お兄ちゃんとセックスするためにそこまで堕ちることはできるか？」

				『お兄ちゃん』が告げた名前。

				　とっても大切な人たちだったはずなのに今のボクには、もう、どうでもよかった。

				　だから、頷いちゃう。ボクには、『お兄ちゃん』だけいてくれれば良いんだから。

				「するっ、手伝うからぁっ！　ボク、お兄ちゃんのためなら、なんでも、できるからっ！　堕ちてもいいっ！　ボクもう、悪い子、だからっ！　なんだってできちゃう、悪い子、だからぁっ！」

				「嬉しいな。キューフ。その言葉、忘れるなよ……？　さあ、種付けしてやるよ。子宮の中いっぱいにおにいちゃんの精液注ぎ込んでやるからな」

				　このままだと『お兄ちゃん』の子種をいっぱいに注がれちゃう。今日は大丈夫な日だったか、危険な日だったか思い出せない。

				　でも、どうでもいいか。ボクの身体は妊娠だって期待しちゃってるし。

				　孕まされちゃうかもしれない、と考えるだけでぞくぞくぅっと快感が駆け抜ける。

				「うんっ！　うんっ！　ボク、わすれないからぁっ！　お兄ちゃんっ！　きてぇっ！　孕んじゃっても、いいからぁ！　ボクのなかに、いっぱいっ！　いっぱいぃっ！　あぁっ！　ふやあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

				『お兄ちゃん』の腰の動きが激しくなるのがわかった。ボクの膣内の粘膜が激しく撹拌されてぐじゅぐじゅって音を立てちゃってる。

				『お兄ちゃん』のチ◯ポを一生懸命に締め付けてできる限り気持ちよくなってもらおうと頑張っちゃう。そして……、灼熱で焼かれてしまうような錯覚を覚えながら精液を注ぎ込まれちゃった。

				　精液を満たされていく子宮が痙攣して、ボクは何度も頭がチカチカするほどイッちゃう。

				　前を見ればボクの顔を見つめる『お兄ちゃん』がいて……嬉しい。

				「はぁーっ。はぁーっ！　あぁっ、おにい、ちゃぁんっ……」

				　でも、おかしい。

				　こんなにも狂おしいほど気持ちよくなってるのに、まだ足りなかった。

				『お兄ちゃん』が欲しくてたまらない。

				　そう訴えるように、ボクはお兄ちゃんの腰に絡ませた足に力を込めて縋(すが)り付く。

				「ボク、おかしく、なっちゃったよぉ……たりない、よぉっ。もっと、もっと欲しいっ。ボクを、もっともっと気持ちよく、してほしいよぉ。他の人じゃ、いやだよ。お兄ちゃんが欲しいよぉ……」

				　ボクの中でまだおっきいお兄ちゃんのチ◯ポをきゅぅっと締めあげてあげる。

				　禁忌とされる行為を肯定してお兄ちゃんを求めてしまったボク。

				　愛おしさに胸を焦がしながら、じっとお兄ちゃんの顔を見つめた。

				「本当に淫乱でダメな妹だな、キューフ。もっと今のキューフと楽しみたいところだが、そろそろ正気に戻ってもらおうか」

				「……ぇ？　ぁ……ぁ……。ぼ、ボク……、なんて、こと……」

				　ボクの頭のなかでパキンって音が聞こえた気がした。霞がかっていたボクの思考が少しはっきりしてくる。そして、今まで口走っていたことの意味を理解してしまう。

				　カタカタと震え始めるボクの頭を、リューシュお兄ちゃんが優しく撫でてくれる。

				「これがキューフに仕込まれていた呪いだ。本来は俺に効果を発揮するんだが矛先がキューフに向くように変えてやったんだよ。キューフがなにをしようとしていたのかわかったか？」

				「う、うん……」

				　さっきまでのボクは、リューシュお兄ちゃんのことしか考えられなくなっていた。ただ、お兄ちゃんがすること全部が気持ち良くてもう夢中。それに疑問すら抱けなかった。

				　こうして正気に戻してもらえたからこそ、自分がどれほど異常だったのか理解できる。

				　お兄ちゃんが呪いにかかったら、多分ずっとボクを求めてセックスし続けたんじゃないかな？

				　昼も夜も、ベルカナやリティアがいなくなっても気にせずにずっと……ボクが動かなくなるまで。

				「さっきの言葉、リティアやベルカナに聞かせてやりたかったな。どんな顔をしたとおもう？」

				「や、やめて、おにいちゃん。あの時のボク、おかしかったんだから」

				　かたかたと震えながら目に涙を浮かべて頭を左右に振る。もし、あのままだったらベルカナやリティアになにをしていたのかわからない。考えただけでもゾッとした。

				「そんな風に正気を失わせる呪いを俺にかけようとしていたのはキューフだぞ？」

				「……ご、ごめんさい。本当にボク、知らなかったの。償いは……ううん。償いきれないかもしれないけど、ちゃんと……お兄ちゃんのモノになるから。なにをされてもいいから……」

				　罪悪感に胸が締め付けられそうに痛む。たぶん、さっきお腹の中でなにか破裂したような感覚があった時に、呪いの矛先がボクに向くように仕掛けたんだと思う。

				　呪いを解いてくれたお兄ちゃんに感謝する。

				　──ただ、お兄ちゃんは完全に解呪してくれたわけじゃないのかもしれない。

				　だって、お兄ちゃんに頭を撫でられているだけなのに心臓がドキドキして、ボクのお腹の奥から収まらない疼きが湧き上がってきちゃう。そしてお兄ちゃんのチ◯ポを求めるように膣肉は絡みついて、きゅうって締め上げちゃっていたんだから。

				　お兄ちゃんチ◯ポを、とても愛おしく感じてしまっていたんだから。

				「本当にキューフが仕掛けたものじゃないなら、キューフを生け贄にしようとしたやつがいるってことだがな？　壊されていたかもしれない、ってわかってるか？」

				「…………うん。なんとなく、わかっちゃう、よ。だけど……」

				　考えたくはないけれど、きっと『神殿』の関係者のだれか。もっと言えば、亜人の事情を知っている関係者で呪術に精通している人だ。

				　ボクを指導してくれた女の人を始めとして、心当たりは何人かいる。少なくとも体調管理をしてくれていた人が気付かなかった、なんてありえないだろう。

				　……ただ、怒りと悲しみはあるけれど……憎めない。ボクの記憶にいるあの人達は皆優しかった。

				　それに呪いは本来ボクとお兄ちゃんの両方に働くもので……陵辱の苦痛を軽減させるためのものだった可能性もある。『神殿』を信じたい気持ちを捨てきれていなかった。

				「やっぱり、キューフは優しいな。この様子だと、本当にすべてを裏切って俺だけのモノになってもらうのは難しそうだ。だが、キューフはそれでいい。俺のモノになっても全部捨てる必要はない」

				「……っ！　うん、ごめん。その、やっぱりボクはお兄ちゃんだけのモノにはなれないみたい。けど……ありがとう」

				　お兄ちゃんの言葉にドキドキする。今、縋(すが)り付くことができるのはリューシュお兄ちゃんだけで。魔族なのに、こうして優しく慰めてくれる心地よさに溺れたくなっちゃう。

				　それを察しているのか、お兄ちゃんはボクの中で動かないようにしてくれているみたい。

				　こうしていると、お兄ちゃんは魔族なのに優しいんだ、って感じる。純血は散らされて、種付けまでされてしまったけれど、その相手がお兄ちゃんでよかった、とすら感じてしまう。

				　ボクはお兄ちゃんへの警戒心を確実に緩めてしまっていた。

				「そいつは残念だが、仕方ないな。それじゃ、後始末をしないとな」

				「あとしま……んぅっ！」

				　お兄ちゃんのチ◯ポがボクの中からいなくなっていく。もう呪いの効果はないはずなのにボクは満たされていたものが空っぽになっていく寂しさを感じてしまっていた。

				「ああ、この呪いには厄介なところがあってな。解呪されても影響は残るんだ。禁制の薬でも似たようなことが起こるが、一度脳が覚えてしまった快楽を忘れられなくなってしまうんだ」

				「そ、そうなの……？」

				　でも、確かにそうかもしれない。未だに身体が熱を帯びて疼いているのは瘴気に侵食された影響だろうけれど、自分で慰めるよりお兄ちゃんにしてほしい、って考えちゃってる。

				　ボクがなにもかも捨てても構わないと考えちゃうほど強烈な、あの快感をもう一度……。

				「そうだ。ついでにキューフに残った瘴気の影響もなんとかしないとダメだろ？　幸いキューフは『聖布(せいふ)』の使い手だからな。その対処方法もちゃんとある」

				　そういうと、お兄ちゃんはボクが予備で持っていた『聖布』のリボンで、ボクの身体を縛り上げていった。最初に首に輪っかを作られて、何カ所か結び目を作って、それをボクの股間から背中へと回していく。

				「んぅっ！　な、なにを……」

				「こうして『聖布』で身体を縛れば、体内に残った瘴気の浄化を促せるってルシアに聞いたんだけどな。明日も歩くんだ。ずっと敏感な身体だと支障が出るだろ」

				　お兄ちゃんはそう言いながら、妙に手際よくボクの乳房を強調するように『聖布』で縛っていく。

				　なんだか、お兄ちゃんのモノにされていく様子を見せられているみたい。でも、肌に食い込む『聖布』の感触も決して不快なものじゃなくて、なんだか、疼いてしまう気がした。

				『聖布』が食い込む股間の隙間から、つぅっと赤と白の交じり合った体液がフトモモを伝っていく。

				「ほ、本当に効果あるの？　これなんだか、すごくエッチだよ？」

				　手足は自由。

				　お兄ちゃんが離れてから身体を起こすと、動く度に微かに身体が締め付けられてリボンがこすれる感触を気持ち良く感じてしまう。でも、確かに肌の敏感さは抑えられている気がする。

				　身体の奥でうずく感覚はまだあるけど……。

				「俺も聞いた話だからな。ものは試し、というだろ？」

				「そんな……無責任だよ、お兄ちゃん。皆の前で疼いちゃったら……いや、だよ」

				　特に、今日みたいにおかしくされてしまったら、なにを口走ってしまうかわからない。

				　それは怖かった。

				「その時はちゃんと助けてやるよ。キューフ」

				「……それじゃ、今晩は此処にいてよ。その、ボクがこの状態で過ごしておかしくならないか確かめたいから」

				「ああ、構わないぞ」

				　ぽんっと頭に手を置かれる。

				　その心地よさを感じながら、ずっと気になっていたことを聞こうと思う。

				「ありがと。あの、お兄ちゃん、できればボク、魔族のことを教えてほしい。どんなことを考えてどんな生活をしているのか……」

				「……変わったやつだな。まあ、構わないぞ？　あまりおもしろいことは言えないからな。期待するな」

				「うん。良いよ。なんとなく、知りたくなっちゃったから……」

				　確かに、ボクは変わってるかもしれない。

				　今までずっと、魔族は暴力しか頭にない話し合いなんて不可能な相手だと思っていた。でも、リューシュお兄ちゃんみたいに話が通じる相手もいることを知って思ったんだ。

				　もしかしたら本当は、魔族とボクたちが闘う必要はないんじゃないかって。

				　そして、お兄ちゃんはいろいろと話してくれた。

				　魔族領での暮らしのこと。

				　家族のこと。

				　そして、力の弱さゆえに迫害されてたこと。

				　そうして話をしていくうちに、もっとお兄ちゃんのことを知りたいと思うようになっていた。

				　呪いで抱いてしまった禁忌の恋心は、ボクの中にしっかりと根を張ってしまっていたんだ。


                			

	
			
				 ドワーフ娘から見た朝の光景、そして……　

				

				「ん……朝？」

				　いつの間にか睡魔に負けて眠ってしまっていたらしい。

				　ボクの身体には毛布がかけられていて、まだ瘴気の残滓(ざんし)が残っていた。

				　無防備な寝姿を見られたのかもしれない、と思うとドキドキする。

				「……んっ！」

				　身体を起こすとボクの身体を縛る『聖布』が擦れてかすかな痛みと苦しさと……ほんの少しの快感を感じてしまう。でも、身体の火照りは収まっていて昨夜ほどは敏感じゃない。

				「本当に、効果あるんだ」

				　ちょっと感心しながら下着を探す。

				　でも、見当たらない。このリボンの上から履いてしまえばいいだろうと考えていたのに……。

				　ちょっとリューシュお兄ちゃんを見直したらすぐこれだ。

				「こ、このまま、着なくちゃいけないの？」

				　流石にこのままでは乳首が目立つ可能性が高いから、恥ずかしい。しょうがないから、まだ残っている予備の『聖布』のリボンを胸に巻いて乳首を隠すことにした。

				　元々戦闘で使えばすぐボロボロになってしまう可能性が高いもの。予備はたくさん持ち歩いてる。

				「ちょっとキツくて苦しいかも。でも、これでいいや」

				　乳首を隠すリボンの上下から乳房がはみ出して、余計にエッチになってしまった気もするけど、贅沢は言えない。どうせ法衣を着てしまえばわからないのだし。

				　ただ、ボクの身体を縛るリボンの感触と締め付けの苦しさには、ぞくぞくしてしまう。

				「ま、まだ呪いの影響、残っちゃってるのかな。ガマンしないと……」

				　邪な考えを追い払うように首を横に振ったボクは、法衣を着て外へ出る。外の空気を吸えば気分も変わるだろうとも考えて。

                			

	








			
				　丁度リティアとベルカナも、それぞれのテントの中から出てきたところだった。二人の顔を見た途端、昨夜ボクがリューシュお兄ちゃんに抱かれていた時に大声で叫んでしまったのを思い出す。

				　もしかしたら聞かれていたかもしれない。皆を裏切ってでもお兄ちゃんが欲しい……なんて口走ってしまったことまで。ドキッとした。

				「……おはよう」

				「う、うん。おはよ」

				「お、おはようございます」

				　幸い、リティアとベルカナからボクを責めるような言葉は出てこなかった。でも顔が赤いから、細かいところは聞き取れなくても喘いでいた声は聞かれてしまったのかもしれない。

				　そう思うとすごく気まずい。特にリティアはリューシュに対して強い敵意を向けていたから……。

				「あ、きょ、今日はいい天気、だね」

				「日差しが、強くなければ、いい」

				「そ、そうですね。穏やかな天気になるといいですね。歩きやすいですから」

				　いつもなら、なんでもない話で盛り上がるボクたちなのにぎこちない。三人ともどこか遠慮している感じでどうしよう、と思っちゃう。

				「……おはよう。リティア、ベル、キューフ。その迷惑、かけてるわよね。ごめん」

				　そんな微妙な空気の中でフィーニスが姿を見せてくれた。リューシュお兄ちゃんはちゃんと約束を守ってくれたみたいで嬉しくなる。

				　それからフィーニスと少し話をしたけど、あまり変わった様子はなかった。それから、旅をする間は偽装するから、と言ってダークエルフに姿を変えているリューシュが現れる。

				　綺麗な銀色の髪をした竜族、ルシアも一緒だ。

				　穏やかなその表情に胸の中が暖かくなるのを感じながら遠慮無く近づいていく。昨日、話した感じだとエッチなところはあるけど、そんなに悪い人じゃないように感じたから。

				「おはようございます。みなさん」

				「あ、ルシアもおはよ……約束は守ってくれるんだよね？　リューシュ」

				　さすがに皆の前で『お兄ちゃん』なんて呼べない。抱かれているのはバレちゃっているだろうけれど、禁忌の関係を連想させる呼び方までしているなんて知られるわけにはいかないから。

				「ああ、そっちが約束を守る限りはフィーニスには手を出さない。堕天もさせない。隷属を解除することはできないがな。リティアみたいにまた攻撃されたら、今度は容赦しないからそのつもりでいてくれ」

				　その言葉にリティアの方をちらっと見る。フィーニスにしていたことは酷いことだったかもしれないけど、リューシュお兄ちゃんは自分から積極的に攻撃するタイプじゃないことは昨日話してみてわかった。

				　なんとなくフィーニスにもあんな風にされる原因があったんじゃないかと考えちゃう。

				　それでも、リューシュお兄ちゃんはフィーニスが神族に戻れるチャンスを残してくれているんだ。

				　それに、リティアもリューシュお兄ちゃんとちゃんと話せば、そんなに悪い魔族じゃないとわかるのに……と思ってしまう。でも、ボクみたいに魔族ともちゃんと話してみようって考える人はかなり少ないことも知ってる。

				　だから、今はむやみにリューシュお兄ちゃんの話題で皆を刺激するのは避けようと思う。

				「フィーニスが無事でいる限りはボクたちもリューシュを傷つけたりしないよ。リティアもベルカナも、それでいいよね？」

				「仕方がありません、から……」

				「……いい」

				　リティアはずっとリューシュお兄ちゃんを睨みつけてる。

				　でも、頬が赤くてどこか様子がおかしい。なんだか、嫉妬しているような……。

				　まさか、だよね。

				　その後は、今後のことを確認したり、朝食を食べたりして出発の準備をしていく。リューシュの作った朝ごはんは、すごく美味しかった。

				　今度、料理のレシピを交換して貰おうと思っちゃうくらい。

				　そして……。

				「ん……ぅ……」

				「リティア、どうしたの？」

				「……なんでもない」

				　村へ向かう道の先頭に立って歩くボクは、時折リティアから聞こえてくる声が気になっていた。

				　妙に艶(つや)のある声。ちらちらとリティアの様子を見れば、顔は赤くて時折はぁ、はぁっと苦しそうにしているようにも見える。

				　体調が悪いのかとも考えたけれど、本人が大丈夫だと言っているし、いつもなら真っ先に体調の変化に気がついてくれるベルカナも心配している様子はない。

				　それなら大丈夫なのかな、と思う。

				「……は、ぁ……」

				　なにしろ、ボクがリティアの声を気にしているのはエッチな気分になってしまうから。リボンで縛られたボクの身体は、歩く度に擦れて微細な刺激を送ってくる。

				　最初は気にならなかったのに、リティアの妙に艶っぽい声が耳に届く度、身体を縛るリボンの刺激を意識してしまう。快楽の味を知ってしまったボクの身体が疼いてしまってる。

				（このくらい、我慢、しないと……）

				　呪いの後遺症なんかに負けるもんか、と気合を入れ直す。

				　でも、この先ずっとリティアの悩ましげな声を聞き続けることになってしまうのだった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「はぁ……んっ。からだ、あつい、よぉ……おにいちゃぁん……」

				　時間が経つに連れて身体の疼きはどんどん強まってる。夕食時には顔を赤くしてフトモモを擦り合わせ、息を荒くしていたリティアの様子を気にする余裕もなくなっちゃってた。

				「ダメ、なのにぃ、ガマンしないと、ボク、ダメになっちゃうのにぃ……」

				　頭をよぎるのは、呪いを受けていた時に感じていた強烈な快感。解呪されている今はそこまで強烈な快感を得ることはできないと頭ではわかってる。

				　でも、どうにかしてボクの身体を締め付けてくる『聖布(せいふ)』のリボンから伝わってくるこの疼きを発散しないと気が狂ってしまいそう。

				「そ、そうだ。縛られてるから、我慢、できなくなっちゃってるんだ」

				　そんな結論に達したボクは、もどかしげに法衣を脱いでフトモモまでを覆う白い靴下を履いただけの姿になっていく。そして……身体を締め付けている『聖布』のリボンを解こうと、いつも防御や捕縛に使う時のように力を流し込んでいった。

				「んくっ!?」

				　どこを引っ張れば解けるのだろうかとあちこち確認している最中に、股間のリボンが食い込んで仕舞う場所を引っ張ってしまった。ワレメと陰核が擦られてびくんっと身体が震えてしまう。

				　その代わり少し拘束は緩んで、あとは外すだけとなった。

				　だけど、ボクはそのまま外すことはなくて……。

				「ちょ、ちょっとだけ。ちょっとだけ、だから。『聖布』でなら、ちょっとくらい……」

				『聖布』は本来なら魔族と戦うための神聖な道具。身体を縛るのに使うことも、瘴気の影響を防ぐためというならまだ許容範囲だ。

				　でも……ボクは膝立ちになるとリボンを前後に動かして、自慰に使い始めてしまった。

				「はぁっ！　あぁっ！　擦れて、ふぁぁぁっ！　あぁぁぁっ！」

				　リューシュお兄ちゃんのチ◯ポにくらべれば大したことない刺激。でも、快楽を求めて敏感になってしまっているボクにはちょうど良かった。

				　溢れてくるボクの愛液が潤滑油になっていることも理由だと思う。

				「はぁっ。ぁぁっ！　気持ち良いっ！　おにいちゃんっ、ボク気持ち、いいっ！」

				　自分でリボンに股間を押し付けるように淫猥に腰を振って踊ってしまう。身体がどんどん敏感になって、火が付いてしまったみたいに子宮が疼く。お兄ちゃんにされたことを思い出しながら、こすれあうその快楽に頭を染め上げられちゃって……。

				「おにいちゃんっ！　ふぁぁぁっ！　ぁぁっ！　ぼ、ボクっ……、ダメェっ！　ふぁぁぁっ！　あぁぁぁぁ！」

				　フトモモをぐちゅぐちゅに濡らしながら身体をふるふると震わせて、軽くアクメしてしまった。

				　でも、身体の奥の疼きは止まらない。それどころか、身体がどんどん敏感になって、エッチな気分になっていく。

				「……なにやってるんだ、キューフ。我慢しろと言っていただろ？　あぁ、せっかく瘴気の影響を受けないように縛っていたのが台無しじゃないか。ダメな妹だな、キューフ」

				　呆れたようなお兄ちゃんの言葉にぞくってしちゃう。でも、ボクの姿に興奮してしまっているのか、大きく勃起しているチ◯ポが見えた。思わず、ごくってつばを飲み込んでしまう。

				「ご、ごめんなさい。お兄ちゃん。でも、ボク、疼いて……我慢できなくて。はぁ……ボクのお腹の奥、気持ち良くしてほしいよぉ……」

				「悪い妹だ。俺を求めるのがどういう意味なのか、わかってるだろ？」

				「う、うん……」

				　ぼんやりとした頭で、ボクはこくっと頷く。

				『お兄ちゃん』と身体を重ねるのは禁忌の行為だとわかっているのに、もう一度抱いて欲しくてたまらなくなってた。

				「それにまた、昨日みたいになる可能性が高いぞ？　もう、呪いが発動しかけてるしな。今度は解呪が成功するとは限らないが……良いのか？」

				「え……？　どうして？　だって、もう呪いは……」

				　ボクの身体の中にあった呪術は発動して、その呪いは解呪されたはず。

				　だから、もう一度お兄ちゃんに抱かれても、気持ち良くなってしまうだけだと思っていた。

				「ああ、一度は解呪した。だが、それですべて解決するような生ぬるい呪術なら、呪いが発動する矛先を変えるだけの対処なんてしないさ。キューフを快楽に夢中にさせるのなら俺自身の手でやりたいからな」

				「ど、どういうこと……？」

				「どうやらキューフの身体に刻み込まれている呪術は、条件さえ満たせば何度でも相手に呪いをかけられるようなタイプなんだ。心も身体も強い亜人なら、陵辱されてもまた戦場に立てるケースは多いんだろ？　だからじゃないか？」

				「そん、な……」

				　確かに瘴気には弱くても魔族の虜になりにくい亜人は、陵辱されても高い確率で復帰している。

				　実際に何度も陵辱を受けたという知り合いの亜人もいた。

				　その人は、自分がいるおかげで皆が助かるならそれで良いって笑ってた……。

				　その笑顔を見て、ボクも頑張ろうって思えていたけど……。

				　嫌な方向に思考が向きかけたボクは慌てて考えを振り払う。

				　そして、考える。お兄ちゃんがちゃんと対処しようとしてくれたのに我慢できなかったボクが悪いんだ、って。

				「だから、キューフはガマンしないとダメだったんだぞ」

				「ご、ごめんなさい……でも、身体、熱くて……ガマンできないんだよ。今もおにいちゃんが欲しいんだよ……」

				　せっかくのお兄ちゃんの好意を無にしてしまったと考えると、罪悪感が胸の奥に積もっていく。

				　でも……それでも。ボクは快楽を求めてお兄ちゃんを上目遣いで見つめてしまう。

				「本当に悪い妹だな、キューフは。そんな妹にはお仕置きしないといけないな？」

				「う、うん。お仕置きしていい、よ。ボク、なにをされてもいい、って言ったし……だから……」

				　お兄ちゃんの言葉にこくんっと頷いた。本当にどんなお仕置きでも受ける覚悟はある。

				「このマゾ妹め。普通はお仕置きすると言われてそんなに嬉しそうにする奴はいないぞ？　まずはその瘴気で敏感になっている身体にお仕置きだ。縛り上げてやるよ。両手を後ろに回して組むんだ。キューフ」

				「う、うん。良いよ。お兄ちゃん」

				　お兄ちゃんはそういってボクが解いたリボンを手にとった。ボクは身体を起こすと、素直に手を後ろに回していく。そして、ドキドキしてお兄ちゃんに何をされるのか期待しちゃっていたのだった。


                			

	
			
				 ドワーフ娘の堕落の入り口　

				

				「んっ……ふっ……、はぁ……ぅっ。おにいちゃん……」

				　息を荒げたボクは、お仕置きすると宣言したお兄ちゃんに縛られていく。

				　最初は背中に回した手。両手を縛られてしまっただけでも、ボクはお兄ちゃんにほとんど抵抗できなくなってしまった。

				「まだ、手を縛っただけだぞ。それなのにこんなに乳首を勃起させて……」

				「ひゃぅっ！　ぁぁっ！　お、お兄ちゃんっ。ふぁぁぁっ！」

				　背中側から伸びてきたお兄ちゃんの手が、ボクの乳首をきゅっと摘み上げた。反射的に手を動かそうとしするとぎちっ、ぎちっと肌にリボンが喰い込んでしまう。それだけでも敏感になってるボクは背中をのけぞらせるほどの快感へと変わっていた。

				　続けてボクの乳房を強調するようにお兄ちゃんは縛っていく。少し『聖布』のリボンが乳房を締め付けてきてちょっと苦しい。でも、その苦しさは、ボクがお兄ちゃんの所有物にされているって実感を与えてくれて、すごく興奮しちゃう。

				「なんだ、さっきよりも股間が湿ってるな。マゾ妹のキューフめ。お兄ちゃんにお仕置きされているんだぞ」

				　お兄ちゃんはそう言うと、ボクの股間にリボンを食い込ませてぐりぐりと回転させるように動かして耳元で囁いた。ボクはびくんって体を震わせながら、悩ましげに腰を動かしてしまう。

				　身体が暑くて全身から汗が出てる。

				「はぁ……はぁぁ……う、んっ。身体、暑いよぉ……お兄ちゃんにそんな風にぐりぐりされると、きもち、いいよぉ。あぅっ！」

				「お兄ちゃんにこんな風にイジメられるのは好きか？　キューフ」

				「す、すき、だよ……おにいちゃん」

				『聖布』に縛られているのだから瘴気の影響は薄くなっているはずなのに、ボクの身体はますます敏感になってしまう。お兄ちゃんはそんなボクのワレメにキツく食い込むよう、リボンを背中に回すとそのまま腕に結びつけていく。ボクのワレメからはじわぁって蜜が溢れだしてしまっていた。

				「お兄ちゃんを好きになるのは、ドワーフにとって、なんだった？」

				「はぁ、す、すごく、わるいこと。だよ……。でも、ボク、おにいちゃんが欲しくてたまらないよ……」

				　禁忌を犯しているという罪悪感はもう、ボクの身体を興奮させる材料にしかならなくなってる。

				　このまま、動けないボクを無理矢理犯して欲しいとすら考えてしまっていた。

				「普段は真面目で優しく仲間思いなキューフが、本当はこんな風に禁忌を犯して喜んでいる淫乱マゾだと知ったらリティアやベルカナはどう思うだろうな？」

				「……っ!!　そ、それは……。んくっ!?」

				　お兄ちゃんの言葉に、ぞくぞくって身体の芯がしびれるような感覚が走ってしまう。

				　こんなボクを知られたら、みんなを失望させちゃうはずなのに……。

				　そんなの、嫌なはずなのに……。

				　心の中に湧き上がってくる思いに戸惑っているボクに構わず、お兄ちゃんは天井から伸びる鎖と『聖布』のリボンを繋いだ。そしてボクの身体を持ち上げていく。

				　つま先立ちになる高さで止められたボクは、さらに右足を触手に絡め取られて持ち上げられてしまった。これで、ボクはもうお兄ちゃんに何をされても逃げられないし、なにも隠せない。

				　そう思うと凄くドキドキしていた。

				「こうして縛り上げてみると、キューフの身体の良さがよくわかるな。ニーソックスから見えてるむっちりとしたフトモモはエロいし、尻は引き締まってる。腰は細いのにおっぱいは大きい。身長が低いから目立ちにくいがかなりスタイルいいよな、キューフは」

				「お、お兄ちゃん、そんな。恥ずかしい……。んっ。ふぁぁ……」

				　お兄ちゃんの指がボクの身体を滑っていく。とっくにお兄ちゃんのチ◯ポが欲しくなるほど発情しちゃっているボクは身体をふるふると震わせちゃう。

				　バランスを崩してしまうと股間や乳房が締め上げられて苦しくて……きもち、いい。

				「お兄ちゃんの素直な感想だ。それより、ちゃんと反省してるか？」

				「ふぁ……？　はん、せい……？　やぅぅっ！」

				　ぼーっとした頭に伝わってくる鋭い刺激。

				　お兄ちゃんがボクの乳房をつまみ上げ、抓(つね)ったんだ。焦らすような柔らかな刺激を受け続けていたボクにとってはその強烈な刺激は新鮮。びくびくんって身体を仰け反らせてしまった。

				「忘れたのか？　今はお仕置き中だぞ？　お仕置きをされているなら反省するのが普通だろ？」

				「ぁっ！　お、おにいちゃ……ごめんなさい。ボク……は、ぁ……ぅ……んっ。反省するから……もっと、お仕置きして、欲しいよぉ……」

				　そう、ボクは反省しないといけない。『お兄ちゃん』に犯して欲しくて仕方ない悪い子だから。

				　それが、決定的な破滅に繋がるとわかってるのに止められない、ダメな妹だから……。

				「キューフ、何を考えていた？」

				　お兄ちゃんがボクの敏感な肌を撫でながら耳元で囁く。

				　本当はわかっているんだとおもう。ボクは縛られ始めてからずっと、お兄ちゃんに犯される快感を求めている、って。だって、わざと焦らすように乳首やワレメを避けるように撫でているし。

				「ぼ、ボク……お、お兄ちゃんに、レイプ、されること考えてた、よ……」

				「そうなったら、また、呪いに侵されてしまうぞ？　キューフが大切にしている『神殿』もリティアたちもなにもかもどうでも良くなるような快感だ。今度こそ堕ちてしまうんじゃないか？」

				「う、ん。ボクお兄ちゃんになら……もう堕ちても……いい。ガマン、できないよぉ。からだぁ、あついのぉ……おチ◯ポほしいよぉ……ボク、こんなに悪い子だから……お仕置きしてよぉ」

				　リューシュお兄ちゃんは魔族としてはそんなに悪い人じゃないとボクは思ってる。だから、お兄ちゃんが嫌じゃないなら奴隷に落ちてもいい、とすら考えちゃっていた。

				　そうして、ボクに夢中になってくれたらリティアやベルカナは見逃してもらえるだろう、とも。でも、そんな甘い考えはすぐに否定されることになる。

				「本当に良いのか？　キューフが堕ちたら今度はリティアたちの番だぞ？」

				「……え？」

				「リティアとベルカナは、キューフとはまた違った美人だからな。まとめて手に入れたいと考えるのは当然だろう？　それとも、お兄ちゃんはキューフを妹マゾ奴隷にしたら満足するような良い奴に見えたか？」

				　ボクがリューシュお兄ちゃんとの禁忌の快楽に溺れて奴隷になっても、リューシュお兄ちゃんはボクだけに夢中になってくれるわけじゃない。その事実を伝えられてきゅぅっと胸が締め付けられるような苦しさを感じた。

				　でも、お兄ちゃんがちゃんと警告してくれたのはちょっと嬉しい。本当に悪い人なら、なにも言わずに手遅れになってから教えてくれると思う。魔族としては誠実な人なのかもしれない、なんて好意的に解釈しちゃってた。

				「……ボクだけに夢中になって、ってお願いしても、ダメ、だよね？」

				　無駄とはわかっていてもボクだけを抱いてほしいとお願いする。ボクは、あの快楽と幸福感を得られないまま、この敏感で疼いてしまう身体を抑えきれる自信がない。

				　今はまだリティアとベルカナを犠牲にしてまで……と思えないけれど焦らされ続けたら、きっと……。

				「当然だろ。特にリティアはフィーニスを無視してまで俺を殺しに来たんだからな。キューフがいくら俺を庇ったところで無視される可能性が高い。なら、リティアが俺を殺せない精神状態にもっていくしかないだろ？」

				「……ぁ」

				　やっぱり、リューシュお兄ちゃんはベルカナやリティアにも手を出すつもりみたい。でも、お兄ちゃんが指摘した通り、リティアの魔族を滅ぼすという意思は固い。今もきっと虎視眈々と機会を窺っているんだろう。ベルカナだって今も本体を探し続けているに決まってる。

				　リューシュお兄ちゃんが安全を確保しようとするなら、二人に手を出さない理由はない。

				　こんな簡単なことも考えられないほど、気持ちいいことをボクは求めてしまってた。

				「それを知ってもまだ、俺の奴隷に堕ちてもいい、と言えるか？　キューフ」

				「そ、それは……。んぅ……は、ぁ……」

				　背後からお兄ちゃんはボクは抱きしめて耳を噛んだ。

				　ぞくぞくってする快楽を覚えてしまいながら、ボクはゆっくりと首を横にふる。少なくとも、ボクが堕ちずに踏ん張っていれば、まだしばらくはお兄ちゃんを独占できるということだから。

				「そう言うと思ったよ。だから……お兄ちゃんがキューフを染めてやる。自分からリティアたちを奴隷にする手伝いをしたいと言いたくなるまで、な」

				「……ボクがリティアやベルカナを、裏切れるわけ、ないよ」

				　今でも、リューシュお兄ちゃんを好きになっちゃったという罪悪感に押しつぶされそうなのに二人を裏切ることなんてできるはずない。

				　ゆるやかに首を横に振るボクの肌をお兄ちゃんの指が滑っていく。

				　罪悪感とゾクゾクっとする快感を同時に感じちゃっていて……。

				「そうだろうな。キューフは『いい子』だ。真面目で、優しくて、思いやりがある。話の通じる相手なら、敵であれちゃんと相手の状況を理解しようとするほどだ」

				「は、ぅ……。んっ……。ボク、そんな『いい子』なんか、じゃ……。『悪い子』だ、よぉ……。リューシュ、お兄ちゃんに抱いて欲しくて、我慢できなくなっちゃってる、『悪い子』、だよぉ……。ん、ぅっ！」

				　お兄ちゃんが耳元で囁きながら、吊るされたボクの乳首を優しく撫でていく。

				　乳首の先がじんじんして、もどかしくなる。もっと強く虐めて欲しくなる。

				　こんなボクが『いい子』なはずない。強く頭を振って否定する。

				　こんな禁忌を犯して、お仕置きされて気持ちよくなっちゃっているボクが『いい子』だなんて肯定されるわけにはいかない。湧き上がる強い罪悪感に、ボクは『悪い子』なんだと言い聞かせる。

				「快楽を求めてしまうのは、誰だってそうだ。フィーニスやルシアも普段は『いい子』だが気持ちいいことには抗えないからな」

				「ふぁ……あのフィーニスでも、そう、なの……？　ボクみたいに、なっちゃうの？」

				　でも、お兄ちゃんはボクの心を揺さぶってくる。

				　ルシアのことはまだ良くわかっていないけれど、フィーニスは正義感が強くて真っ直ぐだって知ってる。日中の様子を見ている限り、性格が変わった様子はない。

				　でも、そんなの認めるわけにはいかなくて……。

				「ああ。だからキューフは『いい子』だよ。他人の苦しみを理解して共感できてしまう優しさを持っている。多分、人一倍罪悪感を感じやすいんだろうな」

				「や、やだ。そんな風に、言わないで……。んぅっ！　ふぁぁぁっ！　ボク、いい子、なんかじゃないからっ！　悪い子だって、言って、お仕置きしてよぉ……。ふぁっ！　ぁぁっ！　ボク、好きにしていいからぁ……！」

				　ボクの耳をお兄ちゃんが優しく噛み、舐めていく。

				　フトモモにも指がすべり、リボンが食い込んで気持ちよくなっちゃっているワレメに近づいては離れていく。いい子だと肯定されることに罪悪感を感じるのに、ぞくぞくっと駆け上る快楽に身体を震わせちゃう。

				　ボクは悪い子だから、どんな理不尽だって受け入れなければいけない。

				　そう考えなかったら……！

				「最初から疑問に思っていたんだよ、キューフ。人間より俺たちに近い亜人とはいえ、どうしてそんなに敵意がないのかってな」

				「や、やめてよ……。お兄ちゃん、やめて……」

				　ボクの心の弱いところに、お兄ちゃんが入り込んでくる気がした。怖いのに、気持ちいい感覚。

				　ずうっと、ずうっと、リティアにもベルカナにもフィーニスにも、他の誰にも入られたことのない場所をお兄ちゃんは探り当ててきた。

				「キューフは他人が悪いと思えないんだな。原因が自分にあるとすぐ考える。だから、どんな理不尽だろうと受け入れてしまう……だから、はっきりと言ってやるよ。キューフはいい子だ。悪くない。今回の原因はリティアやベルカナ、フィーニスにある。そのとばっちりを受けているんだよ」

				「いやっ！　お兄ちゃん、そんなこと、言わないでよっ！　ボクも悪いの！　フィーニスを止められなかったし、リティアの不意打ちにも気づけなかったボクが悪いんだよっ！」

				　自分でもわからないほど感情が爆発した気がした。

				　お兄ちゃんの言葉を受け入れちゃだめだ、と思う。

				　そうしないと……。

				「いいや、キューフ。お前は悪くない。そもそも亜人の立場がおかしいんだ。攻撃を引き受ける危険な役目を与えられながら、敗北した時には真っ先に陵辱される立場なんだろう？」

				「言わないでよぉ……お兄ちゃん、そんな風に虐めないでよぉ……やだ、やだよぉ……きらいに、なりたくないよぉ……」

				　ボクはようやく、これがお兄ちゃんの『お仕置き』なんだと理解する。

				　耳を塞ぐことも逃げ出すことも許されない。

				　身体を陵辱されるのも、ボクの心を無視して奴隷にされるのも平気だった。

				　でも、その原因はボクの中にないと言われて。悪いのはリティアたちだと言われて。ボクは一瞬だけでもどす黒い感情を抱いてしまった自覚をしてしまう。

				　それが苦しい。リティアも、ベルカナも、フィーニスも、神殿の皆も嫌いになんてなりたくない。

				「やっと本音が出たな、キューフ。そうだ。キューフ。お前は優しいから他人を嫌いになるのが怖いんだな。誰かを憎むのが嫌なんだな。だからといって全部自分に原因があると背負おうとするのは悪いことだぞ」

				「ぁ……。うん」

				　そんな苦しさを和らげてくれるような優しいお兄ちゃんの手つき。

				　今まで誰も目を向けてくれたことのないボクに目を向けてくれた事実は、芽生えていた恋心が反応するには十分だった。心臓の鼓動が早くなって、もっとなでて欲しいと感じる。

				　それは、瘴気に狂った時に感じる快感とはまったく異なる心地よさで……。

				「だからこそ、キューフは罪悪感があるほど快感を得てしまう、精神的マゾの資質があるわけだな」

				「……そう、なの？　ボク、よくわから……あぅっ！」

				　ボクがわからないのは本当。いままで、そんなこと考えたこともなかったから。

				　そんなボクの股間のリボンをぐいっとお兄ちゃんが引っ張った。

				　頭に伝わってくる快感が今までとなんだかちょっと違う気がする。お仕置きの『質』が変わる。

				　そんな予感を感じてしまった。

				「そうだな。想像してみろ。リティアがキューフのせいで陵辱されてしまうんだ。リティアはなにも悪くないのにな」

				「それ、は……んぅっ!?」

				　言われた通り考えてみる。

				　すごくお兄ちゃんに敵意を持っていたリティアが、お兄ちゃんに組み伏せられてあの大きなおチ◯ポで貫かれたら、きっと泣きわめくと思う。

				　その光景を見ていたら、きっとものすごく心が苦しい。ボクに原因があるならなおさら、だ。

				　でも、心が苦しいのに、罪悪感でいっぱいなのに……。

				　──ゾクゾク、しちゃう。

				「ふぁぁぁっ！　はぁっ！　あぁぁっ！」

				　お兄ちゃんの指が、股間のリボンをずらしてボクの中に入ってくる。少しでも快楽を貪ろうとするボクはきゅぅっと指を奥に導くように締め上げちゃっていく。

				「目の前で、リティアが泣いて助けを求めている。でもキューフは何もできずに見ているだけだ。だって、キューフはリティアが苦痛を感じている間、今みたいに『お兄ちゃん』と禁断の関係を結んで、快楽に溺れているんだからな……」

				「あっ！　あぁっ……ふぁ……」

				　耳元でお兄ちゃんに囁かれるほど、今までとは明らかに違う快感が湧き上がって身体を駆け巡っていく。身体から力が抜けて倒れそうになるボクを、お兄ちゃんはしっかり支えてくれている。

				　それに安心して、身体も心も委ねてしまう。リティアがフィーニスみたいに陵辱されて泣き叫んでいる場面を思い浮かべてしまっているのに。

				「そして、リティアの憎しみを浴びながらキューフは……イクんだよ。こんな風にな……」

				「ふぁぁぁっ！　やぁぁぁっ！　リティアっ、ゆ、許してよぉっ！　ぼ、ボク……ダメェッ。　い、イクっ！　イクっ！　おにいちゃっ！　これ、だ、めぇっ！」

				　お兄ちゃんの指が、ボクの膣壁をぐいっと押してぐりぐりっとマッサージしていく。びりびりとしびれるような快感が身体の中を突き抜けていった。

				　お兄ちゃんに身体を預けながら、びくびくって痙攣して……放尿感と共に透明な体液が飛び散ってしまう。でも、体の奥の疼きは治まらない。ますます強くなっていく。

				「はぁ……はぁっ……」

				「潮を吹くくらい気持ちよかったみたいだな。キューフ。リティアとベルカナを見捨てて堕ちればこんなふうに気持ちよくなれるぞ……」

				「それ、はぁ……それはぁ……」

				　ボクはゆっくりと首を横に振って拒否する。

				　でも、考えてしまう。素直にお兄ちゃんのモノになって、リティアやベルカナがお兄ちゃんに理不尽な目に合わされる原因になってしまったらって。

				「まだまだ、みたいだな。キューフ。なら……」

				「あっ！　やぁ……！　ま、またぁっ！　あぁぁぁぁっ！」

				　そしてこの日、ボクは自由の利かない身体で何度も何度も、イカされてしまう。リティアとベルカナがぼくが原因でひどい目にあってしまう場面を想像させられながら。

				　発情したままのボクは、膣だけじゃなく、乳首やクリ○リス、最後はキスどころか髪の毛を撫でられただけでイカされちゃうほど敏感にされてしまった。

				　それなのに一度もチ◯ポは入れてもらえず、強い疼きとなってボクの中に残ってしまったのだった。


                			

	
			
				 ドワーフ娘の朝の自慰　

				

				　どのくらいの時間、眠ることができていたのかはわからない。

				　ボクが目を覚まして時計を見ると、まだ起きるには少し早い時間帯だった。

				「んっ……っ」

				　身体を起こすと、軽い痛みと締め付けられる快感、そして身体の奥に残る疼きを自覚してしまう。

				　ボクの手足は自由になっていたけれど、身体は昨日のように『聖布』で縛られていた。

				　思い出してしまうのは、リティアとベルカナがボクのせいで虐められている姿を想像しながら何度もお兄ちゃんの手でアクメさせられたこと。

				　罪悪感できゅぅっと胸が痛むけれど、同時にボクのお腹の奥はきゅんっと震えていた。

				「……リティア、ベルカナ、ごめん……で、でも……んぅ……」

				　結局、ボクの身体が満たされるような快感をお兄ちゃんは与えてくれなかった。中途半端な快感はかえってボクの身体を飢えさせている気がする。

				「はぁ……。んっ。我慢、できないよぉ……。お兄ちゃん……」

				　仰向けになったボクは、恐る恐る自分のワレメへと指を這わせていく。蜜を溢れさせたその場所はもう準備万端で、柔らかく指を受け入れてしまう。ぐちゅんっと水音が響いた。

				　頭の奥がしびれるような快感を感じながら、くちゅくちゅと水音がするように指を動かしていく。

				「お兄ちゃんっ、ボクのこと、もっと、可愛がってっ……。あぁっ。ダメ、なのにぃっ。お兄ちゃんとするのなんて、ダメなのにっ。ダメなの、にっ……ふぁぁぁ」

				　リューシュが本当にボクのお兄ちゃんだったら。

				　そのお兄ちゃんに恋して禁忌を犯してしまったら。

				　そんな罪悪感と背徳感はボクの興奮を煽っちゃう。このテントの様子はお兄ちゃんも把握しているはず。むしろ、こんなダメなボクを見て欲しいと思いながら夢中で指を動かしていく。

				　指で中をかき回すたびに白濁した愛液がボクの奥から湧き出し、お尻の穴までぐちょぐちょにしていた。

				「はぁ、んぅっ。だ、めぇ……ボク、もっと奥まで……」

				　指を二本使ってボクの膣内をかき回していく。お兄ちゃんにされたことを思い出しながら膣壁をマッサージするように動かすと、びりびりとした快感が頭のなかを駆け巡っていく。それでも、一番疼いているところまでは刺激が届かない。

				　どうしよう、と思うボクの視界に、自分の髪を結わえている『聖布』のリボンが目に入る。

				　ボクの力で動かせる、リボンが。

				「これ、なら……」

				　十分すぎる長さのリボン。本当はみんなを守ったり瘴気を防ぐための神聖な道具。

				　ボクの身体を縛っているのも、瘴気に侵食されておかしくなっているボクの身体を浄化するため、という言い訳ができる。

				　でも、今からするのは完全にボクが快楽を貪るためだけの行為。

				「ご、ごめんなさい。ぼ、ボク……我慢、できないっ……」

				　悪いコトだとわかっているのにゾクゾクっとした快感に襲われるボクは止められない。

				　髪を結っているリボンの先端四本のうち、二本をボクのワレメにドキドキしながら這わせて……、お兄ちゃんのおチ◯ポを思い出しながらボクの中に入れちゃう。

				「はんぅぅぅぅッ!!」

				　ぐじゅぅっと音を立てて、ボクの身体の奥にリボンが届く。ボクの身体が一番快楽を求めている場所……子宮口をこするようにリボンの先端を動かしちゃう。

				　でも、うまく気持ちよくなれない。

				　正確には気持ちよさにリボンの制御がすぐに甘くなってしまう。

				　まだ、ボクが自慰に慣れていないことも原因だと思う。

				「はぁっ。んぅっ。もう、少しっ。ふぁっ！　もう少しぃ……お兄ちゃんっ！　おにいちゃぁん！　ボク、もう少し……もっと、もっと気持ちよくしてよぉ……！」

				『まったく、朝っぱらからオナニーとは呆れた淫乱妹だな、キューフ。少し手伝ってやるよ』

				　耳元で聞こえたお兄ちゃんの声。

				　もともとこのテントはお兄ちゃんの作ったもの。声を出す仕掛けが用意されていても不思議じゃない。

				　それより……。

				「……!?　おにいちゃ……ふきゅぅぅぅっ！　ふやぁぁぁぁぁっ！　おにいちゃっ！　それ、だめっ！　だめぇぇぇ！」

				『こんな風にされたかったんだろ？　キューフ。神聖な道具を自分の快楽を満たすために使うなんてそれでも聖女か？』

				　ボクは、お兄ちゃんに身体の中を流れる精気の制御を奪われてしまう。それは、ボクの操っていたリボンの操作を奪われてしまったことを意味している。

				　でも、お兄ちゃんにされてもらえる、と思うボクの心は悦んでしまっていた。

				　お兄ちゃんはリボンをボクの奥深くに届かせると、とんでもないことに子宮口をリボンの先で縛り上げちゃった。そのまま、ぐいっと引っ張られてしまうと弾け飛んじゃうような強烈な快感が頭の中を駆け巡っていく。

				　毛布をぎゅぅっと握りしめながら、腰を持ち上げてしまう。さらに、お兄ちゃんに言葉で責め立てられるほど、ボクの身体は興奮して快感を感じやすくなっていた。

				「ぼくの、そこぉっ、しばっちゃやぁっ！　あぁっ！　きもひ、いいっ！　ひきゅぅ！　ふやぁっ！　ひっぱらないれぇよぉっ！　らいじらぁ、ところ、らのぉっ！」

				『朝っぱらからオナニーはじめたキューフもどうかと思うがな。せっかくだからキューフにぴったりなオナニーを教えてやっているだけだぞ……？　これで満足させてやるよ、キューフ』

				　子宮をそのまま引きずり出されてしまうんじゃないかという恐怖と共に感じる強烈な快感。

				　ぶるぶるとフトモモを痙攣させながら、ボクはもだえちゃっていた。

				　でも、お兄ちゃんの責めはそれで終わらなかった。

				「あぁぁぁぁ！　はいらにゃ……ボクの、ひきゅぅ、はいらにゃいれぇっ！　んきゅぅぅぅっ！　あぁぁぁっ！　これ、りゃめぇっ！　こわれりゅっ！　ぼく、こわれりゅぅっ！」

				『まだだ。ほら、お兄ちゃんにしてもらう時には何を考えろと教えた……？』

				　お兄ちゃんはボクのリボンの先端を細く丸めるとボクの子宮口の中にその先端を入れていっちゃう。微妙にでこぼこしているその先端がとても気持ち良くて頭がしびれる。

				　それが激しく出入りしているのに子宮口をさらに締め上げられたり引っ張られたりすると、ボクはもうおかしくなっちゃうくらい気持ちいい。

				　そして……続く言葉に、ボクは反射的に考えちゃう。

				　お兄ちゃんのチ◯ポに可愛がられながら、ボクの目の前でリティアが虐められている光景を思い浮かべてしまう。ボクがドジを踏んで捕まってしまったせいでリティアが陵辱されている。

				　そんな光景を……。

				「り、てぃあぁ。ふやぁっ！　あぁぁっ！　ぼくと、いっしょに、れいぷぅっ、れいぷしゃれてりゅぅっ！　ふやぁっ。ごめんなひゃ……。ふぁぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！　　イクっ！　いきゅぅぅっ！」

				『あぁ、イカせてやるよ。トンでしまえキューフ』

				　頭を左右に振りながらも、リティアと一緒に堕ちる光景を想像してしまったボク。

				　ゾクゾクゾクッと背筋を駆け上る快感は、アクメの寸前で踏みとどまるボクの背中を押してしまうには十分な刺激だった。

				「ふやぁっ！　ふやぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　全身をびくびくびくっと痙攣させながら激しくアクメするボクは、放尿感と共に透明なしぶきを飛び散らせてしまう。

				　ただ、ボクの芯はまだ満たされきってはいない。子宮はお兄ちゃんのチ◯ポが欲しいと訴えてる。

				　それでも、朝、目を覚ました時の飢えにも似た疼きよりは随分とマシ。

				　切ないけれど、ガマンはできる。

				『もう少ししたら起きてこいよ、キューフ。朝食の準備はしてやるからな』

				「はぁ……はぁ……、う、ん。ありがと、おにいちゃん……。は、ぁ……」

				　びくっ、びくっと時折身体を痙攣させてしまいながらお兄ちゃんの声に返事する。

				　蜜に濡れてしまったリボンを見て、取り替えないと……と思いながら少しだけお兄ちゃんの優しさを感じて胸の奥が暖かくなる気がした。

				　そうしてしばらく身体を休めたボクは、着替えを済ませてテントの外へ出たのだった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「……おは、よう」

				　テントの外へ出たボクは驚いた。リティアが目の下にくまをつくり、憔悴した様子だったからだ。

				　思わず、先程もボクが想像していた虐められているリティアの姿と重なって動揺してしまう。

				「……っ！　お、おはよ。リティア」

				「おはようございます、リティア。大丈夫ですか？　ひどい顔ですよ？」

				　昨日の声が聞こえていたとしたらものすごく気まずい。恨めしそうに睨むリティアの様子に罪悪感が湧き上がってくる。

				　……そして、そんな風にリティアに責められていると思うと、今も縛られて微細な刺激を受け続けているワレメから蜜が溢れ出してしまう気がする。

				　つぅっとボクのフトモモを冷たいモノが流れ、ぞくっと背中を震わせてしまった。

				「おはよう。三人とも。朝飯できてるぞ」

				　そして、穏やかな笑みを浮かべるお兄ちゃんが姿を見せた。ドキンっと鼓動が高まるのがわかる。

				「…………」

				「……っ！」

				　そんな様子のボクに気がつく様子はなく、リティアは明らかに不機嫌そうにずんずんと歩いてお兄ちゃんの隣を通りすぎようとする。

				　その時、お兄ちゃんの口元が動いた気がしたけれどボクには聞こえなかった。

				「おはよ……リューシュ。リティアに今、なにか言ったの？」

				「ま、ちょっとからかってやっただけだ。それよりキューフ、体調はどうだ？」

				「……うん。問題ないよ。それより何を作ったの？」

				　本当はお兄ちゃん、と呼びたくなっていたけれど今は我慢する。

				　ボクのことを心配してくれるお兄ちゃんの言葉が嬉しい。頭を撫でてくれるお兄ちゃんの手を受け入れて笑顔を浮かべてしまっていた。

				　リティアとベルカナの視線に気づかないまま。

				「そうだな。今日は……」

				「あ、それ、ボクの知らない料理だ。また、レシピ……」

				「～～～～っ、キューフ、リューシュは、敵っ！　仲良く、しないっ！」

				　そんな風に楽しくお兄ちゃんと会話していたボクは、リティアの言葉にびくっと震えてしまう。

				　視線を向ければ、リティアはまるで泣きそうな顔でボクとお兄ちゃんを見つめていた。

				　その表情はボクに怒っているというよりは……。

				「えっ、あ、その、ごめ……でも……ボク……」

				　ボクが何か言う前にリティアは奥に立ち去ってしまった。

				　一瞬リティアが見せた、あの表情。好きな人を取られて嫉妬しているようなリティアの様子に、ボクは呆然としてしまっていた。

				　少なくともボクの知る範囲ではリティアはずっとお兄ちゃんを敵視していた。仲良くする場面なんてなかったはず。ボクが知らないところでリティアがお兄ちゃんに好意を抱いてしまうような出来事があったのだろうか。

				「……どういうこと、なの？『お兄ちゃん』」

				「そうだな、頃合いだ。今夜、ちゃんと説明してやる」

				「その、約束、だよ？」

				　思わず呆然としていたボクは『お兄ちゃん』とリューシュのことを呼んでしまった。それを見ていたはずのベルカナが何も言わないという違和感に、ボクは気づくべきだったのかもしれない。

				　でも、リティアへの罪悪感と不安で心がいっぱいになっていたボクにその余裕はなかった。

				　身体の奥底から湧き上がってくるぞくぞくする疼きから必死で目を背けていたのも原因だったけれど……。


                			

	
			
				 『裏切り者』になったドワーフ娘　

				

				「……はぁ」

				　荷物を背負い、先頭を歩くボクの心の中は罪悪感で満たされていた。

				　朝の自慰のこと、お兄ちゃんを敵視しているリティアの目の前で仲良くしてしまったこと、怒鳴られてぞくぞくとした快感を覚えてしまったこと……。

				　いろんなことが頭のなかに浮かんでくる。

				　さらにボクを苛むのは身体を締め付けてくる『聖布』のリボン。歩くたびに身体のあちこちが擦れて食い込みボクの身体を焦らしてくる。

				　それは、ボクが悪いのだと言っているようでもあって……。

				「落ち込んでいるのですか？　キューフ」

				「ルシア……？　うん。そうかも」

				　そんなボクを慰めてくれるように、銀色の髪をした堕竜の女の子ルシアが隣を歩いて話しかけてくれた。ボクより先にお兄ちゃんに陵辱されていたからなのか、フィーニスと仲がよさそう。

				　そして、お兄ちゃんへの好意を隠さない変わった子。それはボクも同じかもしれないけれど。

				「それは、キューフが朝、オナニーのオカズにリティアを使ったからですか？」

				「……っ！　ど、どうして、それを……？」

				　ルシアのどこか神秘的な金色の瞳がまっすぐにボクを見つめていた。

				「リューシュ様にいろいろお話を聞いているのですよ。キューフ。あなたが罪悪感を感じることで快感を得てしまうマゾだということも……」

				「こ、声が大きいよ」

				　考えてみればルシアはいつもお兄ちゃんと一緒にいる。ボクを知る機会があったのかもしれない。

				　ボクたちの会話をリティアたちに聞かれていないか、びくびくして意識を背中へと向ける。

				　でも、今のところボクたちの様子に気づいた様子はない。ほっとしながらルシアに視線を向けた。

				「大丈夫です。後ろを向いて大声を出さなければ案外聞こえないものですから。それより……どうでしたか？　朝、リティアに怒られたんですよね？　実際に裏切り者になってしまった気分は……」

				「……っ！」

				　ボクへ向けられるルシアの言葉にぞくっとする。

				　柔らかなはずのルシア笑みは、ボクにとって、肉食の猛獣が浮かべるそれに見えていた。

				　そして、これもお兄ちゃんの調教の一環なのだと気づいてしまう。

				「ボ、ボクはリティアたちを裏切ったつもりなんて……ない、よ……」

				　ボクは頭を左右に振った。でも、お兄ちゃんと仲良くするボクの姿がリティアには裏切り者に見えていたのかもしれないと思うと、きゅぅっと身体のリボンの締め付けがきつくなる。

				　その快感にボクは息を荒げてしまっていた。

				「そうですか？　キューフはリューシュ様のこと、好きなのですよね？　それは裏切り行為ではないのですか？」

				「そ、それは……っ!!」

				　ルシアに心臓を鷲掴みにされた気分だった。

				　確かに、ボクはリューシュお兄ちゃんに好意を抱いてしまっている。恋をしているのかもしれない。敵である魔族を好いてしまっている事実は、ボクが罪悪感を感じている原因の一つだ。

				　でも、その感情は誰にも言ってないし、隠していたつもりだった。

				　心のなかを見透かしているような金色の瞳に怖くなってしまう。

				「そんなに怯えないでください。見ていればわかります。リューシュ様には告げていませんし……わたしもリューシュ様が好き、ですから」

				「……ルシアも？　おに……リューシュは魔族で敵……なのに？」

				　ルシアがお兄ちゃんに好意的に接しているのは知っていた。ただ、魔族から逃げられない堕ちた神族は、陵辱から心と身体を守るため相手を好きだと思い込む場合もある。

				　でも、ルシアは違うようだ。金色の瞳にはしっかりとした意思が宿っている。

				「はい。わたしはもう、身も心もすべてをリューシュ様に捧げた裏切り者です。もう、リューシュ様から離れることはできないのです。最も、もう離れる気はないのですけれど」

				「最初から……ボクたちをおびき出すための囮、だったの？」

				　こうなると、ルシアは人族領に来る前からお兄ちゃんの奴隷になっていて、ボクたちみたいな『巡礼の聖女』をおびき出すための罠として同行していたと考えた方が自然。そうなると、お兄ちゃんが話してくれた過去の話も、ボクの心を取り込むための嘘だったんだろうか……と不安に思ってしまう。

				　ルシアはゆっくりと首を左右に振って否定してくれた。

				「違いますよ。助けを求めたのは事実ですし、リューシュ様の奴隷に堕ちたのはこちらに逃げて来てからです。最初はリューシュ様をバカにして侮っていたのですよ。リューシュ様は魔族の中でも多分下から数えたほうが早いほど力の弱い方なのですから」

				「……うん。ボクも聞いたよ。正直、信じられなかったけど」

				　ボクも最初は、てっきりお兄ちゃんはすごい魔族なんだと思っていた。本人は卑怯なことしかできない、なんて言っていたけれどフィーニスを退けてベルカナの感知から完全に隠れるなんてそうそうできることじゃないから。

				　でも、違うんだって話してくれた。

				「キューフにも話していたのですね。そんなリューシュ様でしたから、わたしは完全に油断していたのです。その隙を突かれてリューシュ様に強引に隷属させられました。当時はすごく嫌で、かなり抵抗したのですよ？」

				「そう、なんだ……」

				　初めてお兄ちゃんに抱かれた時の感触を思い出して、下腹部がきゅんっと疼く。

				　あの時はちょっと強引で、すごくドキドキした。リボンがこすれる股間から、ぐちゅりと音が聞こえた気がする。

				「はい。でも、気づいたらリューシュ様の暖かさに身を任せる幸せに、夢中になっていたのです。優しくしてくれましたしね。魔族領にいる時にリューシュ様と出会えていたのなら、逃げ出そうなんて思わなかったでしょう。全部嫌になって逃げ出して……、その先でこんな素敵な出会いがあるとは想像もしていなかったのですよ」

				　そう話すルシアは本当に幸せそうで、ボクが知る魔族の奴隷に堕ちた人たちとはぜんぜん違う。

				　普通なら絶望して心が壊れ、人形のようになってしまっているんだから。力が弱いからこそお兄ちゃんは優しいのかもしれない。

				　ルシアと話すうちにお兄ちゃんへの思いは強くなっている気がする。お兄ちゃんへの恋心が強くなるほど、こんなのダメだってボクは苦しくなっちゃうのに……。

				　これもルシアの計算なら……ずるい。

				「魔族領ですり減っていたわたしの心を癒やしてくれたのは間違いなくリューシュ様なのです。だから……わたしはみんなを裏切ってもリューシュ様と一緒にいることに決めたのです」

				「そんな話、ボクにしていいの？」

				　ルシアの心は完全にお兄ちゃんの虜になっているようだった。

				　ボクがお兄ちゃんの調教を引き受けても、もう手遅れなことは明白。仲の良さそうなフィーニスが気づかないはずはない。

				　それなのに何も教えてくれなかったのだから、フィーニスもお兄ちゃんの虜にされちゃってるのだと考えるのが自然だ。

				　この事実をリティアとベルカナに伝えれば……きっとフィーニスとルシアを見捨てる選択をすると思う。ボクと違って二人はその点、容赦無いから。

				　……でも。

				「はい。だって、キューフがこのことを黙っていたら、完全に裏切り者になるじゃないですか」

				「……ルシア、意地悪だよね」

				　お兄ちゃんのために行動するのが本当に嬉しい、というようにルシアは満面の笑みを浮かべた。

				　ボクがリティアとベルカナを裏切らない道はすべてを打ち明けて話すこと。

				　でも、それはそれで、ボクにすべてを打ち明けてくれたルシアへの裏切りになるのだと思う。

				　どっちの道を選んでも、結局は裏切り者になってしまう。

				　リティアとベルカナを選べば……きっとお兄ちゃんもルシアもフィーニスもみんないなくなる未来が待っている。さらに、魔族に抱かれたボクが、まだリティアやベルカナと一緒にいられるかはわからない。

				　一方で、リティアとベルカナを裏切れば……またフィーニスと一緒にいられる。もしかしたら、リティアとベルカナとも。それにお兄ちゃんになら、意地悪はされてもそれほど手酷くは扱われないんじゃないかな、と思える。ルシアは幸せそうなんだし。

				「そうですよ。本当はあまりライバルが増えるのは、歓迎したくないのですが……キューフはリューシュ様の話に耳を傾けようとしてくれたので、特別です」

				「だから……ルシアはボクに打ち明けてくれたんだ。リューシュが好きなこと」

				　ルシアと話しているうちに、ボクはこのリティアたちへ伝えてお兄ちゃんを殺すという選択肢を選べなくなっていた。

				　お兄ちゃんのことを知れば知る程、好きになっていく。なにより……ボクの身体はお兄ちゃんを受け入れた快感を忘れられずにいる。あの、全部どうでも良くなってしまうような快楽に溺れてしまいたくなっている。　

				「後の選択はキューフにお任せです。すべてを打ち明けるのも、沈黙を守って裏切るのも。それより、リューシュ様がキューフにどんな調教をしたのか気になるのですが。いえ、大まかには聞いていますけど……そのかわり、私もリューシュ様に何をされたのか話します」

				「それ、すごく恥ずかしいんだけど……」

				　恥ずかしさに頬が熱くなる。ルシアは本当に意地悪だ。

				　でも、なんだかあまり不快じゃない。同じ秘密を共有する仲間意識があるからだと思う。

				「良いじゃないですか。お互い、リューシュ様を好きなんですから……本当のコトを言えば、もっとリューシュ様のことを知りたいのです。わたしには見せてくれない面もありますから。それが、ものすごく悔しくて嫉妬もしてしまうのですけれど。それじゃ、先にわたしから話します。それでどうですか」

				「……あ、うん。そっか。そうだよね」

				　気になる相手のことを知りたいという気持ちはルシアも一緒なのだと感じた。

				　後ろにいるリティアの様子に気づかないまま、ボクはルシアとリューシュのことを話しながら歩いて行く。気がつけば沈んでいた心はすっかり軽くなっていたのだった。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				　夜。

				　結局、ボクはルシアとフィーニスが既に堕ちているであろうと誰にも打ち明けられなかった。

				　これで、本当にリティアとベルカナを裏切ってしまったことになる。

				「ん……ふっ……は……ぁっ……」

				　その罪悪感に胸が締め付けられるほど、身体にリボンが食い込んでくる気がする。罰を受けているのだと感じられて気持ちいい。

				　そうして、裏切り者になった自分自身を責めながら、お兄ちゃんが来ることを待ち望んでいた。

				「入るぞ、キューフ」

				「ぁっ！　おにいちゃ……ん？」

				「んっ、んふっ！　ふぅっ！　んんぅぅぅっ！」

				「んぐっ、んっ。じゅるっ、んぅっ……！」

				　待ち遠しい時間が過ぎて、ようやくお兄ちゃんが顔を見せてくれた。

				　でも、今日ボクのテントに訪れたのはお兄ちゃん一人だけじゃない。

				　日中、一緒に歩いていたルシアと、ベルカナが同行していたのだ。

				　ルシアは腕立て伏せをするみたいに手をついて、腰を持ち上げられながらお兄ちゃんのおチ◯ポを受け入れていた。まるで手押し車みたい。

				　ぐちゅぐちゅと泡立つほど愛液を溢れさせながら、よたよたと前に進んでいる。その口には触手が入り込んで大きな声を出せないようにされていた。

				　一方でベルカナは全裸に猿ぐつわをされた状態で四つん這いで歩かされている。

				　淫紋が浮かんでいるそのお腹は膨らまされたり、元に戻ったりを繰り返している。どうやら野太い触手が二本、ぐるぐると回転するように出入りして、お尻の穴をかき混ぜているみたい。

				「な……なんで……？」

				「言っただろ？　ちゃんと説明してやるって」

				　ルシアはまだわかる。自分でお兄ちゃんの奴隷に堕ちたって話していたから。

				　今だって乱暴に陵辱されているように見えて、表情はすごく嬉しそう。目がとろんとして顔を真っ赤に染めて、快楽を貪っているのがわかっちゃう。

				　でも……ベルカナはなんで？

				　昨日も一昨日もお兄ちゃんにはボクのところにずっといて貰った。他の皆に手を出す余裕なんてあるはずない。でも、ベルカナはどう見ても堕ちていた。

				　ありえない状況に混乱するボクの目の前に、もう一人のお兄ちゃんが姿を見せた。ベルカナのお尻の穴をかき混ぜているのは後から現れたお兄ちゃんの操る触手みたいだ。

				「……っ！　ぶ、分身……!?　お、お兄ちゃん。最初から……ボクたち全員を同時に相手してたんだね。んっ！　ふやぁぁ!!」

				「さすがに理解が早いな、キューフ。そういうことだ。ほら、ベルカナ。口を自由にしてやるからちゃんと説明しろ」

				　そして、ボクの背後にもう一人、お兄ちゃんが現れてボクを背後から抱きしめてしまう。いきなり乳房を揉まれたボクは、それだけで軽くアクメしてしまうほど敏感になっていた。

				　今日はボク、『聖布』で縛り上げられているから、瘴気の影響なんて出ていないはずなのに……。

				　そう考えるボクの目の前で、ベルカナの猿ぐつわが外されていく。

				　その翡翠(ひすい)の瞳は、快楽に蕩けて光を失っているように見えた。

				「は、いぃっ！　きゅー、ふ、ごめんら、しゃぃっ！　わらくひぃ、さいしょのぉ、ひに、きじゅいて……あひぃぃぃっ！　しょこ、ぶっとい、おチ◯ポでゴリゴリらめぇっ！　……また、イクっ！　いくろぉっ！　わ、わらくひぃ、いえにゃかったにょぉっ！　ごひゅじんしゃまに、いじめられまくってたにょぉ……！　ふぁぁぁぁぁぁっ!!」

				「べ、ベルカナ……もう、こんなにダメに、なっちゃってたんだ……」

				　ベルカナは涙をこぼしながら全身を激しく痙攣させるとそのまま背中をのけぞらせて突っ伏してしまった。あまりに激しいアクメに手足をビクビクとさせてしまっている。

				　多分、ボクが処女を奪われた時に似た快感を感じているんだと思う。こんなになってしまうまでベルカナが調教されていたのに、全然気付けなかった。

				　申し訳なさにボクの下腹部の奥がきゅんっと疼く。はぁ、はぁ、と吐息が荒くなってしまう。

				「ベルカナ、それだけじゃないだろう？　ちゃんと言わないとな……？」

				「は、はぃぃ……わ、わらくひ。もう、ごひゅじんしゃま、なしりゃ、だめにゃのれす……しぇ、しぇいやく、しちゃいまひたぁ……たまひぃ、ささげちゃったのれひゅぅ。もう、にゃにもかも、ごしゅじんひゃまの、おもいのまま、にゃのぉ……あぁっ！　きらぁっ！　まらぁっ！　ごほうびきらぁっ！」

				「まさか、ベルカナ……『誓約』を結んじゃったの……？　んぅ。はぁっ、はぁ……で、でも、お兄ちゃんになら……」

				　ベルカナが、ボクより先に神族を裏切って魔族に忠誠を誓う『誓約』を結んでいた事実に驚いた。

				　リティアほどじゃないけれど、真面目で魔族を敵視していたのに。

				「それと、ルシアは……キューフに余計なことを吹き込んだってことでお仕置き中だ。できれば俺の手できっちりと堕落させてやりたかったんだがな……」

				「ぁ……んぅっ」

				　てっきり、ルシアがボクに話しかけてきたのはお兄ちゃんの指示だと思っていた。でも、ルシアが自分で考えて行動を起こした？　それで、お仕置き、されちゃってる？

				　ボクの目の前で……あんなに大きなおチ◯ポでワレメを広げられて。

				　じゅぶじゅぶって愛液が泡立つくらい激しく犯されて。

				　翼も尻尾も手足も、幾度となくびくびくって痙攣してる。

				　アクメを繰り返しているってわかっちゃう。

				　ボクがなんども想像していた状況が生まれていた。

				　リボンに締め付けられる身体はゾクゾクする。

				　でも、それ以上に……気持ちよさそうで、羨ましい。

				「お、お兄ちゃん……ぼ、ボク……」

				「安心しろ、キューフ。罰が欲しいんだろ？　ベルカナのことに気づかず、ルシアを巻き込んだ罪で……」

				　耳元で囁かれるお兄ちゃんの声にボクは頷いた。

				　ボクはお兄ちゃんから罰を受けることに期待して……フトモモがびちゃびちゃになるくらい、蜜を溢れさせてしまっていたのだった。

                			

	
			
				 そして、ドワーフ娘は罪人へと堕ちた　

				

				　昨日に引き続いて行われるお兄ちゃんのお仕置き。

				　お兄ちゃんはボクの両手を捕まえると頭の上でボクの『聖布(せいふ)』を使って縛り上げてしまう。

				『聖布』リボンを天井の柱に通したお兄ちゃんは、ボクの法衣をめくり上げると身体を締め上げているリボンの腰の辺りと結んでいく。

				　それから、長さを調節されて引っ張りあげられ、つま先立ちにされちゃった

				　肩に体重がかかってちょっと痛い。

				　それは、罰を受けているって実感できて嬉しい痛みで……。

				「さて、罪深いキューフのお披露目だ。ベルカナ、ルシア、キューフは今日一日、ずっとこんな格好で過ごしていたんだぞ」

				　お兄ちゃんがボクの法衣を正面から縦にナイフで切り裂いていく。

				　そして、大事な『聖布』で縛り上げられた身体があらわになっちゃう。

				　ワレメにリボンを食い込ませて愛液を溢れさせてしまっている姿も、全部。

				　すごく、ドキドキしちゃう。

				　フトモモを伝い、流れ落ちていくしずくが増えている気がする。

				「はぁ、ぁぁぁっ！　きゅーふも、まぞぉ……わらくしみらいにぃ、いじめられてぇ……あひっ！　んはぁぁぁぁぁっ！」

				「何を言ってる？　ベルカナと同じマゾなわけないだろ？　こんなア◯ルを虐められてろれつがまわらないほどイキまくる変態マゾ奴隷はベルカナだけだ。わかってるか？」

				「ごめんらっ……ごめんらひゃぃっ！　あひぃぃぃっ！　まらぁっ！　まらぁっ！　いってりゅっ！　いってりゅのにとまらにゃぃっ！　まらぁっ！　りょめれぇっ！　ごひゅりんひゃまぁっ！　わらくひ、まらぁっ！　こわれまひゅぅっ！　あぁぁぁぁぁぁっ！」

				　そして、ボクの目の前でベルカナがお兄ちゃんに『お仕置き』されていた。

				　ボクのせい、だよね。お兄ちゃんに虐められて喜んじゃってるマゾだから……、ベルカナが勘違いしちゃったんだ。

				　そう考えるとゾクゾクしちゃう。口元が歪んじゃう。

				「はぁっ、はぁっ。お、お兄ちゃん。ボクも……ボクも欲しい。ベルカナみたいに、お仕置きして……」

				「ああ、良いぞ。だが……条件がある。ルシアとベルカナへのお仕置きを手伝ってもらうぞ？」

				　ルシアとベルカナへのお仕置きを手伝う……？

				　二人をボクが、いじめる……？

				　そうしたら……。

				「そんな、こと……したら……」

				「ああ、キューフの罪はより重くなるだろうな。なにしろ魔族の手伝いをしているんだ。だが、できなければキューフはそのままだ。ルシアとベルカナがお兄ちゃんのチ◯ポで何度もアクメする姿を見るだけだぞ」

				「そ、そんなの、やだよぉっ！」

				　ボクは頭を左右に振る。

				　下腹部の奥……子宮の疼きは強くなっていて、とても我慢できない。

				　こんな中途半端に満たされたままなんて……。

				「なら、手伝え、キューフ。簡単なことだ。単にキューフがお兄ちゃんにしてほしいことをルシアとベルカナにしてやるだけだぞ……」

				「……ボクが、してほしいこと……」

				　ぴくんっとボクの髪を結わえているリボンが動く。

				　ベルカナへ、一本。

				　ルシアへ、一本。

				　しゅるしゅると伸びるリボンの先を操るボクは、二人の陰核を縛り上げてしまう。

				　そして、思いっきり引っ張ってあげた。

				「んふっ!?　んぅぅぅぅっ!!」

				「ごひゅりんひゃまぁっ!?　りゃ、りゃめぇぇぇっ!!」

				　ルシアが、金色の目を大きく見開いて涙をこぼしながら背中を大きく仰け反らせる姿が見えた。

				　ベルカナが、目を閉じながら頭を左右に大きく振りながらぶるぶると痙攣する姿が見えた。

				　決定的な裏切りをしたボクはとても苦しい。胃がきりきりして心臓が押し潰されてしまいそう。

				　それなのに……ぞくぞくした快感が背筋を駆け抜けていった。

				「……ぼ、ボク……ふやっ！　んはぁぁぁっぁぁぁっ！」

				　でも、その直後、お兄ちゃんが罰を与えてくれる。

				　悪いことをしたボクの陰核を、大好きなお兄ちゃんが剥きあげて強く引っ張って。

				　その痛みと快感は、ボクが罰せられているという証拠として胸に刻み込まれる。押しつぶされそうな心がすぅっと軽くなっていくのがわかった。

				　その解放感がさらに気持ちいい。

				「ああ、そうだ。それで良い。キューフ。やり過ぎるようだったら止めてやるし、その後ちゃんと罰を与えてやるよ」

				「はぁ、ぁぁ、おにいちゃんが、ボクを、罰してくれるんだ……」

				「キューフが罪を重ねただけ、な。もっと罪を重ねてみるか？　ルシアとベルカナを虐めるっていう罪をな」

				「……うん」

				　ボクがお兄ちゃんの声にうなずいた瞬間、心の中にあった何かの楔(くさび)が外れた気がする。

				　もっと罪を重ねても良いという許しを得たボクは、ルシアとベルカナの陰核だけじゃなく、乳首も同時に引っ張ることができるようにリボンで締め上げていく。

				　堕竜に堕ちているはずなのに凛として神聖さを纏わせているルシアが、身体を震えさせて涙を浮かべながらボクを見つめていた。

				　いつも落ち着いた雰囲気で母性的なベルカナが、半狂乱になって髪を振り乱しアクメしちゃっている。

				　そんな、他者を虐げる罪を重ねていくほどに罪悪感が募り、胸が苦しくなる。

				　でも、この後、お兄ちゃんが与えてくれる罰の快感を期待して……口元に笑みが浮かんでしまう。

				　あれ……？　どうしてかな？

				　ルシアもベルカナもびくって怯えた表情を浮かべてる。

				「こんな風に虐められたいのか、キューフは本当にマゾで……悪い子だな」

				「そう、だよ。ボク……悪い子になっちゃったから……もっとお仕置きして……あぅっ！　ふぃぃぃっ！　んぁぁぁぁぁっ！」

				　そして、待ち望んだ罰を与えられる時間がやってくる。

				　ボクの陰核と乳首がお兄ちゃんの操るリボンで結ばれて、一気に引っ張られちゃう。　

				　その痛みも苦しみも、ボクの想像していたよりずっとすごい快感となってボクの頭を焼きつくしてくれる。一瞬、意識がトンでしまうほど。

				「キューフ、そんなに嬉しそうな顔をしていたらお仕置きにならないぞ……？」

				「はぁ、ぁぁっ。で、でも、お兄ちゃん。気持ちいいよぉ……お兄ちゃんにお仕置きされるの気持ちいい……もっともっと、お兄ちゃんにお仕置きされたいよ……」

				　そして、考えてしまう。

				　すでに、お兄ちゃんの虜になって快楽を受け入れているルシアとベルカナを虐めただけでもこんなに罪悪感を感じてゾクゾクしちゃっている。

				　なら……まだ堕ちていないリティアや……他の仲間を虐める手伝いをしちゃったら……？　

				　どれほどの罪の意識を感じちゃうんだろう。

				　そして、お兄ちゃんにお仕置きをしてもらえたらどのくらい気持ちがいいんだろうって。

				　想像するだけで子宮がきゅん、って震えちゃう。

				「なら、どうすれば良いのかわかるんじゃないか？」

				　そう言われて、ボクは思い出した。

				　ボクからリティアたちを奴隷にする手伝いをしたいと言いだしたら、お兄ちゃんのモノにしてくれる、という言葉を。

				「う、うん。リティア、まだ、堕ちてないんだ、よね？　ボク……手伝うよ。リティアもお兄ちゃんのモノになるように……」

				　言葉にしてみると、なんて罪深いんだろうって思う。

				　ボクは聖女なのに、魔族の味方になって仲間を堕落させる手伝いをするなんて……。

				「キューフ。本当に悪い子だな。でもちゃんとできるのか？　もし、できなかった時にはなにもしてやらないからな。罪がないやつに罰を与えるのは変な話だろ」

				「うん。ボク……罰を受けるために、罪を重ねるよ……ねえ、お兄ちゃん。ルシアとベルカナをもっと、虐めないと、ダメ、かな？」

				　ボクは罪を重ねる苦しさと、罰を受けてその苦しさから解放される快感を知ってしまった。

				　それが、さらなる快感に繋がっていくことも。

				「いいや、キューフへのお仕置きはまだ不十分だからな。次の罪を重ねるなら罰を受けきってからだ。勝手に罪を重ねるなよ？　俺が見ているところじゃないとどのくらい罰を与えたら良いか判断できないからな」

				「うん。わかったよ、お兄ちゃん」

				　確かに言葉じゃうまく伝わらないことも多いと思う。

				　だから、ボクが罪を重ねるのはお兄ちゃんの前でだけ。

				　それを聞いたルシアとベルカナはあからさまにホッとしていた。

				　……そんなにボク、怖がらせるようなことしてないつもりなんだけど。

				「今度はもう、解呪はしてやらないからな。キューフ」

				「うん。いい、よ……ボク……お兄ちゃんのためなら……あぁぁぁぁぁぁっ！」

				　もう、なんだってできる。

				　その宣言をする前に、お兄ちゃんは背後からボクを抱き上げてリボンの隙間からオチ◯ポをボクのワレメにねじ込み、貫いてくれた。指でも、リボンでも満たされなかったボクの身体がようやく満たされる快感に、びくびくびくって激しく身体が痙攣しちゃう。

				　ルシアもベルカナも見ているのに、透明なしぶきを飛び散らせてしまっていた。

				「キューフは入れられただけでお漏らしアクメをするくらい待ち遠しかったんだなっ！　こんなに罰を待ち望むなんて、罪深いな。聖女なのになっ！」

				「ふぁっ！　ふやぁっ！　ぁぁっ！　ひぁぁぁぁっ！　おにいちゃ……それ、はげし……ふやぁぁぁぁっ！　ふかぁぁっ!!」

				　お兄ちゃんはそのまま、ボクの両足を持ち上げてしまう。

				　ずんっとお腹の奥を突き上げられ、ボクの体重を支えるリボンが肌に食い込むその感触が気持ち良い。お兄ちゃんが好きだという気持ちがボクの中に溢れだして、もっともっと欲しくなっちゃっう。だから、お兄ちゃんのおチ◯ポ悦ばせようとをきゅぅって締め上げてあげるんだ。

				「おくっ！　おくぅっ！　ひびれりゅぅっ！　おにいひゃんっ！　もっろぉっ！　もっろしれぇっ！　こわれりゅくらい、ばちゅをあらえれぇっ……！」

				　限界まで焦れていたボク。大好きなお兄ちゃんのおチ◯ポを受け入れられたという喜びは、本当になにもかもどうでもよくなってしまうくらいに気持ちいい。

				　激しく子宮口を突き上げられるたびに頭のなかが弾けて真っ白になっちゃう。

				　ダメなのに放尿感が止まらない。

				「罰を受けてこんなに感じるマゾキューフ。かわいいぞ。罰をいっぱい受けて嬉しいか？　キューフの小柄なこの体に不釣り合いなほど大きな胸にも罰を与えてやる必要があるか？」

				　お兄ちゃんが耳元で囁きながら、乱暴にボクの胸を揉む。『聖布』に縛られている今、瘴気の影響なんてないはずなのに、瘴気でおかしくなっていた時よりもずっとずっと気持ちいい。

				　ボクでもわかるくらい、固く勃起しちゃっている乳首に指が当たるたび、自然と身体に力が入っちゃう。

				「うれひっ、うれひいっ！　おにいひゃ……ふやぁぁぁっ！　ひちゅよ……ほひぃっ……！　ひぁぁぁっ！　くるっ……くるひっ……くるひぃ……れ、れも、いいっ。きもひぃぃぃっ！」

				　おにいちゃんが操るリボンがボクの乳房に巻き付いていく。そして、まるで牛さんの乳を絞るように扱かれちゃう。乳首の先がじんじんって痺れちゃって、すごく気持ちがいい。

				　その快感すら、ボクのお腹の奥に響く。

				　突き抜ける快感に持ち上げられた足が勝手にびくびくって痙攣しちゃっている。

				「よく分かるぞ、マゾキューフ。罰を与えてやればやるほど、お前のマ◯コがお兄ちゃんのチ◯ポをきゅぅって締め付けてくるからな。近親相姦チ◯ポで喜ぶなんて、ドワーフじゃ追放モノなのになっ！」

				「はぁっ！　あぁぁっ！　そう、にゃのぉっ！　もっと、もっとおくぅっ！　きれぇっ！　ひきゅーのおくまで、きれぇっ！　おにいりゃんっ！　ぼく、はりゃませれぇっ！」

				　お兄ちゃんに囁かれながら突き上げられたボクは、お兄ちゃんの近親相姦オチ◯ポで子宮口を抉じ開けられちゃった。種付けの予感にどきんどきんっと鼓動が高まっていく。

				　もう、戻れなくなっても良い。

				　神族みたいに奴隷になったり、誓約を結んだりってボクにはできない。

				　だから、その代わりになる証拠を刻みこんで欲しい、と願ってしまう。

				　そんなボクの考えに身体は順応して……開いた子宮口はお兄ちゃんのおチ◯ポをならなる奥まで歓迎し、受け入れ飲み込んでいく。

				　ボクは子宮ですら、お兄ちゃんのおチ◯ポを欲しがるようになっていた。

				「うぉ……すごいなっ、子宮口どころか子宮まで俺のチ◯ポを歓迎するみたいに締めあげてくるな……これなら、俺のチ◯ポを激しく動かしても大丈夫そうだ、なっ！」

				「あひゃぁぁぁぁぁ！　ひぁぁぁぁっ！　ひびっ！　らぁっ！　いっ！　もっ！　～～～～～～～～～～～っ！」

				　お兄ちゃんのおチ◯ポがボクの身体の奥底に届いた瞬間、世界が真っ白に染まった。

				　それが、快感だって気づいたのはしばらく経過してから。

				　あまりに強い快感で気を失っていたみたい。気がついたら背中をのけぞらせてビクビクって痙攣しちゃっていた。

				「はぁ……はぁ……あぁぁぁぁぁっ！　ふやぁぁぁぁぁぁっ！　ああああああああぁぁぁっ！」

				　でも、お兄ちゃんは止まらない。

				　お仕置きなんだから当然だ。

				　ぱちぱちっと快感で頭の中が満たされて、すごく幸せになっちゃう。

				　この気持ちよさはボクをダメにする。味わっちゃいけない禁断のモノ。

				　それがわかっているのに、もっともっと欲しくなる。

				「キューフ。これからこうしてやるのは俺の言うことをちゃんと聞いて、罪を重ねた時だけだ。罰、なんだからなっ。いくぞっ……」

				「ぁぁっ！　ふぁぁぁっ！　あぁあっぁっぁっ！　～～～～～～～～～～～!!」

				　グチュグチュって音と、パンパンって肌が打ち付けられる音が頭の中に響く。

				　この快楽を得るためには、ボクは何をしてもいい、と思える。

				　そして……ボクにトドメを刺すように子宮の奥に入り込んだおチ◯ポから精液が溢れだして……子宮を染め上げていく。

				　最上級の快楽を感じながら、ボクは連続アクメが止まらなくなっちゃって。

				　お兄ちゃんのいうことなら、なんだってできる罪人になっちゃったのだった。


                			

	
			
				 そして、現在へ。入浴の時間。

				

				「……ボクの体験はこんなところ、かな？　今はルシアに呪いを軽減して貰っているから、理性を保てているけど……」

				　身体を戒めるリボンが食い込む感覚、そして、擬似的ではあるけれど『兄』と結ばれてしまう背徳感。そして、罪を重ねてから罰を受けることで得られる快感……。

				　そんなキューフが経験した調教の追体験を終えて、現実に戻ってきた。

				　優しいキューフが、どうしてあんなに楽しそうにリティアを虐めるようになったのか少しだけ理解できた気がする。

				「キューフ、もしかして、今も……？」

				「……うん。なんだか縛られてないともう、落ち着かなくって。肌に痕が残っちゃうんだけど……」

				　キューフはコクンっと頷くと法衣をちょっとずらして見せてくれた。

				　ピンク色のリボンがキューフの肌に食い込んでいる様子が見える。

				　リティアの貧相な乳房ではこんな風に絞り上げてもらえないのは、残念。

				「……リューシュ、リティアにも、して？」

				　ルシアの腕の中にいるリューシュに甘えるような視線を送ってしまう。

				　リューシュに縛られていく時のあの、『リューシュのモノになっている』という感覚はリティアも味わってみたい。

				「それは構わないが、キューフほど長く締め付けてはやれないぞ。血の巡りが悪くなると、最悪死ぬこともあるからな」

				「うん。それで、いい」

				　ベルカナやフィーニスみたいに、キューフも人間のリティアでは耐え切れないようなことをリューシュにしてもらっているみたい。

				　すごく、羨ましい。

				「リティア、そんなに恨めしそうにしないでよ。あたしとベルは『奴隷(ペット)』なんだし、キューフは『妹』でしょ？　この中で多分ご主人様に最も愛されているのはリティアとルシアだと思うわ」

				「その通りだと思います。いえ、ご主人様のア◯ルマゾなペットとして飼われるのは嫌ではありませんけれど……と、誰か来ます。この話題はここまでにしましょう」

				「……うん。ごめん」

				　気がついたらすごく恨めしそうな視線を送ってしまっていたらしい。ふるふると首を左右に振ってからちょっと反省する。

				　リューシュはリティアの身体が受け止められる範囲で愛してくれているのは事実なのだ。

				　でも、リティアは治癒術が得意。一度は身体が壊れるくらい激しく愛されてみたい、とも思い始めていた。ベルカナとキューフが受けた調教の追体験をしてしまった影響もあると思う。

				　そんなことを考えている間に、村の女の人が湯船の準備ができたことを教えてくれた。

				　ぞろぞろとリューシュを含めた六人で浴室へ向かう。

				「……ベルカナ、どう？」

				「流石に『神殿』の湯船を覗き見するような仕掛けはありませんね」

				「わたしの方でも確認済みなのです。安心して大丈夫そうなのですよ」

				　今のリティアたちはリューシュに抱かれた身体。特にキューフの肌にはくっきりとリボンで締め付けられた痕が刻まれてしまっているはず。

				　それを警戒してベルカナに聞いてみたけれど、問題はなさそう。

				　ルシアも確認したみたいだからきっとだいじょうぶだと思う。

				　近くから誰かが覗き見しようとすれば、ベルカナが気付いてくれるだろう。

				　安心して法衣を脱いでいく。

				

				　せっかくなのであらためて、みんなの裸体をしっかりと観察してみる。

				　堕ちた竜族のルシアは一言で言えば綺麗。

				　黒いウロコに覆われた尻尾と赤い皮膜の翼は禍々しさを感じてもおかしくない。それなのに、銀色の髪が全体の姿を神秘的な印象に変えている気がする。

				　全体的にスレンダーで引き締まってるルシアの胸の大きさは、リティアよりちょっと大きいくらい。今のメンバーの中では下から二番目、だと思う。乳首は綺麗な桜色で乳輪も小さめだ。

				　下の毛は生えていないみたいで、童顔なルシアの印象をより一層幼く感じさせている。

				

				　天翼族のフィーニスは間違いなく以前より乳房とお尻の肉付きがよくなっている。リューシュにたくさん虐められた影響なのかもしれない。

				　背中の紅い羽毛に覆われた翼は相変わらず綺麗で、ストロベリーブロンドの髪の毛はお尻を隠すくらい長い。

				　手入れが大変そうに見えるけれど、神族だからそんなに苦労していないと思う。

				　胸の大きさはリティアたちの中で一番大きい。それでいて、大きめの乳首が上向きについているくらい張りもある。乳首の色は少し赤みが強い気がする。

				　乳首の先がちょっと白っぽくなっているのは、多分母乳が滲み出ちゃっているんだと思う。

				　以前はきゅっと引き締まっていたウエストラインはちょっと緩んじゃっている気がする。

				　でも、太ったって感じじゃない。エッチになった、って印象を感じる。

				

				　エルフのベルカナは……お尻が大きくなっている印象がある。腰はキュッと引き締まっているのに、果物みたいなお尻の肉付きは良くなってるのだ。

				　たくさん、その、お尻の穴を虐められている影響なのかも。

				　なんとなくお尻の穴がどうなっているのか気になってしまうけれど、ここからじゃ見えない。

				　まさか、見せて欲しい、なんて言えない。

				　リティアはまだ、ちゃんとリューシュにお尻の穴の初めてをあげてないけれど、あんなに気持ちいいなら……だ、だめ。ここではエッチな気分はガマンしないと。

				　肩ほどで切りそろえられた短い金髪は相変わらずさらさら。

				　胸の大きさは三番目だけど、とっても綺麗な形をしていると思う。肌の色も白くて綺麗。

				　その一方で乳首は少し色が濃くなってる気がする。

				　前はもっと色が薄かった気がするのに……どうしたんだろ。

				　

				　ドワーフのキューフは、リティアたちの中で内面が一番変化したと思う。そのかわり体型の変化はほとんどない。ただ、健康的な色の肌にはくっきりとリボンで締めあげられた痕が残ってる。

				　普段はツインテールに結わえられている空色の髪の毛も今は解かれていた。足元近くまで伸びているすごく長い髪の毛なのに、癖の少ない綺麗なサラサラのストレートだ。　

				　今度、どうやって髪の手入れをしているのか聞いてみようと思う。リューシュには綺麗なリティアでいたいから。

				　キューフは身長こそ低いけれど、乳房の大きさはリティアたちの中で二番目。

				　ウエストもおしりもきゅっと引き締まってるから、余計に乳房が大きく見えるんだと思う。

				　乳首は小さめで濃い目のピンク色。

				　どうやったらそんなに大きくなるのか不思議。

				　でも、リューシュは今のリティアが好きだって言ってくれているから、今のままでも良い。

				「どうした、リティア。そんなにキョロキョロして……」

				「みんな、スタイルいいから、羨ましい」

				　裸になった子供姿のリューシュがリティアを気にかけてくれる。

				　褐色の肌に銀色の髪。股間のチ◯ポは子供らしくとうもろこしみたいで小さくて……かわいい。

				「そうか？　リティアも綺麗だと思うぞ」

				「……ルージュから、どう見えているか、教えて？」

				　綺麗と言われただけなのに、ドキンって心臓が跳ねる。愛しい人から褒められるのがこんなに嬉しいとは思わなかった。

				　でも、そうなるとリューシュからはリティアがどう見えているのか気になってしまう。

				　今は一応誰かに聞かれても良いように『ルージュ』と呼ぶことにした。

				「そうだな。まず印象的なのは髪の毛と肌の色の白さだな。普段から陽の光を避けているからだろうが、シミひとつ確認できないな。雪のような白い肌、ってこういうんだろうな。乳首も淡いピンク色で綺麗だと思うぞ」

				「……その、体型、は？」

				　肌の綺麗さを褒められてすごく嬉しい。でも、リティアはスタイルに自信がない。

				「確かにリティアの胸が一番小さいな。だが、リティアは全体的に細身だからバランスが良くて綺麗に見えるぞ。安心しろ」

				「……ありがと、ルージュ」

				　苦笑するリューシュに身体を見られている。以前は男の人に見られるだけでも嫌だったのに、リューシュにならもっと見て欲しいと思える。不思議。

				「リティア、ルージュ、早くこっちに来て。身体洗おうよ」

				「ああ、今行く。ほら、リティア行くぞ」

				「うん」

				　キューフは先に身体を洗いに行ったみたい。

				　リティアは、リューシュに手を引かれて身体を洗う場所へと移動する。恐る恐る歩くリティアの姿を教会の人に見られていたら、どちらが子供かわからないと思われただろう。


                			

	








			
				　不安げなリティアの様子に構うことなくリューシュはリティアを木の椅子に座らせると、布を手に取って石鹸を泡立てていく。

				「リティアは肌が弱いからな、強くこすらないようにするのがコツだ。このまま洗ってやるよ。肌がヒリヒリする状態でお湯に浸かったら痛いだろ」

				「……うん。お願い」

				「痛かったら言うようにな」

				　リューシュがそう言うとリティアの肌を石鹸を泡立てた布で優しく洗ってくれる。

				　敏感なリティアの肌でも強すぎず弱すぎずでちょうどいい刺激。

				　こんな風に身体を他人に洗って貰うなんて、小さな頃、孤児院で経験して以来かもしれない。

				「あっ！　リティアずるいっ！」

				「まあまあ、キューフ。お風呂嫌いのリティアが頑張っているわけですから、今日のところは我慢しましょう」

				　キューフがベルカナに抑えられてる。以前より彼女がワガママに見えるのは、悪い子でいればリューシュにお仕置きしてもらえる、と考えているからだと思う。

				「そうですよ。それに、もっと頑張って落ち着ける場所を確保したら、こういう場所でもっとすごいことをしてもらえば良いのです。あの、フィーニス。背中の翼、届かない場所があるので洗ってくれませんか？」

				「……そうね。キューフ。今日のところはリティアに譲りましょ。あ、良いわよ、ルシア。私も翼で手が届かない場所があるの。洗ってくれない？」

				　ルシアとフィーニスはベルカナと同じ意見のようで、今はガマンするみたい。

				　二人は髪の毛だけじゃなくお互いの翼も丁寧に洗っている。大きいから大変そう……。

				　神族の二人は垢なんて出ないはずだけれど、やっぱりホコリまみれになってしまうのは不快なのかもしれない。

				　そして、リティアといえば……。

				「どうだ、リティア」

				「ん……。大丈夫。そのまま。続けて、いい。気持ちいい、よ？」

				「それは良かった。こっちもだ、足を上げてくれるか？」

				「うん。ちょっと、恥ずかしい……」

				　好きな人に肌を磨かれて、すごくドキドキしていた。

				　でも、執事に身体を洗ってもらうお姫様ってこんな気分なんだろうか、とも思える。

				　心地よいけれど、エッチな気分とはまたちょっと違う。

				　リューシュが真剣な表情で胸とかを避けて洗ってくれているからだと思う。

				「……手慣れて、る？」

				「……昔、仕込まれたんだよ。良い男なら女を磨けるくらいにはなっとけって言われてな」

				「でも、そういった技能があったほうが説得力はあるのですから、ちょうど良かったですね」

				　ちょっとだけ、リューシュが面白くなさそうな顔をしたので申し訳ない気持ちになる。

				　でも、奴隷として育てられていたダークエルフ、という設定に説得力をもたせられると思う。

				　流石に、見ず知らずの人相手にできることでもないと思うけれど。

				「……なんだか、ごめん」

				「いや、大丈夫だ。こうしてリティアに喜んでもらえているしな」

				「……うん」

				「ほら、これで終わりだ。お湯をかけるぞ」

				　謝罪したリティアにリューシュは笑みを浮かべてくれた。

				　そして、ぬるめのお湯が肩からゆっくりと掛けられ、泡が流されていく。それを何度か繰り返してもらったリティアの身体はすっかり綺麗になった。

				　その後、髪の毛だけは自分で洗い、頭の上でまとめる。

				　そして、湯船へ。

				「無理するなよ、リティア。まずは足をつけて身体を慣らすんだ」

				「……うん」

				　右足から慎重に湯船に入れたけれど、リティアの肌には熱くてすぐに引っ込めてしまった。

				　一方でフィーニスやベルカナ、ルシア、キューフには平気な温度みたい。すでに湯船でのんびりしているようだった。少しだけ恨めしい。

				「身体が暖まってくればもう少し長く入っていられるさ。今日は両足だけでも良いと思うぞ。それでも十分身体は温まるからな」

				　リティアはリューシュの言葉に頷くと何回か足をお湯につけて慣らしてから、両足だけを湯船の中に入れた。これならなんとか我慢できそう。

				「リティアには、湯船に入る努力を始めただけでも大きな進歩だよね」

				「そうね。頑張ったと思うわ」

				「……なんだか、バカにされてる気がする」

				　リティアは頬を膨らませるけれど、みんなは笑みを浮かべるだけだった。

				「焦る必要はないさ。身体を慣らしていけばすぐ入れるようになるだろ」

				　そんな中でリューシュは心配してくれて嬉しい。これもリューシュの策略なんじゃないかと思うところはあるけれど、今は素直に嵌(はま)っても良いと思ってる。

				　だって……、幸せ、だから。

				　リューシュがリティアを大切にしてくれるのが嬉しいから。

				　その後、満ち足りた気分のまま、皆と部屋に戻って食事を行い就寝となった。

				

				「……ん」

				　でも、リティアはその夜中、尿意を感じて目を覚ましてしまう。この『教会』で暮らしている人達の部屋にはトイレが隣接されているはずだけれど、この客室にはないみたい。仕方がないのでみんなを起こさないよう静かにベッドを抜け出し、共同トイレへと向かうことにした。

				　安全だとわかっていても夜の『教会』は静かで不気味。少しだけ心細い。

				「……？」

				　かすかな物音がリティアの耳へ届いたのは、そうして廊下を歩いている最中。

				　最初は聞き違いかと思った。でも耳を澄ませば間違いなく誰かの声が聞こえてくる。

				　それは、通信用の水晶があるはずの場所で……。

				　気になったリティアは、そちらの方へ足を運ぶ。

				　そして……。

				「……はい。そうなのです。彼は魔族です。ミカエル」

				　足音を殺して近づいたリティアは、神族の誰かと通信を行うルシアの姿を目撃してしまったのだった。


                			

	
			
				 堕竜娘の悪巧み

				

				　夜になり、みんなが寝静まった時間帯を見計らったわたしは寝所を抜け出しました。

				　わたしのような堕ちた存在を警戒するなら、あまり自由に出歩かせるのは良くないはずです。

				　でも、わたしの行動を警戒するような結界が形成されているような気配はありませんでした。リティアたちの人徳もあるのでしょう。

				「流石に出入り口や彼らの寝室には、物取り対策の警報用結界はあるのでしょうが……」

				『教会』のような施設に存在する結界はちょっと変わっています。大抵が触れたら勝手に解除されてしまう簡易的なものなのです。

				　これだけでは何の意味もありませんが、結界の維持を感知する術式が別に存在していて、結界の消滅と同時に警報が鳴り響く仕組みになっています。

				　感知術式は結界の内側に設置されているので警報が鳴らないように解除するのはまず無理ですね。

				　神力の消耗も少なくて済む優秀な術なのですが、人が通過すると必ず反応してしまうのが難点です。昼間、人の出入りが激しいのにもかかわらず反応していてはうるさくて仕方ありません。結界を張り直す必要もあります。

				　魔族の侵入を防ぐ結界は常に展開されているため、大抵は人の出入りがほとんどない就寝時の急な来客や侵入者への警戒に使われているはずですね。

				　

				　気付かれてはやっかいな事態になりかねないため、気配の隠匿をしながら歩いて行きます。慎重に結界の反応を探っていますが、どうやら目的の場所にも張られている様子はありません。安堵します。

				　それは、通信用の水晶がある部屋。

				　扉を開けると、静かに中へと滑り込みました。

				「……さて、まだわたしの回線が残されていればいいのですが……」

				　そっと水晶に触れて神力を流し込むと、ぽう……と淡く水晶球が輝きを帯びました。水晶球の術式が起動したのでしょう。

				　でも、日中、リティアたちが報告のために使った術式回線は、彼女たちのために用意されたもの。

				　わたしでは同じ場所に繋げません。仮に繋げたとしても、わたしが神族を裏切ったように見せかけて魔王になったことは一部の上層部しか策だと知りませんから大騒ぎになってしまうでしょう。

				「秘匿回線へ接続。コードは『銀色の明星(あかぼし)』」

				　だから、わたしがかつて利用していた術式回線を使います。わたしの真実を知る人達だけに繋がるものを。

				　そして……目の前には接続可能な水晶が幾つか現れました。どうやら、幸いにもまだこの回線は使えるようですね。

				「この時間に起きていそうなのは……ミカしかいませんね。さて……」

				　ドキドキする鼓動を抑えるように深呼吸をします。

				　これからが本番。リューシュ様から許可は頂いているものの、一歩間違えれば途端に窮地に陥る行為。緊張しないはずはないのです。

				「『接続(コネクト)』ミカエル」

				　わたしがそう告げると、呼び出しが始まります。

				　二〇秒ほどで、わたしの目の前には紅の翼を持つ金髪の女性の上半身が映しだされました。

				　おそらくは机に座っているのでしょう。

				「やっぱり起きていましたか、ミカ」

				「……本当にルー、か？　日中、ルシアという堕竜を保護したと聞いていたからまさかとは思っていたが……良く無事だったな」

				　ミカ……ミカエルを最後に目にしたのは一〇〇年ほど前のはずですが、変わった様子はありませんね。懐かしさに思わず笑みが浮かんでしまいます。

				「こんな姿なので無事、といえるかわからないのですけれどね。任務に失敗した挙句監禁されていて、つい先日どうにか抜け出せたのですよ。世間ではわたしのことはどう伝わっていますか？」

				「……『白銀の聖女』は心まで魔に染まり、魔王として君臨し続けている。真実をしらない者たちはそういう認識だ。私たちはルーの身に何かあったのだろうとは考えていたが……そうか。だがその様子だと、やはり『魔結晶』の破壊には失敗したようだね？」

				　ミカエルの言葉にわたしは頷きます。

				　滅ぼしても滅ぼしても、ある一定の期間が過ぎれば新しく『魔王』が出現することは以前から知られていました。そのため、『魔王』を生み出す根源が存在するのだろうとは、考えられていたのです。しかし、わたしたちがどれほど調べても、根源へ辿り着けませんでした。

				　だから、それを突き止め破壊するために、わたしはあえて神族を裏切り魔に堕ちたのです。

				　多くの同胞を手にかけて、両手を血に染めて。

				『魔王』になるためにはあとどれほど同胞を殺さなくてはならないのか。そんなことを考えていたわたしのところへ、『魔結晶』のかけらが現れた時には喜んだものでしたね……。

				　しかし、そんな犠牲を払っても、わたしには『魔結晶』の存在を突き止めるので精一杯でした。根源の排除には失敗し、こうして逃げ帰ることしかできなかったのですから。

				　悔しい、です。

				「……はい。『魔王』本人が『魔結晶』を破壊しようとすれば、『魔王』の資格を奪われて結界の中に封じ込められるように仕掛けられていました。言い換えれば『魔王』すら『魔結晶』の支配下にあると言えるでしょう」

				　結界に封じ込められていたときのことは思い出したくもありません。

				　光も音もなにも感じられず、じわじわと力を削り取られていくあのおぞましい感覚を思い出すと、今でも身体が震えてしまいます。

				　わたしがどうにか脱出できたのは多少なりとも自力で精気を取り込める神族だったからでしょう。

				　普通の魔族であれば、長い時間をかけてゆっくり消化されるように滅ぼされていたはずですから。

				「そして、『魔王』が死ぬ……あるいは資格を失った時点で『魔結晶』は実体を持たない魂のような存在となってしまうようです。そうなれば、次の魔王が選定されるまで破壊は不可能ですし、存在の確認すら難しくなります」

				　これが、長い間『魔結晶』の存在を確認できなかった理由。わたしが『魔結晶』を破壊しようとした瞬間、実体が失われてしまいましたから。

				『魔王』を滅ぼした後に調べたところで無駄なわけです。

				「本当にやっかいだな。そして魔王選定の時期がくれば『魔結晶』の欠片は適格者の元に現れるのだったな？」

				「そうですね。ただ、欠片の時点ではまだ『魔結晶』は実体を持っていません。選定された他の適格者たちから欠片を奪い集めることで『魔結晶』が誕生します。そして、その『魔結晶』を完成させた者こそが……」

				「『魔王』となる、か。なるほど、魔族を真に支えているのは『魔結晶』だという推測は間違いなさそうだ」

				　わたしはミカエルの言葉に再び頷きます。『魔結晶』の欠片を身に宿した『魔王候補』となれた時点での存在は報告できていました。

				「ええ。ですので『魔結晶』を破壊するには『魔王』とは別の人物が行う必要があります。『魔結晶』の防衛機構に取り込まれる可能性を考慮するなら、瘴気の影響下にない者が破壊するのが理想的でしょう」

				「魔界の中でも特に瘴気の濃い場所に出向いて『魔王』を滅ぼさずに『魔結晶』を破壊しなければならない……か。なるほど。我々神族だけでの対処は絶望的な話だな。最も適任なのは人間……それも勇者や聖人と呼ばれるような人物か」

				　瘴気への耐性がもっとも高いのは人間。その中でも特に強い神力を扱えるのが『勇者』やリティアのような『聖人』、あるいは『聖女』と呼ばれる者たちです。

				　本質的には同じ存在で、前線に立っての戦いが得意なものは『勇者』、リティアのように後方からの支援が得意なものは『聖人』と呼ばれているようですね。

				

				　ミカエルは少し考える様子を見せたのち、わたしに笑みを向けてくれました。

				「有意義な情報感謝するよ、次の村に行けば迎えも行く。そうしたらあとはこちらでゆっくり養生すると良い。この魔族の襲撃期間がすぎれば魔王選定の時期だ。次の『魔王』の出現に備えなければな」

				「……そのことなのですが、わたしに一つ策があります」

				　今までの会話は現状の確認にすぎない。

				　勝負はここからだ。

				「……策？　聞いてみようか」

				「現在の『魔族』のあり方に反発を抱くこちらに友好的な魔族を仲間として取り込み、『魔王』へと仕立てあげるのです。すでに、候補者も見つけてあります。他の魔族も『魔王』となるためにはその魔族と戦う必要がありますから……この『人間領』におびき寄せて迎撃するんです」

				　とたんにミカエルの顔が険しい顔となりました。

				　わたしもまっすぐに彼女のオレンジ色の瞳を見つめ返します。

				「……ルー。いや、ルシア。まさかとは思うけれど、本当に心まで堕ちたかい？　魔族を仲間として取り込もうなんていいだすとはね。そんなことは不可能だ。あの殺戮(さつりく)の権化である連中を知っているだろう!?」

				「一応、わたしはまだ、自分を保っているつもりなのですけれどね。確かに、力の強い魔族であれば仲間に取り込むなど不可能でしょう。力ですべてを支配できると考えていますから」

				「だったら……」

				「ですが、力なき魔族は違います。力を持たないからこそ他者を思いやる心を持っていると考えられるのです。『彼』はすでにこの『教会』の人間ともそれなりに友好的な関係を築いていますよ。それに……力のない魔族であればいざという時に切り捨てるのも容易でしょう？」

				　そう言ってわたしはミカエルに笑みを向けました。本当はリューシュ様を切り捨てるような事態にはしたくありませんが……。

				　その時、誰かが近づいてくる気配がします。ここの『教会』の男性に見つかったのなら厄介な……と考えて意識を向けました。どうやら、リティアのようですね。

				　彼女たちであればリューシュ様の許可は得ているので、聞かれても問題ありません。

				　わたしが安堵した次の瞬間、唐突に気配が消えてしまいます。

				　……気配の隠蔽は完璧なのですが、タイミングが悪すぎました。これでは、盗み聞きしますと宣言しているようなものです。この未熟さは経験不足からくるものでしょう。

				　内心、苦笑してしまいます。教会に常駐するくらいに経験を積んでいる方々なら気配を消さずに一旦離れてから、気配を消して近づいてくるでしょうし。　

				　ちょっとだけ脅かしましょうか。

				「保護された人物は『二人』だったか。そうなるともう一人は……まさか」

				「……はい。そうなのです。彼は魔族です。ミカエル」

				　まっすぐに見つめ合うわたしとミカエル。誰も魔族と気づかなかった存在を明かした、ということは意味があります。

				　こちらに敵意があるなら隠したほうがいいですから。

				「……同行している『巡礼者』たちは？　一人は私の親戚にあたる娘のはずなんだがね」

				「彼とは和解していますよ。協力体制もすでに取り付けています」

				　さすがに調教されて陥落済みです、なんていえませんが。

				　とはいえ、ミカエルは気付いているかもしれませんね。ものすごく顔を顰(ひそ)めてます。

				　親戚、とはフィーニスのことでしょう。

				　翼は紅いですし。

				　はぁ、と溜息を大きくつくとミカエルは仕方がない、と表情を崩してくれました。

				「……何を望むんだい？　ルシア」

				「そうですね。今後現れるだろう魔王候補の魔族を迎え撃つための拠点と、優秀な人材ですね。できれば、美人が良いのです」

				「……私がおおっぴらに『魔族に協力しろ』なんて言える立場じゃないのはわかっているよな？」

				「当然なのです。それに魔王候補になるためには大量虐殺、あるいは多数の人物の支配が必要になりますからね。しばらくは疑わしいので調査、あるいは魔族とわかったので討伐、という名目で人を送ってください。そのくらいの手配はできるのではないですか？　神族の長、『セラフィム』のミカエル」

				　わたしがおどけてそう言うと、ミカエルは苦笑を浮かべます。

				　誰か覗き見しているなら驚いているかもしれません。

				「わかっていると思うが、手加減はできないぞ？」

				「ええ。誰が隣りにいると思っているのですか」

				　ミカエルに向けて満面の笑みを浮かべてあげましょうか。

				　これで……自然とリューシュ様の前には敵が現れてくれるはずなのです。向こうからホイホイ現れてくれるのですから楽ですね。

				　これでミカエルが本気になって排除しようとするなら、逃げるだけです。

				　力を取り戻しきれていないとはいえ、わたしは仮にも元魔王なのです。リューシュ様たちと逃げるくらいはできるでしょう。

				「……拠点となる都市は次の村がちょうどいいだろう。村というよりはちょっとした街の大きさがあるからな。防衛機構もしっかりしている。その辺りは現地で確認すると良い……しっかりやれよ。不可能だとおもったら、ルーとはいえ叩き潰すからな」

				「はい。ありがとうございます。ミカ」

				　その言葉を最後にミカエルの姿が消えました。水晶球の光が消え、辺りは暗闇に包まれます。

				　ミカエルには複雑でしょうね。『魔王』を誕生させるということはそれだけ多くの『生贄』を捧げることになるのですから。

				　そして、すでにわたしもその『生贄』の一人になっていると気付いているのではないでしょうか。

				「……さて、そこで見ていましたね。隠れるならもう少し上手にしてください、リティア。ちゃんとリューシュ様の許可はもらっていますよ」

				　そう告げて視線を向ければ、びくっと怯えた様子のリティアがいました。隠蔽していたのになんで、って顔ですね。

				　もしかしたら口封じに殺されるかも……なんて考えていたのかもしれません。

				「……どうして、気づいた？」

				「気配を消すタイミングが悪かったのです。いきなり気配が消えれば怪しむでしょう？　修行が足りませんね」

				　わたしは苦笑を浮かべると、まだ未熟なリティアに種明かししました。

				「ここでは落ち着いて話せませんから、一旦、部屋に戻りましょう」

				「……その前に、トイレ」

				「そういうことなのですか。わかりました。せっかくなので一緒に行きましょう」

				　その後、リティアがトイレを済ませるのを待って部屋へと戻ります。

				　ミカエルへの報告が吉と出るか、凶と出るか……。

				　それはまだわかりませんでした。


                			

	
			
				 お仕置きされる堕竜娘と白き乙女への説明と　　

				

				「戻ってきたな、リティア、ルシア」

				「リューシュ……」

				「はい、リューシュ様。ミカエルは協力してくれるようなのです。あの、頑張りましたから、ご褒美が欲しいのです」

				　リティアがルシアと一緒に部屋に戻った時、リューシュはベッドに腰掛けていた。起きていたらしい。ダークエルフの姿で上半身は裸の状態だった。

				　言いたいことはいっぱいある。

				　ルシアは何者なのか。どうして、ミカエル様と知り合いなのか。リューシュの正体を明かしたのはなぜなのか。

				　だけど、混乱していて考えがまとまらない。

				「リティア、ちゃんと説明してやるからこっちに来い」

				「……うん」

				　リューシュが、薄手の寝間着しか身に着けていないリティアを抱き寄せてくれた。

				　触れ合うことで伝わってくる体温はリティアの心を落ち着かせてくれる。自然とリティアもリューシュに甘えるように縋り付いていく。

				「ルシアはこっちだ」

				「リューシュ様……」　

				　隣のベッドでは、もう一人のリューシュがルシアを背後から抱きしめていた。

				　嬉しそうに表情を緩めているその姿を見ると、やっぱりルシアもリューシュが好きなんだと実感する。

				「ルシア、大きな声は出すなよ？」

				「ここの人たちが就寝済みなのは確認済みです。それに、外に声が漏れないように結界を張っているのでちょっとくらい大きな声を出しても大丈夫です、リューシュ様。んっ……」

				「それなら、遠慮する必要はなさそうだな。ルシア。ちょっと意地悪くするぞ」

				「え……やっ。んぶっ……!?」

				　ルシアを抱きしめたリューシュの身体が触手に変化していく。ルシアは目と耳を肉色の触手で塞がれ、両手と両足が触手で絡め取られてしまう。尻尾も動けないように触手が絡みついている。

				　さらにルシアの口にも触手が入り込んで、声が出せないようにされてしまったみたい。

				「んぅっ！　んぅぅぅっ！　んぶっ。　ふぅっ！」

				　黒いレオタードに包まれた、リティアよりも少し大きなルシアの乳房を、手の形をした触手が揉んでいる。その乳首は明らかに興奮に勃起してるみたい。

				　レオタードをずらされて丸見えになっているルシアのワレメからも、白濁した蜜が溢れだしてしまっている。

				　いつかリティアもリューシュにあんな風に触手で意地悪されてしまうのだろうか、と考えると少し怖い。

				　でも、ドキドキしてしまう。身体が暑くて、呼吸が荒くなっていく。

				　リティアは汗をかき始めてた。

				「あの、リューシュ……、どうして？」

				　でも、どうしてルシアにこんなことを始めたのか気になる。

				　上目遣いにリューシュへと視線を戻して問いかけていく。

				「お仕置き、だな。理由はいくつかあるが……一つはルシアがリティアに意地悪したことだ。わざと話を聞かせてリティアを怖がらせたからな。ちゃんと、全部見ていたんだ」

				「……リティアの、ため？」

				「ああ、そうだ」

				　リューシュはルシアのことも好きだと言っていた。それなのに、リティアのためにお仕置きするっていう。

				　胸のドキドキが高まる。大切にしてくれているということが、すごく嬉しい。

				　……でも、リューシュに意地悪されているルシアが羨ましくも思えてしまう。

				「それに、今回、ルシアに神族側へ情報を流すことを許可したのはあいつの失敗があったからだからな」

				「……ルシア、失敗？」

				　改めてルシアに視線を向けた。

				　正直、今回のルシアの行動に関してリティアは納得していない。

				　ここまでリューシュが魔族であるということは誰にも気づかれていない。

				　だから、堕ちた神族の保護を担当する人たちと合流しても問題はないと思ってた。

				　それなのにわざわざ危険な状態になるようなことをするなんて……。

				「そのためには、ルシアの正体について話さないとな。落ち着いて聞けよ。ルシアは元魔王だ、って話だ」

				「……!?」

				　ルシアが元、魔王？　　堕竜であり魔王である存在といえば……。

				　そのことを認識した瞬間、震えが止まらなくなる。

				　銀色の髪、金色の目、そして黒いウロコ。確かに特徴は一致している。

				　でも、確かとてもスタイルの良い大人の女性だと聞いていたけれど……。

				「ま、さか。ルシア……『鮮血の魔竜』……？　神族、裏切って……大虐殺、した？」

				「たぶんな。安心しろ、昔なにをやらかしたとしても今は身も心も俺のモノだ。リティアを傷つけさせたりはしないさ」

				「……うん」

				　そんなリティアの頭をリューシュはしっかりと抱きしめて優しく撫でてくれる。

				　少し前のリティアならこんなふうに男の人に抱きしめられて落ち着く、なんて考えられなかった。

				　リューシュが守ってくれると思うとすごく嬉しい。

				「んっ！　んんっ!!　んぶっ！　ふぶぅぅぅっ！」

				　そして、そんな恐ろしい存在のはずのルシアはリューシュに焦らされているのか頭を左右に振って涙を流していた。開ききったワレメからあふれだす蜜はぽたぽたと雫となって落ちている。

				　それなのにリューシュの触手はフトモモを滑り、おへそを撫でるばかりでワレメには触れていない。時折、きゅぅっと乳首をつまみ上げられて、軽いアクメを迎えているみたい。

				　その姿に、もじっとフトモモをこすり合わせてしまう。

				「そもそも、ルシアが神族を裏切って『魔王』になったのは、内側から魔族を崩そうと思っての行動らしいけどな。神族のためを思って、と聞いた。当時の上層部もそれを知っていたらしいぞ。もっとも、途中で失敗して幽閉されたらしいけどな」

				「…………」

				　リティアの知識では、一〇〇年ほど前、当時の『白銀の聖女』が魔に堕ちた。

				　正気を失った彼女はそのまま神族へ襲いかかり、大虐殺を起こす。果てはさらなる殺戮(さつりく)を求めて魔王となった、と聞いていた。

				　当時、魔族がさらに凶悪化するのではないかと恐れられていたが、実際には魔族の動きは沈静化している。その変化についてはいろいろ考察されていたけれど、今の話を聞いて少し納得できる。

				「で、ここからが本題だ。神族は長命だからな。当然ながらルシアの真実や本当の姿を知ってる者もいるわけだ」

				「……リティアたちが報告したときにルシアがいたから、気づかれた？」

				　そういえば、確かに神官長である天翼族の女性がルシアを見て驚いていた。ルシアが自分の失敗に気付いたのは、たぶんその時。

				　念話とかでリューシュに相談していたのだと思う。

				「そういうことだ。ルシアはその可能性を失念していてな。姿と名前多少なりとも変えていれば気づかれることはなかったんだろうが……」

				「ルシア、確かに印象的」

				　女のリティアから見てもルシアは綺麗。

				　それにとても特徴的で印象に残る。一度目にしたら、そう簡単には忘れられないと思う。

				「んぐっ！　ふぅっ……。んぅぅぅっ！」

				　触手に口を塞がれながらお仕置きを受けているルシアは、大きな管みたいな触手に尻尾を丸呑みにされ、扱かれている。先ほど、管触手の内側には繊毛がびっしりと生えているのが見えた。

				　あんなのでもしも陰核を扱(しご)かれてしまったら……と思うとぞくってする。

				　触手が引きぬかれていくたび、顔を真っ赤に染めたルシアはフトモモをブルブルと痙攣させ触手に絡め取られた両足がびくんっと跳ね上がっちゃってる。足の指はきゅぅっと握られて気持ち良いのを我慢してるみたい。

				　リティアは思わず、ごくっと生唾を飲み込んでしまう。

				「何しろ大虐殺を起こした奴だ。危険性を考えれば疑いがある時点で、ルシアを知っている人物が確認しにくるだろうな。そうなったら本人と判明するのに時間はかからないだろう」

				「……っ！　でも、それ……問題、ある？」

				　続くリューシュの声ではっと現実に引き戻される。

				　リティアにはそれに問題があるだろうか、と考えてしまう。ルシアには悪いけれど、リューシュやリティアたちが知らなかった、とすれば問題はない気がする。

				「ああ。それだけなら問題ないんだがな。やっかいなことにルシアの知り合いにはあえてダークエルフに堕ちた知り合いがいるらしい。審問官の長をしながら堕ちた神族の保護をしているらしいんだが……」

				「……多分、サニタ、様」

				　現在、人族領においてダークエルフで長をしている人物は一人だけ。

				　銀髪で褐色肌の女性の姿を思い浮かべた。

				「リティアは知ってたか。そいつに対してはなにをしても、俺が魔族だってことはごまかしようがない。堕ちた神族は魔族に近づくと捕らわれ、離れられなくなるからな」

				「……っ！　隷属の性質を、逆に、利用……」

				　リティアは思わず息を飲んだ。

				　確かにリューシュは、リティアやベルカナから本体の場所を隠し通してみせたし、教会の人たちからも魔族であることを見ぬかれていない。

				　でも、堕ちた神族だけは近づいただけでわかってしまう。

				　魔族が……己の主となるべき者がどこにいるのか。

				　そもそも、魔族領から逃げてきた神族を保護した時に訪れる支援者も、同じ心の傷を負う者としてダークエルフや堕翼、堕竜がメンバーに含まれることが多い。リューシュが魔族と知られてしまう可能性は高かった。

				　そのことにリティアは全く気づいていなかったことに唇を噛む。

				「ああ。だから俺が魔族である事実を隠し通すのは難しい。それなら、いっそ先に情報を与えてしまったほうが良いって判断だ。神族がどう動くか予測しやすくなるからな」

				「だから、ルシアが……？」

				「そういうことだ。それにルシアがまだ神族側なら、このタイミングで連絡を取らないのは不自然だろ。ルシアが裏切ったと判断されたら完全に詰む。間違いなく俺が主なのもバレるしな」

				　ルシアが何らかの事情で魔王の座を引きずりおろされて幽閉されていた。その状態からどうにか魔族領から逃げてきたとすれば、裏の事情を知る人物に連絡をとるのが自然だと思う。

				　一歩間違えれば殺戮(さつりく)者としてそのまま処刑されてしまうのだから。

				　でも、ルシアの話からすれば……。

				「……リューシュ、利用されることになる。いいの？」

				「正直に言えば面白くない。だから、ルシアにお仕置きしているわけだ。ルシアはこうして視界と聴覚を封じられるのがすごく苦手らしいからな」

				「んんんっ！　ふぅっ！　んぶっ！　んぅぅっ！　んっ！　んじゅっ！　んぅぅっ！」

				　リューシュの触手はルシアのワレメを焦らすようにゆっくりと入り口を擦り上げてる。

				　ルシアは我慢できないというように自分から腰を動かしていて、すごく、えっち。すっかり勃起してしまった乳首を巻き付いた触手が引っ張るたび、ぽたぽたとあふれだす蜜が増えているのがわかる。

				　そして……ようやく、というように触手が一気にルシアの中に入っていく。

				「～～～～～～～～～～」

				　その瞬間、ルシアは身体を大きく仰け反らせた状態でがくがくと激しく痙攣していく。さらにルシアがアクメしているのに、リューシュの触手は容赦なくルシアの膣内で暴れているみたい。

				　口の端からよだれを垂れ流し、涙を流して身体をつっぱらせているルシア。

				　でも、嫌がっているようには見えない。むしろ、安心しているようにも見える。

				　そんな、ルシアの腹部がいきなり膨れ上がった。

				　きっと、リューシュの触手が精液を出したんだと思う。

				　カエルみたいな、みっともない姿。

				　でも、ちょっと……。

				「リティア、そんなにルシアが羨ましいか？」

				「っ！」

				　耳元でリューシュの言葉に、リティアはびくっと震えた。そんなに、羨ましそうに見つめてしまっていただろうか？　

				　リューシュへと視線を向けると……恥ずかしさで顔から火が出そう。けれど、ゆっくりと頷く。

				　もう、疑問は解消したし聞きたいと思うことはない……と思うから。

				「俺もリティアを抱きたいと思っていたところだ。好きな女をこうして抱きしめていたら我慢できなくなるのは当然だろ？」

				「……リティア、も。リューシュ、好き、だから……んっ……」

				　耳にはまだルシアを虐める音が届いている。でも、リューシュがリティアを抱き寄せてキスしてくれたら、気にならなくなった。

				　好き、と声にだして唇を重ねる。そして、リューシュの舌とリティアの舌をゆっくりと絡め合う。

				　幸せですごく気持ちがいい。無理やり快感を与えられていた時とは質がぜんぜん違うその快感に、頭の中が蕩(とろ)けていくみたい。

				「ん……ちゅ……ふ。んぅっ！」

				　目を閉じて舌の感触に夢中になっているリティアの素足をリューシュの手が滑るのがわかった。

				　すごく敏感になってしまっているリティアはそれだけでぞくぞくとした快楽を感じてしまう。

				　そのまま、リューシュの手がリティアのワレメをなぞると……、びりっとした快感が駆け抜けた。

				「もう、マ◯コがぐちゅぐちゅだぞ、リティア。ルシアの姿をみて、こんなに興奮していたんだな」

				「ふぁ……。リューシュに、抱かれてた、から……。んっ！　んんっ！」

				　リューシュの唇が離れて、耳元で囁かれる。さらに、リューシュの指はリティアのワレメをかき分けて入ってくる。

				　身体を駆け巡る快感に声がでそうになったリティアは、リューシュの身体に抱きついた。

				　恥ずかしいし、みんなが起きてしまうかもって考えてしまったから。

				「声を我慢する必要はないぞ、リティア」

				「……んんっ、はず、かしい……。はっ！　そ、こっ！　～～～～～!!」

				　恥ずかしいから声を出したくない、といったのにリューシュの意地悪。

				　リティアの膣内にリューシュの指が入り込んで……すごく敏感なところをマッサージされてしまう。きゅぅっと目を閉じて口を手で塞ぎ、声を我慢する。たぶん、耳まで赤くなっていると思う。

				　そんな、耳をリューシュの舌が這うと、声が漏れそうになる。

				「かわいいぞ、リティア。愛してる。もう、我慢できないから……入れるぞ？　リティアもそう、だろ？」

				「……は、ぁっ……。んぅぅぅ」

				　本当はもうリティアも興奮していて、リューシュを求めて我慢できない。口を手で塞いだまま、こく、と頷いた。

				　リティアの意思を確認したリューシュは、服を消して全裸になった。そして、そそり立つチ◯ポへとリティアの身体を引き寄せていく。リティアも自分から足を開いて、受け入れる準備を整えた。

				　ワレメとチ◯ポが触れ合う。リティアはそのまま腰を下ろして、リューシュを飲み込んでいく。

				「～～～～～～～っ！」

				　ぐじゅっと蜜が満ちる膣内をリューシュのチ◯ポは一気に奥まで貫いてくる。その快感に、一瞬頭が真っ白になった。それでも、声を出すまいと我慢しながらリューシュに抱きついていく。

				「そんな風に我慢されると、何が何でも声をださせたくなるな」

				　リューシュがリティアの耳元で意地悪そうに囁いた。ぞくっとする。

				　虐められてしまう、と思った次の瞬間、リューシュが腰を突き上げてしまう。

				　子宮口が圧迫されて、また頭の中が真っ白になるような快感が突き抜けていく。

				「……っ！　あぁっ!!　ふぁっ！　あぁぁぁっ!!」

				　背中を仰け反らせたリティアは、思わず大きな声を上げてしまっていた。

				　続けざまにリティアの膣内で暴れるチ◯ポの感触が気持ち良くて声が我慢できない。でも、もっとリューシュを奥まで受け入れたくて、自分の両足をリューシュの腰に絡めていく。

				「ああ、遠慮する必要はないんだからな、リティア」

				「やっ、はずか、しぃっ！　ふぁっ!!　ふやぁっ！　あぁっ！　あぁっ！　い、いいっ！　リューシュっ！　いいぃ！」

				　頭を左右に振ってイヤイヤをするけれど、リティア自身、恥ずかしいと思うと興奮してしまっていた。その証拠に自分からも腰を振ってリューシュを求めてしまっている。

				　敏感なリティアの肌はリューシュの体温に触れているだけでもう気持ち良くて、なんども頭が真っ白になる。

				　でも、もっと、もっと欲しい。

				「昨日まで処女だったとは思えないほどの乱れっぷりだな、リティア」

				「い、いわ、ない……ふぁぁぁっ！　いぃ！　お、おくっ！　きもち、いいっ！　あぁぁっ！　だめっ！　りてぃあ、だめに、なるっ！　だめになるっ！」

				　声をガマンしないとフィーニスたちが起きてしまうどころか、教会の人たちに声を聞かれてしまうかもしれない。そうしたら、リューシュが魔族だってバレてしまうかもしれないのに。

				　聖女のはずのリティアが、魔族に抱かれて喜んでいるばかりか、愛してしまったことを知られてしまうかもしれないのに。そんなことを考えるほど、興奮してリューシュのおチ◯ポをきゅぅって、締め求めていた。

				「いいぞ、だめになっていいぞ。リティア。愛してるっ。愛してるっ。でるっ、もう、でるぞっ！　リティアを孕ませる精液、たっぷり子宮に出すぞっ」

				「あぁっ！　も、もうっ！　い、くっ！　りてぃあも、あい、してるっ。だ、してっ。はら、ませてっ。う むからっ、りゅーしゅの、こども、ほし、いっ！ 　 あぁぁっ！ 　 ふやぁあぁぁぁっ !! 　 あああああああ あっ !!」

				　そして、激しく奥を突き上げられると同時に感じる熱い液体の感覚に全身を震わせながら、リティアはイッてしまう。

				　身体の力が入らず、放尿感に抗えない。

				　びくびくっと痙攣を繰り返しながら目を閉じて身を委ねてた。

				「リティア？」

				「あ、ずるい……」

				「はぁ……はぁ……、ぁ……？」

				　聞こえてきた声はフィーニスたちの声。

				　でも、ふわふわとした感触に身を任せたリティアは……心地いい温もりに包まれてそのまま意識を飛ばしてしまう。

				　翌朝、リティアはキューフたちに抜け駆けだと責められてしまったのだった。


                			

	
			
				 幼馴染吸血姫、襲来　

				

				　朝。

				　朝の勤めを終え、朝食を済ませたリティアたちは出発の準備をしていた。

				　キューフ、フィーニス、ベルカナから向けられているのは嫉妬の視線。

				　リティアが満たされたすぐあと、ルシアも気絶してしまい遮音結界は解除されてしまったらしい。そのため、三人は身体を火照らせたまま放置されてしまったようだった。

				「まったく。『教会(ここ)』ではみんな我慢しようね、って言ったのにリティアったら、あんな大きな声で……気づかれていなかったからよかったようなものの」

				「だ、だって……リティアは、我慢しようと、した。で、でも、ルシアが目の前で、始めた、し。リューシュが……」

				　キューフのぷんすか！　という態度にリティアはしどろもどろになりながら言い訳する。

				　朝食の時、ここに常駐している男の人の一人がニヤニヤしながら『昨夜は良い夢見たな』なんて言っていたのでもしかしたら聞こえていたのかもしれない。リティアはその視線におびえてしまい、隣のエルフの男性に『よさないか』と言われていたけれど。

				　やっぱり、リューシュ以外の男の人は、まだ苦手。

				「でも……結局は悦んでいたんでしょ？」

				「リティアは恥ずかしさを感じるほど興奮してしまいますからね」

				「…………」

				　フィーニスとベルカナの言葉に否定できない。

				　実際、聞かれてしまうかもしれないと考えるほど興奮してしまってた。

				　それが、リューシュにされているのなら、なおさらだった。

				「……わたしは、もっとちゃんとご褒美をもらえるとおもっていたのですが……」

				「ルシアはお仕置きされて当然だよ。失敗していた上に抜け駆けなんてするから」

				　しゅんっとして翼も尻尾も元気なくうなだれているルシアに、キューフが笑いかける。

				　こうして見ていると、やっぱり伝承に聞く『裏切りの聖女』とは思えない。

				「そうよ。ルシアが気絶していなかったらアタシたちだって楽しめたのに……」

				「まあ、過ぎたことを言っても仕方がありませんね。それより、このまま次の村に向かっても問題はないのでしょうか？　正直に言えば、私はミカエル様が魔族を受け入れる判断をしたことが信じられません」

				　不満を口にするフィーニスにベルカナが苦笑する。

				　その様子にちょっと申し訳なく思う。

				「まあ、今のところは信じるしかないだろうな。ここはもう神族の腹の中に等しい。その気になれば俺の身柄を抑えることもできるだろうからな」

				「油断は……できない、けど」

				　少なくとも、リティアたちが知る範囲でリューシュを捕縛したり滅ぼそうとする動きはない。

				　リューシュが神族の内側に入り込もうとするなら、素直に次の村に向かうしかないと思う。

				「イザという時はすぐに逃げられるようにするしか手はないな。その時、付いて来るか？　確実に『神殿』を追放されて人族領に居場所はなくなるだろうけどな」

				「わたしはもう、リューシュ様にすべてを捧げているのですから……当然、すべてを捨ててでも一緒に行くつもりですよ？」

				「アタシだって、こんなカラダにした責任は取って貰うわよ……ご主人様なしじゃ、アタシ……もう生きていけないわ」

				「お兄ちゃんと一緒に入られるなら、ボクはそれで良いよ」

				「離れられるわけありません。誓約までさせておいて、その言い方はありませんよ」

				「……リティア、覚悟、決めてる」

				　ここにいる全員、リューシュに付いて行く覚悟は決めているみたい。

				　次の村でリューシュを滅ぼすための万全の体勢を整えている可能性は十分ある。

				　その時……リューシュのために『神殿』の仲間を傷つける覚悟も、リティアにはある。

				　リティアが幸せになっても良いと、初めて教えてくれた人だから。

				「そんなことにならないことを祈りたいな」

				「そうだね。みんな、準備はできた……」

				　荷物をまとめたリティアたちが、馬車に積みこみを始めようとした矢先、カンカンカンっと鋭く鐘が鳴らされる音が響く。

				　これは……。

				「……っ!?　魔族の、襲撃!?　このタイミング、で!?」

				「と、とにかく私たちも迎え撃つための準備をしましょう」

				「まって、リティアたちは避難誘導」

				「そうね。村の人達が『教会』に避難してくるはずよ。誘導するわよ！」

				　通常、迎撃にあたるのはリティアたちよりも実戦経験の豊富なここを守っている男の人たちだ。

				　リューシュ一人にすらいいようにやられてしまったリティアたち。下手すると足手まといになる。

				　それなら、ここの人たちが動きやすいようにするべきだ。

				「そうだな。俺も手伝おう」

				「そ、そうですね。ミカ……まさか、ですよね」

				　リューシュは落ち着いている様子だけれど、ルシアの顔は真っ青だった。

				　この襲撃とルシアが神族長のミカエル様へ連絡を行ったことはなんの関係もない、と言うにはあまりにもタイミングが悪い。リティアも嫌な考えが頭を過るけれど、今は思考から追い出すことにした。

				　全員で教会の外へ出ると、人族の男性が村の人達の避難誘導をしているところだった。

				「……手伝う！」

				「おお、嬢ちゃんたちか！　助かるぜぇ！」

				「天翼のお嬢さん。こちらで鐘鳴らし続けてください。私も迎撃にあたります。どうやら相手は吸血された者(グール)を大量に引き連れた吸血鬼のようですね。まだ距離はありますが……」

				「わかったわ！」

				　教会の鐘を鳴らしていたのはエルフの男性らしい。

				　すぐに飛び上がったフィーニスが、鐘を鳴らす役目を交代する。

				　どうやら魔族が侵攻してきたのは南東の方角から。村の周囲にある早期警戒用の簡易結界に引っかかったらしい。

				『グール』は足が遅いから、避難する時間は十分にあるはずだけれど……。

				「……吸血鬼、この、時間に……？　まさか……」

				「ええ、おそらくは最上級の吸血鬼『真祖』でしょうね。魔族の中でも特に力の強い種族です。私たちは村の外で迎え撃ちます。もしも、私たちが力及ばなかった時には迷わず村を捨てて逃げてください。準備をお願いします」

				「それほどの相手、なんですね。わかりました」

				　鐘を鳴らしていたエルフの男性はリティアへそう告げると、他の仲間の人たちと共に村の外へ走っていった。

				　単に血を吸われて操られている『グール』と違い、吸血鬼は普通、日光下で活動できない。

				　明るい時間帯に活動できるのは『真祖』と呼ばれる一握りの吸血鬼のみ。その実力は魔王にも匹敵するらしい。

				　普通の魔族が相手ならば『教会』に籠城して救援を待つのが常識。でも今回は村を捨てて逃げろと言われている。相当に危険な相手なのだと思う。

				「真祖の吸血鬼……？　まさか、な」

				「……リューシュ、こころあたり、ある？」

				　なにか考える様子を見せるリューシュに、リティアは視線を向けた。

				　おそらくはリューシュと同時期に人族領へ現れた魔族。リューシュが知っている人物なら、なにか弱点とか戦い方とか性格とか、わかるかもしれない。

				「……今回、人族領に来ているはずの魔族で、真祖の知り合いは一人だけだな。俺の住んでいた地域の領主の娘で何かと虐められたよ。もしも、『俺』がここにいると知ったら真っ先に襲撃してきそうなやつでもある。俺のものを壊すのが趣味みたいな奴だったからな」

				「リュー、シュ？」

				　そのリューシュの言葉から伝わってくる怒りの感情。

				　見たことのないリューシュの様子に、思わずびくっと震えてしまう。昔、なにかあったのかもしれない。

				　そんなリティアの様子に気付いてくれたのか、すぐにリューシュは表情を緩めてくれた。

				「安心しろ。もしもアイツなら俺は絶対に負けない。むしろ好都合だ。絶対に守ってやるよ」

				「……頼りに、してる」

				　リティアの白い髪の毛をリューシュの手が撫でてくれる。安心したリティアはルシアと一緒に避難誘導を手伝うことにした。

				　キューフはイザという時すぐ馬車を出せるよう、みんなの荷物を整理しながら積み込んでいる。

				　ベルカナは逃げ遅れた人がいないかの確認。

				　フィーニスは討ち漏らした『グール』の侵入に備えている。

				　教会に避難した人たちは魔族が無事に撃退されるよう祈り、震えていた。

				

				　──だけど。

				　轟音と共に、村を守っている壁が吹き飛ばされた。

				　それと同時に、傷だらけの竜族の男性が教会の前に転がってくる。

				　音に気付いたキューフとベルカナも駆け寄って来てくれた。

				「に、逃げるんだ。ぐっ……」

				「ひど……しゃべらない、で……」

				　リティアは大急ぎで治癒術を施していく。

				　肋骨が折れているし、内臓へのダメージも酷い。

				「まあ、こんな地方にある小さな村程度。実力はこんなもの、ですわね」

				　土埃の向こう側から現れたのは、大きな真紅の鎌を持った黒髪の少女。その真紅の瞳は真昼のネコのように縦に裂けていた。おそらく彼女が吸血鬼。それも……真祖。

				　身長はフィーニスより少し高いくらい。

				　たしかキモノ、と呼ばれる魔族で好まれる袖の長い黒い衣服を身に纏っている。動きやすいようにか丈は短くフトモモまで露出しているけれど。スラリとした身体だった。

				　ただ……胸はリティアより薄い気がする。

				　むしろ……板？

				「……っ！　他の人達はっ!?」

				「ああ、あの男たちのことですわね。生きていますわ。辛うじて、ですけれど。後で血を吸って眷属にするのですから生かしておかないとなりませんもの。ふふ……」

				　魔族の少女はクスクスと妖艶な笑みを浮かべる。

				　そして、彼女の背後から、吸血された者(グール)たちがぞろぞろと村の中に入ってきた。

				　その光景に、リティアは思わず息を飲む。

				　地獄のようだった。

				「いやぁぁぁぁ！」

				「あぁっ！　あぁぁぁっ！」

				　全裸にされた女性たちが、足を大きく広げられ男性器に貫かれた姿で生気を失った男たちの身体に縛り付けられていた。しかも、ぼたぼたと膣穴から濁った液体が溢れ出している。

				　おそらく、リティアと同じ聖女や神官と思われる女性たちを盾や鎧の代わりにしているのだろう。

				　実際に盾にされてつけられたと思われる切り傷があちこちに刻まれていた。

				　リューシュと経験していてなお、湧き上がってくる嫌悪感。

				　きっと、何も知らなかった頃のリティアなら目を背け、嘔吐して動けなかったと思う。

				

				「この光景を見ていると、ご主人様の方が何倍もマシだって思うわね……ひどすぎるわ」

				「あら、肉の盾って結構有効なんですわよ？　なにしろ、まだ正気のまま生きている仲間を切り刻むなんてあなた達には……なかなかできませんわよね？　ふふ。安心しなさい。すぐに仲間に入れてあげるわ」

				　フィーニスの瞳にも怒りが宿っている。でも動けないのはそれだけの実力差があるとわかってしまうから。

				「……相変わらず悪趣味だな。エレイン」

				　ダークエルフ姿のままのリューシュがエレイン、と魔族の少女を呼ぶ。

				　エレイン、と呼ばれた彼女は、とてもうれしそうな笑みを浮かべた。

				「あら、情報通りですわね。姿を変えているようですけれどわかりますわ。リューシュ。わたくしの下僕の癖に生意気に奴隷を飼いはじめたらしいですわね。それに、エレイン、ではなく、エレイン様、でしょう？」

				「……情報？　そんな、ミカ……やっぱりなのですか？」

				　ルシアは顔を真っ青にしたまま力なく頭を横に振っている。

				　魔族討伐を行う神族が村にやってくるのはまだわかる。でも、魔族が襲撃してくるなんて。

				　リティアもショックを受けていたけれど、それ以上にルシアのショックは大きいようだ。

				「残念だが俺はエレインの眷属になった覚えはない。それに今、エレインは俺の敵だろう？　わざわざ敬う気はないな」

				「あら、生意気ね。これは躾をしなおさなければなりませんわね。あの時のように目の前でゆっくり壊してあげますわ。大切なモノを、ね」

				　ねっとりと絡みつくような視線がリティアに向けられた。

				　それだけで身体がすくんでしまう。

				　その直後、ぽんっとリティアの頭にリューシュの手が置かれた。

				「そんなことにはならないさ。ここでお前は俺の奴隷になるんだからな。今までの借りを返してやるよ」

				「くすくす。その子たちを戦わせるつもりなのかしら？　確かにそこの銀髪の堕竜はそこそこいい勝負ができるでしょうけれど、他のは相手になんてなりませんわね。それがわからないリューシュではないでしょう？」

				　この人は……強い。

				　正直、リティアたちでは手も足も出そうにないのだけれど……。

				　それでも、リューシュが支えてくれるなら、立ち向かう勇気が湧いてくる。

				「それはどうかな？　やってみないとわからないぞ？」

				　ニヤリ、と挑発的な笑みを浮かべるリューシュ。

				　強気な態度を崩さないリューシュの姿に頼もしさを感じる。

				「本当に愚かですわね。真祖の血を受け継ぐわたくしに雑種のリューシュが勝てると本気で思っているなんて。ふん。いいですわよ。お望み通りお気に入りのその子たちを壊してあげますわ」

				　エレインの命令を受けたのか、『グール』の男性たちがゆっくりと教会を包囲していく。リティアたちを逃がさないつもりなのだろう。

				　この『グール』たちも元はおそらく『神殿』の関係者。彼らにすら勝てるかわからない。

				　盾にされている女性と目が合う。絶望に染まりきった虚ろな瞳だった。

				　それでも、その女性はリティアに向けて口を開く。

				『逃げて』と。

				　その姿を見たリティアの心に、火が灯る。

				「……絶対、助ける。お願い、皆。手伝って」

				　リティアは、真っ直ぐにエレインの真紅の瞳を見据えた。エレインの顔に浮かんでいた余裕の笑みが何故か消えた。

				「不可能なことを口にするものではありませんわ！　忌々しい！　その娘から襲うのですわ！　何もできないリューシュの目の前で犯される姿を見せつけるのですわよ！」

				「下がってっ！　リティア！」

				　エレインが命令するその声に反応して、『グール』たちが近づいてくる。

				　キューフが『聖布』のリボンでリティアを守るように前に出た。ベルカナは光る矢を構え、フィーニスもその手に炎を宿していく。

				　リティアも神術で援護するべく準備をする。神力を産み出す苦しさに身構えたけれど、全然平気だった。それどころか今までよりずっと楽に神力が制御できる。　

				　きっと、リューシュが守っていてくれるから。そう思うと今までよりずっと力が湧いてくる気がした。これなら、負けない。

				　リティアはそう思ってエレインの瞳を睨みつけた。

				「よく言った、リティア。それでこそ俺が惚れた女だ。だけど、ここは俺に任せてくれ」

				「ほ、惚れっ!?」

				「リューシュ……？」

				　リューシュが無防備な姿で『グール』たちへと向って歩いていく。

				　そのまま、『グール』に襲われてしまうかと思ったけれど、違った。『グール』たちはその動きを止めたのだ。

				「なっ!?　言うことを聞くのですわ！　その白い髪の娘を襲いなさい！」

				　エレインが叫ぶ。でも、『グール』たちはその言葉に従わずにリューシュへと跪(ひざまず)いていく。

				「……っ！　今なら！」

				「うん。助けよう！　フィーニス、縄を焼いて！　ボクが受け止めるから！」

				「わかったわ！」

				「くっ！　この雑魚ども、言うことを聞くのですわ！」

				　何が起こっているかはわからない。でも、盾にされている女性たちを助ける好機だった。

				　フィーニスが身体を縛っている縄を焼き、キューフが操るリボンで女性の身体を引き寄せていく。

				「リティア。此処は危険なのです。教会の中へ避難してください。そこで彼女たちの治療を」

				　ルシアが助け出した女性を受け止めている。たしかにここでは治療は難しい。

				　ただ、リューシュの様子が気になって視線を向けた。

				「……大丈夫？」

				「ああ。問題ない。リティアたちは教会で待っていてくれ」

				「舐められたものですわね！　雑魚どもはもう役立たずのようですけれど……わたくしが黙って逃がすと思っているのかしら？」

				　エレインが真紅の鎌を構えた。その視線が、真っ直ぐにリティアへと向けられたのを感じる。

				「慌てるなよ、お前のダンスの相手はコイツらだ」

				　そのエレインの進路を塞ぐように、リューシュへと跪いていた『グール』たちが立ち上がり、剣を構えて立ち向かっていく。

				　でも、先頭の『グール』たちは一瞬でエレインに両断されてしまう。

				「ふん。この程度……どんなに数がいたところで、準備運動にもなりませんわよ？」

				「ダンスの相手はまだまだいるんだ。まだどうなるかわからないだろ？」

				『グール』たちの数が多いためか、言葉とは裏腹にエレインはなかなかこちらへと近づいてこれないようだ。今なら、確かに避難できそう。

				「リティア、ご主人様が足止めしてくれています。今のうちに！」

				「……うん。リューシュ。信じる、から」

				　リューシュの様子は気になる。でも、今は助け出した女性たちの治療を優先させる必要があった。

				　だから、リティアは後ろ髪を引かれる思いで教会の中へと向う。

				　一瞬見えた『グール』の顔が、穏やかに微笑んでいたように見えたのは気のせいだろうか。

				

				　教会の中へと飛び込んだリティアは、救出した女性たちの治療を開始する。

				　命に別状はないものの、全員、ひどく痛めつけられて衰弱していた。

				　神族の女性も数人いたけれど、全員が『堕天』してしまっている。

				　身体の傷は治せるけれど、きっとみんな心もひどく傷つけられているだろう。

				　その傷を癒せるとしたら……。

				「……静かになったね」

				「そうね。教会が無事……ということは、ご主人様が勝ったのかしら？」

				　しばらくして、ようやく治療が一段落した。

				　確かに戦闘の音は聞こえなくなっている。それなら、リューシュはエレインに勝利を収めたと考えるのが自然。

				　でも……なにか胸騒ぎがする。

				「キューフ、フィーニス。ごめん。後を任せて、いい？」

				「うん。でも危険だと思ったらすぐ引き返してよね。ルシアが教会を守っているはずだけど……」

				「ご主人様が気になるんでしょ、仕方がないわね。ちゃんと看ておくわ」

				　キューフもフィーニスも笑顔を浮かべてくれる。

				　そしてリティアは教会の外へと向ったのだった。


                			

	
			
				 幼馴染吸血姫、破瓜陵辱

				

				　すでに人族領の村を一つ制圧していたわたくしの元に、一通の手紙が届いたのは明け方のこと。

				　それは、下級魔族が生意気にも多数の奴隷を抱えて生き延びている、このままだと試練を無事に終えてしまうのでその前に叩き潰せという内容だった。

				　村を守護していた『神殿』の女性たちを陵辱し、悲鳴を聞くのにも飽きていた。

				　距離もさほど離れていない。これなら全員を転移で運ぶことができる。わたくしが選ばれたのは、きっと一番近い場所にいる上級魔族だからだろう。

				　相手が、不運にも真祖であるわたくしが日中に襲来する姿を見た時にどんな顔をするのか、楽しみにすら感じていた。

				　

				　そして、村に近づいた時、わたくしの中にあったのは喜び。ずっとわたくしが眷属にしたかったリューシュの気配を感じたのですもの。

				　上級魔族は低位の魔族を眷属として従えられるようになって一人前と認識される。それも、相手の方から眷属にしてほしいと言わせられるようにならなければダメだ。

				　だから普通は、力の差を見せつけたり、大切なモノを人質にしたりして従わせる。

				　わたくしが目をつけたのは、昔から最下級の魔族なのに生意気な目をしていたリューシュだ。当時からリューシュはどれほど心と身体を痛めつけられても屈服しようとしなかった。

				　試練を終えていない魔族は絶対に殺してはならないという掟がなければ、とっくに誰かに殺されていたでしょうね。

				　でも、最上級魔族のわたくしがリューシュ如きを屈服させられないなどプライドが許さなかった。

				　だから、わたくしは自分から眷属にしてくれと言い出すようにリューシュの心身を徹底的に痛めつけた。毎日、無理矢理血を啜(すす)るなんて序の口。

				　心を折ろうと、彼が仲良くしていた精霊を捕まえて、目の前で壊したこともある。

				　それでも、彼の心は折れなかった。

				　結局、成人の試練を迎えるまで彼の口から眷属にしてほしいと言わせられなかったのだ。

				　リューシュのような力の弱い魔族が試練を超えられる可能性は万に一つもない。試練を終え、リューシュの死を確認したら別の魔族を眷属に選ぶしかなくなる。

				　最下級の魔族すら眷属にできなかったと、この先の人生笑われる。両親や姉の顔に泥を塗ってしまう。それ以上にもうリューシュに会えなくなる。憂鬱な気分だった。

				　それを挽回する、おそらく最後の機会。

				　だから、今回こそ、リューシュの心を壊そう。

				　リューシュの奴隷となっている娘たちを配下に陵辱させ、壊れていく様子を見せつけてやろう。

				　今度は精霊の娘の時のように簡単に壊さないようにしないと。

				　それにしても、わたくしを睨みつけてくる白い髪の少女を見ているとどうも心がざわざわする。

				　そういえば、リューシュが大切にしていた精霊の娘は銀髪だった。

				　あの白い髪の少女に雰囲気が似ている気もする。今度も守れなければ、より深く心を抉ることができるだろう。とくに念入りに壊さないと。

				　そう、考えていたのに。

				（どうして、こんなことに……）

				「どうした、エレイン？　リティアたちを壊すんじゃなかったのか？」

				「う、うるさいですわよ！　このっ！」

				　わたくしは、すっかり『グール』たちに取り囲まれていた。

				　元々はわたくしが連れて来た配下だったが、突然制御を受け付けなくなってしまったのだ。それでも本来なら、こんな『グール』如きいくら数が揃っていたところで問題にはならない。

				　しかし、今のわたくしは苦戦を強いられていた。

				　血液で生成した鎌を振るうが、『グール』の剣で軽々と受け止められてしまう。普段であれば剣もろとも両断できるというのに。『グール』が笑みを浮かべた気がした。

				　バカにされている。そう感じて頭に血が上る。

				「くぅっ！　雑魚如き調子に……！　きゃぁっ！」

				　背後に気配を感じ、とっさに避けようとしたけれど反応が間に合わずに背中を斬られてしまう。

				　この程度の怪我、すぐに再生できる。しかし、身体が思うように動かない。

				　反撃に鎌を振るうが、今度も受け止められそして別のグールに斬りつけられてしまう。

				「はぁっ！　はぁっ！　っくぅ……！　ぁっ！　ぐっ！　リュー、シュっわたくしに、なにかしています、わねっ！」

				「答える必要はないな。だが、いいのか？　そいつらはまだ物足りないみたいだぞ」

				　わたくしを嬲(なぶ)るように、散発的に斬りかかってくる『グール』たち。

				　だが、自由の利かない身体では避けきれない。手や足、背中に傷が増えていく。

				　この不調の原因として考えられるのは、リューシュしかいない。だが、原因がわからない。

				　身体能力を高めようと、どれほど身体に魔力を巡らせても手応えが感じられないのだ。

				　こんなこと、初めてだった。

				「くぁっ！　あっ！」

				　とうとう、わたくしは『グール』たちに倒されてしまう。

				　地面に転がった武器へと手を伸ばしたけれど、遠くに蹴り飛ばされてしまった。

				　さらに、無数のグールたちに完全に押さえ込まれてしまう。

				「な、なんで？　どうして……？」

				「そろそろ、種明かしをしてやるか。エレイン。お前の身体は俺が支配した。もう抵抗できないぞ」

				「なっ……ど、どうやって……？」

				　ゆっくりとわたくしに近づいてくるリューシュ。

				　でも、文字通り指一本、わたくしの意思では動かせない。

				　辛うじて首から上が動く程度だった。

				「……なるほど。リューシュ様は自分の分身を彼女の中に潜り込ませていたのですか。そこから彼女の瘴気を掌握して、『グール』たちと彼女の身体を支配下に置いたのですね」

				「ふ、不可能ですわ。リューシュの気配にはずっと、気を配っていたのにっ！」

				　リューシュの隣には銀髪の堕竜が寄り添うように立ち、わたくしを見下ろしていた。

				　魔王様に似ているが……おそらくは愛玩用に似せて生み出された奴隷だろう。

				　リューシュの気配にはずっと意識を向けていた。でも、わたくしに近づいてくる気配はなかったはずだ。触れられてすらいないのにどうやって。

				「エレイン、俺はお前に何度吸血されたと思う？　俺はずっと待っていたんだよ。最高に屈辱を与えられるこの瞬間を、な」

				　リューシュはニヤニヤと笑みを浮かべている。

				　わたくしは屈辱に震えていた。それが何を意味するのか理解していたのだから。

				「まさか……わたくしが取り込んだ血を掌握しきれなかったんですの!?」

				「ああ。吸血鬼の真祖様ともあろうものが、自ら取り込んだ血液で逆に自分を支配される、なんて最高の屈辱だろう？　しかも、俺に、だ。だが……本当の屈辱はこれからだよ。エレイン」

				　吸血鬼にとって取り込んだ血を支配するのは基本中の基本。逆に支配されるなどあってはならない。特にリューシュが反抗的なのは知っていたのだから。

				　悔しさに魔力を練り上げ、どうにか身体の支配を取り戻そうとする。だが、魔力の制御すらリューシュに奪われてしまう。魔術的な反撃手段すら失われてしまった。

				　おそらく、リューシュの狙いは私を陵辱して眷属にすることだろう。身体を支配されてしまった今、どれだけわたくしが耐えられるかわからなかった。

				「ま……まさか？　わ、わたくしに手を出すことがどういう意味を持つのかわかりますわよね？　リューシュ、あなた、魔族領に居場所などなくなりますわよ！」

				「そんなわけあるか。魔族領にいた時ならわからなかったけどな。魔貴族であろうと負ければ、ただの実力不足と判断されるだけだ。力が全てなんだからな」

				　確かに魔族領内であれば、両親たちが事実をもみ消そうとしていただろう。でも、今頼れるのは自分だけ。リューシュはずっとこの瞬間を待ち続けていたというのだろうか。

				　自分が生き残れるかも、わたくしと会えるかもわからないというのに。

				　狂気のような執念をリューシュに感じて、カタカタと震えてしまう。

				「どうした？　俺なんかにそんな怯えた顔をして良いのか？　今の顔をお前の知り合いに見せてやりたいな」

				　挑発するようなリューシュの言葉を聞いてカチンときたわたくしは、少し冷静になる。

				　わたくしは真祖とはいえ吸血鬼。陽光の下では力が衰えている。だから、多少の辱めを受けたとしても、夜まで待てば力の制御を取り戻せる可能性が残っていた。

				　ふーっと大きく息を吐く。

				「……そうでしたわ。わたくしを殺す気がない相手など、怖がる必要なんてありませんでしたわね。わたくしが辱められた程度で心が折れるとは思わないことですわ」

				　小刻みに身体を震わせながら、口元に笑みを浮かべて挑発した。本当は純血を奪われる恐怖に怯えていたが、これで激高してくれれば夜まで時間を稼げると思ったのだ。

				「……そうか。ルシア、これから俺がすることをリティアたちに気付かれたくない。頼めるか？」

				「大丈夫なのです。リティアたちは教会の中にいますし、念のため声が届かないように結界は張ってあります。村の人たちにも気付かれることはないでしょう」

				「助かる。それじゃお前たち、好きにしていいぞ」

				「……えっ!?　いたっ、や、やめっ！」

				　けれど、予想に反して、リューシュからすぅっと表情が消えた。

				　次の瞬間、髪の毛を掴まれてわたくしは身体を引き起こされ、でっぷりとした『グール』に背後から抱きしめられてしまう。さらに、わたくしを取り囲む『グール』たちの手で両足を左右に大きく開かされてしまった。

				　両手も『グール』たちに掴まれ、抵抗できない。

				「そいつらはエレインにそうとうな恨みがあるらしくてな。この場で無茶苦茶にしてやりたいらしいぞ。まあ、当然だろうな。恋人が目の前で陵辱する姿を見せつけられたり、好きな女を自分の手で傷つけたりさせられていたんだからな」

				「い、いやぁっ！　や、やめ、やめるのですわっ！　ひぃっ！」

				『グール』たちの無骨な指が、わたくしの身体を這い回っていく。足をしっかりと掴まれ、足裏を舐められる。さらに乱暴な手つきで着物を半ば脱がされてしまう。

				　そのおぞましさに悲鳴を上げてしまうけれど、『グール』たちの動きは止まらないどころか、より嬉しそうにわたくしを嬲(なぶ)っていく。

				「エレイン、知ってるぞ。お前の母親も姉も妹も、おっぱいでかいのにお前だけ胸が小さいことを気にしているってな。しかも、幼女のように毛も生えてない。おまけに胸が小さいのに陥没乳首とはな」

				「ど、どうして、そのことっ！　ひぅっ！　ぁぁっ！　乳首っ！　んひぃっ！　抓(つね)らな……あひぃっ！」

				　わたくしは『グール』たちに普段は薄い胸板に埋まっている乳首を容赦なく捻じりあげられてしまう。強烈な痛みが走る。でも、しびれるような感覚も入り混じってしまっている。

				「垢が溜まっているんじゃないか？　こんなみっともない裸をしているなんてしったら、お前をちやほやしていた連中はどう反応するかな？」

				「くぅっ！　こ、これ以上、わたくしを辱めるなら……こ、殺してやりますわっ！　い、やぁっ！　な、なめっ……ひぃっ！　そ、そんな、ところ触っては……そんなところ、さわったら、殺して……ひぃぃぃっ！　ひ、ぎっ！　いぎっ！」

				　リューシュ如きの弱小魔族に侮られている。その事実に反抗心が湧き上がる。

				　べろぉっ、っとうなじを舐められて鳥肌がたちそう。でも、それだけじゃ終わらない。

				　わたくしのお尻の穴と前の穴にも無骨な指が這い回っていく。そして、まだ十分に濡れてもいないのに指を入れられてしまう。いくつもの指がわたくしの中を蠢く感覚に、ぶんぶんっと首を左右に振っていく。

				　目に涙が浮かび、泣き叫んでしまう。

				　それでも、わたくしの性器を広げるように蠢く指は止まらない。

				「いや、ぁっ！　さ、さけっ！　裂けてしまいま、ぁ、ぎぃっ！　や、やめっ！　ひぃぃぃっ！」

				「何を言ってる？　そう言って懇願した連中を許したことが一度でもあったか？　なあ、エレイン」

				　汚らしい唾液が尻穴に落とされ、ぐぽぐぽと音が立てれてしまう。秘裂からも身体を守る反応としてか、ぐちゅぐちゅっと水音が響いてしまう。

				　乳首も、無遠慮に摘み上げられ、こね回されていくうちに硬くなってしまっていた。こんな連中に身体を弄ばれてしまうなんてガマンならないのに、わたくしの身体は受け入れる準備を整え始めてしまっていた。

				「い、いやぁぁ！　やぁっ！　あぁっ！　あっ！　こんな、の、いやです、わぁっ！　ひぎっ！　いぎぃぃぃぃっ！」

				　どうにか身体を捩(よじ)って少しでも抵抗を試みるわたくしの頭に、強烈な痛みが走った。わたくしの陰核が、引きちぎられるかと思うくらい無遠慮に捻られ、引っ張れてしまったようだった。反射的に暴れようとするけれど、『グール』たちの膂力(りょりょく)の前にはびくともしない。

				　しかも、痛みと不快感の中に、ぞくりとしたものが混じり始めていた。さらに、ぐいっと捻られてしまったわたくしは、腰を跳ね上げると失禁してしまう。

				「あっ、あぎっ……あ……あぁ……いぎぃぃっ！　あ、あぁ……」

				　表情を変えず言葉も発しない『グール』たちが、わたくしの惨めな姿を見て嘲笑っている気がした。悔しくて、惨めで涙が溢れてくる。

				　でも、この程度で屈服するなんて許されない。反撃の機会は必ず訪れるのだと自らに言い聞かせ、心を奮い立たせていく。

				「こ、殺して……やります、わ。か、必ず……わ、わたくしを生かしておくべきではなかった、と後悔させて……」

				「そうか。お前ら、エレインは死にたいらしい。それなら、できる限り苦しんで死んでもらわないとな？」

				「えっ……」

				　リューシュの視線の先にあったのは大人の男がすっぽりと入りそうな大きな水瓶。なんの用途に使うのか雨水を溜めているらしいその水は、不潔で苔が生えボウフラが湧いている。

				『グール』たちもリューシュの意図を察したのか、にやりと笑みを浮かべた。そして、性器から指を引き抜くと、力の入らないわたくしを無理矢理立たせてしまう。

				「あっ……やっ、やめっ……」

				「楽に死ねると思うなよ、エレイン。溺死ってのは苦しいらしいぞ？　ついでに『グール』にされた人間に処女も散らしてもらおうか。魔族としては最も不名誉な殺し方をしてやるからな」

				「い、いや……そんなの、そんなの……い、いたっ！　や、やめっ！　やめて欲しいですわ！　そんなの、いやですわ！　せ、せめて、リューシュにっ、リューシュにっ！　あ、いやぁ！」

				　わたくしはかたかたと震えながら身体を捩(ねじ)って抵抗を試みる。しかし、水瓶の前にまで、引きずられてしまった。

				　そして、両手を掴まれ頭をしっかりと押さえられてしまう。

				　じりじりと力を込められ、水が近づいてくる。足をじたばたと暴れさせて必死で抵抗した。

				「こ、殺さないで！　わ、わたくしまだ、死にたく……い、いやぁっ！　た、助けてっ！　助けてほしいのですわ！」

				「いいや？　苦しみ抜いて死んでもらうぞ、エレイン。お前の心が耐えられなくなるまで……」

				「リューシュ！」

				　教会から、白い髪の少女が慌てて走って来たのはその時だった。

				　白い髪の少女は、そのままぎゅっとリューシュの身体を抱きしめていく。

				「リティア……？　治療はもう良いのか？」

				「キューフとフィーニスが……見て、くれてる。でも、今、リューシュらしく、なかった。ちょっと、怖い」

				「……リューシュ様があまりにもらしくなかったので……リティアの出入りを許したのです。すみません」

				　そして、堕竜の少女も頭を下げた。リューシュはふぅ、と息を吐く。

				「俺らしくない……か。そうかもな。でも……こいつだけは。エレインだけは許せないんだよ。ルシア、リティア、覚悟があるなら教えてやるよ。手を握ってくれ」

				　そんなやり取りが行われている光景が目に入ります。

				　そして、堕竜の少女と白い髪の少女がリューシュの手を握っていく。

				「こ、これは……ひどい、ですね」

				「おなかの、なか……？　ねず……くいやぶ……うぷっ」

				　数瞬の後、白い髪の娘が口元を抑え、嘔吐したようだ。

				　堕竜の少女もまた、青い顔で不快そうにしていた。

				「……まだ、遠慮するべきか？」

				「……わかりました。でも、リューシュ様が壊れそうなときには止めますから」

				　堕竜の少女がわたくしに向ける視線は、なにか汚物を見るものへと変わった。魔王様を思わせる金色の瞳に睨まれると心の底から恐怖が湧き上がってくる。

				「けほっ……おぇっ……ご、め……で、でも……やっぱり、だめ」

				　一方で、白い髪の少女はぐいっと手の甲で口を拭うと、リューシュの服を掴んだ。そして、顔を上げる。その銀色の瞳は、わたくしの姿に怯えていたとは思えないほど強い意志を秘めていた。

				「リティア……？」

				「リューシュが、リューシュじゃ、なくな、っちゃ。エレインと、いっしょに、なっちゃ……ダメ。エレイン許さなくて、いい。でもこれは……拷問はだめ。調教、ならリティアも手伝う……から」

				　じぃっと銀色の瞳でリューシュを見つめる白い髪の少女。リューシュも白い髪の少女の瞳をじっと見つめ返している。わたくしは『グール』に押さえつけられてその光景を見守るだけ。

				「……憎しみに任せた拷問は俺には似合わない、か？」

				「うん……これはリティアの、ワガママ。すごく……意地悪で、エッチで、変態。だけど、優しいリューシュで……リティアが愛したリューシュのままで……いて、ほしいって」

				　苦い虫を噛み潰したような表情がリューシュの顔に浮かんだ。

				　そして、ふっと力が抜けていく。

				「……どうやら、リューシュ様の負けのようなのですね」

				「リティアにこんなことを言われたらな」

				「リューシュだけ、じゃない。この人達も……このまま憎しみにのまれたら……ダメな気が、して」

				　リューシュの表情が和らいだ。その姿を見たリティアという名前らしい白い髪の少女からも力が抜けた。そしてゆっくりと周囲を見渡していく。そこには、生き残った『グール』たちがいる。

				　おそらくわたくしは、あからさまな安堵の表情を浮かべていたのだろう。

				　その姿に気付いたリティアは、氷のように冷え切った銀色の瞳をわたくしへと向けた。なんの脅威も感じていなかったはずの彼女の視線に、わたくしはびくっと怯えてしまっていた。

				「調子に、乗らない。リティアは、エレインを許したわけじゃ、ない。このまま、滅ぼしてしまいたい、くらい」

				「あ、く……ぅっ！」

				　リティアの白く細い指がわたくしの首へとかけられる。今のわたくしには華奢なリティアの華奢な手すら振りほどけない。ゆっくりと手に力が込められていく。

				「でも、このままエレインを滅ぼしたら……リューシュたちの心は、晴れない。だから生かして、あげる。それだけ。覚えてて」

				「あっ……けほっ、けほっ！」

				　リティアの手から伝わってくる強大な神力に、思わずこくこくと頷いてしまう。リティアには今のわたくしを塵も残さず滅ぼす力があるとわかってしまった。並の神族よりよほど恐ろしい。

				　怯えるわたくしの姿を見たリティアは、多少は溜飲が下がったのか手を離してくれた。

				「リューシュ、後はリューシュらしいやり方で、エレインを躾けて」

				「そうだな……エレイン。リティアに免じて一度だけチャンスをやろう」

				「……な、なんですの？」

				　ダークエルフ姿のリューシュがわたくしの背後に立った。そしてそのまま抱き寄せられてしまう。耳元に響く柔らかなリューシュの声がかえって恐ろしい。無力化された上で『グール』たちに嬲(なぶ)られ、人間の聖女に死の恐怖を突きつけられてしまったわたくしの心はすっかり折れていた。

				「簡単なことだよ。エレイン。俺に隷属したいと懇願してくれ。そうしたら俺の奴隷としてかわいがってやる」

				「そ、そんなこと……い、言えると……思いますの？」

				　最下級の魔族であるリューシュの眷属にして欲しいと懇願するなんて、耐え難い屈辱だ。すっかり折れてしまった心でもなかなか受け入れがたい。つい、反発してしまう。

				　リューシュに抱き寄せられて、鼓動が高まってしまっている、というのに。

				「言えなければ、死んでもらうだけだ。このまま『グール』に血を吸い付くされた上で、種付けされながら、な。安心しろ。極上の快楽の中で殺してやる」

				「そ、それって……」

				「ああ、吸血鬼ってのは、すべての血の力を奪われた状態で精液や血を注ぎ込まれてしまうと、そいつの眷属となってしまうんだろう？」

				「ど、どうしてそのことをリューシュが知っていますの!?　一族の者しか知らないはずですわ！」

				　魔族を眷属にする方法は様々。

				　多くの場合は相手の魔力と瘴気を吸い尽くしてから、自分の瘴気で相手を満たしてやれば眷属化できる。だが、わたくしたち吸血鬼のように特殊な手段を用いなければならない場合もある。

				　その方法を聞き出すことも眷属化させるのに必要な手段なのだけれど……。

				「調べたんだよ。言っただろう？　ずっとこの機会を待っていた、ってな」

				「や……やめて。お願いですわ。それだけは。それだけは……」

				　動く屍に等しい『グール』の眷属になってしまった上で殺されてしまうなんて、魔族にとって最も恥ずべき死に方だ。わたくしの存在は『無かったもの』として扱われてしまう可能性すらあった。

				　わたくしの姉妹や両親がリューシュへの報復を考えることすら、恥とされてしまうかもしれない。

				「さあ、どうする？　沈黙するなら、『死にたい』と解釈させてもらうぞ」

				「……っ！」

				　リューシュへ懇願しなければ、待っているのはそれ以上の屈辱の果てにある死。迷うべきではないと頭ではわかっている。でも、わたくしが今まで積み上げてきた最上級魔族としての誇りが、リューシュへの屈服を許してくれなかった。

				「ちなみに、時間をかけるつもりはないからな。早く答えないとその『グール』がお前の首筋を食い破ってしまうぞ？」

				「ひっ！　や、やっ！」

				　リューシュは、わたくしに迷う時間すら与えるつもりはないようだった。あきらかにどんくさそうなでっぷりとした『グール』がわたくしの正面から近づいてくる。

				　そして、にやりと笑みを浮かべた『グール』は口を開くとわたくしの首へ牙を近づけてきた。

				「ひぃっ！　い、いやっ！　いやっ！　や、やめて……お、お願いですわ！　や、止めてっ！」

				「さあ、どうするんだエレイン？　時間はないぞ」

				　わたくしの肌に犬歯が触れた。そして、ゆっくりと皮膚に食い込んできてしまう。このままだと本当に『グール』の奴隷にされてしまうと思った。

				「わ、わたくしを……リュ、リューシュの眷属にして、ほ、ほしいです……わ」

				　生きてさえいれば、まだ希望が残っている。魔族は別の魔族を殺害したり眷属にした場合、所有していた眷属や隷属させた神族を奪えるからだ。

				　わたくしのような真祖の血を一族に取り入れようとする魔族は多い。だから、一時的にリューシュの眷属に堕ちても、わたくしの精神が完全に堕ちなければ救出される見込みはあったのだ。

				　でも、『グール』の動きは止まらない。圧力に耐えきれずに皮膚がぶちぶちっと裂け、尖った牙が肉に食い込んでくる。

				「な、なんで……？　い、いやぁぁ！　あぁっ！　あぁぁ！　リューシュの、眷属にっ！　リューシュの眷属になりたいのですわっ！　お願いですわっ！　眷属にしてくださいっ！　あっ……ふぁっ……！」

				「残念だが、時間切れだな。このまま『グール』の眷属になって、死んでくれ」

				「クスクス、せっかくリューシュ様が猶予を与えてくれたのに……バカなのですね」

				　溢れ出す血を吸い取られていく。それは強烈な快感となってわたくしの脳を焼き焦がしてしまう。

				　吸血行為。

				　全身の血液を、力を、存在を奪われるおぞましさが心地いい。

				　リューシュが見ているのに、『グール』に吸血されて快感を感じてしまっているなんて。そう考えてしまうのに、身体が熱くて、びくびくっと震えてしまう。

				　こ、このままだと……。

				「あぁっ！　いやぁっ！　いやぁっ！　リューシュ、リューシュ、さまぁっ！　わたくしを、眷属に、わたくしを、眷属にしてくださいませっ！　お願いっ！　お願いですわっ！　こ、心を入れ替えて、お仕え致しますからぁっ！　ふぁっ！　あぁっ！　やぁっ！　あぁぁぁっ！」

				「そんなに気持ち良さそうな声を出していたら説得力はないぞ？　だが、本気で俺の眷属になりたいなら……自分から足を開け。処女を奪って欲しいと懇願しろ。後はないとわかっているよな」

				　リューシュの言葉に、わたくしは必死で頷いた。そして、自分から足を開いて背後に立つリューシュへと腰を擦りつけてしまう。

				「リュ、リューシ……ュ様に、わたくしの処女を……う、奪って欲しい……ですわ。お、お願い……お願いですわ……ひぃっ！　い、いやぁっ！　な、なんで、なんでですの？　わ、わたくしはちゃんと……」

				　それなのに、わたくしの秘裂に肉棒を添えたのは、正面にいる『グール』だった。

				「これが、エレインがいつもやっていることだ。あえて選択させておきながら、より絶望するように仕向けていく……な。自業自得だろう？」

				「ああ、いやぁっ！　いやぁっ！　た、助けて……リューシュ様、お願いですわっ！　リューシュ様に、処女を捧げますから、眷属になりますから、た、助けっ……あああぁぁぁぁっ！」

				　懇願虚しく、ぶちぶちぶちっという肉を引き裂かれる感触とともにわたくしは純血を奪われてしまう。がくがくと震える足につぅ……っと純血を奪われた証が流れ落ちる。

				　わたくしは、目を見開いて涙を流しながら……痛みと同時に感じる強烈な快感に身体を震わせてしまっていた。

				　ただ……。

				「ここまで、だな。少しは身に沁みたか？　エレインがどれほど残酷だったのか、な」

				「あっ、かっ……。あぁぁぁぁぁっ！　ふぁぁぁぁぁっ!?」

				　わたくしを貫いていたのは、幼気(いたいけ)な容貌に似合わない巨大な肉棒を持つダークエルフ姿のリューシュだった。わたくしの首へと牙を突き入れ吸血をしていたのも。

				　リューシュは吸血鬼ではないので、本来なら吸血用の牙はないはずだ。おそらく身体を変化させているのだと思われる。

				　安堵したわたくしは力が抜けて倒れそうになってしまう。そんな身体を支えるように、触手が絡みつき締め上げていく。

				「驚きましたか？　リューシュ様はずっと貴女に幻覚を見せていたのですよ。最初から牙を突き立てたのも、純潔を奪ったのも全部リューシュ様です。感謝するのですね。もっともエレインの反省はまだまだ足りないようなのですけれど」

				「あ……はぁ……よ、よか……ふぁっ！　あっ！　ふぐっ！　んぁっ！　ひぁぁぁぁっ！　ぐ、ぐるし……あぁぁぁっ！」

				　銀髪の堕竜がクスクスと残酷に笑うけれど、わたくしには答える余裕なんてない。

				　初めて異物を受け入れたばかりの膣はすでに限界を超えてこじ開けられているのに、リューシュの肉棒はさらに肥大化して動き始めたからだ。わたくしの身体を考慮していないような、獣のような乱暴な動きで犯されてしまう。

				「いい声で鳴くじゃないか、エレイン。もっと聞かせてくれ、よっ！」

				「あっ！　あぁぁっ！　ぎっ！　ひぎっ！　く、くるしっ！　あぎっ！　も、もっとやさし……ひぎぃっ！　あぁぁぁっ！　はっ、ぎぃぃっ！」

				　少しでも拒絶しようと締めあげる媚肉をぶちぶちっと引き裂きながら、リューシュの肉棒はさらに奥に侵入してくる。肺から空気が押し出され呼吸が苦しい。

				　痛くて苦しいはずなのにわたくしの脳内を駆け巡っているのは、強烈な快感。

				　さきほど『グール』たちに弄ばれていた時とはくらべものにならなかった。

				　より深くまで侵入されるほど、媚肉はリューシュの肉棒を悦ばせようと絡みついていく。さらにリューシュが腰を引けば、大きく開いた肉棒の傘とせり出した瘤(こぶ)にその媚肉を引きずり出されてしまう。

				　しかし、わたくしには吸血鬼特有の高い再生能力があった。多少膣肉を引き裂かれても順応してしまうのだろう。頭がチカチカするほどの快感に襲われていた。

				　強姦にも近い性交なのに、わたくしの身体は悦んでしまっている。

				「やめ……て、リューシュ、やめて、くださ……んぎぃっ！　ひぎっ！　んぎっ！　あっ！　んぎぃっ！　こんな、の、い、いや……で……あひぃっ！」

				　痛みが消えているわけではない。むしろ痛いのが気持ちいいのだ。それも痛みが強いほど、強烈な快感となって頭の中を焦がしていく。

				　それが恐ろしくて、痛みで悦んでしまっている事実を否定したくて、頭を左右に振って嫌がる弱気な姿を見せてしまう。

				「やめるわけないだろ？　それに、そんなに気持ちよさそうな顔をして説得力はないぞ？　悦んでいるんだろ？　エレイン。俺のチ◯ポに純血を奪われてレイプされている今の状況が嬉しいんだろうがっ！」

				「わ、わたくし……こんな……嬉しいわけ……ひぁっ！　あがっ！　ひぐっ！　んぐっ！　ひぃんっ！　あぁっ！」

				　そんなわたくしの弱気な姿を見たリューシュはさらに激しく突き入れてくる。

				　肺から空気を押し出されてしまうほどの強烈な突き上げに、少しでも空気を取り込もうと舌を伸ばして息を吸う。耳元に響くぐじゅぐじゅという水音が、身体は屈服して快感を得てしまっていると伝えてくる。でも、わたくしは認めたくない。

				「ああ、そのままだとエレインがどんな顔でレイプされているのか見えないな。安心しろ。お前がどれほど淫乱な顔で悦んでいるのか見せてやるよ」

				「ひっ。い、いやですわ。そんなの、みたく……ぁっ……」

				　わたくしの目の前に大きな姿見が現れる。

				　そこへ映されているのは、頬を上気させ瞳を潤ませて、だらしなく口元を緩めて舌を伸ばしている雌の顔。首筋にはリューシュが突き立てた牙の痕がくっきりと残されている。

				　そして、背後には嗜虐(しぎゃく)的な笑みを浮かべて立つリューシュの姿。

				　わたくしの子宮が、きゅんっと震えてしまった。脳天にまでぞくぞくした快感が駆け抜けていく。

				「どうだ。娼婦でもこれだけ淫らな表情ができる奴は滅多にいないんじゃないか？　肌が白いから黒い着物がよく似合うな」

				「こ、こんなの……ほ、褒められても嬉しくなんて……あっ！　や、やめなさいっ！　いやぁっ！」

				　心臓は壊れてしまったかのようにドキドキと早鐘を打っている。

				　鏡に映るわたくしの頬の赤みがましたように見えた次の瞬間、『グール』たちの手で半ば脱がされていた着物を完全に開けられてしまう。

				　姿見に映し出されるわたくしの白い肌と薄い胸板……そして、そこに埋没する乳首。陰毛ひとつ生えていない下腹部には、規格外の大きさをしているリューシュの肉棒がくっきりと浮き上がり出入りしているのがわかってしまう。

				　かなり深く入り込んでいるはずなのに、これでもまだリューシュの肉棒すべてが収まっていない事実にぶるっと震えてしまった。

				「イヤだ、イヤだと言っている割には、乳首が勃起してるな。おマ◯コもトロトロだ。自分でもわかっているんだろう？　俺のチ◯ポを悦んで飲み込んでいるのが……」

				「いやぁっ！　いわなっ……おかしいっ、おかしいんですわっ！　こんな……こんなっ！　あぁぁっ！　ひぐっ！　あぐっ！　やめぇっ！」

				　リューシュが乳首をつまみ上げながら腰を動かしていく。

				　侵入を拒んでいたはずの媚肉はいつの間にかすっかりリューシュの肉棒に馴染まされて、子宮口までの道を開いてしまっていた。リューシュの肉棒の先で子宮口をキスされるたびに、目の前に火花が散るような快感が走る。

				　それに、乳首を虐められる快感も加わり、背中を仰け反らせてひくひくっと震えてしまう。

				　さらに、快楽に蕩けた表情で陵辱を受け入れているわたくしが、目の前の姿見に映しだされていた。半ば白目を剥いてしまっているほど快楽に溺れているのだと見せつけられてしまう。

				「おいおいどうした？　エレイン。俺が虐めれば虐めるほど悦んでいるじゃないか。いつも高圧的な態度をしていたのはいつか組み伏せられて強引に犯されたいからだったんだろ？」

				「ちがうっ！　ちがいますわぁっ！　あぁっ！　あぁぁぁっ！　わたくしは、りゅーしゅに、くみふせ、られてぇ……いじめられてぇっ……よろこぶ、なんてぇ……あひぃぃっ！　おくっ！　はげしっ！　おぉぉぉっ！」

				　わたくしの身体は、吸血されて敏感になっているとしてもあまりにも異常。痛みすら気持ちいいのだから。

				　その快楽の源泉となっているのが、リューシュに組み伏せられ陵辱されているのだから、なんて認めたくない。こんな状況を望んでいたなんて……ぶんぶんと頭を激しく左右に振って否定する。

				　でも、現実にわたくしは快楽を感じていた。リューシュに身体を支配されて、犯されて悦んでしまっている。

				　……あ。

				　……リューシュが、わたくしの身体を……？

				「ふぁっ！　ぁぁっ！　りゅー、しゅっ！　あなたっ！　まさ、かっ！　わたくしのからだをっ……！　ひぁっ！　あぁぁぁ！　んひぃぃっ！」

				「ああ、そうだよ。ようやく気がついたか。エレイン。お前の身体のすべてを支配しているのは俺だ。だから、こんな風に、ドＭ体質にもしてやれるんだ、よっ！」

				「あひっ！　あひぃぃぃぃっ!!」

				　リューシュがわたくしの感覚を操作しているとあっさり認めた直後、さらなる快感が身体を襲ってきた。

				　身に着けている着物と肌がこすれ合う感覚すら気持ち良く感じる。

				　空気が流れるだけで肌が刺激されてしまう。

				　足が地に触れているだけで気持ちいい。

				　そんな状態で触れられるリューシュの手はさらに凶悪な快感を頭の中に伝えてくる。

				　さらに……。

				「そろそろ、子宮口もこじ開けてやるよ、エレイン。子宮にたっぷり精液を流し込んでやる」

				「はっ！　あぁぁっ！　や……やめっ……い、いま、そんなこと、されたら、わたくし……お、おかしく……あぁっ！　おかしく……な……あぁぁぁっ」

				「ああ、そうだ。おかしくしてやるぞ。そのまま、俺の眷属にしてやる。これを味わったら、もうほかの奴とのセックスじゃ本気で感じられなくなるだろうな」

				　こんな状態で、眷属にされたら。眷属にされる快感を味わってしまったら本当にどうにかなってしまいそうだった。

				　腰をしっかりと掴まれることすら気持ちが良くて、びくんっと身体を震わせてしまう。

				　それなのに……リューシュのチ◯ポは子宮口を抉(こ)じ開け、さらに奥へと侵入を始めてしまう。

				「や、やぁ、あぁぁっ！　やらぁっ！　はげ、ひぃっ！　やらっ！　やらぁっ！」

				　リューシュが少しずつチ○ポを奥へと突き入れてくる度に、頭の中で閃光がはじけ飛ぶ。背中を仰け反らせながら、身体が痙攣して放尿感と共にしぶきを撒き散らしてしまう。

				　空に投げ出されてしまったような解放感に頭を白く染め上げられてしまっても、その余韻に浸る暇もなく次々に快楽信号が送り込まれてくる。

				　びくっ、びくっと背中の仰け反りが止まらない。

				「良い締め付けだっ、エレインの身体は主が誰かしっかり理解できてるみたいだなっ！」

				「あぐぅぅぅっ！　あぁぁぁぁっ！　つよしゅぎりゅぅっ！　とめりぇぇっ！　おかしくにゃりゅっ！　ばがににゃりゅぅっ！　あぁぁぁぁぁっ！」

				　膣も痙攣しながらぎゅぅっとリューシュのチ◯ポを締め上げる。

				　それなのにリューシュは、その締め上げも意に介さずにチ◯ポを引き抜いては子宮口に突き入れて来た。

				　敏感になりすぎた媚肉への刺激は苦痛になるはずなのに、今のわたくしはその苦痛すら快楽へと変換してしまう。より大きな波となって押し寄せてくる悦楽に涙やよだれといった体液を流しっぱなしになってしまっていた。

				「バカになれよ、エレイン。イキっぱなしになっているんじゃないか？　ちゃんとイッてるならご主人様に報告しないとなっ！　ほら、言えよ、エレイン。　ご主人様のチ◯ポでアクメしてます、イッてますってなっ！」

				「ひぃっ！　あひぃっ！　りゃめて、りゃめて、にゃめてぇっ！　りゅ、りゅーひゅ、りゅーしゅ、ひゃまぁっ！　あ、あくめ、してまひゅかりゃぁっ！　イッて、まひゅかりゃぁっ！　むり、りゃのぉっ！　わらくひ、みょぉっ、むりりゃにょぉっ！」

				　あるいは、脆弱な人間であれば気を失うこともできたのかもしれない。

				　だが、真祖としての強靭な肉体と精神は、この責め苦に耐えられてしまう。

				　リューシュという下級魔族に涙を流しながら許しを請いされるがまま。この耐え難い屈辱すら今のわたくしには快感だった。

				「リューシュ様、じゃない。ご主人様、だ！　エレイン！」

				「あぁっ！　ひぁぁぁ！　あぁぁぁっ！　やっ！　ひびっ！　あぁぁぁっ！　りゅ、ひゅっひぁぁぁ！」

				　鋭い音と共に尻肉に伝わってくる痛み。お尻をリューシュの平手で打たれてしまったらしい。

				　子宮に響くようなその刺激に悲鳴を上げてしまう。

				　でも、わたくしの中に残されている誇りの欠片が、リューシュをご主人様と認めるのを拒否していた。それがわたくしの中に残された最後の一線だった。

				「強情なのですね、エレイン。なるほど、リューシュ様、と呼んで眷属になるとは受け入れられても心の底から主と認めるには抵抗があるわけなのですね」

				「当然、だろうな。エレインは誇り高い最上級魔族として育ってきたんだから。俺を主と認めるには強い抵抗があるだろう、よ。たとえ、おかしくなる寸前だとしても、なっ！」

				「なら、どうするのですか？」

				「エレインが主と認めたくなるように、するしかないだろうな。こんな風に、な」

				「……っ！　あぁぁっ！　んぎぃぃぃぃぃっ！　あひぃぃぃぃっ！」

				　その言葉とともに、リューシュの触手がわたくしの乳首とクリ○リスに吸い付き、強烈に吸引していく。全身が性器のように敏感になっている今のわたくしにはその刺激は破滅的だった。

				　髪を振り乱して暴れても快楽が止まることはない。

				　さらに……。

				「このまま、奴隷の証をプレゼントしてやるよ。これは俺が死んでも簡単には外れないぞ……？　下級魔族にこんなもの付けられていると知られたら、もう誰もお前を相手にしなくなるかもな」

				「……!?　にゃ、にぉ……しゅる、ちゅもり……いぎっ!?」

				　強烈に吸いだされる乳首に灼熱のようなものが通り過ぎる。

				　わたくしの乳首に、イヤリングのようなものが通されていた。傷口から流れる血はすぐに止まり、元通りに埋没しようとする乳首はリングに支えられてしまっている。

				「あ……ぁぁぁ……」

				「陥没乳首、これで治るかもな……？　だが、クリ○リスがまだ残ってるぞ……？」

				「ひぃぃっ！　ゆ、ゆるひてっ！　ひぃっ！　ゆるひてぇっ！」

				　ジンジンと残る痛みも快感に変換されてしまっている。これがさらに敏感な陰核にまで通されてしまったら？　おそらくは凄絶な快感を得てしまうだろう。

				　これ以上のありえない快楽を知ってしまったら、本当に戻れなくなってしまいそうだった。

				　リューシュがこの程度で許してくれるわけがないと今までの態度で察しているが、懇願せずにはいられない。

				「許して欲しければどう言うべきか、わかっているんじゃないか？　ほら、もう時間はないぞ？」

				　実際、わたくしに見せつけるようにゆっくりと陰核に触手針が近づいていく。表面がザラザラとしていて苦痛が増す構造になっている針だとすぐにわかった。

				　わたくしも拷問に使った経験があるのだから。ごくんっと息を飲んでしまう。

				「しょ、しょれ、ゆ、ゆるひて……ゆるひて、くらひゃい、ご、ごしゅりん、ひゃま……」

				　誇りなど投げ捨てるべきだと、本能が訴えていた。あの快楽を経験したら、今までのわたくしは終わってしまう、と。

				　だからふるふると首を左右に振りながら、ご主人様、と認めてしまう。

				　にや、とリューシュ……ご主人様が笑みを浮かべた。

				「いい子だ。許してやるよ」

				「……ぁ」

				　触手針が動きを止めてゆっくりと離れ始める。

				　続けて頭を撫でられて、身体の力が抜けてしまう。

				「と、言うと思ったか？　エレイン」

				「いっ！　ぎゃぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　心が緩み、弛緩した瞬間を狙ってクリ○リスを貫かれてしまった。そのまま、触手針はリング状に変化して外れなくなってしまう。剥き上げられ無防備な状態で固定されてしまった陰核。

				　だというのに、わたくしは強烈な快感で身体をぶるぶると震わせながら、股間から再びしぶきを飛び散らせてしまっていた。

				「あっ……ぁぁっ……」

				「本当にマゾに目覚めたか？　こんなことで潮吹きするなんてな。子宮口もそろそろこじ開けることが、できそう、だな。覚悟は……良いな？　いく、ぞっ！　子宮まで貫いて……精液、注ぎ込んでやるよっ！」

				「ひぎぁぁぁぁぁぁっ！　らめっ……らっ！　～～～～～～～～～～～～～～!!」

				　激痛をともなう強烈な快楽と、みちみちっという身体の芯が壊されていくような錯覚。本来開いてはならない門が奥までこじ開けられ、子宮まで突き上げられてしまう。ご主人様の肉棒が根元まで収まったようで、下腹部がボコっと内側から押し上げられてしまった。

				　続けて子宮に灼熱と錯覚するような精子を注ぎ込まれてしまう。大量の瘴気と共に。

				　普通なら、魂はしっかりと自分の瘴気と魔力で守られている。しかし、わずかに残った瘴気もすべてご主人様に掌握されている今、抵抗できない。魂が侵食され、支配されていく。

				「あっ……ぁぁっ……」

				　姿見に映る、焦点の合わない瞳で痙攣し続けるわたくしの姿。その、妊婦のように膨れ上がった腹部にピンク色のコウモリの翼のような紋章が浮かび上がっていく。


                			

	








			
				　そして、わたくしをレイプしているご主人様の左手の甲にも同じデザインの黒い文様が浮かぶ。

				　主従の証が刻まれた瞬間だった。

				　涙が流れ落ちる。リューシュを主だと認めて眷属にされてしまったわたくしは、堕ちるところまで堕ちた。もう、助けてもらえるかも怪しい。

				　でも、これ以上の底はもう、ないだろう。

				　わたくしはそう思っていた。

				「ここからが本番だぞ、エレイン」

				「う、そ……だって、もう、わたくし、堕ちて……」

				「お前の身体はここに来た時すでに堕ちていたんだよ。俺がお前の瘴気を掌握するのと同時に肉体も書き換えていたんだからな。だから、今までのは最後の仕上げをしただけだ」

				「そ、そんな……」

				　ご主人様のその言葉は、わたくしの心を絶望させるのに十分な力を持っていた。

				「これからは、お前の立場を理解してもらうための調教だ。こんどはルシアとリティアにも手伝ってもらうぞ」

				「……いいの？」

				「はい、リューシュ様、喜んで」

				　嬉しそうに頷く銀髪の堕竜と戸惑った様子の白い髪の人間、リティア。

				　二人の姿に、わたくしの心は怯えてしまっていたのだった。


                			

	
			
				 幼馴染吸血姫、隷属指導調教と浄化の儀式

				

				　銀髪の堕竜と、白い髪の少女リティアがリューシュに呼ばれゆっくりと近づいてくる。

				　わたくしは、ご主人様に貫かれたままふるふると身体を震わせてしまう。そのたびにリングで飾られた乳首と陰核からジンジンと伝わる鈍い痛みが、快感となって身体を苛んでいた。

				　ご主人様に普通の魔族らしく暴力でねじ伏せられ力尽くで眷属にさせられたのであれば、この状況であってもまだ強気でいられただろう。でも、今のわたくしは、真祖としての誇りを踏みにじられる快感を魂にまで徹底的に刻み込まれて、眷属にされてしまっている。

				　さらなる屈辱が待っているのは明白なのに、ドキドキする。ご主人様の肉棒に入り口を抉じ開けられ奥まで支配されている子宮が、ひくひくっと痙攣してしまう。

				「……エレイン。すごい、えっちな顔」

				「ふふ、本当なのですね。すっかり雌の顔なのです」

				「はぁ……ぁぁ……くひっ！　あ……あぁ……ひぅ……あぁっ！　お、おね……い、いまはわたくしにふれな……あぁぁぁっ！」

				　人間のリティアに、蔑まれている。それだけでなく、魔族に隷属する種族のはずの堕竜に顎を持ち上げられ、呼び捨てにされてしまう。

				　わたくしの心に残った真祖の誇りが傷ついていくのに、ぞくぞくっと快感が駆け抜けてしまう。姿見に映るわたくしはピンク色の淫紋を輝かせながらヨダレを垂らす、快楽に蕩けきった表情となってしまっていた。

				「可愛い反応ができるようになったのですね。さて、リューシュ様。エレインが自分の立場を理解できるようにお手伝いすればいいのでしたね？」

				「ああ、そうだ。ルシアとリティアに任せた方が、このまま俺が調教を続けるより効果がありそうだからな」

				　ルシアと呼ばれた銀髪の堕竜がわたくしの瞳をじっと見つめる。金色の瞳が恐ろしいけれど、目を逸らせない。

				「なるほど、エレイン。貴女は自分が今、どんな立場にいるかわかっているのですかね？」

				「……あ……わ、わたくしはもう……ご、ご主人様の眷属……ですわよね？　え……ひぅぅっ！　あ、くぅぅぅっんっ！」

				　わたくしは震えながら質問に答えたつもりだった。

				　でも、すぐに乳首のリングをぐいっと引っ張られてしまう。ぱちぱちっと目の前が弾けるような快感が走った。びくっと身体が跳ね上がり、咥え込んでいるご主人様の肉棒を締め上げてしまう。

				「なるほど、確かにエレインは自分の立場をよく理解できていないようですね。貴女はリューシュ様の奴隷の中で一番下の立場なのですよ？　堕竜であるわたしや人間であるリティアを敬う必要があるのです。わたしのことは、ルシア様、と呼んで下さいね。リティアはエレインにどのようによんで貰いたいのですか？」

				「……リティア、でいい」

				「ふぁ……あぁ……ル、ルシアさま。それに……リティアさまと……お呼び致しますわ」

				　震える声で、ルシア様、リティア様と呼ぶ。

				　本来、魔族にとっては人間も堕ちた神族も歯牙にもかけない相手だけれど、どのような視線を向けていたのかわからない。ただ、優しく撫でられる乳首の感覚と、彼女たちを敬わなければならない屈辱に蕩けるような快感を感じてしまっていた。

				「ああ、そうだ。それで良い。エレイン、お前も二人に自己紹介しろ。ちゃんと自分の立場を考えてな」

				「は……ぁっ。エ、エレイン、です、わ。魔族領、ゼワイト、の七領主のひと、つ。ブライゼス家の次女、で……今、は、ご主人、様の、眷属、です、わ……あひぃっ！　ひぐっ！　な、なんでっ、ちゃんと……あひぃぃぃっ！　またぁっ！　またぁっ！　もう、いやぁっ！　いやですわぁっ！　イキたくっ……イキたく……ふぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　わたくしは、ご主人様に指示された通り自己紹介したつもりだった。でも、ご主人様の腰がゆっくりと引きぬかれていく。空気が完全に押し出され、精液でご主人様の肉棒と密着している子宮全体が引きずり出されてしまうような感覚に目を見開いて身体を仰け反らせてしまう。

				　さらにご主人様の肉棒がエラが子宮口に引っかかり半ば広げたところまで引き抜かれると、再び奥へ侵入し子宮を突き上げてくる。わたくしはそれだけで、生まれたばかりの仔牛のように足をガクガクと震わせながら腹部の淫紋をピンク色に輝かせ、押し寄せる絶頂の波に飲まれてしまう

				「立場を考えろ、と言っただろ？　今のお前は奴隷以下の存在と言ってもいい。その立場を理解している奴が真祖の家名を名乗るか？」

				「しゅ、しゅみましぇ……や、やめれぇ、くらひゃ……あひぃぃっ！　ゆ、ゆるひてぇっ！　お、おかひく、おかひくなっちゃいまひゅぅっ！　あひぃぃっ！　ひぐっ！　あひゅぅぅっ！」

				　すでに妊婦のように膨れ上がった腹部すらでこぼこと変形させる勢いで、ご主人様の肉棒が突き上げてくる。痙攣が止まらないのに、さらなる快感が与えられて絶頂の波が繰り返し押し寄せてきてしまう。腹部に刻まれた淫紋は絶頂を繰り返すほど色濃く輝いてしまっていた。

				　確かにわたくしは、リューシュの眷属にされてしまった実感はあっても、どのような立場になってしまったのかはまだ理解できていない。

				　できるのは、ただ、泣き叫んで許しを請うだけだった。

				「完全に堕ちているように見えるのにまだ反抗的なのは賞賛に値しますね。まだ、躾がたりないのですかね？」

				「ひぃっ！　やぁっ！　しょ、しょれはやらぁっ！　やめれぇっ！　ゆるひ……ゆるひれくらひゃいっ！　わ、わらくひ、もう、しゃからい、ましぇんっ！　ルシアしゃまにも、リティアしゃまにもしゃからいましぇんからぁっ！　ゆ、ゆるひれ、くらひゃいっ！」

				　ルシア様の手が、陰核を飾るリングへと伸ばされた。何をしようとしているのか察したわたくしは、頭を左右に振って拒絶の意思を示してしまう。軽く触れられてしまうだけでも恐ろしい。

				　その分、ご主人様に甘えるように子宮全体で締め上げていく。

				「リューシュ、ルシア。エレイン、きっとどうして一番下の立場にされたか、わかって、ない。だから、効果、ない」

				　ご主人様のお仕置きが止まったのは、リティア様の声で、だった。びくっと身体を痙攣させながら息を整えていく。

				「なるほど、そういうことなのですか。エレイン、リューシュはどうして貴女を一番下の立場にしたとおもっているのですか？」

				「あ……は……んっ……わらくひの……プライドを踏みにじるため、ではにゃいの……れすか？」

				　今のわたくしは、魔族としての誇りを傷つけられるほど快楽を感じるようになってしまっている。最も効果的なのは人間や堕ちた神族以下の立場であると理解させることだ。

				　実際、リティア様にもルシア様にも逆らえないのだと教えられるほど、わたくしは惨めな自分の姿に興奮してしまっている。だから、てっきりそれが狙いなのだと思っていた。

				「はぁ……この様子だと、本当に何もわかっていないのですね。あまりにものわかりが悪いなら、手足を切り落としてリューシュ様の子供を孕むだけの肉の塊にでもなってもらいましょうか？　その能力は惜しいのですが、どうせ子供に引き継いでもらえますしね」

				「な……にを……？」

				　憎悪に染まった金色の瞳に睨まれて湧き上がる恐怖心から、きゅぅっと子宮口に咥え込んだご主人様の肉棒を締めあげてしまう。灼熱のようなその肉塊の熱は凍えそうになる心が縋る唯一のぬくもりである気がした。

				「このままだと愛玩動物にすらなりません。それなら荷物として運ぶしかないでしょう？　それからエレインの全てをこれから生まれてくる子供に受け継がせてあげるのです。そういう術式があるのですよ。残った搾りかすはもう必要ありませんから、解放してあげるのです。道端に捨てておけば、誰か肉オナホとして拾ってくれるでしょうし。良いですよね？　リューシュ様」

				「さすがは、元魔王様、言うことが過激だな。淫紋が刻まれているから俺以外じゃもう絶頂できないってのに」

				「ひぃぃっ！　ゆ、許してくださいませぇっ！　ルシア様ぁっ！　不甲斐ないわたくしを躾けてくださいませっ！　ご主人様やルシア様にちゃんとお仕えできるように、がんばりますからぁっ！」

				　わたくしの手足を撫でるルシア様の指は本気だと伝えてくる。

				　もしもご主人様が命令すれば、本当にわたくしの手足は切り落とされてしまうだろう。それに吸血鬼とはいえ、傷口を焼かれてしまえば再生はできない。

				　それでは、万一わたくしが他の魔族の眷属になれたとしても、まともな生活は望めないだろう。それこそ、孕み袋がいいところだ。

				「そうは言っても、エレインがいつまで経っても自分の立場を理解できないなら仕方がないでしょう？　処分してしまうのもやむなし、だと思うのです」

				「まあ、そう言うな。こうなる可能性は予測できていたしな。元々、魔族は独特の価値観の中で生きている。特にエレインみたいな力の強い魔族にとっては、人間も、精霊も、堕ちた神族も昆虫みたいな認識だろうよ」

				　気のせいか、リューシュの声は悲しそうな響きを帯びていた。何故か胸が苦しくなる気がする。敗者をどう扱うかは、勝利者の自由。敗者になるのが嫌なら強くなるしか無い。

				　それが常識のはずなのに。

				「あ……ぅ……」

				「でも、それでは……」

				「時間は掛かるが、エレインの価値観を変えるしかないだろうな。なに、これからの楽しみが増えたと思えばいい」

				　リューシュの手が、わたくしの乳首と陰核を這って行く。優しく撫でられると気持ちいいけれど、一方で胸のもやもやとした感覚は消えていかない。

				「……ねえ、リューシュ。リティアも……エレイン調教して、いい？　少し、ワガママ言う、けど」

				「ああ、当然だ。リティアの好きにしていいぞ」

				　一方でずっと銀色の瞳でわたくしの様子を見つめていた、人間であるリティア様。

				　表情の変化の少ない彼女の銀色の瞳は今、ご主人様へと向けられていた。

				「……ありがと。なら、エレインの眷属の権限、譲って、ほしい。浄化してリティアの『使い魔』にする。大丈夫。ちゃんとリューシュの子供は、生まれる、から」

				「ほう……？」

				「なるほど、その手がありましたか」

				「……なっ!?」

				　神族が堕ちて魔族側に寝返るように、魔族は浄化されてしまうと神族側の存在となる。

				　肉体が瘴気で構成され、魔力を操れるのは変わらないが人間や神族に本能的に従ってしまうらしい。さらに、自力では精気も瘴気も得ることはできず、完全に他者へ依存する存在になってしまう。

				「ずっと、考えてた。エレインが重ねた罪、償わせるには……どうすれば、いいか。それに、エレインを使い魔にすれば……虐められている感覚、共有できる、から……」

				「たしかに、人間のリティアにはこんな陵辱なんてできないな。だが……俺はエレイン相手だと手加減できないぞ？　こんな風に、なっ！」

				「あ、ひぁっ！　んひぃぃ！　ひぐっ！　あぁぁぁっ！　んぁぁぁあぁぁぁっ!!　や、やめっ！　あひっ！　ひぁぁぁっ！　んひぃぃっ！」

				　ごりごりと子宮の奥を抉られて、わたくしは悲鳴を上げる。蹂躙されて支配されるほど快感が込み上げてきてしまう。

				　その姿を見るリティア様は、頬を染めて恥ずかしそうに視線を逸らす。これほどまでにおかしくされてしまいそうな快感を、人間の……それも聖女が自ら貪りたいなど言うとは思わなかった。

				「うん。それでも……いい。それに……リティア、受け入れたい。エレインにぶつけてるリューシュの、全部」

				　わたくしに向けられるリティア様の銀色の冷たい瞳から、今は感情を読み取れない。

				　でも、とても不吉なものを感じてしまう。それこそ、わたくしはリティア様を満足させるだけの道具にされてしまうのではないだろうか……と。

				「……わかった。どうすれば浄化できる？」

				「リューシュが、精液注いだみたいに、神気を流し込む。手を繋いで……おチ◯ポ、抜いて、ほしい」

				　そう告げたリティア様は、ご主人様とわたくしの結合部に跪(ひざまず)いた。

				　ここからだと鏡に映ったリティア様がなにをしているのかはよく見えない。

				「なるほどな、なら……面白いことをしてやろう。エレイン、覚悟しろよ？」

				「やめ……やめて……なんでも、なんでもしますから、それは許して……あ、ひぃっ、んぉぉぉぉっ！　あぁぁぁぁっ」

				『使い魔』になりたくないと懇願するわたくしを無視して、ご主人様がゆっくりと肉棒を引き抜いていく。吸い上げられるように子宮が引っ張られてしまう。そして、張り出したエラが子宮口に引っかかった。

				「そら、イケっ！」

				「ひぃっ！　ひぃぃぃっ！　ひぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　次の瞬間、陰核を貫いているリングが引っ張られた。目の前がぱちぱちと弾けて絶頂し、子宮口がぎちぎちとご主人様の肉棒を締めあげてしまう。

				　しかし、ご主人様はそのままゆっくりと肉棒を引き抜こうとしているようで……。

				「あぁぁぁぁぁっ！　ひきずり、だしゃれ……ひぁぁぁっ！　しきゅっ！　ひきじゅらりぇぇ！　あぎぃぃぃっ！」

				　子宮口にご主人様の大きく張り出したエラが引っかかったままなのに、肉棒が膣から引きぬかれていく。絶頂によって痙攣しながら強烈に締め付けてしまっている子宮口を緩める方法がわからない。このままだと……このままだと！

				「安心しろ。案外子宮っていうのは伸びるものだ。なにより、俺がエレインの身体を支配しているんだからな。いくらでも治してやるさ」

				「ひゃぁぁぁぁっ！　やめれぇっ！　やめれぇっ！　わらくひ、おかしくしにゃいれぇっ！　ひ、いぎぃぃぃっ！」

				　ぶつっ！　ぶちっ！　なにかが引きちぎられていく音と共に伝わってくる激痛。

				　けれど、その激痛は全て快感に変えられて脳内に伝わってくる。

				　それでも、今の私には白目を剥きながら、がくがくと全身を痙攣させて絶頂を迎えてしまう。

				　地面に水たまりが広がっていく……。

				「これが、エレインの、子宮口……」

				「あっ！　ぁっ！　かっ……あっ！」

				　子宮口が空気に触れてしまう。それほどまでに肉体を変えられてしまった事実に絶望し、涙する。それなのに、まだ終わりじゃなかった。

				　ぎゅっと子宮口が、細い指に握りしめられ……ごりゅっと肉棒が一気に引き抜かれていく。

				「～～～～～～～っ！」

				「リューシュの、精液の、におい……。ん、ちゅ……」

				「っ!!　……っ!!　…………っ!!」

				　すこし荒れた指に子宮口を握りしめられて扱かれる。さらに、子宮口が何かに暖かいものに飲み込まれ吸い上げられてしまう。おまけに舌が子宮口を抉じ開けて侵入してきてしまった。

				　人間の少女に弄ばれているというのに、ありえないほどの快感だった。

				　わたくしはもう、目を見開いて、がくんっ！　がくんっ！　と激しく背中を仰け反らせて暴れながら絶頂を繰り返すことしかできない。口も限界まで開ききって、酸素を求めるように舌を目一杯伸ばしていた。

				「……いけない、浄化……しないと。リューシュ、手を握って」

				「ああ、自分から精液を飲みに行くとは、淫乱になったな、リティア」

				「……うん。リューシュの、おかげ」

				　そして、わたくしの中に神気が流れ込んできた。大量の神気を一気に流し込まれてしまえば、わたくしの魂は耐えられずに滅びていただろう。

				　でも、ゆるやかに注ぎ込まれる神気は、わたくしの魂からゆっくりと瘴気を引き剥がしていく。

				「～～～～～～っ!!」

				　わたくしは声にならない絶叫を上げてしまう。

				　根元から存在が書き換えられているのに、不快どころか心地いい。それが恐怖を倍増させていた。

				　少しでも抵抗しようとするけれど……。

				「……無駄。んっ。ちゅるっ……」

				　子宮口を掴んで扱(しご)かれて、キスして吸い上げられてしまっているのだとおもう。強烈な快感の前では、わたくしは無力。為す術もなく絶頂させられ、身体を痙攣し甘い声を上げるだけ。

				　やがて……魂が後戻りできない領域まで浄化されてしまうと、わたくしの身体が淡く輝き始める。

				　根元から作り変えられた魂に伴い……肉体も生まれ変わっていく。

				　それを確認したリティア様は子宮口から手を放し、わたくしを解放してくれた。

				「ぁ……ぁぁ……」

				　黒い髪、紅い瞳、白い肌……と、姿見に映る外見は変わりません。

				　肌の色や髪の色が変化する神族とは違うようです。

				　ただ、ピンク色だった腹部の淫紋は清らかな青い色へと変化していました。ご主人様の左手の甲に浮かび上がった淫紋も。

				「浄化、完了。エレイン、処女に戻った。それと……」

				「ああっ……！　あぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　そしてもう一つ、変化がありました。

				　わたくしが、今まで何をしてきたのか、急速に理解できてしまったのです。

				　それと同時に、強い罪悪感が湧き上がっていました。

				「魔族の価値観じゃなく、リティアと同じ、人間の……聖女の価値観に、変わった」


                			

	
			
				 魔聖女となった幼馴染吸血姫陵辱と肉体支配　

				

				「いやっ！　いやぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！　いやぁぁぁっ！」

				　ぎしっ、ぎしっと音を鳴らしながら触手に拘束されている両手に目一杯力を込め、髪を振り乱しながら頭を振りました。触手の拘束がなければ、わたくしは力の限り暴れ、自らを傷つけていたでしょう。

				『浄化』による価値観の激変は、それほどまでに強烈だったんです。

				「わ、わたくしはなんてことっ……あの人達にも、家族が……うっ、うぇっ……うぇぇぇぇっ……」

				　今まで笑いながら蹂躙(じゅうりん)してきた人々がどれほど苦しかったのか。家族を奪われた人々がどれほど悲しかったのか。そして、恋人を奪われた人々がどれほどわたくしを憎んだのか。

				　それらを理解してしまったんです。

				　いや、理解させられてしまった……というべきなのでしょう。

				　あまりの嫌悪感にすっぱいものがこみ上げてきました。魔族は消化器官を備えているものの、食べたものの大半は胃で瘴気に分解されて吸収しています。

				　吐くことができたのは胃液だけでした。

				「エレインの様子は、わたしが堕ちた時と逆ですね。重りが外れたような解放感がありましたし、残酷なことをしてもあまり良心が痛まなくなったのですから。悪いことだとわかっているので後ろめたい気持ちはあるのですが……」

				「リューシュ。これでエレインは……聖なる祝福を、受けた。エレインは女性だから、『魔聖女』と、呼ぶ。本能的に拒絶するように、なった。魔族に、穢されるのも……辱められるのも……」

				「吸血聖女って感じなのか……なら、さっきまでとは別の意味で楽しめそうだな」

				「あっ！　や、ま、待って、待ってくださ……ひぅっ！」

				　リティア様から説明を受けたご主人様が、再び勃起した肉棒をわたくしのワレメへと押し当てました。それだけでも、全身を駆け巡る快感に恐怖を感じたわたくしは、本能的に逃げ出そうとしてしまいます。

				　けれど、触手で拘束され、人間の少女と同等の力しか出せなくなっているわたくしに逃げる手段はありません。どきどきして、お腹の奥がきゅっと震えてしまいます。

				「嫌がっているにしては、おマ◯コぐちょぐちょじゃないか。乳首もこんなに勃起して……淫乱聖女め」

				「……っ、ふ、ぅ。ただ、気をつけて。『浄化』された魔族は普通の魔族と接触すると反発、する。二度と魔族側に戻らないように。特に、精液への反発は……別格。強い神力の波動が広がって……普通の魔族なら……苦しみもなく、消滅する。神力を制御できるリューシュなら、問題ないと思う、けど。リティアも守る、し」

				「……そうか。でも、リティアが守ってくれるなら安心だな。さて、エレイン覚悟してもらおうか」

				「ゆ、許してくださ……ご、ご主人様。こんな、格好はずかし……あっ！　ら、乱暴なのは……い、いや……せめて、やさし……あっ、ひぎあぁぁぁぁぁっ！」

				　わたくしは抵抗虚しく、ご主人様の肉棒に再び貫かれてしまいます。ぶちぶちぶちっと先ほどよりも荒々しく媚肉が引き裂かれる感触に、悲鳴を上げてしまいました。

				　わたくしのフトモモに、新たな赤い線が描かれていきます。

				「っく、キツイな……だが、ヌルヌルでさっきより良い締め付けだぞ。淫乱聖女め。それにしても、なにかビリビリするな。これが、反発……ってやつか」

				「いやぁぁぁぁぁっ！　いやですっ！　これっ嫌ですわっ！　ご主人様っ！　ひぎぃぃぃぃっ！　あ、あぐっ！　ひぐぅっ！」

				　リティア様が説明した通りでした。瘴気で構成されているはずのわたくしの身体は、ご主人様の身体を構成している瘴気と反発してしまうようです。バチバチと電撃を流されているかのような激痛が走っていました。

				　さらに本能的な拒絶感が湧き上がってしまいます。

				　この肉棒に再び子宮まで侵入されてしまったら……と思うと怖くてたまりません。本能的にご主人様の肉棒を押し返そうとキツく締め上げて抵抗してしまいます。

				　でも、ご主人様は遠慮するつもりなどないようでした。怯えるわたくしに向けて楽しげな笑みを浮かべると、激しく奥を突き上げてるように動き始めてしまいました。

				　でも、吸血鬼であるわたくしの柔肉は、強引に抉じ開けられぶちぶちと引きちぎられてもすぐに再生し、順応してしまいます。やがて、わたくしは……。

				「つぅっ……！　なるほど、な。ちゃんと魔族を滅ぼすための、清らかな聖女らしい身体になったわけか。だが、生まれ変わったこの身体も俺のモノにしてやる。子宮の奥まで穢し尽くしてやるぞ」

				「……ん、くっ……はぁ。んっ。リューシュ、もっと、激しくしても大丈夫。エレイン、気持ちいいだけ、だから」

				「や、やぁ……！　ひぐっ！　ひぎっ！　いぎっ！　ご、ごれっ、ゆ、ゆるじでぐださっ！　ごしゅじ、あぁぁぁぁぁぁっ！　ひぁっ！　あぁぁあぁぁっ！」

				　わたくしはご主人様に支配されていた時と変わらず、苦痛には甘美な快感が伴っていました。痺れるような痛みに、ひくひくっと身体を痙攣させてしまうんです。

				　でも、罪の意識に満たされている今のわたくしでは快楽を甘受できません。むしろ、快感を感じてしまうほど、心が苦しい。胸が締め付けられるようでした。

				　涙が溢れてしまいます。

				「はぁ……はぁ……エレイン、心が苦しい？　それが……あなたに相応しい、罰」

				　浄化されたわたくしは、ご主人様にどのような感情を抱いていたのか自覚していました。

				　最初は弱い魔族の癖に生意気だ、という感情のはず。しかし、どのような手段を用いても屈服しないご主人様の姿にいつのまにか惹かれていたんです。

				　……恋をしていたと言ってもいいでしょう。

				　ですが、魔族の価値観では、最上級魔族が最下級の魔族に恋心を抱くなんてありえません。だから、恋心を認められなかったわたくしの感情は、歪んだ執着心へと変わりご主人様に非道を行い続けたのです。

				　どれほど身勝手だったんでしょうか。

				「やらぁっ！　こんなの、やらぁっ！　ゆるひ、れぇっ！　ごひゅりん、ひぅぅぅぅっ！　や、ら、らめぇっ！　らめ、れすわぁっ！　こんにゃ、おく、まれぇっ！　ら、めぇっ！」

				「く……ぅ……何を言ってるんだ？　なあ、エレイン。お前のマ◯コはぬるぬるでヒダヒダが淫らに絡みついてくるじゃないか。どこが嫌なん……だっ！」

				　わたくしの訴えは聞き入れられず、キツく締め上げるおマ◯コをさらに抉(こ)じ開けられてしまいます。そして、膣の奥から溢れ出す蜜で蕩けた媚肉が、ご主人様を求めて絡み付いてしまう。

				　

				　身勝手なわたくしがご主人様に憎悪を向けられ、陵辱され、穢されてしまうだけなら罰として受け入れられたでしょう。それだけの罪を重ねて来たのですから。

				　しかし、なによりわたくしの心を苛んでいたのは、快楽に溺れる肉体がご主人様を求めて密着感が高まるほど、反発も強くなってしまう現状でした。

				　反発が強くなれば、ご主人様にはより強い苦痛を与えてしまう。さらに、ご主人様を求めるのが罪だというように拒絶感も強くなってしまいます。

				　ただでさえ、わたくしは押し寄せる罪悪感に押しつぶされそうでした。それなのに、好きな人の怒りと欲望すら満足に受け止められない。

				　それが何よりも辛かったんです。

				「ご、ごんなの、ひど、いぃぃぃっ!!　あぁぁぁぁっ！　ごじゅじんざまぁ……やめでぇっ！　やめでぇっ！　ごないでくだ……あひぃっ！　やあぁぁぁっ！　やぁぁぁぁぁっ！　り、りでぃあ、ざまぁっ……ゆ、ゆるじてぇっ！」

				　気がつけばリティア様は正面からわたくしを銀色の冷たい瞳で見下ろしていました。わたくしは縋るようにリティア様を見つめてしまいます。

				　このままだと、ご主人様を苦しめるだけではなく、嫌ってしまいそうだったからです。

				「……酷い？　ふ……ぁ……エレイン。リューシュはどうして……自分も苦痛を受けるとわかっているのに、エレインを陵辱していると、思う？　エレインを苦しませるだけ、なら……『グール』にしてもらえば、いい、のに」

				「えっ……？　あぁっ！　んくっ！　くぅっ！　あっ！　ふぁぁぁぁっ！」

				　わたくしたちの周りには、まだ多くの『グール』がいてわたくしが陵辱される姿を見ていました。

				　全員、肉棒を勃起させていましたが、わたくしを襲う気配はありません。

				「リューシュはまだ、大切な人を守れなかった自分を許せて、ない。だから、あえて苦痛を甘受してる。そんなこともわからないで許してなんて、最低。リューシュの大切な人を奪った、のに……絶対、許さない」

				「本当は、エレインが自分で気付くべきだったのですけれど。浄化されても根っこは変わらない、というところなのですかね？　リューシュ様に、まだ謝罪すらしていないでしょう？」

				「あぁっ！　あぁぁぁぁっ！　いやぁぁぁぁぁぁっ！　あぁぁぁぁっ！　ごめんな、さいっ！　ごめんなさい、ごめんなさいっ。ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！　ごしゅじん、ざまぁっ！　ゆるじでぇっ！」

				　リティア様の言葉が胸に刺さります。

				　それは、おそらくわたくしがご主人様へ行ってきた非道の中でも、最も忌むべき行為。それがどれほどご主人様を苦しめたのか理解したつもりでした。

				　でも、わたくしは心のどこかでその罪から目を逸らし、逃避しようとしていたのでしょう。だから、わたくしは謝罪もせず苦痛から逃れようとするばかりだったのです。

				　どれほど、身勝手だったのでしょうか。

				　おそらく、リティア様はそれを見抜いていたのでしょう。

				　わたくしにはご主人様への謝罪の言葉を泣き叫ぶしかありませんでした。

				「俺はただ、自分の手で聖女になったエレインも奴隷にしてやろうと考えていただけだ……リティアの考えすぎ、だと思うんだけどな？」

				「は、ぁっ……ごめん、リューシュ。そうだとしても、リティアは……エレインを、許せなかった。それに……リューシュが自分を責める姿は……見たく、ない」

				「あぁぁ……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……ひぁっ！　あぁぁっ！　あぁぁっ！　ごめんなさいっ！　ごめんなさいっ！　ゆるじで……ゆるじで……みなさまぁ、ゆるじでっ！　ゆるじで、ぐださいっ！　あぁぁぁっ！」

				　わたくしが謝罪の言葉を口にし始めてからご主人様の動きが少し変わりました。しばらく緩やかに動き、余裕が出てきたところで激しく動かれてしまうんです。

				　明らかに、わたくしの官能を引き出そうとする動きに変化しています。リティア様の訴えは的外れではなかったのでしょう。もう、罪の意識から逃れられません。

				　ここでわたくしの姿を見ている『グール』たちへ視線を向けては、壊れたように謝罪の言葉をくりかえします。

				

				　叫びすぎてどこか切れたのか口の中に広がる血の味で、ここに来る前に弄んだエルフの少女のことを思い出しました。

				　なんでもするからやめて、と泣き叫ぶ少女の目の前で恋人だった男の血を吸い付くし『グール』に変えただけでなく、まだ処女だった彼女を恋人に陵辱させたのです。

				　その絶望に耐えきれなかったエルフの少女が、瞳から光を失いダークエルフに堕ちるまでさほど時間はかかりませんでした。

				　その姿を見て嗤っていたわたくしの姿はどれほどおぞましかったのでしょう。

				　自ら命を断って楽になれたのならどれほどよかったか。

				　でも、舌を噛み切った程度で死ぬなんて、真祖にはできないんです。

				「エレインがこんな反応をするようになるなんて想像もできなかったな。だが、こんな方法があるなら、もっと積極的に『魔聖女』やら『魔聖者』やらを増やして魔族同士で戦わせたほうが良くないか？」

				「それが……エレインを見てもらえばわかるように、最上級魔族とて心が持たないケースが多いのですよ。多大な犠牲を払ってどうにか魔族を捕獲しても、戦力になる可能性は低いのでやらないだけなのです」

				「は……ふ、ぅ。でも、エレインは精神(こころ)も、身体も大丈夫。たぶん、真祖だから」

				　リティア様の言うとおり、真祖としての強靭な精神は狂うことを許してくれません。好きな人に憎まれながら陵辱され、さらに陵辱を受け入れるほど好きな人を苦しめてしまう。それなのに、死ぬこともおかしくなることも許されないんです。

				「ごめんら、ごめんらしゃいっ！　あぁっ！　わら、わらくひ……わらくひは……あぁぁっ！　ら、らめぇっ！　ゆ、ゆるしれ……ゆるしれ……」

				「まったく、本当に許して欲しいのか？　こんなに俺のチ◯ポを締め付けて奥に導いているじゃないか。もうすぐ子宮口だぞ……？　喜んでるんだろ、この淫乱マゾが！」

				　ただ、わたくしは、黒髪を振り乱して嫌がり口では許してと訴えていますが、生き地獄と呼ぶに相応しいこの状況を歓迎し始めていました。

				　まだ、辛うじて肉棒の先端は子宮口まで届いていません。ですが、もう抉(こ)じ開けられてしまうのは時間の問題でしょう。

				　柔らかく蕩けた媚肉はすっかりご主人様を受け入れる準備を整えていました。

				　苦しさを……罰を受け入れようと、わたくしは身を任せ始めていたんです。

				　その矢先のことでした。

				「ふぁ……んっ……そろそろ、頃合い」

				「……リティア？」

				　激しい苦痛と嫌悪感、そして快楽に苛まれるわたくしの目の前にリティア様が座って目を閉じたのです。

				　そして……。

				「ん……ふ、ぅ……リューシュ、もっと、激しくして、大丈夫……もっと感情、ぶつけて……苦しさも、悲しさも、吐き出し、て……あぁっ！」

				（……えっ！　わ、わたくしの口が勝手に!?　身体も……!?　これは……!?）

				　唐突に、わたくしの口が勝手に動きだしました。それどころか、身体の自由も利きません。

				　伝わる感覚は変わらないのに……。

				「まさか、リティアか……？　エレインの身体を乗っ取ったのか……？」

				「う……ん。肉体を動かす優先権は、リティアにある、から。使い魔で偵察をするときとかこうして意識を移して、使う。もっと、嫌がったほうが、良い？」

				　険しかったご主人様の表情が、少し緩んだのがわかります。本当なら、わたくしがご主人様の陵辱を受け入れた果て、許される瞬間に見られたはずの表情。

				　それを……奪われた。

				（……そんなっ!?　リティア様っ、酷いですわっ！）

				（許さない。言った。エレインが考えていること、感じていること、全部、わかる。楽になんて、させない）

				　決して声にはでない叫びに応えたのはリティア様の思考でした。

				　冷たい瞳の奥に秘められた激しい感情が伝わってきます。それは、わたくしの存在がご主人様の心の奥深くに根付いている事実への激しい嫉妬、でした。

				「……いや、そのままで……リティアのままでいい。だが、言ったよな。手加減はできない、と」

				「うん。大丈夫。この身体は壊れてもリティアが治せる。だから……良い。壊して、リューシュ」

				（いやぁっ！　せめて、せめてわたくし自身から言わせて下さいませリティア様っ！　わたくしを好きにしていいと言わせて欲しいですわっ！）

				　わたくしの口から紡がれる愛おしげな声。そして、自分から腰を振ってご主人様を誘うのです。

				　そのことがスイッチになったようにご主人様の肉棒がさらに大きく膨れ上がり、みちみちと膣を広げていきました。

				「あぁ、壊してやるよ……エレインの身体が壊れるくらい激しくしてやるよ、リティア」

				　興奮したご主人様の声が耳元に響きました。ぞくぞくっとした快感が湧き上がってしまいます。

				　わたくしはご主人様に腰をしっかりと掴まれてしまいました。そして、ゆっくりと肉棒が引きぬかれ……次の瞬間、一気に子宮口を突き抜かれてしまいます。

				　腹部にはご主人様の肉棒の形がくっきりと浮かび上がっていました。

				「……かっ、はっ！　あぁぁっ！　あっ！　りゅ、りゅーしゅ。んぐぅぅっ……！」

				（…………っ!!）

				　子宮口が貫かれてしまう強烈な快感に全身をびくびくと震わせながら、アクメしてしまいます。

				　身体を思い切り反らせながらぶるぶると震えてしまう足。ぷしゃっ、と放尿感と共に飛び散ってしまう液体。

				　でも、舌を伸ばしながらその感覚を存分に味わっているのは……リティア様。

				「なんだ、本当に気持ちよさそうな顔をするじゃないか。この淫乱聖女め……！　レイプされてるんだぞ！」

				「ぁぁっ！　ダメ、なの……んぐぅっ！　レイプ、ダメ、なの……は、ぁっ！　ダメ、なのに、リューシュが、リューシュがむちゅ、になって、くれる、なら……、んっ！　んぁぁぁぁっ！　はぁぁぁっ！　お、く……あ……あぁぁっ！」

				（いやぁっ！　こんなのいやぁっ！　ひどいっ！　酷いですわっ！　リティア様ぁぁぁっ!!　あぁっ！　イク……イキますっ……ご主人様ぁっ！）

				　すぐにご主人様は激しく動き始めました。ご主人様の肉棒の瘤(こぶ)に子宮口がこすられるだけで、頭の中が真っ白に染め上げられるほどの快感を感じてしまいます。

				　快楽の波が次々に押し寄せ、アクメを繰り返していたんです。

				　でもわたくしがどれほど快楽に屈服し、堕ちていってもご主人様には伝わりません。

				「嬉しそうに締め付けてくるじゃないか、リティア。子宮なんて、チ◯ポが入るところじゃないのになっ！　子宮レイプ気持ち良いか？　子供作るところをめちゃくちゃにされていいのか？」

				「あぐっ！　う……んっ！　くるし、い。でも、うれし、いっ！　りゅーしゅに、めちゃくちゃに、される、うれしっ……あぁっ！　もっと、めちゃめちゃ、してっ！　しきゅー、れいぷ、してっ！」

				　肉棒が引きぬかれると同時、大きく張り出したエラに子宮が引っ張られ……また腹部が大きく盛り上がるほど深く突き入れてきました。少女の腕ほどもありそうな凶悪な肉棒にわたくしの身体は耐え切れずときおり、ぶちっと引きちぎれるような音が聞こえます。

				　でも、わたくしの身体はその全てを快感として受け止め、何度も何度もアクメして、痙攣してご主人様のチ◯ポを悦ばせようと絡みついて締め上げます。

				　でも、ご主人様が見ているのはリティア様、なんです。リティア様がわたくしの身体で快楽に堕ちていく姿を見て悦んでいるんです。

				　苦しい、苦しい、苦しいっ！　

				「ああ！　生意気なエレインが俺のチ◯ポで壊されながらそんなに嬉しそうにしているんだな。あぁっ！　だが、アイツはもっと苦しんだんだ。もっともっと……子宮突き破るくらい激しくしてやらないと……なっ！」

				「あっ！　か、はっ！　あぁっ！　あぁぁぁぁぁっ！　い……ぐっ！　ふぁぁぁぁっ！　も、っと。きてっきてぇっ！　す、ご、いぃっ！　は、ぁっ！　きもち、いいっ！　りゅー、しゅっ！　りゅーしゅぅっ！　りてぃあ、いくっ！　また、いぐっ！　み、でぇっ！　りてぃあ、おちるの、みてぇぇっ！　あぁぁぁっ！」

				（見てくださいっ！　ご主人様、わたくしを見てくださいっ！　わたくしも気持ちいいんです。嫌なのに、気持ち良くなってしまっているんですっ！　ご主人様のおチ◯ポに、夢中になっているのに……っ）

				　自然と、わたくしの瞳からは涙があふれていました。

				　それが、わたくしのものかリティア様のものか、わかりません。

				「ああ、堕ちろ、リティア。この快楽なしじゃ生きていけない様にしてやるから……なっ！　注いでやるぞっ！　精液注ぎ込んで、トドメさしてやるからなっ！」

				「うんっ！　うんっ！　きてぇっ！　リティア、しあわせっ！　めちゃくちゃに、されてっ！　しあわせっ！　あぁっ！　あっ…………、あぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

				　子宮に精液が注ぎ込まれる快感になにもかもが真っ白に流されていきます。

				　ひくんっ、ひくんっと痙攣しつづけるわたくしの身体。その顔にゆっくりとご主人様の顔が近づいてきます。

				「りゅーしゅ、すき」

				「ああ、俺もだリティア」

				　わたくしであったのなら、絶対に行わないであろう甘く蕩(とろ)けるようなキス。それをわたくしはただただ、感じることしかできなかったんです。


                			

	
			
				 そして、幼馴染吸血姫は乗っ取られる

				

				「は、んっ。ちゅ……。ん……ちゅる……」

				（気持ちいい、ですわ。キスだけでこんなに気持ちがいいなんて……。ご主人様……）

				　たっぷりと長い時間をかけて行われるご主人様とリティア様のキス。舌が絡みあうだけで感じるような蕩(とろ)けるような快感はもっと、もっとと求めてしまいます。

				　絶頂を迎えて痙攣を繰り返すわたくしの媚肉は二度も射精したのにまだまだ固いご主人様のチ◯ポに絡みついて締め上げて、さらなる快感をねだっていたんです。

				「リティアは本当に淫乱な聖女に堕ちたな。まだ物足りないのか……？」

				「は、ぁ……。リューシュ、手加減した、でしょ？　もう反発、してない。もっとリティアを……エレインの身体を虐めてくれなきゃ、ダメ……」

				　わたくしの身体を操るリティア様はまっすぐにご主人様を見つめました。

				　そうなんです。子宮を貫かれた辺りから、電流を流されるような反発は収まっていました。

				　ご主人様が、リティア様を不必要に苦しめないよう、なんらかの方法を使ったのでしょう。

				　リティア様がわたくしの身体を操っていなければ、ご主人様は反発を抑えようとはしなかったでしょう。リティア様がご主人様に愛されていることを感じて胸が苦しくなりますが、リティア様にとっては逆に不満だったようです。

				「手加減はしたつもりはなかったんだけどな？　俺の精子も、エレインの卵も浄化されているんだろ？　なら、このまま魔族として子宮を陵辱したらせっかくの子供も反発で死んでしまうかもしれないから、分身の構成を神族寄りにしただけだぞ」

				「はぁ……、んっ。リティアが守るから、平気。浄化も、する。だから……して。リューシュ。エレインの身体をもっと虐めて支配、して……。我慢……しなくて、いい、の。リューシュ、優しいから……」

				（いや、やめてください、リティア様。これ以上、わたくしに惨めな思いをさせないてくださいっ！　ふぁっ!?）

				　わたくしの口から漏れる官能的な吐息がご主人様を誘う。

				　それに呼応するように、大きいままのご主人様のチ◯ポがゆっくりと引きぬかれていきました。

				　子宮口を擦り上げられる官能に、わたくしの身体は強烈な快感にまた、がくがくと痙攣を繰り返してしまいます。

				「リティアが相手だと思うと、無意識に手加減していたかもしれない、か……？」

				「ふぁぁぁ……。ぁぁっ！　うん……。今は……リティアと思わなくて、良い。この身体はエレイン、だから……ただ、リューシュは、痛くないように……ぁっ！　ぁぁっ……！　……っ!!」

				（だめっ、そんな、だめですわ。……ぁぁっ！　し、しきゅうがしびれるぅぅっ！　ひぁぁぁぁっ!?）

				　子宮口に伝わってくる電流を流されているような痛みが伝わってきました。ビリビリと子宮が痺れて、それだけで強烈な快感となって頭の中を灼いていくんです。

				　なにもされていないのに、身体が勝手にアクメして痙攣してしまいます。

				「ああ、わかってる。安心しろ、リティア。それにしても、反発するだけでアクメしたのか？　エレインの身体は本当に淫乱、だなっ！」

				「ぁっ！　ぁぁぁぁっ！　し、びれる、のっ！　きもち、いいっ！　びりびり、いいっ！　こんな、おかしいのに、いい、のっ！　あぁっ！　かふっ！　あはぁぁぁぁっ！　この、からだっ！　すごいっ！」

				（いやっ、こわいっ！　これ、怖いですわっ！　気持ち良すぎてこわいですわっ！）

				　アクメが止まらないのに、ご主人様は遠慮なく腰を動かしていきました。腹部が大きく盛り上がるほど突き入れてくるんです。内臓が圧迫されて、肺の中の空気が押し出されてしまう。

				　一瞬呼吸が止まってしまう苦しさにわたくしは恐怖を抱いてしまいます。

				　それなのに、リティア様は心の底から嬉しさを感じていたんです。

				「びり、びり、しびれて……はっ！　いき、くる、しっ！　しきゅ、こわれそ、なくらい、めちゃくちゃ、されてる、のに、きもち、いっ！　い、くっ！　りてぃ、あっ！　いくっ！　えれいん、のからだ、アクメ、するっ！　あくめ、とまんな、いぃっ！　くるし、のに、とまん、ないっ！　あっ！」

				（わたくし、もう……ダメですっ！　ダメですわっ！　リティア様っ！　お願いっ！　わたくし、耐えられませんわっ！　こんなの、嫌ですわっ！）

				　浅い呼吸。十分に空気を吸い込めなくてくらくらするのに、またアクメしてしまって空気が押し出されてしまいます。

				　ぱくぱくと魚みたいに口をあけたり開いたりするのがやっとです。それなのにびくんっ！　びくんっ！　っと痙攣は止まりません。

				　わたくしの心はこの激しい責めに悲鳴を上げているのに……。

				「今度は、この身体を穢してやるぞ。全身精液まみれにしてやるからなっ！」

				「はぁっ！　き、てっ！　りゅーしゅっ！　きてっ！　だしてっ！　いじめてっ！　もっと、もっといじめてっ！　あぁっ！」

				　ご主人様が勢い良くチ◯ポを引くと子宮口がカリに引っかかって子宮が引っ張られ……そして勢い良く子宮口を巻き込むようにチ◯ポが奥へと進入していきます。先ほど子宮を引きずり出されてしまった恐怖に怯えても、わたくしの身体は快楽に堕ちて喜んでいました。

				　そして、身体を支配するリティア様の心も、歓喜に満ちていました。

				　わたくしだけ。わたくしもまた、ご主人様を好きなはずなのに……どうしても怯えてしまいます。

				　リティア様のご主人様への想いの強さを見せつけられ、とても敵わないと思い知らされていきます。心は置いてきぼりにされているのに、身体はご主人様を求めてやみません。

				「そら、イク……ぞっ！　力を抜けよ……、チ◯ポ、出せないから、なっ！　そ、らぁっ！」

				「あぁっ！　しびれ、てるっ！　とまんな、ちから、ぬけな……あ、あぁぁぁぁぁっ！」

				（だめっ、だめぇっ！　こわれ……、わたくし、また、こわれっ……っ!!）

				　なんどか激しい往復を繰り返し……そして、ぐぽっという音とともに勢い良くご主人様のチ◯ポが引き抜かれました。ぱんぱんに注ぎ込まれていた精液が一気に子宮の外へと流れだしていく快感に身体を震わせてがっくりと膝を付いてしまいます。

				　頭から精液をかけられて、髪の毛も背中もドロドロにされていました。瘴気に満ちた精液とわたくしの身体は、強く反発してしまいます。その、バチバチと電流を流されるような苦痛すら気持ちいい。

				　びく、びくっと痙攣する身体の足元に、白い水たまりが広がっていきます……。

				「こんどは、こっちだ。この精液と破瓜の血にまみれたチ◯ポで口を犯してやるよ。エレインなら、この意味はわかるよ、なっ！」

				「んぐっ！　んっ！　んじゅっ！　んっ」

				（ぁっ！　そ、んなっ！　口の中……血の味……、気持ち、わるいっ！　喉奥、突かないでっ、吐きそうっ！）

				　余韻に浸る間もなく、ご主人様のチ◯ポが口の中にねじ込まれてしまいました。喉奥まで突かれて吐き気を感じてしまうんです。

				　さらに、口の中に広がる生臭い匂いと血の味。以前はとても好きだった血の味も、今は嫌悪しか感じません。

				　それでも、リティア様はご主人様のチ◯ポに歯を立てないようにチ◯ポを喉奥まで受け入れていました。口を窄めて鼻から息を出しつつ、じゅるっと吸い上げたのです。

				「ああ、そうだ。いいぞ。気持ちいいぞ……。もっとしっかり舐めろよ」

				「んっ！　んんっ！　んじゅっ！　じゅるっ！　ふっ！　んじゅっ！」

				　頭をしっかりとご主人様に抑えこまれ、オナホのように前後に動かされてしまいます。唇の端からは飲みきれない唾液が溢れ、流れ落ちていきました。

				　じゅぼじゅぼという卑猥な音と共に喉を性器のように突かれていく。ひどく苦しいはずなのに、身体がびくっと震えてしまいます。

				「エレイン、破瓜の血は美味しいだろう？　吸血鬼のしきたりとしてもお前を支配してやったぞ。『自らの血を飲まされた者はその相手に服従しなければならない』だったか？」

				「……たしか、そうですね。わたしも以前その方法で支配下に置いた吸血鬼がいました。今は……どうしていますかね」

				（……あぁ。本当なら、わたくしが自分から、舐めなければだめでしたのに……誓わせて欲しかったですわ……）

				　ご主人様の言う通り、吸血鬼は傷つけられて流れた自分の血を飲まされた場合、その相手に従います。眷属化ほど強力な拘束力はありませんけれど、本能的に従わなければならないと思ってしまうようになるんです。

				　忠誠を誓う証拠として相手の身体に自らの血を垂らし、舐めるという儀式も存在するくらいです。

				　だから、吸血鬼は両親に逆らうことはまず起こりえません。

				　わたくし自身の意思で、血を飲む姿をご主人様に見せたかった。抵抗感はまだありますが、もう逆らうことはない、と誓うために。

				　それが、罪人であるわたくしがしなければならないことだと思っていましたから。

				　でも、もうそれは叶いません。すべて、リティア様が行ってしまいましたから。

				「ふぅっ。んぅっ……。じゅっ……じゅる……。んっ！　ふぅっ！」

				「あぁっ！　このまま、全部支配してやるからな、エレイン。この、身体の中も、なっ！」

				「ふぅっ！　んっ！　おっ！　んじゅっ！　んぐぅっ！　んじゅっ！」

				　リューシュ様のその言葉と共に、口の中を陵辱しているチ◯ポに変化がありました。

				　先端が大きく開いたかと思うと……何かが喉奥に侵入してきました。その圧迫感に思わず目を見開いてしまいます。喉奥どころかその先にある胃まで侵入しても、止まる様子はありません。

				　びりびりとしびれる感覚に、身体ががくがく震えてしまいますが、頭はしっかりと押さえつけられて逃げられないんです。

				　最も、リティア様は最初から逃げずに受け止めるつもりのようで、抵抗する素振りはありませんでしたが。

				「リューシュ様。もしかして、この身体を隠れ蓑にされるつもりなのですか？」

				「ああ、エレインは浄化されたとはいえ魔族だからな。いろいろと誤魔化しやすい。それに……ずっと虐めてやることができるからな。魔族は便を生成しないから腸内は綺麗だし」

				「んっ！　おごっ！　ふごっ！　んっ！　んぉっ！」

				（ご、ご主人様が、わたくしの体内に……!?　か、身体の、中、気持ち、良いっ!?　通って行くのが、わかってしまうっ!?　あぁぁぁ！）

				　胃を通り過ぎ、さらに身体の中に侵入してくるコレは、ご主人様が変化した姿!?

				　ご主人様に変化させられてしまった身体はそのすべてを余すところ無く感じることができてしまいます。それも、快感を伴って。

				　ずるずると、侵入されて魔族に体内を乗っ取られてしまうことを理解させられてしまうんです。

				「……目の前でそんなことされていると、わたしも羨ましいんですけれど」

				「今、ルシアとリティアの身体を陵辱するわけにはいかないからな。安心しろ。この後向かう道中、全員馬車の中で可愛がってやるからな」

				「おごぉ……っ！　ふぅ……！　んぅっ！　んっ！　ふぅっ！　んじゅっ！　ふっ！　じゅるぅっ！」

				　……そんな会話を聞きながら、体内をご主人様の本体らしい存在に陵辱されていきます。

				　びりびりと感じる反発と無理矢理に臓器を通過されてしまう苦痛。それら全てが気持ちいいんです。何度目かわからない身体の痙攣と共に、わたくしは潮を噴いてしまったんです。

				　やがて、肉棒からご主人様の本体らしきものが出尽くして……。

				「さあ、リティア……覚悟しろよ。気が狂うかもな……？」

				「んっ……。ふぐっ！　……っ!!　～～～～～～～～～～～～～!!」

				　わたくしの尻穴から触手が飛び出すと、再び膣を犯されてしまいます。それだけなら良かったのですが、腸内に入り込んだご主人様が一斉に暴れ始めました。

				　瘤(こぶ)の付いた身体をくねらせ、うねり、振動させて暴れるのです。がくん、がくんっと背中を仰け反らせてしまいますが、声は出せません。喉奥を犯すご主人様のオチ◯ポに塞がれてしまっているからです。

				　あまりの快感に目の前が真っ暗になったと思った次の瞬間には強烈な快感で意識が覚醒させられてしまう。地べたにぺたんっとこしを下ろした状態でぶるぶると卑猥なダンスを踊ってしまう身体。

				　その状態でご主人様は激しく喉奥までチ◯ポを出し入れしていきます。

				（～～～～～～っ！　～～～～～～～～～っ!!）

				　辛いのも苦しいのも嫌なのも痛いのも、全部感じているはずなのにどうでもよくなってしまう快感の奔流。もう、これだけを感じていたくてすべての思考を放棄したくなってしまいます。

				　身体が揺れるたびに、乳首と陰核に取り付けられたリングも卑猥に揺れて快楽を増幅してくれていました。

				「どうやら、気に入ってくれたようだな、リティア。とどめだ……全部飲み干せよ！　胃の中を精液で満たしてやるからなっ！」

				　その果てに、激しく出入りするご主人様のおチ◯ポが喉奥に突きこまれ、しっかりと頭を押さえつけられながら、精液を流し込まれていきます。

				　口の中も胃の中も精液で溢れ……鼻の穴からも溢れだしてしまいました。

				　苦痛と快感に翻弄されて……絶頂を迎えてしまいます。

				　耐え切れずに意識を手放したわたくし。この瞬間だけは……ご主人様の与えてくれる快楽で満たされた幸せを感じられていたのです。


                			

	
			
				 神族長の思惑　

				

				　エレインの口の中へ精液を注ぎ込んでいるリューシュ様。しっかりと頭を押さえつけているその表情には笑みが浮かんでいるようです。

				　真祖の肉体も体内で暴れられては耐え切れなかったのか、全身をびくびくと痙攣させながら気絶してしまったようでした。その感覚とシンクロしていたリティアも目を閉じて座ったままアクメしてしまったのか、びくっ、びくっと痙攣して……地面に水たまりを作ってしまったようです。

				「……少しは気が晴れましたか？　リューシュ様」

				　落ち着いた頃を見計らって、わたしは静かにリューシュ様へ声をかけます。わたしたちを抱いてくれる時とはまるで異なる苛烈な快楽拷問は羨ましくもあり……少しだけ怖くもありました。

				「……そうだな。あのエレインをこれから俺の好きにできると思うと気分が良い。今まで散々虐めてくれた仕返しもできるからな。みっともなく泣きわめいて俺に懇願する姿を見ることもできたしな」

				　リューシュ様は苦笑すると、気を失ったエレインの口からチ◯ポ引き抜くとゆっくり寝かせました。びく、びく、と白目を剥いて痙攣を繰り返すエレインの口からは精液が流れ出していきます。

				　……もったいない。

				　ただ、少しリューシュ様の口調に違和感を感じます。なんというか、物足りなさを感じているというか……。

				「その割には……あまり嬉しそうではありませんね？」

				「復讐を達成した実感が湧いてこないってのが正直なところだ。手応えがなくてな。エレインがこうなるまでもっと手間も時間もかかると思っていたし。リティアが浄化してエレインの価値観を変えてくれたからこそ、この結果なんだが……」

				　わたしは少し不安になりました。時間がかかると考えていたということは、その調教の時間を奪ってしまったことになるのですから。

				　リューシュ様の心を晴らそうとして……余計に曇らせてしまったのでは、と。

				「もしかして、リューシュ様のお楽しみを奪ってしまいましたか？　リューシュ様のお気持ちは……」

				「エレインを調教していく楽しみが減った、ってのは確かだな。ただ、自分の罪も俺への感情も自覚したようだし、苦しんでもらうのはこれからだ。その分、ルシアたちを可愛がってやるさ。リティアも虐めて欲しいといったことを後悔するくらい可愛がってやるつもりだ」

				　ダークエルフ姿のリューシュ様がわたしに近づいて頭を撫でてくれます。その表情は穏やかで……、先程までの激情はひとまず収まっているようでした。

				　ほっとします。

				「……やっぱり気付いてたのですね。エレインがリューシュ様に執着する理由に。わたしでも気が付きましたから当然なのですか」

				「まあな。俺の支配を無意識に受け入れていたのもそれが理由だろ。それに迷惑な話だが……アイツが俺に干渉し続けていたから他の連中が俺に手出ししてこなかったのもまた事実なんだよ。その点だけは感謝しないとな。最も、それで今までして来たことを許してやる気はない。しばらくは壊れない程度に楽しませてもらうさ」

				　エレインが、リューシュ様に恋愛感情を抱いているだろうとは態度でわかりました。

				　わたしも、リューシュ様が好きですから。

				　だから、不安だったんです。リューシュ様がエレインを調教しているうちに強烈な憎しみが、愛情へと変わってしまうのではないかと。

				　魔族らしい残酷なところもあるのですが、リューシュ様は基本的に優しいですから。

				　リティアもエレインが抱いている感情に気づいたのでしょう。そして、リューシュ様の心の中に深く根付いているエレインへの感情が反転した時、どうなるのか怖くなったのではないでしょうか。

				　だから、『浄化』という強硬手段に出たのだと思います。結果としてリューシュ様がエレインに抱いている感情は、『自分のすべてを懸けてでも復讐したい相手』から『これからも嬲りたい奴隷』へと変わったようですから、リティアの思惑通りなのでしょう。

				　案外リティアは嫉妬深いのかもしれませんね。

				「リティアの護衛としてもリューシュ様の隠れ蓑としても都合がいい存在ですからね。浄化された魔族であっても、堕ちた神族が惹かれることは変わりませんから」

				　わたしはリューシュ様に全てを捧げていますから虜にはなりませんが、やはり魔族へは惹かれてしまいます。これから、わたしの知り合いのダークエルフと会わなければならない、と考えればエレインの存在は必要不可欠でしょう。

				　今回のように魔族を隷属化できる機会はそうないでしょうから。

				「ああ、そうだな。だが、今回の襲撃は偶然じゃない。ルシアどう考えてる？」

				　リューシュ様の言葉にわたしは表情を曇らせます。

				　わたしがリューシュ様の情報を伝えたのは神族の長をしているミカ……ミカエルにだけ。

				　つまり……。

				「……情報通り、と言っていたのですから……少なくとも神族の長と魔族には何らかの繋がりがある、と考えた方がいいのでしょうね。正直、ショックなのです」

				「まあ、それは今回の襲撃で明らかだな。神族側としても魔族側と繋がりを持つメリットはある。動きがわかるようになれば、重要人物は比較的安全な地域に移動させられるからな。魔族を不倶戴天の敵としている以上、表にはだせないだろうが……」

				　ミカと魔族がどんな繋がりなのか、現状はわかりません。何らかの取引をして、ある程度利益を分け合う関係なのか、それとも一方的に支配されているのか。魔族が襲撃を仕掛けている現実がある以上、神族側が魔族側を支配している可能性は低いでしょう。

				　いつからかは……わかりません。

				　わたしが魔王になることを失敗した後、現在の状況になったと、考えたいです。そうでなければ……わたしは、何のために堕竜に堕ちてまで魔王を目指そうとしたのかわからなくなってしまう。

				　あの時、心配そうに送り出してくれたミカは……実は全く別のことを考えていたのではないかと怖くなり、わたしは自分の身体を抱きしめてぶるりと震えました。

				　そんなわたしを、リューシュ様は優しく抱きしめてくれました。思わずぎゅっと縋(すが)り付いてしまいます。頭を撫でてくれるリューシュ様の手が心地いい。

				「だが、考え方を変えればこれは神族側からのメッセージだ。俺たちを始末するだけならわざわざこのタイミングで魔族に襲撃させるのは明らかにおかしいからな」

				「……え？」

				「だって、そうだろ？　見習いの聖女たちと村の守護者たちだけならともかく、元魔王のルシアまでいるんだぞ？　俺だったらエレインクラスの魔族に襲撃させたところでルシアを始末できるとは思わない。撃退されて余計な情報を与えるだけだと考えるけどな？」

				「それは……わたしが力を失っていると気付いていたからではないのですか？」

				「そうだとしても、何も仕掛けずに油断させている間に次の村で十分な準備を整えてグサリ、の方がいいとは思わないか？」

				　混乱していた思考が落ち着いてきました。確かにリューシュ様を倒そうとするだけなら、何らかの形でリューシュ様が魔族であることを大衆の前でさらせばそれで済むはずなのです。

				　後は自動的にお尋ね者となり、逃げまわるか殺されるかしかなくなるんですから。

				　だとすると……わざわざエレインに襲撃させた理由は……。

				「……確かにそうですね。リューシュ様が魔族で……リティアたちはすでに堕ちた聖女。そう宣言すれば良いはず、なのですから。それなら……魔王を目指すならこれくらいは乗り越えてみせろ、というメッセージですか？　後は……リューシュ様を動きやすくさせるための入れ物の提供」

				「ああ。並の魔族なら浄化に耐えられないんだろ？　だから、浄化に耐えられる可能性が高い最上級魔族を送り込むしかなかった、とも考えられる。これは楽観的に見た場合になるけどな」

				　リューシュ様の言葉に、ミカはわたしの要望に応えようとしてくれたのだ、と思えるようになりました。エレイン確かに強いのですが、わたしの力が衰えていなければ十分に倒せる相手でしたし。

				　……思い返せばミカにはわたしの力が衰えていると伝えていません。報告の時、心配させまいと口に出しませんでしたから。

				「そう、ですね。ミカがわたしたちに協力する気があるなら…、魔王の交代は歓迎するところ、と考えられるのですね。現状に不満がないのであれば、手助けをする必要はないのですから」

				「油断はできないけどな。それと、このタイミングで魔族との繋がりがあることを明かしてきた理由として考えられることはもう一つ……」

				　わたしも、リューシュ様の考えがわかりました。現状を不満に思っているのであれば、魔族との関係はミカ……神族側の方が不利と考えたほうが自然です。

				　そして、最悪の場合ミカは……。

				「……ミカが魔族に支配されていて……助けを求めている可能性、ですね。わたしたちの排除を命令されてそれに応じたように見せかけた……メッセージですか」

				「まだ、わからないけどな。そういう可能性もあるってことだけは覚えておかないとな」

				　わたしはその可能性を口にして猛烈に不安になりました。

				　でも、本人に確認するわけにもいきません。迂闊に連絡することもできないでしょう。

				　わたしはきゅぅっとリューシュ様の服を握りしめながら、この予感が外れてくれることを祈っていたのです。

				

				　＊　＊　＊　＊　＊

				

				「……そうか。魔族は無事に撃退されたか。いや、なによりだ。しかも魔族を浄化して使い魔に……これは将来有望だね。報告、ありがとう」

				　通信用の水晶に映しだされた神官長の報告を受けて、私は内心安堵していた。条件を考慮すると最上級魔族を送り込むしかなかったが、ルーたちはどうやら無事に切り抜けてくれたようだ。

				「……んくっ！　は……ぁっ」

				　気を抜いたのもつかの間……私の下腹部が強く疼く。

				　……呼び出しだ。


                			

	








			
				　私はふらふらと立ち上がると、膝をがくがくと震わせながら隠し扉を開く。

				　そこには大きな姿見が設置されていた。この姿見の前に立つ時、わたしはただの雌にされる。神族の長という立場も、この力もなんの意味も持たなくなるのだ。

				　もどかしさを感じながらも服を全て脱ぎ去り、全裸になっていく。鏡に映る私の全身には無数の淫紋が刻み込まれてしまっている。幾度も心を折られ、屈服して堕天寸前にまで快楽に溺れてしまった証拠だ。

				　この姿を隠すため、普段私は肌を見せないようにしっかりと服を着込んでいる。

				「ご、ご主人様。淫乱な雌奴隷に、なにか御用でしょうか……」

				　床に腰を下ろすとリングピアスを付けられた乳首とクリ○リスがよく見えるようにＭ字に足を開き、胸を張っていく。恥ずかしいのに、乳首もクリ○リスも勃起してしまっている。丸見えになっている秘裂もひくひくと震え、とろりと蜜を溢れさせていた。

				　姿見に映る自分の淫らな姿に、私はご主人様には逆らえない奴隷なのだと自覚させられてしまう。

				　自慰をしたくてたまらないが、我慢しなければ下腹部の疼きを解消してもらえない。以前我慢できなかった際には一月以上アクメできない状態にされ、おかしくなりそうだった。

				　脂汗を垂らしながら、ご主人様が現れる瞬間を待ち望んでしまう。

				　しばらくして姿見に映った私の姿に満足したのか、鏡面が揺らいでご主人様が姿を見せてくれた。

				　思わず安堵した心が緩んでしまう。

				「先ほど通信用の水晶に反応がありました。何か報告があったのでしょう？　あの忌々しい堕竜の件ではないのですか？」

				「は、はい。ご主人様。申し訳ありませんが、どうやら襲撃は失敗したようです。無事に撃退したと、そう報告が……あひぃぃぃっ！」

				　乳首とクリ○リスに電流を流されてしまったらしい。ビリビリと痺れる強烈な刺激に、身体を仰け反らせながらイカされてしまう。

				　ご主人様は苛立っているようだった。

				「役立たずが……ちゃんと相応の実力者を送ったのですよね？」

				「は、はっ……と、当然、です。誇り高き血族の者に連絡致しました。最上級魔族であるエレイン様です。実力的には申し分なかったはずですが……」

				　私がエレイン様の名前を出すと、ちっと舌打ちの音が聞こえる。

				　それだけで、私はびくっと怯えてしまう。ご主人様には虚勢なんて通用しない。

				　身体に刻み込まれた恐怖が、ご主人様の些細な仕草に反応させてしまう。

				「あの低級魔族に入れ込んでいたという真祖の小娘ですか。見習いと死に損ないの始末もできないとはなさけないですね。忌々しい。それで、次の手は考えてあるのですよね？　ミカエル」

				「は、はい。つ、次の村では、堕ちた神族を保護する長のサニタとその護衛が待ち構えています。そこで……あぎっ！」

				　私が報告している最中に鏡から触手が飛び出すと私のクリ○リスに繋がれているピアスを引っ張られて、思わず悲鳴をあげてしまう。

				　ご主人様の要望に応える手としては、間違っていないはずだった。

				「ぬるいのですね。私を出しぬいて逃げ出したあの忌々しい堕竜たちは、若くて未熟とはいえ真祖を撃退したのですよ？　普通に考えれば十分な戦力かもしれませんが念には念を入れて欲しいのです。さらに『勇者』を派遣しなさい。神族で最強の戦力の、ね」

				「そ、それは……ひぃっ」

				　サニタとその護衛だけでも純粋な戦闘能力はかなり高い。護衛だけでも正面から最上級魔族と互角の戦闘が行えるほどなのだ。

				　その上、勇者も加わってしまうとなれば、明らかに過剰戦力。これではルシアたちに勝機は……。

				　その戸惑いを感じたのか鏡の中から伸びる触手が私の両手と両足に絡みついていく。あの快感を思い出し、子宮がきゅんっと疼いてしまう。

				「いいですね？　ミカエル」

				　金色の瞳が私を見つめている。逆らえないと身体が思い出してしまう。

				「……は、はい。わかりました。ごしゅじんさ……あぁぁぁぁっ！」

				　こくんっと頷いた直後、私のおマ◯コとア◯ルに触手が入り込んでいく。

				　待ち焦がれた刺激に、身体が歓喜に満ちてしまう。

				「ご褒美ですよ、ミカエル。手続きが終わったらまた可愛がってあげますからね」

				（あぁ……すまない、ルシア。だが、私は……もう……）

				「は、はい、ありがとう……はひぃ！　あぁぁっ！　あぁぁぁ！　ごしゅじんさまぁっ！」

				　頭の片隅でルシアへ謝罪できたのは、僅かな間。すぐに私は快楽に飲まれ溺れてしまう。

				　私の視界には、くすくすと微笑む大人姿のルシアそっくりの美しい堕竜が映っていたのだった。

                			

	
			
				 幼馴染吸血姫の贖罪　

				

				「……うぅ……は、ぁ……や、ぁ……っ！」

				「エレインのア◯ルは良い反応を返してくれますね。私のようなア◯ル狂いの才能もありそうです」

				「気を失ってるはずなのに、ひくひくって指締め付けちゃってるね。いやらしいんだから」

				「本当に淫乱な身体なのね。……アタシより淫乱なんじゃないかしら、エレインって」

				　耳に届く声、そして身体が揺れる感覚。沈んでいた意識がゆっくりと浮上していく。

				　ひどく悪い夢を見ていた気がします。

				　どんな夢だったのか、思い出そうとしたところで身体の奥から、何かの感触が伝わってきました。

				「……ん？　ふぁっ！　ふぁぁぁぁぁっ!?」

				「あ、エレインが起きたみたいだよ」

				　わたくしの意識を覚醒させたのは、強烈な快感でした。つぷっとア◯ルに入り込んだ指がわたくしの腸壁をぐりぐりと刺激していたんです。

				　子宮を裏側からマッサージされてしまう快感に為す術もなく絶頂させられてしまいました。背中を仰け反らせて、びくびくっと身体を痙攣させながらきゅぅっと指を締めあげてしまいます。

				「わ、わたくしに……な、なにが……はぁっ！　ふぁっ！　ぁぁぁっ！」

				　わたくしは、なぜか全裸にされていました。

				　アクメさせられても無防備なア◯ルを愛撫する刺激は止まりません。ひくひくっと全身を痙攣させながら目を見開いて、舌を突き出してしまいます。ぷしゃ……と、そのまま潮まで噴いてしまいました。

				「ふふ、潮を吹きましたね。ア◯ルで潮吹きするなんて……」

				「気を失っている間も身体は何回もアクメしてたんだよ。だからエレインの弱点はみんな覚えたんだよ。ほら、ここ敏感でしょ？」

				「そんな、わたくしっ！　あっ！　んふぁぁぁぁぁっ！　あぁぁっ！」

				　わたくしのア◯ルに指を入れていたのは金髪のエルフのようです。そして、わたくしを見下ろしているのは青い髪をツインテールに束ねたドワーフと紅い髪と翼の天翼族。

				　さらにわたくしの周囲に立つ『グール』たちまでもがわたくしを見下ろしていました。

				　反射的に身体を起こそうとしますが、乳首を抓られてしまうだけで頭が白く染め上げられてしまいます。身体に力が入りません。

				「エレイン、起きた？」

				「……っ！　はっ、はっ……り、リティア様……？」

				　その声に、わたくしは全てを思い出しました。浄化され、リティア様の『使い魔』にされてしまった現実を。そして、自分の罪の重さを。自然と身体が怯えてしまいます。

				「思い、出した？　今は……夕方。エレインが怪我させた人の治療、結界の安全確認、いろいろしてたら、こんな、時間」

				「は、はい……」

				　周囲は黄昏時。夕方から夜の帳がおりてくる時間帯です。

				「エレイン、贖罪の機会を……あげる」

				「え……？」

				　リティア様はゆっくり近づいてくると、腰を降ろし穏やかな瞳でわたくしを見つめました。声もどことなく穏やかなです。

				　そしてわたくしに触れたリティア様は、ぎりぎり秘裂が隠れる程度の丈しかない紅いスカートと白い小袖、そして首輪を生成してしまいます。下着がないので恥ずかしい。

				「そう。ちゃんとできたら……ご褒美。リューシュが優しくエレインを抱いてあげてもいい、って」

				「ほ、本当……？　な、なんでもしますっ。なんでもしますわっ！」

				　わたくしは、リティア様を見上げて懇願します。偽りでも、リューシュが優しく抱いてくれるなら……。

				「いい返事。なら。まずは……この人たちを楽に、してあげて」　

				「わたくしがこの『グール』の方々を？　それなら……力を使う許可をいただきたいのですが……」

				　リティア様が視線を向けたのは、わたくしが血を吸い付くし『グール』へと変えた人々。屍を血で操っているようなものなので、人間には戻せません。さらに、彼らが活動し続けるためには新鮮な人間の血を吸う必要があります。これ以上彼らを苦しめないためには、殺すしかないんです。

				　わたくしが持っている本来の力なら、たやすく眠らせられるでしょう。ですが、わたくしの力はリティア様によって大半を封じられたままでした。

				「その必要は、ない。エレインにはこのままでも、魔族を滅ぼす方法、ある」

				「え……？　ま……まさか」

				　わたくしの目の前には丸出しになった股間を勃起させている『グール』たちがいました。

				『浄化』されたわたくしの身体は、魔族と反発する体質へと変化しています。特に、精液と触れた際には低級魔族であれば滅ぼせるほどの強い神気の波動を放つと説明されました。

				「おマ◯コとア◯ルは、使わなくても……いい。その手と口だけでも、この人たちを悦ばせて……楽に、してあげられる。それが……エレインの、贖罪」

				「そ、それは……あっ」

				　わたくしの目の前に、勃起して張り詰めた肉棒が突き出されました。雄の匂いを放ちびくっ、びくっと脈打っています。その匂いだけでも嫌悪感と嘔吐感が湧き上がってきてしまう。

				　でも、今のわたくしにはこれしか方法がありません。震える手で目の前の肉棒を握ると、口の中へと導いていきます。

				　さらにちゅるっと音を立てながら肉棒に唾液を絡ませていきました。

				「んふ……はぁ……ん……んじゅ……ちゅるっ！　はっ、ん……ちゅ……」

				　やはり反発があるのか、ぴりぴりと舌が痺れてしまいます。でも、これがわたくしに与えられた罰。嫌悪感と吐き気を我慢しながら、ちゅぅっと肉棒を吸い上げ、頭を前後に動かします。

				　それは、だんだん……。

				「んっ、ふっ……んんっ！　んっ！　じゅっ……ふ……ぅっ……！」

				「この人たちから……目を、逸らさないで。エレインを求める理由を……考えて」

				（わたくしを……求める……理由？）

				『グール』たちにとって、わたくしは復讐対象のはずです。だから……わたくしを陵辱するのだと考えていました。ですが、視線を上げた先にある彼の瞳に復讐の念は宿っているようにみえません。

				　どこか悲しそうな、救いを求めている瞳にも見えました。射精してしまえば滅びるとわかっているのでしょう。恐ろしいはずです。でも、彼はわたくしを求め続けています。

				「ん。ちゅ……は……んっ！　んじゅ……じゅる……ふ。んっ……」

				　不思議と、彼を楽にしてあげたい感情が湧き上がってきます。そうすると、嫌悪感も薄れていきました。それどころか、頭が痺れるような快感が湧き上がってきてしまったんです。もじっとフトモモを擦り合わせながら、頭と手を動かしていきます。

				「ふっ！　んっ！　んんっ！　んふっ！　ふぅっ！　んんんっ！」

				　そして、肉棒が脈打つとわたくしの口の中へ生臭い精液を注ぎ込んでしまいます。口の中が弾けるような感覚がしました。それと同時にわたくしの口を犯していた『グール』が灰となっていきます。

				　微かに笑みを浮かべて、何かを告げながら……。

				　どうやら『彼』はわたくしを許してくれたようでした。

				　ご主人様以外の男性に穢されるなんて辛くて苦しいです。けれど……それに耐えたお陰で、わたくしが積み重ねてきた罪の一つを許してもらえたのでしょう。喜びが湧き上がっていました。

				「ぁ……つ、ぎ。きて……いい、ですわよ」

				　すぐに次の『グール』が肉棒をわたくしに突き出してきました。わたくしは片手に一本ずつ肉棒を柔らかく握ります。肉棒を扱いてあげるたびに震える肉棒の感覚が伝わってきます。

				　男性器の大きさも形も反応も。みんな違う彼らを悦ばせてあげるのがわたくしの贖罪。それを実感したわたくしは懸命に奉仕を続けていきます。

				「その調子。そのまま、みんな。浄化して……あげて。辛くて……苦しいだろう、けど。最後はご褒美、あげるから」

				「はい、リティア様っ！　ふぁっ！　あぁっ！　い、いいですわ。わたくしの身体を使って、いいですわっ！」

				　手の中で、口の中で迸る欲望の塊。感じやすくされてしまったわたくしの身体は、その欲望受け止めて穢されるほど疼いてしまいます。下腹部が熱くて……動く度にくちゅくちゅと卑猥な音が耳に届いていました。

				　ただ、浄化されてリティア様との繋がりが産まれても、わたくしがご主人様の眷属なのはかわらないのでしょう。わたくし自身は絶頂に至れません。

				「あぁっ！　か、髪の毛まで……使われるのですか？　わ、腋下まで!?　そ、それで満足されるのでしたら……あっ！　んっ！」

				　わたくしの痴態を見て我慢できなくなってしまった『グール』もでてきました。髪の毛を肉棒に絡め取って自ら扱く方、わたくしの腋の下に肉棒を入れる方もいます。素足を所望される方もいました。

				　でも、嫌悪感はもうほとんど感じません。彼らは、自ら滅びるためにがわたくしの身体で欲望を満たそうとしているのです。嫌悪しては失礼でしょう。

				　むしろ、彼らを呪縛から解放する手伝いができているのだと喜びを感じるようになっていました。

				　だからわたくしは、自分からどうすれば彼らがよろこんでくれるのか考え、動くようになっていました。

				「おお、聖女様！　魔族の浄化に成功したとは本当なのですか」

				「ん。今、エレインは贖罪の最中。『グール』になった人、解放、してる」

				「それはすばらしい！」

				「……っ！」

				　そうして、わたくしが彼らの大半を天に返した時でした。

				　教会から人々が姿を見せたのは。

				　思わずびくっと震え、動きを止めてしまいます。

				「ほ、本当に大丈夫なの……？」

				　教会から出てきた人々の中には、わたくしがこの街に連れてきた聖女たちもいました。

				　治療は終わっているようですが、怯えた目をしているのがわかります。

				　目の前で仲間たちを眷属にされ、純血を奪われて肉の盾として扱われていた者ばかりです。わたくしの姿に恐怖を感じても不思議ではありません。

				「怯えなくて、大丈夫。もう心配、ない。これから……証明する。エレイン。贖罪を……続けて」

				「は、はい……っ」

				　多数の村人たち、視線が集まった状況に恐怖を感じてしまいます。でも、まだ救いを求める彼らは数人残っているのです。わたくしは慌てて奉仕を再会しました。

				　でも、恥ずかしくて集中できません。こんな、自分から奉仕する姿を見られてしまうなんて……。

				「せ、聖女様!?　よろしいのですか？　いくら魔族とはいえ、あのような淫らな行為をさせて……」

				「あれも聖なる行いです。彼女はああして瘴気を浄化しているんです」

				「すげぇ、あの魔族の女、自分からチ◯ポ咥えこんでるぞ。美人だってのに」

				「あ、あぁ。黒い髪なんかツヤツヤでよ。肌もすげぇ綺麗だ」

				　リティアと一緒にいる金髪のエルフの説明で、ざわざわと村人たちがざわめいています。

				　わたくしが魔族だということが幸いして襲われることはなさそうですが、じろじろと注がれる視線にふるふると身震いしてしまいます。でも、わたくしの身体の奥からは蜜が溢れ出していました。

				　早くこの贖罪をおわらせようと、必死で手と口を動かします。

				「ふっ……ぁっ！」

				　ようやく、奉仕していた『グール』たちが射精してくれました。口の中に注ぎ込まれ……喉奥まで精液が絡み付いてきてしまいます。それと同時に、髪の毛にも精液をかけられてしまいました。

				　ぱちっと弾けるような感覚とともに、瘴気が浄化されていくのがわかります。

				　安らかな顔でわたくしに射精した『グール』たちが崩れ落ちていきました。これで……最後。

				「お、おお。本当に浄化してるのか」

				「な、なぁ……あの女感じてんじゃねぇか？」

				「へ、へへ……さすが魔族、淫売なんだな。ああ、俺も一発抜いてもらいてぇ……」

				「はぁ……あぁ……み、みないでいただきたいですわ。うぅ……はぁ……」

				　地面に座り込んだわたくしは、手も、足も、髪の毛も吐露された欲望に塗れています。こんな姿を見られてしまうなんて、恥ずかしいのに……。

				　村人の方々が股間を膨らませている姿から目が離せませんでした。でも、もう贖罪は……。

				「エレイン。まだ、贖罪、残ってる。この人たちにも、する」

				「え……？　そ、そんな……」

				『グール』へと変えた方々を解放した時点で終わりだと思っていました。でも、まだ終わりじゃない？ 

				　村の方々を見回して絶望的な思いを抱いたのと同時に……下腹部がきゅんっと疼いた気がしました。わたくしは、奉仕して欲望を受け止める喜びに目覚め始めていたのかもしれません。

				「みんな。エレインは……人間や神族への、奉仕が贖罪。だから好きにして、いい」

				「ごくっ、す、好きにしていい、って言われてもな」

				「い、いいのか？　聖女様。本当にやっちまっていいのか？」

				「吸血鬼は交わると精気を吸う、と言われてる。『浄化』したから問題ないはず。でも、念のため止めたほうが、いい。それ以外、なら」

				「あ……あぁ……」

				　皆さん、目が血走っていました。わたくしはその視線に震えてしまいます。

				　本来は人間など歯牙にもかけない魔族が、淫らな姿を見せているのに興奮しているのでしょう。

				　でも、魔族への恐怖が植え付けられているのか、村の人々はなかなかわたくしに近づこうとはしませんでした。

				「ねぇ、このお姉ちゃんって変わった格好してるね」

				「ホントなのですね。こんなひらひらした服、初めてみるのです」

				　そんな空気を読まなかったのは子供の声でした。

				　小さな男の子と女の子が、無防備にわたくしに近づいて服を珍しげに掴んでいたんです。その様子を見る村人たちに一瞬緊張が走りました。

				「でも、なんだかヘンな匂い。お姉ちゃんの身体、べたべたしてるし……」

				「そうなのです。どうしてこんなベタベタしているのですか？」

				「そ、それは……その……」

				　さらに、わたくしの髪や身体に付着した欲望の残滓へ無遠慮に触れては、顔をしかめていました。

				「な、なあ。ちょっと触ってみないか？」

				「あ、ああ。あんな子供が近づいても平気なんだ。ちょっとくらい、大丈夫だろ」

				「ぼうず、嬢ちゃん、なあ、ちょっとあっちに行こうな」

				　それまで近づこうともしなかった村の方々も、子供にすら無抵抗だったわたくしの姿に安心したのでしょう。あっという間に取り囲まれてしまいます。

				　抵抗できないわたくしは、ふるふると震えるしかありません。

				　二人の子供は抱き上げられ、離れた場所に移動させられたようです。

				「それにしても、聖女様が淫行を許可されるとは……」

				「そうですね。本来であれば愛なき淫行は嫌悪するべきです。けれど、その魔族……エレインは人の尊厳を踏みにじり、犯し、喰らい尽くした悪魔……然るべき報いを受けるのは当然でしょう」

				　どうやら、村の人々を教会から連れてきたのは金髪のエルフと青い髪のドワーフのようでした。この行為に疑問を抱いている村人に説明しているようです。

				「そうだよ。それに、復讐したい人もいるよね？」

				「うん……復讐したい。私の大切なもの全部……全部壊したコイツが、憎いっ！」

				　声を上げたのは……わたくしが連れてきた聖女の一人でした。今は褐色肌のダークエルフに堕ちてしまっているけれど、神官だったエルフの少女に間違いありません。

				　泣き喚く彼女の目の前で恋人だという男を『グール』に変え、処女を奪わせた……。

				　そして、すぐに心を壊してしまった彼女を見て、つまらないと思ってしまったんです。

				　そして、その後……。

				　彼女にしてしまった行為を思い出したわたくしは震えていました。わたくしの目の前にやってきたストロベリーブロンドの彼女はわたくしの頭を乱暴に掴みます。

				「好きだったのに、大好きだったのにっ……！　もう、怖いのっ！　思い出すだけで怖くなっちゃったのっ！　悔しい……悔しいっ！」

				「あ、あぁっ……い、いたっ！　ゆ、許してください……わたくし……すみま……あぐっ！」

				「それに、私。もう子供ができないかもしれないんだって。私、エルフだから身体の問題じゃないの。精神(こころ)の問題なんだって。だって、貴女にめちゃくちゃにされちゃったんだもの。ここ」

				　ゆっくりと涙を流しながら、エルフの少女は腹部に手を当てました。わたしは恐怖と罪悪感でふるふると首を横に振ります。

				　だってあの時、わたしが彼女にしてしまったのは……。

				「あの時とおんなじこと、してあげる」

				「す、すみま……ゆ、ゆるしてくださ……あぎっ！　いぎぃぃぃぃっ!?」

				　彼女は握りこぶしを作ると、わたくしの膣に拳を無理やり入れてきました。ぶちぶちっと処女膜が引き裂かれる激痛と快感に背中を仰け反らせてしまいます。

				　リティア様がわたくしの身体をまた処女に戻していたのでしょう。

				「あは、あんなことしておいて、貴女処女だったの？　……許せないっ！」

				「ひっ！　いぎゃぁぁぁぁぁぁっ！　ひ、ぐっ！　あぁぁぁっ！」

				　ごりゅごりゅっとねじ込まれる拳がわたくしの膣を抉じ開けて奥まで侵入してきてしまいます。

				　そして、子宮口の手前で彼女は拳を解いたようでした。ぐりぐりっと子宮口をこじ開けて指が奥まで入って来てしまいます。ご主人様に子宮口を開発されていたわたくしは、その快感に身体を痙攣させてしまいました。

				「なに、感じてるの？　処女の癖に……？　こんな淫乱に……全部めちゃくちゃにされた、なんてっ！　このっ！このぉっ！」

				「ひぎっ！　あぎっ！　や、あぎぃぃぃっ！」

				　ご主人様のチ◯ポに馴染まされてしまった子宮口はそのまま、彼女の手を飲み込んでしまいます。

				目の前がちかちかと弾けてしまうほど、気持ちいい。

				　でも、どれほど快感が強くても絶頂できません。わたくしを満足させてくれるのはご主人様のおチ◯ポだけなんです。

				「貴女の子宮も、壊してあげるから……私みたいにしてあげるから……」

				「あ……がっ！　ひ……ぐっ！　あぁぁっ！」

				　そんなことはお構いなしに、彼女は握りこぶしを子宮の中で作ると、そのままゆっくりと引っ張っていきます。一度経験してしまった記憶を思い出させる行為。

				　連続して送り込まれる快楽はわたくしの身体から力を抜くことを許してはくれません。

				　ぶちぶちっと何かが引きちぎられる音とともに、子宮口を引きずり出されてしまいます。

				「お、おお、すげぇ……綺麗なピンク色だ」

				「おれ、こんなの初めて見た」

				「……怖くない？　あの人、もう、怖くない？」

				「あは……無様。ああ、丁度いい紐がある。そうだ。二度と戻らないように……縛ってあげる」

				「あ……か……はっ！　あ……がっ……はっ……ご、ごめんな、さいっ。ゆ、ゆるして、ください……わたくしの罪を……ゆるしてください……」

				　子宮口を引きずり出されたわたくしは、びくびくっと痙攣しながらぽろぽろと涙を流し続けるしかありません。そんなわたくしの髪の毛を手にしたエルフの少女は、そのまま子宮口の根元を縛り上げてしまいました。髪の毛を引っ張られる痛みと縛られた子宮口から伝わってくる快楽に、再び悲鳴を上げて身体を仰け反らせびくっ！　びくっと痙攣してしまいます。

				　それでも、辛うじて謝罪の言葉を口にします。これで許されるとは思いません。でも、これが罰なのだと思えば辛いのも苦しいのも我慢できるような気がしていました。

				「ふぅん。本当に反省しているのかしら？　ふふ。いい気味。うん。少しだけ許してあげてもいいかな？」

				「あ、ありがと、ご、ごじゃいま……あひぃっ！」

				「あ、セファー、ずるいです。わたしもひどいこと、されました。わたし、もう赤ちゃんに飲ませるおっぱい、でないかもしれないんですよ。人間、ですから……セファーみたいに戻るかわかりませんし」

				「あ、ひ……すみま、ゆるひ……んぎっ！　ひぎぃぃぃぃぃっ！」

				　聞こえてきたのは、同じように壊して肉の盾にしていた人間の聖女です。

				　金髪の彼女は巨乳でした。平坦な胸がコンプレックスなわたくしは、人間の癖に巨乳なのが生意気だ、と乳首も犯せるようにと肉体を改造してしまったんです。乳腺がダメになってしまうのですが、当時のわたくしが気にするわけありません。

				　目の下に隈をつくり、精気のあまりない土気色の顔の彼女は手に太く大きな針を手にしています。何をされるのか理解しても、わたくしは逃げられません。

				　乳首に容赦なく針が突き立てられました。激痛と共に頭の中に流れ込んでくる快感に悲鳴を上げます。

				「自分は、貴女みたいに身体を改造できませんから……こじ開けて、あげます。おっぱいがでない身体にしてあげます」

				「ごめんな、ひぎぃ！　ゆるじ……あぎぃぃっ！　あがっ！　んぎぃぃっ！」

				　巨乳の聖女はわたくしの乳首に穴を穿(うが)つとそこへ指を突っ込んでしまいます。傷口を抉られてこじ開けられる激痛に、頭を必死に振り、許してほしいと訴えます。

				　でもそれは、髪の毛に引っ張られる子宮口から伝わる快感が強くなってしまう行為でもありました。拷問じみた行為をされているのに、気持ちいい。

				　わたくし、おかしくなってしまったのかもしれません。

				「案外、柔らかいんですね。もう、人差し指が入ります。もっともっと広げて、チ◯ポ突っ込めるようにしてあげましょうか？　でも、そうすると心臓が潰れてしまいますかね。この板みたいな乳だと……」

				「あ……ひぃっ！　いぎっ！　あぐぅっ……あぁぁぁっ！　ご、ごめんな……あぁっ！」

				「あ、あの……わ、わたしも、いいですか……？」

				　今度現れたのは、前衛をしていた竜族の少女。堕竜となった影響か金色だった髪をルシアのような銀髪へ変えた彼女にしてしまったのは……。

				「わ、わたし……おしっこの穴に、おチ◯ポ、いれられるように、されてしまって……おむつしないと、だめかも、しれないんですって。せ、責任、とって、ください」

				「ひ、い……す、すみませ……ひぎぃっ！　あっぎっ！」

				　次々にわたくしに群がってくる人々。それはわたくしが今まで積み重ねた罪へのしっぺ返し。

				　わたくしはされるがまま……謝罪の言葉を口にして涙を流すしかありません。

				　ただ、人々がわたくしの身体で想いを晴らしてくれるほど、罪が許されていく気がして嬉しくもあったんです。


                			

	
			
				 堕ちる村と次への布石　

				

				「わたしと、同じにしてあげます。この、悪魔！」

				「や、やめ……ごめんなさいっ！　そ、それはいや……あぁっ！　や、あぎゃぁぁぁっ！」

				　片方の目を包帯で覆っている妖精族の女性がエレインを嬲(なぶ)っていく。

				　怨敵である魔族が無抵抗で弄ばれている状況に、男の人も女の人も興奮を隠していない。本来、こんな光景を子供に見せるべきではないと諌(いさ)めるべき人ですら、止める様子がない異様な光景。

				　きっと、村の中の瘴気の濃度が濃くなっていることが原因だ。瘴気は人の本能をむき出しにして理性を奪っていくものだから。そして、狂乱はさらなる瘴気を生み出し、人々を堕落させていく。

				　肉欲に溺れ、魔に染まっていく。こうなってしまうともう、リティアには止められない。

				「エレイン……」

				　リューシュに頼まれて、エレインに身体を使って『グール』にされた人たちの解放をさせる時、リティアの中にはまだエレインへの怒りが燻っていたから指示への戸惑いはなかった。

				　フィーニスとキューフ連れてきた村の人が陵辱を始めた時も、自業自得と考えていたし。

				　でも、エレインへの拷問が始まってしまうとその思いは変わった。

				　リティアが考えていた以上にひどく痛めつけられていく姿を見て、ここまでする必要があったのだろうか、という後悔が胸を満たしていく。

				　でも、目を背けちゃいけない。この状況を作ったのは、リティアなのだから。

				　ひどすぎる欠損は放置すると治せなくなる。エレインの身体は可能な限り治癒していた。それが、エレインの苦しみを長引かせることになっても。

				「……無理はするなよ、リティア」

				「ここに常駐していた人たちは重症で、回復するか代わりの守護者が来るまでリティア達は動けなくなってしまいましたからね。しばらくはこの村をリューシュ様の拠点にする必要がありましたけれど、悪趣味なのです。リティアが耐えられないのも無理はありません。まだ聖女としての感性が残ったままなのですから」

				「ううん。これもリューシュのため、だから」

				　ぽんと頭の上に手が置かれて撫でられる感触に、強ばった身体から少し力が抜ける。そこには、先ほど、人々が陵辱を開始するきっかけを作った少年がいた。

				　その姿はすぐにリューシュ本来の姿へと変化する。

				　隣りにいる少女もルシアの姿へと戻った。

				「最初に言っただろ。この醜悪な状況は俺が命令して生んだものだ。この村を俺が掌握するためにな。だから、リティアに責任はないってな」

				「……違う。リティアも手を染めたのは、間違い、ない」

				　リューシュの言葉にリティアは首を横に振る。これからずっとリューシュと一緒にいるためには同胞を手にかける必要もでてくる。リティアにもその覚悟があると、証明して見せたかった。

				　リューシュのためならもっと平気だと思っていたけれど、実際には、すごく気分が悪い。

				　あれだけ許せなかったエレインも、今はあそこまでしなくても良いのではと思ってしまう。

				「俺のためにって気持ちは嬉しいけどな。リティアは無理しているだろ？　自分の心を犠牲にすればいいと考えているのは悪い癖だぞ」

				「……っ！」

				　リューシュが抱きしめてくれる。そのぬくもりに包まれてしまうと、ダメだった。

				　涙が溢れて来てしまう。

				「ごめ……エレイン、ごめん。リティア。あそこまで、するつもりじゃ……」

				「ああ、ああなるように仕向けたのは俺だ。リティアのせいじゃない。リティア。辛いことさせたな」

				　ぎゅぅっとリューシュの服にしがみつく。

				　後でちゃんとエレインに謝罪して約束も守らないと。そして今後、エレインが望まない陵辱をされないように、リティアが守ろうと決める。もう、エレインはリティアの使い魔なのだから。

				　それと不安がもう一つあった。あんな拷問をされているエレインの身体に潜むリューシュの本体は無事だろうか、と。

				　子宮に宿ったリューシュの子供はリティアが保護しているけれど……。

				「それに、リューシュの本体が危険……」

				「ああ。アイツの中に本体は入ってないぞ。隠れ蓑にする時には入るつもりだけどな。性格が更正されたとはいえエレインの中にはなるべくいたくない」

				「じゃあ、あれは……？」

				「ああ言っておけば、エレインはずっと中に俺が隠れていると考えるだろ？　俺の敵になる連中もな。敵を騙すにはまず味方からってことだ」

				　そう言われて少しだけ安心する。このコトをリティアが教えてもらえたのはリューシュが信頼してくれているからだと思う。

				「リティアのその仲間思いで優しいところは、そのままでいてくれ。魔族の感性に染まる必要はない。俺は今のリティアが好きなんだしな。甘えていいぞ。幻術でエレインや他の皆にはリティアの姿はさっきと変わらないように見えているはずだ」

				「……うん。リューシュ、ごめん」

				　目の前の光景から逃げ出すように、リティアはリューシュの温もりに溺れていく。髪の毛を優しく撫でられる心地よさに、もっと触れて欲しいと思ってしまう。

				　視線をリューシュの顔に向けて、ねだるように目を閉じる。触れ合う唇が心地いい。

				　嫌なことをなにもかも忘れられそうな気がした。

				「は……んっ。ちゅ……リューシュ、もっと……リティアを穢して……」

				　リューシュが幻術で周囲の目を誤魔化してくれているけれど、ここは屋外。しかも、今はエレインが贖罪という名の拷問を受けている。

				　そんな状況なのに、もっとリューシュの温もりが欲しかった。

				　或いは、リティアも罰が欲しかったのかもしれない。

				　荒れ狂った感情のままに、エレインを傷つけてしまった罰を。

				「ああ、リティアは魔族に犯されると逆らえないって教えてやるよ。だから、今回もリティアは命令に逆らえなかっただけだ。リティアは聖女なのに、魔族の虜にされてしまったんだからな」

				「……うん。ぁ……」

				　リューシュの囁き声が聞こえて、服が脱がされていく。成人しているはずなのに未成熟な、リティアの裸体がさらけ出されてしまう。そして、ひんやりとした空気に触れてふるっと震えたリティアの肌をリューシュの指が撫でていった。

				　敏感なリティアの肌は、それだけで心地いい快感を伝えてくれる。

				「あ、リューシュさん。ココにいたんだ。ありがとうございました。復讐の機会を与えてくれて」

				「気分は晴れたか？　セファー」

				「……っ！」

				　そんな思考のリティアに明るい声が耳に届く。エレインに子宮をめちゃくちゃにされたと訴えていたストロベリーブロンドのダークエルフだ。

				　思わず今のリティアの姿を見られたのでは……と身体を固くしてしまう。

				　でも、その心配はなかった。彼女が見ていたのはリューシュのもう一人の分身だった。

				「……ひぅっ！」

				「はい、おかげ様で。少しは……あの人の敵を討つことができたと思う。でも……まだ、怖いの。慰めて……くれますか？」

				「ああ、構わないぞ。全部忘れるくらい、よくしてやるよ」

				　ほっと安堵したリティアのフトモモをリューシュの指が撫でていく。思わず声を上げてしまったけれど、セファーと呼ばれた彼女は気がついた様子は見せない。

				　にこやかにリューシュへと近づいてきた彼女へとリューシュは手を伸ばしてゆっくり頭を撫でていく。彼女は嬉しそうに目を細めた。

				「……本当に手が早いですね。いつの間に手懐けたんですか」

				「エレインが気を失っている間にな。それで、俺の奴隷になる代わりにエレインに復讐させて欲しいって話になった」

				「えへへ……不思議なんです。まだ、男の人が近づくだけで怖いと思っちゃうのに、リューシュさんが相手だと安心できて……」

				　呆れたようなルシアの口調と甘えるようなセファーの声。

				　ルシアはずっと外で結界の維持をしていたので気づかなかったのだろう。分身体で『教会』の中へ潜入したリューシュが、エレインが連れてきた女性たちの心を癒やしていたことに。主に身体を重ねる快楽を使っていたけれど。

				　でも、今はリティアがリューシュに可愛がられているのに……と思って、自分からリューシュにキスをした。恥ずかしくてしかたがないけれど自分から舌を伸ばして絡めていく。

				「教会には結界が張ってあるので内側と外側では同時に行動できないのではありませんでしたか？」

				「ああ。だが、教会の結界も完璧じゃないだろ。神族に擬態すれば通過できるわけだからな。だから……表面を神力で覆って瘴気が漏れないようにした触手を使った。地中に潜らせてな」

				「そんな手があったんですか」

				「ん……ふ……。ちゅ……」

				　そんな会話を聞きながら、リティアはリューシュと唇を重ね合わせる。優しい行為はそれだけでも気持ちいい。少しでもエレインの負荷を軽くしてあげたくて、この感覚を伝えてあげる。

				　リューシュに愛されるってこんなに幸せなんだって。それを楽しみにしてほしい、って。

				　リューシュの手がリティアの胸を撫でるだけで、ぴりぴりして気持ちいい。

				　すごく、安心する。

				「ああ、だからこの手を使って、俺は次の街に先行して潜入してやろうと考えている。もう街に向けて分身を歩かせているぞ」

				「……っ!?」

				　そして、聞こえてきた衝撃的な言葉。思わずリューシュの顔を見つめた。

				「心配するな。今回、大量の魔素が手に入ったからな。分身ってのは本来、本体からそんなに離れられない。だが、間に分身がいれば本来制御できない距離でも操作するできるようになる。その応用だ。神力で表面を覆っているから簡単には感知されないしな」

				「それでも、一人で行動するのは危険です。何が起こるかわからないんです！　行動するのは分身でしょうが本体を攻撃される可能性もあるんですよ!!　嫌です、嫌ですよ……リューシュ様が……死ぬ可能性があるなんて」

				「私からもお願いします！　やめて下さいっ！　もう、リューシュさんがいないと、私、ダメなんです！」

				「リューシュ、本気……？」

				　ルシアとセファーが目に涙をためてリューシュの分身にしがみついた。

				　リティアも不安そうにリューシュの顔を見つめる。

				　安心させるようにか、リューシュは柔らかく頭をなでてくれた。

				「そうだな。危険だ。だが……万が一に備えて、エレインの受精卵に俺の記憶と人格、魂の一部を焼き付けてある。『俺』はいなくならないさ」

				「それってリューシュ様の記憶と人格を持った別人ですっ！　女の子に育つ可能性だってあるじゃないですかっ！　……でも、そこまで準備しているなんて、リューシュ様の決意は固いんですね？」

				「ああ、相手が次の村で俺たちを迎える準備をしている今がチャンスだ。リティアたちと一緒にいるダークエルフという隠れ蓑を使っている今、まさか一人で行動するとは思っても無いだろ。この村の支配を進めているとなればなおさらな」

				「……わかりました。でも、本当に気をつけてくださいね？」

				　歩いて一日かかる距離は、どんな魔族でも分身を動かせないのが常識だ。その常識を覆す手。

				　でも、やっぱり一人は危険だと思う。

				「……リューシュ、リティアも、一緒。エレインの分身使えば、一緒に行ける。村の案内、できる人いないと困る、でしょ？」

				「危険だぞ？　リティアもわかっていると思うが、魂を直接攻撃できるような奴もいる。魔族が相手となればそういう奴を向こうは準備してくるだろう。良いのか？」

				「覚悟、してる。それにリティアが一緒なら、リューシュ無茶できない。違う？」

				「ぐっ……また、こんな光景を見せることになるかもしれないぞ？」

				「リューシュ、いつもはここまでしない。エレインだから、でしょ？」

				　ルシアたちには聞こえないようにしてリューシュにしがみつく。

				　唸っていたリューシュだけれどやがて諦めたように頭を撫でてキスしてくれた。

				「本当に困った聖女様、だなっ」

				「んっ！　ふぁっ！　あぁぁっ！」

				　そして、リティアに根負けしたのが悔しかったのか、いきなりリティアに合わせたサイズのおチ◯ポで貫いてきた。もう、リューシュに抱きしめられているだけでぐちゅぐちゅになってしまうリティアはすんなりとチ◯ポを受け入れてピッタリと吸い付くように絡みついてしまう。

				「ん……？　今なにか変な声が聞こえませんでしたか？」

				「さあ、気のせいじゃないか？　エレインがあんな調子だし興奮してオナニーはじめた奴もいるんじゃないか？」

				「なんか、気持ちよさそうにしてるんだよね。本当におかしくなっちゃったのかな？」

				「……っ!!」

				　どうやら、リューシュはリティアの本当の声が漏れるようにしてしまったみたい。

				　必死で歯を食いしばる。こんな状況でリューシュに抱かれて喜んでいる変態だって知られるのは恥ずかしい。

				「声を出して良いんだぞ、リティア」

				「……っ！　……っ!!」

				　耳元で優しく囁かれて噛まれてしまう。びくんって身体が震えてしまいながら、リティアは頭を横に振った。

				　声を我慢してると、気持ちいいのもどんどん溜まっていくみたい。アクメしてしまうのもつい我慢してしまう。だから、リティアのおマ◯コはきゅぅってピッタリと満たしてくれるリューシュのチ◯ポに絡みついていく。

				　ぐちゅっ、ぐちゅって音も耳に響いて恥ずかしい。

				　でも、すごく、ずごく気持ちいい。

				　リューシュがリティアを愛してくれて、意地悪しているのがわかって、嬉しい。

				「あぁっ！　ふぁぁぁっ！　あぁぁぁっ！」

				　耳に響くエレインの声にも喜びの声が混じっている気がした。少しでもエレインを支えるものがあるようにリティアの感覚を伝えていく。

				　それが、エレインにとって本当に救いになるかはわからない。

				　リティアが、勝手にこうなってほしいと考えている、願望。

				「リティア……今日はありがとうな。嬉しかったぞ。だから、たくさん穢してやるよ。聖女様。聖女様の罪を胎内にたっぷり刻み込んでやるからな」

				「……っ！　ふぁっ！　あぁぁっ！　あぁあああああっ！　き、てっ！　りゅー、ふぁっ！　あぁぁぁあっ！　い、っ！　ああああああっ！」

				　リューシュの言葉にドキン、と胸がはねた直後、リューシュが子宮口を激しく突き上げてきた。こらえきれずに大きな声を周囲に響かせてしまう。

				　アクメしてしまったリティアは、全身をびくびくっと痙攣させていく。

				「……っ！　やっぱり……あ、リティア！　貴女、また抜け駆けですかっ！」

				「リューシュさんっ！」

				「あぁっ。みられ、あぁっ！　やらっ！　みちゃ、やらっ！　あぁぁっ！　イク、とまらにゃ。あぁぁ！　イクっ！　くりゅっ！　りゅーしゅ、くりゅぅっ！」

				　リティアは頭を左右に振りながら、バレてしまったことを恥ずかしく感じる。

				　でも、体の芯が熱くてたまらない。頭が蕩けてしまい、身体がビクビクって痙攣して、リューシュのおチ◯ポに喜んで絡みついていく。

				　そして……、リティアの中にリューシュの精液が大量に流し込まれてしまう。ぴく、ぴくって震えながら、リティアはつかの間の幸せに身を委ねた。

				　でも、気を失わないようには頑張る。

				「は……ぁ……りゅーしゅ、ずっと、いっしょ」

				「……これは一人で行くのは無理そうだな」

				「お、おい。聖女様が……あんなこと……」

				「くそ……もう我慢できねぇぞ！」

				　リューシュが、キスしてくれる。そんなリティアの姿を見て我慢できなくなったのか、村の中ではあちこちで乱交が始まった。

				　リューシュも堕ちたリティアたちをなんども可愛がってくれた。村の人達にはリティアたちを触らせないようにして。

				　拷問から解放されたエレインも、ようやくご褒美としてリューシュに抱いてもらえた。涙を流しながらごめんなさい、を繰り返しながら歓喜の声を上げていた。

				　そして、禁断の快楽を知った村は堕ちていく。

				　この村がリューシュの支配を受け入れるのにそう時間はかからなかったのだった。

				《つづく》


                			

	
			
				あとがき

				

				　本書を手にして頂きありがとうございます。

				　初めて読んでくださっている方、はじめまして。

				　『俺が聖女たちを奴隷にしながら魔王を目指す話』作者の黒水蛇と申します。

				　最弱エロ魔族下剋上冒険譚の第二弾、予想以上の反響をいただいたお陰で無事に出すことができました。

				　あまりにも嬉しかったので、感謝を込めてＷＥＢ版より大幅に加筆修正してあります。

				　いろいろと苦労はありましたが、満足できる仕上がりにできたと思っています。

				　

				　今回は主人公の仇敵である、吸血姫エレインが登場致します。

				　黒髪で和服で洗濯板な吸血姫です。

				　魔族の強さと残酷さを凝縮したような彼女は、人々にとって魔族がどれほどの脅威となっているのかを体現しています。

				　そんなエレインがどのような運命を辿るのか、楽しんでいただければ幸いです。

				

				　白い髪の聖女、リティアも前回に引き続き活躍します。主人公の隣に立とうとする彼女の変化も見どころの一つです。プロット段階では彼女が最初に主人公と出会うヒロインとなる予定だったんですよね。

				　かといって、もう一人のメインヒロインであるルシアも負けていません。彼女の行動が大きな波紋を産むことになります。

				　気になる方は本編を！

				

				　誇り高い金髪碧眼のエルフ少女、ベルカナ。

				　心優しい低身長巨乳ドワーフ少女のキューフ。

				　彼女たちがどのように調教され、主人公の虜になっていったのかも合わせて楽しんでくださいね。

				

				　なにかとご迷惑をおかけしている担当者Ｓ様。

				　作者のワガママを聞いていただける誉様。本当に感謝しております。

				　それでは次巻をお届けできることを祈りつつ、お別れとさせていただきます。

				　最後に。ここまで読んでくださり、本当にありがとうございました。
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